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　只今，御紹介にあっかりまし定険晒電力の加藤でござい唆す。今回の奪次大会に誇き刻．．ては，

昌頭に御報告を串し上げました通り，私はその準備委員会の委員長といたし綾して，本大会を

1970姪代の由幕にふさわしい内容とすべく企画いたした次第でございますが，関係各位の暖

かい御協力と御三援とにより，まさしく，企画通りの充実しフt内容の御意見の発築や討論が行な

われ3日閥に：亘る大会が只今非常な盛会㊧うちにその幕を閉じることになりましたことは，まこ

とに欣映に存ずるものでございます。

　さきほど事務局から聞きましたところでは，本年の大会への出席者は最終的に7一て・レ名に達し

ているということで，従来の大会にも乱して多くの方々がこの催しに参加され熱心に御聴講頂い

た訳であり凌して，これは年を逼って原子力産業に対する蘭心がいやが上に発，高まってきたこ

との証左であるものと，これまた笹だ心強く感ずる次第でございます。

　以下ご指名によりまして，本：大会の講演ならびに討論を振り返りながら、私なウの感じをとり

まとめて述べさせて頂きます⊂、

　まず，国の内外を間わず，御発表頂き滅した御三見の基調の二一一一は、　『i970伍代を迎え，

大きく発展する経済を支える基盤となるエネルギーは，必然的に大量の原子エネルギー一に依1了せ

ざるを得ない』ということの再確認でございました。基調の第2は、これを受けて『かかる原子

力の二二囲発に対処するだめの広義の諸戦略の策定とでも申了べきもの』で，これは当然多岐に

わだるものでありますが，多くの方が力説されたこととして国際的な視野に澄ける多角的i、蝦発の

姿勢，地域社会開発との調和，核燃料産業の着実な確立，一層の自主朔発技術の准進，などと言

ったものでございましπ。次に基調の第5は，原子力船，放射線：利用等発電以外の分野に滋｝する

ものでありますが，『その有用性の再認識と，その実用化への一層の努力の要請」とで｛申すべ

きものでございました。

そこで基調の認…一として採り上1ずました原：子力三二の必要性についてね：，従：来二つとに言及されて

きて澄るところであり．別段目新しいことではあり査せ一んが，二丈ることを知らない経済の高度

成長を反映して，エネルギーの増加も又異常左ほどの高率で推移して澄り，従来の予想にも増し，

て大きな嬬待が原子力へ寄せられてお吻ますことから，とくにこの時点にお・いてその囲発の慧義

の再認識がなされたものだと受けGられるのであ如ます。

　わが国に澄きましては，従来運転中の商用原子力発電所が，東海発電所わずか一基という実績



の乏しさもあって，原子力発電と申しても夢物語としての感蕨きにしもあらずでありましたが，

御講演の中に竜ありました通り今芦は，世界でも類例の友いほど順調な竣工を遂げました原電・、

敦賀発電所の運転を．見ましたほか，東電・福島発電所，融電・美浜発電所の各歪号磯がともに運

転を夢籏始する連びとなって澄りまして，これらは4970年代の幕囲けにふさわしい大きな飛羅

と串せましよう。

　国四の原子力発電の見通しに関する御講演のうちでは，昭和55雌度までの原子力の着工規模

は全国で約5，400万キロワットに達するとのお話でございましたが，昭和50年度以降分には

との原子力の着工量が圧来火力のものを凌駕するそうでございまして，名実共に原子エネルギー

時代となる訳でございます。

一方米国のシーボーグ原子力委員長を始め欧米の講師の方々からは，原子力開発の世界的な展望

あるいはそれぞれの国における意欲的な原子力囲発についての見通しを直かに齢聞きすることが

できましたが，海外諸国でも原子力囲発の意欲が引つづき極めて強いものであることを再確認し，

当然の事費がら非常に意を強ぐした次第であります。

　次に本大会での基調の第2としての『大量囲発に対処する諸戦略の策定』とでも串すべきもの

については，蓬ず，その基本となるべ嚢国の政策に関して第1日目に西田原子力委員長のご講演

を澄闘きし，引きつづ嚢『1970年代の日本と，原子力翻発』をテ～マとするシンポジウムで

は，その基本思想に関する討論を澄鋳きしましたが，本臼は一層具体的な鞠題について『原子力

囲発と地域社会』ならびに『核燃料産業確立への諸閥題』をテーマとする両パネル討論会を通し

て種々の角度からご意見の発表を頂いだのであります。

　基幹産業であり，かつ未来に果てしない拡がりを持って巨大化する産業としての原子力産業は，

同時に技術の最先端を行く産業でもあ砂，一方そのうちの燃料に見られるように資源や加工工程

の一部である濃縮左どについて議奈的に深い繋がりを持ち，さらにまた，核不拡散条約の議論に

も見られるような国際政治とも微妙に絡んだ極めて多面的かつ複雑な牲格を持つ産業であります

が，第4日目のシンポジウムではこの成長産業をそれぞれの御專門の立場から詳融に分析をして

頂き，日本の原子力囲発のあるべき方向をさぐって頂窒ました。ここでは平和利用に徹するわが

国としての理念の確立，また建i際化時代の中での円満な開発の推進と，これと調和のとれた自主

技術の育成，国瞭漉争力の強化，また多角的な進展と国情に即した産業立地への総合的配慮，さ

らに核燃料資源の安定確保に始まる核燃料サイクル上の諸工程の確立などが指摘され憲しだ。こ

れらの項目については従来も折に角蜘述べられてきたものが多々ございますが，喋970班代と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無
いう新時代を意識し，をの上での駅子力の位璽を再確認しつつ整理された形での方同づけが韓て

られたものとして大変有意義であったと存じます。
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　申すまでもなく，70伍代に期待されます大きな発展は挙国一致の体制下で始めて実現可能な

ものでありまして，配蜜原子力委∫晃茎の藩話にもあり董した通わ、富民協同の実が一層もり上り

ますことが灘われるものであわます。

　産業立地への総舎的配慰は，本Bのパネル討論で論じられました地域社会の開発と開遷するも

のでありますが，最近，原子力の開発が地域社会との共存共栄の思想に立脚して論ぜられるよう

にな如ましたのは，誠に喜ばしいことと申せましよう。

　パネル討論で岐この共存共栄を単なる掛け声に終らせず，国の一層強力な総合施策のもとに，

真の実績が上がるようにとの御意見が出まし沈が，その推進方が切望されるものであります。

なおこの討詮会ではあわせて国家的視野に立つた国土総合開発の構想も承りましたが，いずれに

しましても今後の大量開発への方同づけの点で真剣に考慮すべきものと考えます。

　核燃料産業．の諾贋腰碇つきましては，従来からも論ぜられて来ておるところでありますが，本

日は，資源，濃縮，成型加工，再弗理および国の政策と書つた点に蘭題を絞って有益なご意見の

発表を頂きました。

　ウラン資漂の確県はすでに対銭が講ぜられつつありますが，最近は鉱業界も含め一層積極的な

姿勢が打ち出されて踏り．心強レ・談りであります。濃縮の問楚勲ぐついては将来：の国産化を目ざし

て一層の研究一開発推進．の必要性が強調されましたが当然のことと鶏ぜましよう。成型加工につ

いては、すでに国内メーカが先鞭をつけてわられる処でありまして，歪970庫代はこれを発展

させ輸出産業としての地位の確立にまで高める必要のあることが強調されましだが，その成功が

切望されるものでありズrす。再処理については動・燃事業団の「1号プラント完成への期待が論ぜ

られましたが，後続プラントへの影響からもその成功が大いに期待されるところであります。

　かかる核燃撃｝聾業育1ゴ亥に麗する政策：について！づこ猿極的な助成策が展銅されつつあり，これにつ

いての意見突∫蕊，ございました。滋業界としてはかかる巨大産業の育成とその国際競争力増強の

ために嫁一摺弦1カな国の援助を要望しており，さらに十分な配慮の行友われることが切望される

ものでござハます。

　この核燃料産業については，フランスの講師の方から欧州の笑情を澄聞きし大変参考になりな

しだ。

　たお・これも三観寅の形でさ畷鯵し唆しだ新型勤力炉の囲発は．これまた三970年代以降にお・け

る原子力腔発上の最掌要戦｛1各¢）ひとつでありますが・自主開発の実が着々と上りつつあることは・

まことに喜ばしい次第であります。

　次π本大会基調の纂5でありま、非発電部門に澄ける『原子力利用の有用性の再認識と実月化

への一屠の努力』につきましては，まず原子力船舶に関して，国産最初の原子力船「むつ」の建
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造状況について御報告があり，いよいよ再来年にはこの第一船が完成するわけで，この分野でも

わが国は先進国の仲聞入りをする．．ととなり，頼もしい隈りであります。さらに将来の原子力商

船実用化の展望についでも積極的なご意見の発表がございましだ。

　この原子力船については西独の講師の方から込同国の計画について直かにお話をお聞きしまし

たが，経済的な商船建造までには，まだかなりの研究・謝発を必要とすることが痛感されましだ。

　ともあれ，世界一の造船記録を維持する日本にとって，この分野でも是非早くリーダ・シップ

を確立して欲しいと願うものであ，ます。

　ラジオ・アイソトープの工業利用，放射線化学の研究，囲発とその利用は，とかく地味な分野

のように思われ勝ちでありますが，御報告にもありました通の，近年着実な発展が見られ，広汎

な分野で，種々の利用の実績を確立し，次々に有用な製品の醐発が行なわれつつあることは，非

常に心強く感ぜられるものであります。この放射線利用の分野に澄ける応用は今後とも果てしな

く広がるものと思われますが，とぐに宇宙囲発海洋囲発といった今後の囲拓すべき分野で，多

くの利用轍値が見出される屯のであるとのお話を御伺いしまして、深し（感銘を受けましたが，同

時にその成果に大きな期待を寄せるものであります。

　私は原子力の利用では，この放射線利用の部門とエネルギー利用の部門とが表裏一体となって

進んだとき本当に：その開発の真価が発揮されるものであると考えて慶り，この放射線利用の分野

での一層の進展が期待されるも¢）であります。

　以上，時聞の関係で，本年次大会でのすべての御意見を網羅することはできませんでしたが，

私左りにかけ足で印象をまとめさせて頂きました。

　総じて本紐の大会では昨年の大会にも増して，原子力産業の巨大さの認識とその推進のための

戦略確立の必要性とが強調されだように思えますが，まことに1970年代の幕協けにふさわし

い議論の展囲を見た大会であったと感ずるものでございます。

　最後に，本年次大会がこのような成功を収めましだことに対して，はるばる御来日頂きました

海外講師の方々，国内では原子力委員長を始めとする各講師，御意見発表の方々また各セッショ

ンの議長をお勤め頂いた方々はもとより，熱心に御聴講頂きました参加者の皆様方に深甚な敬：意

を表するものでございます。

　御清聴まことに有難うございましだ。
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第4回　原産年次大・会準備委貴会委員名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　（50音順，敬称略）
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第4回　原産年次大会総括プログラム

午　　　　　　　前
lg

@　　　午　　　　　　　後

開会総会（（9。ろ0～備2．〔⊃〔1） 午さん会　（12．15～2心O）

950　開会挨拶 ＜赤坂プリンスホテル　グリーンーホールi＞

3『 ^15 ♀55　準備委員長挨拶 『4．50’特別講演『

945　原産報告 シンポジウム　（2jo～§00＞・

（月） 望α窪5　原子力委員長所感 「原子力産業長期ビジョンの展開」

1α30　創立15周年記念講演 210　発表と意見交換

11．15　特別講演

L

’

パネル討論会　（90〔｝～至2GO） 講　　演　（雪．00～445）

「原子力発電所と環境問題」 1．00　原子力エネルギーの製鉄プロ

臭00　講演（原子力環境問題に対す セスへの利用　　’▽1

る内外の動向） 喉．50　アイゾトLプ・放射線産業利用の

　　　　　　　　　　　　　　＼X45　意見発表と討論 将来

3／奄6
！「し　．　　　　　　，　・

2．σ0　海運の将来と原子力船

2．45　日本に澄ける動力炉開発

（火）
一 嶺5　イギリ冬に澄ける黒船減速炉

と重水減速炉の最近め進歩

400　フランスに澄ける動力炉開発

計画

レセプション　　（50e～6、30）

〈二本都市センター本館地下食堂〉

3／歪7 国際シンポジウムー壌．（9、00～壌2釦） 国際シンポジウムー2（雪．00～550）

「原子力発電所に関する経験」 「ウラン濃縮問題」

（水） ♀00　発表と意見の交換 1．00　発表と意見交換
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第4回、原産年次大会プログラム

　　　　　　　　　第征ヨ　ろ月喋5白（月プ午訪』

開会総会（♀50～12．eo）〈2時間5e分〉

〈開会式〉

謙焦、蜘辮脚欄社長）
　開会挨拶　　　　属本原子力産業会議会長　　　　　　　　．　　　　安　川　第五郎　氏

’繍ﾋ鱒拶鄭回麗鰍大蝉備委賑．鯨芝瀧気社長土光敏夫氏

雅難　躰原子襟会議骸常任鱒　、　麟瀧助氏
　所　感　　　　　原子力委員会委員長、　　　　　　　　　　　　　　西　甲　信　一　氏

　く原産創立15周年記念講演〉

　　議長　．牧甲興一郎氏（三三重工業社長）、

講演 A、㌦∫原初鶉め」　赫，コ．・．q醐～焔5）
　　　　　　　　　　　　　　茅誠舐（東京大学名誉教授）

　〈特別講演〉

　　議量＿鱒乙郭氏（申部電力社長）

　講　　演　　　　「アメリカに澄けるウラン濃縮」　　　　　　　　　（1　1．1　5～て　2．〔｝0）

　　　　　　　　　　　S晶サピアリ紙（ア刈力原子燦貴会かグリ・ジ運齢務蕨）・

午さん会　赤坂プリンスホテ々（1階）グリーンボール　　　　　　　（1215～140G）

午さん会に澄ける特別講演

　　　　　　　　「最近の金融経済情勢について」

　　　　　　　　　　　　　佐々木　直氏（日本銀行総裁）

（穏50～歪4．00）
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　　　　　　　　　第壌日　ろ月歪5譲〈月）午午後

シンポジウム（14．10～1ZOO）〈2時間50分〉

アーマ @1原子力産業長期ピジョンの展開』

　議長　　吉　村　清　三氏（関西電力社長）

発表者

田　中　直治郎氏く寮京電力常務取締役）

吉山博吉氏（日立製作所副社長）

コメンテーター

　　　出　光

　　　稲　葉

　　　北　州

　　　前　田

計
秀
一
正

　　（50音順）

助氏（石油連盟会長・出光興産社長）’

三氏（国昆経済研究協会会長）

栄氏（原子力委員会委員）

男氏（衆議院議員）
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第2日　5月望6鷺（火）　午前

パネル討論会（900～曜2．00）〈3時間〉

テーマ

　議長：

　ハ不ルメンバー

　　池　尻　文　二氏

　　小　林　健三郎氏

　　左　合　正　雄氏

　　下　邨　昭　三氏

　　竹　内　俊　吉氏

　　武　田　　　康氏

　　春　野　鶴　子氏

　　御園生　圭　輔氏

　　森　　　有　義母

　　吉　田　正　勝氏

『原子力発電所と環境問題』

平田敬一郎氏（国民総合開発審議会会長）

　　　　　（50音順）

（全国漁業協同組合連合会常務理事）

（東：京電力取締役）

（東京都立大学教授）

（科学技術庁原子力局原子炉規制課長）

（青森県知事）

（通離難公益難聴子力輝課長）

（主婦連合会副会母〉．．，

（放射線医学総合研究所長）

（農政評論家）

（九州電力常務取締役）

　　　◇講演（900～♀50）〈50分〉

「原子力環境問題に対する内外の動向」

　　　　　　　　　御園生　圭　輔氏

◇　意見発表と討論　（940～12．00）
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　　　　　　　　　　第2日　ろ月i6日（火）　午後

講演（1500～1545）〈5時間45分〉

　議長　　平塚正俊氏（住友原子力工業社長）

1．原子力エネルギーの製鉄プロセスへの利用　　　　　　　　　　（13．〔｝o～1ろ．5G）

　　　　　　藤木俊三氏（日本鉄鋼協会原子力部会長・新日本製鉄副社長）

2．アイソトープ・放射線産業利用の将来　1　　　　　　　　・　’（15．50～14，00）

　　　　　　加藤正夫氏ぐ東京大学教授う1

乱・海運の将来と原子力船　　　　　　　，　　“　聖　　’　　・　　（14．00～14，50）

　　　　　　福田久雄氏（大阪商船三井船舶社長と日本船主協会会長）

一休　　憩く曜5分〉一

　議長　　大堀　　弘氏（電源開発総裁）

4　日本に澄ける動力炉開発

　　　　　　清成　遽氏（動力炉・核燃料開発事業団副理事長）

（14．45～15．肇5）

　議長　　前田七之進氏（富士電機製造社長）

5．イギリスに澄ける黒鉛減速炉と重水減速炉の最近の進歩　　　　　（1　5．董　5～1　6。0　0）

　　　　　　R．V．ムーアー氏（イギリス原子力公社原子炉開発担当理事）

　議長　　金井久兵衛氏（北陸電力社長）

6　フランスに鉛ける動力炉開発計画　　　　　　　　　　　　　　（1600～1545）

　　　　　　M．A．ベッカー氏（フランス原子力庁産業計画担当理事）

レセプション　　日本都市センター本館地下食堂 （1フ10〔｝～礎8。ろ0）
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　　　　　　　　　　第ろ日　ろ月壌7日（水）・午前・

国際シンポジゥムー｛（90G～42．1G）〈乙時聞4G分〉

テーマ

　議長

　発表者

『原子力発電所鷹関ず：る経験』　　　，、・

河　．内　武　雄氏（中部電力副社長）

　（発言順）　　　・

L邑F．C．ライタリー氏（エバスコ・サービス社副社長くアメリカ〉）

H．フレーバー氏〈クラフトベルク。ユ轟オン社取締役く西ドイツ〉）

　・〔代理：W。アルトファーター氏（クラフトベルク・ユ亭オン社東アジア営業本部長）〕

吉　岡　俊読男氏（日：奉原子力発電常務取締役）噛「・

伊　藤　俊　夫氏（関西電力専務取締役）

コメンアーター

金　岩　芳　郎氏（東京芝浦電気取締役）
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　　　　　　　　　第ろ日　ろ月47ヨ（水）午後

国際シンポジウムー2（15．00～1Z50）〈4時間50分〉

テーマ

　議長

　発表者

『ウラン濃縮問題』

　松　根　宗　一氏（日本原子力産業会議副会長）

　　　　（発言順）

S．R．サピァリー氏（アメリカ原子力委員会オークリッジ運営事務所長）

D。G．エイプリー氏（イギリス原子力公社生産グループ計画管理部長）

M．A．ベッカー氏（フランス原子力庁産業計画担当理事）

一本松　珠磯氏（日本原子力発電会長）

M．ボガード氏（ウルトラ・セントリフユージ・ネーデノレランド社理事長くオランダ〉）

コメンテーター

　　　　　：P．ユリネック。フィンク氏（ウラニット社’常務理事く西ドトツ〉）

　　　　山　田　太三郎氏（原子力委員会委員）

　　　　村　田　　　浩氏（日本原子力研究所副理事長）

　　　　今井美材氏（動力炉・核黙料開発事i業団副理事長）
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　　　　　　　　　　開　　会　　総　　会

く開会式〉

　　　議　長　　稲　山　嘉　寛　氏　（新日本製鉄社長）

　　　　　　　　　開会挨拶

　　　　　　　　　準備委員長挨拶

　　　　　　　　　原産報告

　　　　　　　　　所　感

く原産創立15周年記念講演〉

　　　議　長　　牧　田　与一郎　氏　（三菱重工社長）

　　　　　講演　　　「原子力事始め」

〈特別講演〉

　　　議長　加藤乙三郎氏（中部電力社長）

　　　　　講演　　「アメリカに於けるウラン濃縮」

午さん会における特甥講演

「最近の金融経済情勢について」



開 会 挨』 拶

日本原子力産業会．議・

　会長安川第五郎

　第4回原産年次大会の開催に当り，産業会議を代表いπしまして一言ご挨拶申し上げます。

　ご高承の通り本大会は，原子力にご関係の深い方々が年に一度一堂に会し，原子力開発全般

にわたる政策，経営問題などを中心に，見解の発表と意見の交換を行なうなど，ともに考え，

ともに認識し合う場として開催いたしておりますが，本年は第4椿事を迎えまして愈々盛大か

っ充実した大会を開くことができますことを，主催者としてまことに欣快に存じている次第で

ございます。

　申しおくれましたが，私はこの5月11日，産業界の強い推せんによりまして，原子力界に

偉大な功績を残されました故菅前原産会長の後を受けまして当会議の会長をお引受けすること

に相成りました。

　ここに改めて故菅煎会長の遺業をたたえるとともに，今後皆様のご支援ご協力をお願いいた

す次第でございます。

　本年は原産創立以来15周年にあたりますが，原子力産業も60年代の準備段階からひア0

年代の本格的実用段階へと大きな飛躍をしょうとしており，原子力産業への期待と要請が一層

強まって参りましたことは，皆様すでにご承知の通りでございます。

　かかる情勢のもとにおきまして，本日から5日問，年次大会が開かれるわけですが，大会の

内容につきましては，東京芝：浦電気の土光社長を委員長とする準備委員会にお願い致し，お手

元のプログラムにございますように，海外からも多数の参加者を得た逮捕色豊かな大会を開催

することになりました。

　プログラムの概要につきましては，このあと土光準備委員長のご挨拶にもあろうかと思いま

すので省略させて頂きますが，本日ご出席を賜わります西田原子力委員長をはじめ，国内外に

わたります多数のご発表者や議長の方々に対し，ご多端のところ快よくご参加を得ましたこと

を厚く御礼申し上げる次第でございます。

　申し上げるまでもございませんが，経済社会の調和ある発展のため，石油をはじめとする世

界的なエネルギー環境の激動するなかにあって，わが国における原子力への期待と役割はます

ます増大いたしてまいりました◎

一窪譲一



　先日，原産が発表いたしましだ原子力産業の長期予測をみましても，今後の原子力開発には

容易ならざるものが感ぜられます。これらの閥題を中心にした3臼問にわたる内外の権威者，

専門家の方々kよる癸表や討論などを通じまして，わが国原子力産業がア0年代の圏際化のな

かで底い分野にわたり，ますます発展することを期待して止みません。

　これをもちまして私のご挨拶といたし蜜す。
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第4回原産年次大会準備委員’長挨拶

第4回原産年次大会輔委員会

　委員長　土　光　敏　夫

　第4回原産年次大会の準備委員会委員長を相つとめました土光でございます。

　原産年次大会は，先程の開会ご挨拶にもございました通り，原子力産業開発の政策・経営問

題を中心とした重要課題につきまして，各界の権威者，専門家の方々による見解の表明や意見

の交換などを通じ，原子力産業の円滑なる推進を図ることを目的として開催しておるわけでご

ざいます。

　とくに，最近の世界的な石油事情などによるエネルギー情勢の変動，あるいは公害問題など

からくる原子カへの期待が一層高まりつつある今日，原子力産業の果すべき役割がますます重

大になってまいりましたことを痛感している次第でございます。

　このような認識の上に立ちまして，今回の年次大会では，つい先日，原子力産業会議が策定

し発表いたしました原子力開発の長期展望にもとづき，今後のエネルギー供給の安定を具体化

するものとしての原子力発電を中心とした「原子力産業の長期ビジョンの展開」を基調シンポ

ジウムとして取りあげることにいたしました。

　同時に，この原子力産業の円滑かつ調和ある発展を図るために，今後とくに配慮すべき問題

の一つとしての環：境聞題，解決すべき重要課題の一つとしてのウラン濃縮聞題などを今回は重点

的に取りあげることにいたしております。

　また，原産年次大会での新しい試みとして，各国に共通したテーマによる国際シンポジウム

の場を設け，今回は「ウラン濃縮闇題」と「原子力発電所の建設。運転経験」の二つを企画い

たしましたところ，海外での反響は大きく，アメリカ，イギリス，フランス，西独ならびにオ

ランダの5力国から積極的参加を得まして，お手元のプ・グラムにもございますような，講演

のセッションを含めた圏際色の豊かな年次大会を開くことができました。

　なお，本年度が原産創立マ5周年にあたりますところから，西田原子力委員長の所感や茅博

士からの特別講演をお願いいたし，本大会の意義を一層高めることと相成りまし九。

　以上の次第で今回の参加人員総数は約800名に達し，例年と同様多数のこ参恥を得，さら

に先程申し上げました欧米各国から各セッションの発表者など旬名のご参加に加えまして，海

外からの一般参加とし約55名の方々が予定されておりますことは，準備委員一同といたしまし
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ても甚だ喜びとするとこ．ろで：…弓ぢめ言す。　．『一　．、、弓．．望罫：∵、；1＼、

　ここに改めて内外の発表者の方々，各セッションの議長をはじめ大会関係者の各位のご協力

に対しまして，準備委員会を代表して厚く御礼申し上げる次第であります。

　最後に5日間にわたります本大会が円滑に運営され，大会開催の意義が一層高まりますよう

皆様のご協力をお願い申し上げまして私のご挨拶といたします。
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原 産
報
． 告

日本原子力産業会議

代表常任理事　橋　本　清之助

わが昨斑嘩難卸旧本論テか平和糊の醗と歩みをと螂しゅら・磐

3月を以て満15年を迎えることになりましに。即ち，源：産が，わが國経済界の総意に基づい

てr．か倣励国会の蜘’螺と学会の協糎よつて・瞭の声をあげたのは溜和5降5

月の酵で遡鮪・

この年沖敷おきまして・い三論エズ動舌しの蠣がありましたが・この出来事は・異

常な国際緊張を呼んだばかりでなく，石油を中心とする世界のエネルギー情勢に極めて大きな

衝撃を与えたものでございまし牟。　．．、

回忌5年雄ました今臥拶黙・，1目幽い軽面会の懸をなし遂げました一方で・

再び醐嫌輯騨界のエネルギ弓勢ρ真旧弊立っております・、

この間ゆが国の尉力点界は踵ρ開騨解駒価を絃・いよ魅r実欄噂

入る回り・：ま熔・・田年町私ど．も蝿初の三二三面鞭で錦一ρ目舞考回し

た9とは・昭麹5鞭紫に・細00燃の三三翻を鍼解る．ことであρ、ましたが・

これ嫉す1で咋東海，敦賀，美浜，福島塗どで計画以上に達成されております。その上，次々と

新しい大規模な開発計画も進行中であります。

かって・第二回腱轍大会のこの席で・私は・贈大して行くモネルギ濡要に対療・して・

妥拳な三囲で当面の原子力発電計画を間違いなく着実に遂行して行くこと」が何よりも重要で

踊・と申し上げたのでありますカ㍉今日のこうした状況観るにつけても・それが・堅実に

実行されてきたことに同慶の念を禁じ得ないので．あります◎これは，ひとえに，幾多の困難を

克服してきた原子力産業の長期にわたる努力の結果でありまして，このような努力の積重ねに

よって，原子力に対する一般の大きな信頼を勝ち取ることが出来たのであると信じます。

　わが国の原子力産業が，先進国との間の10年という技術格差を着実に埋めつつあることは，

海外かちの圧力容器，タービン発電機の受注や，国内における原子力発電所建設にあたっての

国産化率の向上にもあらわれております。とくに，わが国の原子力発電所が，4年という短か

い瑚で・しかも・スケジー樋Pにつくり上げられていると～’惇黙・．躰の肝力産

業のもつ高いポテンシァルを示すものといえます。
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　在来エネルギーが内蔵する，資饗，輸送圭1締蓄，さらには容害などの諸闘題が，ますます深

刻さを増しつつある今日，実用化が実証され，それを裏づける産業能力も，立証されつつある

原子力発電への期待は・1鰍？籾：宰・1蟹つ・具体的なものとなってまいりました◎

卿輝業会御㍉畔騨欄をすすめてきた郷回原子力麟長期緬によれば・わが

困の原子力発電設備容量は，10年後の昭和55年に2，700万KW，65年には1億1，00砺『闇

，西暦2乳00〔年に．南たや昭和Z与年には，：2億2，000万KW匹達するも．のζ予測されます6この

2慮ZOOP万KWの原モ府設備によ、る発電箪は・約4簿搬の石油相引に換算されますカ㍉これは

現在ρ石油輸入量．の約2倍に匹敵する大きさであるこ≧・に・．門門て四目に値します。

　しかしながら，原子力発電は実用期に，歩を踏み入れたばかりの段階にあり，エネルギー需

給上の要請にご準えて．，このような大蝉棟，かつ急速な原子力計画を実現して行くためには，

解r・ψら多，くρ聾隔と轡型肱こ妨即決に騨なけれ・ぱなりません・∴・

　原子力発電の關発鍵にみあう鷹大な核燃料の需要，とくに，原料脚資ともいうべき，ウラ・》く1

矯の手恥・その最御大きな縣であP齢・愚内照二二しうるほどのウ・ラ漉灘な

く・しかも海外の資源は地域的に偏在レズおり町ζの意味で嫡・石油の．場禽とえちぶところが、・

あ9離を・・事実澗際石油資襯・・二二旧著嬬う将辛のエネ，く聴マ：鱒下駄癩

勧嘩世し系籾ます・彫加済！晒騨鱗ま掛’⑳鴎・・珍なく・ともや「部を鼠・

らの資潭．として確保すること望めて重聖あ殖す・わが国で馬ρと．に動燃・騨団が先駆

練海外探傘手がけており・・また・産業界も詐年関係業界が一致干して・海外ウラ漕

源開発会社を設立し，フランス原子力庁などと共同して，アフリカにおけや亭，鍬客探鉱開発に．

遜琴野洲晒かし冷後の核燃料所要畢三脚れば・rうし儲動むも’っ麟極

的に行な撚け揮なら弟供給源の多奉筆化とい二二らは・より広い範囲で行肋なけれ

ばなｺ下・三三。鯛のウラ演縣積需難は・3q～4G万障硯込ま麺お・り・

その ｯρ醒度岬らρ資源昂磁保する≧すれ¢潮述の灘ウ・．㍗会社力㍉目下手が

けて蘒jジエ・ブの斯クラ子ρもりを沙なくとも＋翻鞭例しなければえ・らないこ

とになり凸凹だけ径類即響町であ臆しやρレ陣課別丁臨大き倒・

ス㌍伴い．鱈・した鱒て藩拳界，獅のこうした醐には自ず蝦界カミ劾ます・

さら・に項滅剛ゆ吟国外鱒囎轟発に嫉ゆゆ二巴問題など9困難がついてま

わること糊らかで三二源ρ蘇燭九つ囎・趣姻際禰の聞方と・これに対応

す狽聯腰求さ閉す・これからの聞題はも，とより・麟界の努力のみ軸って解決の

るものではありません。ウラン資源確保について，，顛の積極的な政策と効果的措置を強く望むもの
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であります。

　核燃料のもつもう一つの重要な閥題は，濃縮ウランであります。今日，自由世界の濃縮ウラ

ンの需要を一手に賄っているアメリカの濃縮能力が，現在のままでは，拡大の一途を辿る世界

の原子力発電に対応できなくなるのは，もはや爵蘭の問題といわれております。加えて，アメ

リカの濃縮サービス料金は，国内のインフレーションなどの影響で値上りのスピードを加え，

ここ12ヵ月の間に実に2’ Tパーセソ’gの値上りをしております。濃縮料金は，原子力発電の

コストに敏感にはねかえろてくるものだけに，相次ぐ値上げは，世界の原子力発電に大きな影

響を及ぼしつつあります。

　ピ5し泥ナメサかめ現状や濃縮どヌ幽トあ蘭鍾に．つぎましては，このあとアメリカ原子力委員

会のサピアリー氏から詳しく伺うことになっておりますが，こうしたアメリカの状況は，各国

のウラン濃縮をめぐる動きを一層活発なものにしております。すでに，イギリス，オランダ，

西ドィシの三国が協力して，遠心分離法による共同濃縮事業計画を具体化しておりますことは

と承知の通りでございます。また最近，フランスも，従来から進めて来たガス拡散法による濃

縮技術を提供する態度を示しているという報道も行なわれております。さらに，オーストラリア，

カナダ；〒南デフ’リカ共和国なども注目すべき動きを示すなど，この問題は，ますます世界的な

関心・事となっております。

　原子力産業会議は，過去り力年ウラン濃縮問題懇談会を中心に，この問題の検討を重ねてま

いりましたが，「近い将来，濃縮ウランの一部を自給しうる能力を身につけることが絶対た必

要である」との産業界の意見をとりまとめました。この点，政府の現在考えられている計画よ

り，さらに具体的なナシゴナル。プロジ三ク下として進めるよう，強く期待されております。

　明後日の国際シンポジウムにおいて，それぞれ各国の考え方，ならびに現在の状況などを伺

うことになっておりますカ㍉ウラン濃縮の分野には，国際的な協力の要素が少なくありません

ので，このシンポジウムを通じて，いくつかの有益な提案がなされるととと存ピます二

　以上，ウラン資源と濃縮ウランについて申し述べましたカ㍉』どれらは現在の発電計画が軽水

炉を中心に実現されるであろうことを前提としております。こうした核燃料上る負担を軽滅す

1るためにも，燃料利用率の高い新型動力炉の閥発をさらに促進する必要がありまナ5’目下，動

燃事業団は，茨城県大洗町に高速実験炉，敦賀市に新：型転換原型炉ゐ建設を進めておりますが，

』’

ｱれらナショナル。プロジェク』トの成果が結実するとき，ウラン資源や濃縮ヴランの問題は，

かなり解決に近づくごとになりましょう。

　一方，先進国との格差をちぢめつつあるわ力二薗の原子力供給産業も》とくた今後，大規模な
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原子力発電計画を急テンポで消化して行く過程において，解決を要するさまざまな課題を持っ

ております◎．．．』：，i…一、、、、　　「．一・　　　　ゼ　’・、．1ド〉ン．　　・・一…・　．’・．幽…’：・㌧そ

　昭和44年度に即ける鉱工業の原子：力関係売上高は。，蔚年度の1ボ4倍にあ准・る約・5・牙Ol．簿円

に達し，ヂその支出・570億円・をわずか・ながら上まわっておりますが，．ごれを孝相次・ぐ原子力発電

所難設計画の具体化によ．るものであり、，1．黒字になったという訳では，あ．ワまぜん。過去ナ数年間

に2，0・0・0億円にのぼる支出を余儀なくさ・れて来ゆ原子力供給産業は、，・収支のア・ンバラソスに悩

みながらも，一昨年度「（昭和澄5年度），木型の需要に応えるため，！00億円を越える設備投資

を行なっているのであります。したがって，この産業が将来の需要を満足するためには，．∫今後

な茜，、大型の投資の憂要に迫られることになると思われます。今後↑0年賜に，生産に必要な

設備投資額ヵ㍉約1，500億円，さらに核燃料の転換，，成型加工，再処理などの設備投資がざっ

と700億円と試算されますσ加えて，技術進展の著しい原子力の世界では，不断の研究闇発が

必要ζされ，これに要すう今後の研究開発費は，約佃oq億円にのぼると予想されと潟ります◎

従ワて・．わが国の原子力発電の進展に伴い，こう．した問題力㍉・原子力供給産業の上に大きくの

しかかっているこ．ζは閑却できないのでありまして，．．かかる実情に対応する抜本的な国の施策

が・ヅ今から要請され．ております。

　昨年度のわが国の総エネルギー需要は，石油換算約2億5，000万泡であヴましたが陰・その5

分の2は，発電用以外の需要．であります。即．ち亙．発電用のほかに直接，・蕪エネルギーや各種の

動力源などとしてのエネルギー需要も非常に大・きいわげであります。原子：力嬬，，こうした電力

以外のエ・ネノヒギーにも麗ぎかえられる可能性をもって凝り一まず。原子エネルギーの熱源として

の利用，動力としての利用に関しましても，それぞれの研究開発が進められており，実用化△

の気運がも．りあが？ており．ますρ．すでに，1京子力委員会，通産省などにおきましても，これに

関する検討が行なわれております。．・こうした多目的利用は，原子炉を中心とするコンビナー、ト構

想につながっております。ごのコソビォー．㌔構想は，エネルギーの有効利用，輸送，産業用地，

環境などの諸問題の解決ぎあるい、は緩和にとってきわめて有効であります。しかし，このヲ．ソ

ビ才一トの中核をなす原子炉には・，高温ガス炉が用いられるζとになります。したがって，多

目的利用をはかるうえでは，在来炉の適用技術とともに高温ガス炉の胴発を進めることカ㍉－新

丁丁構：造の重要，・かつ緊急な問題として提起されております。

　一方，・原子力を推進動力とする原子力船の開発は原子力船事業団を中心に進められており・，’

その第一船「むつ」は現在，青森県の億港で最終的な仕上・げを行なっているところでありますb

近年における国際間の萄動き量が急速な伸びを示しているこの分野においても，原子力船に対
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する賄は大きく源子戦船によ財団ゐ出現もそう遠ぐ遇いと思われます。昨年の第5

回原産年次大会における海運界代表の提案は，内外に大きな反響をよび起しました。こめ提案

を契機として，原子：ガ船に関する西ドイツとの共同研究への動きが具体化し，目下，両国民間

関係者の間響町・シテナ搬鮒象に，原子力般の実用性鰍術的，経納癖価する作業

が進められております。この結論は本年8月までに出される筈であり’まして」その結果如何に

よっては，日干共同による原子力高速コンテナー船の開発ということも考えられます◎

　翻って，原子力開発のもう一つの柱であるアイソトープ。放射線の利用に目を転じてみたい

と思います。もともと，原子力の利用は，原子炉で発生ナる熱と放射線の双方を完全に利用，

或いは処理しえて，はじめて技術的に完成したものといえると考えます。そういう意味で，原

子力発電め大量利用時代を迎えて，そこに発生するアイソトープの徹底的な利用と処理の技術

を開発することは，今後め廃棄物処理の問題解決のためにも，われわれ原子力産i業人に課せら

れた次の大きな使命であります。そういう意味で従来，ともすれば原子力発電開発の陰にあっ

て，国全体としての推進がややなおざりになつ’ておりますこの部門を，積極的に推進しなけ

ればなりませんGすでに20年間にわたる技術開発をへて，この利用は医学，農業，工業など

多くの領域で着実に進展しておりますが，さらに一層これを新しいエネルギー源としての利用

開発についての研究が要請されます。原子力産業会議は本年11月に開催する第10團日本ア

イソトープ会議においこ（，この原子力の大量利用蒔代を念頭におきながら，とうしたアイソト

ープ。放躬線の新しい利用開発の問題を喚起し，その一層の促進に資したいと思っ‘ております。

　原子力をめぐる環境闇題につきましては，とくに海外三二においても少なからぬ論議が起っ

ております。

　本来，原子力平和利用開発は安全性追求のための勢力．そのものであり∴こみ意味から，原子

力産業ほど安全性を重視してきた産業は他に例をみません。しかしな黍ら環境問題ほきわめて

鋭敏に社会の関心をよび起しつつあり，このことは今後急増する原子力発電所などの原子力施

設立地の確保や，廃棄物の処理，処分問題とも密接な関連を有するものであります。ことに原

子力発電所の立地問題を円滑に解決しうるか否かは，今後のエネルギー供給の死活を制する重

要な問題であります。

　こうした意味から，われわれは新たなフィロソフィー・にもとづいて，環境即題にとりくむ必

要があります。同時にこの問題の解決には，原子力産業と他産業，ならびに一般大衆との間に，

正しい理解と信頼をきずくため，適切な施策と閥題の解決措置がなされなければオ嚢9ません。

　かくして，原子力システムの持つ固有の安全性にあわせて，原子力産業がその研究。開発利
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用の各段階を通じて払ってきた，、安李性確保今の努力≧成果，傘害の少な、、）エネルヂー源とし

㊥将来髄どについて・広く騨鵬㍗樋・こ馳思います岬時に駅輝挙ζ堕しま

しても・これからの大量開数そ嫉宥そ・破全肺上に嘱の努弊櫛螺があ弦ち，

とく醗勲の鯉燗して消酪外伽γセン躯力鴇られるめ醐確嫡針を早急に

確立して行くこと・さらには前述の麟物の利嗣醗の研究を髄嘩め源子力カミ縣に及

附影響の少ない・「頗のエネノレギぞ灘婦ζとを・綜を、もつ㍗脚納得を騨よ．卑

しなければならぬと思います。

騒髄べま確ように…朽年前私華源子力開発に乗出し講は必エズ動乱の⑳・．、

石油は世界の新らしい聞題として注目されましたQ

15轍の今日・0酬砧輸躍機構）を舗の眼とし雌駒石弓勢ま・娯半年大きく

揺燭き・峰晦終回澗騨騨の間獣き脚心胚舞晦起して即ます・やカ1．

齢難縄懸大の石灘姻であり・し三三エネル些の欄を石確無点槌，

ます熾に冷温灘争の影響するところ甚大であり・広く駅蠕全点険もρ．と母至．

ます。．

　申すまでもなく．，この閥題は・石湘産業自身が・解決のための最善の措躍を．ζ．りつρあるζ

とではあ・りますカ㍉初⑳には混く三郷と溺貼活の二二つ三家的弓単から・

適切な措置が速かにζちれ為づきで回ります≒三時に7長期鮒観卓から，．わが国のエネルギー

麟の嬢と雛に根本晩縮が払わμる鳥獣な時機で踊と思います・

　その意味におきまして，原子ウの持つざテソシ．ヤルは高く評価すうこζ炉出来ます。原子力

エネルギーは，他のエネルギーと相補い，相携えて，今後さらに発展していく日本経済を，安

定・して支之ることにならなければなりま撞〃◎

　私たちは，今日改めて皇その責務の重大さ存痛切舛感じて㌔．・るの．であ．り庫す。
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所 感

国　務　大『臣

科学技術庁長宮　　西．田信一
原子力委員会委員長

　本日，ここに海外諸国より多数の賓客を迎え，日本原子力産業会議第4回年次大会が開催の

運びとなりましたことに対し，心よりお慶び申し上げる次第であります◎

　この機会に，実用化段階に入ったわが国の原子力開発利用について，所感を述べさせていた

だきますことは，私の最も光栄とするところであります。

（1）　1960年代のわが国は世界の注目を集めるほどのめざましい高度の経済成長を実現して参

　り、ましたが，1970年代においても引続きかなり高い経済発展：を続けるものと見込まれてお

　ります。

　　その源泉となるべきエネルギー需要の急速なる増大に応えるため，積極的な対策の確立こ

　そはわが国最大の課題と云わなければなり玄せん。現在わが国のエネルギー源は大きく石油

　に依存しておりますが，最近新聞等を賑わしました原油価格の大巾上昇，公害問題，輸送，

　備蓄等幾多のマイナス要因を考えますとき，次代を担う有力なエネルギー源として，原子力

　に大きな期待がよせられるのは当然のことであると思われます。

（2）わが国の原子力の開発利用は，原子力基本法が制定されて以来15年間にわたり，着実¢

　進展してまいりました◎1968年には東海発電所がわが困初の商業原子力発電断として運転

　を開始し，わが国原子力発電の幕明けとなりました。昨年は敦賀発電所および美浜発電所が

　営業運転に入りましたほか，福島発電所も近く営業運転の運びであり，さらにこのほか9基，

　約600万キロワットが現在建設を進めております。

　　このように飯従来の見通しを大きく上まわって原子力発電所の建設計画がすすめられてお

　り，1985年には，，約，6，0’00万キロワットの発電規模に達するものと予想されております。

（3）　このように，原子力発電に対する期待が大きいだけに，その計画を完遂するためには幾多

　の閥題を解決して行かなければなりませんが，そのうち，特にわれわれの重視すべき課題と

　しては核燃料の確保，ならびに環境問霧とも密接に関連する発電立地の確保が挙げられると

　思います。

（4｝最近の原子力発電所の旧臣な開発見通しからみれば，現在，国のブρジェクトとして鋭意

一21一



開発雛めている鯉轍炉お羅高速増殖炉の実用化を縮に入繰としても該燃料の

所要量は膨大なものとなります。

　すなわち，汐85年までのウラン精鉱の累積所要蚤は10万トンを越え，また濃縮ウラン

の年閲所要量は低濃縮ヴラ．ンで約2，000トソに達するものと見込まれますが，これは現在の

米国の三濃縮工場の生産能力のおよそ半分に相当する量であります。

　まず核燃料対策の第一の柱はウラン資源の確保でありますが，政府としては，動力炉。核

燃糊朧跡絶による溺醐繊嘩礎的雛を鞭的嘆める教で効ますカ㍉華本

的な考え方として，民間企業が中心となってこ．れを準進ずる方向で民間企業の探鉱開発活動．

に対して，低利融資，税制の優遇等の助庫蟻母な講轍ζ飾り、ます。

　しかしながら・近年に睡るウラン蘇に関す纒際翻の動き・輝際石油資本力1靖乙、

鉱業へ積極的に進出している．こと等の情勢に対処するたφに，わが国としまして，，より積極

的繭外鰐出し汐ラ畷源の確保のた硬に躰無恥策の樹立とその獅のため吟

政府としましても積極的な努力を払いたいと考えております。

・’

沐R料聯の第二の柱として・わ力玉圏の核燃料サイク・レの確立のた鶏旦ウ秘の衆

確保め問題：があります。　　』　　　　　＿，　　　　　∫』』1＼にげド・冥λ．，＿筒，

・わが国の原子醗電に嫉な灘ウランは・現在のところ旧三子力剛コ鰯琴峰蓼・

耀からその供給臨けることになつ鰯るこ塒餌知の励であり封・・米困騨岬

由世界で唯一の濃縮ウランの供給困でありますが，将来における濃縮ウランの供給能力の不

足，あるいは濃縮事業の民間移管閥琶等ゴ長期的視野に立？て考えるならば，濃縮ウラγの、

供給を米國のみ：に依存す「ることは・，、必ずしも望配しいことではないと考えられますQ

　このよう雌聴から源子力委融は妙ン濃縮技術の研獅藤棚酬雌賜些め・

’一�N朗源子力雛総噸剰に凄離レ現在馴艦法とガス拡辮ρ坊解？い

て鋭意その研究開発を推進しております。

　御高承のとおり；綴近米国において尋ま’ウラン灘幽趣を友好勲爵に提供すや問霧を検討中

と伝えられており・また酒欧に越1・ても勘分離法による濃縮瑚㊧開発計画力唄体化し

つつある等，濃縮ウランの供給に関穿る海外の情勢はめまぐるし｝い犀開鷺う孕ております。

このよう・購勢のもとで・わが国画期1蝋灘ウランの安定確保姻る方策に外｝で、検討

するため・昨年1桐起縮ウラン対策懇談剣を翻し蒲来・熱自な討勲続けておρ

ます。

　今後わが困としま・しては海外の動向に不断の注意・を払い，それに対応しうるよう検討を重
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　ねておくことはもとよりでありますが，いつれにいたしましてもわが困の自主技術の早期開

　発を達成することが極めて重要なことであり，この線に沿って今後の濃縮ウラン’対策を強力

　に展開してまいる所存であります。

⑤　次に，最近内外において大きな関心を集めております環境問題について一言触れたいと思

　いますが，幸いにして原子力事i業におきましては一般産業にみられるような公害は発生して

　おりません。これは原子力に従事される皆様方の安全に対する厳しい態度によるものと考え

　られます◎

　　しかし，原子力には，原子力特有のいわば：未知のものへの不安感ともいうべきものがある

　ことは否定できず，これが原子力施設の立地に際して地元との間に摩擦を生じさせているも

　のと思われます。

　　原子力施設の立地確保を円滑に行なうためには幾多の課題がありましょうが，少なくとも

　原子力は安全であるということを国民に納得させることが爵要であると考えます6

　　このため，政府といたしましても原子力の安全性に関する研究，今後急速に増加する原子

　力施設の立地対策等に積極的に取組んでまいりますが，原子力事業にたずさわっておられま

　す皆様方におかれましても，一寸した不注意による事故の発生が原子力全体に対する：不安感，

　：不信感の原因ともなりうることを銘記されまして∫原子力の災害防止について十分な措置を

　講じられ京すよう強く希望する次第であります。

⑥　以上，原子力開発利用の推進にともなう若干の問題を採り上げまして所感の一端を申し述

　べましたが，政府といたしましでは新型転換炉，高速増殖炉等の動力炉開発，原子力船の開

　発，核融合の研究開発，廃棄物の処理処分，保障措置関連施策の強化等の諸濾策につきまし

　て鋭意推進に努めているところであり，また今国会において，原子力損害賠償法ならびに日

　本原子力船開発事業団法の改正を提案していることは既にご高承のとおりであります。

　冒頭に申し述べましたように，原子力の開発利用に寄せられる期待がますます大きくなって

おりますが，今日のこのような情勢に適確に対処するために原子力産業会議が常にわが困原子

力開発の陣頭にたって活躍されており，最近「2000年にいたる原子力構想」をとりまとめ，

発表されたことを高く評価するものでありますが，原子力委員会としては，本年末を目標に源

子力開発利用長期計画」の改訂を行なうこととしておりますことを一言つけ加えまして御挨拶

といたします。
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原産創立4ξi周年記念講演

原　子　力　事　始　め

東京大学名誉教授
　茅　　　　誠　司

　原子力産業会議の創立15周年の記念講演をせよというご注文を受けまして，実は私大変逡

巡いたしました。現在，原子力のすう勢については，さっぱり存じておりませんので，どうい

うお話をしていいか見当がつかなかったのでございます。今から19年三二に学術会議でこの

閥題をとりあげたのが，私が原子力に関与した最初でございました◎そこで，ここにおいでに

なります皆様に，その当時どんなことを議論し，どんな考えでいたかをお知らせするのも無駄

ではなかろうふと存じまし幽て；1回忌は「事始め」などという言葉を使って，どうかと思います

が，その当時の状況を申し上げてみたいと存じます。

　ご承知のとおり，戦争後，占領二二中は研究方面ほ，まったく自由にできるようになってお

りまし甑二つ醐題だ臆禁止されました・丁？雌響あり隅今一つ力三核分裂の研

究でございました。

　ところでこの二つが平和条約の結ぱ’れ売あとは癬除されるということも，大体アメリガゐ関

係者方面から言われておりましたので，我々この平和条約ができたあとはどうするかというこ

とを，よりより考えておったわけであります。

　ご承知のとおり，昭和27年8月平和条約が発効い驚しまして，この航空ならびに原子力1の

研究，核分裂の研究は禁止解除されるということになりました。

　ところで日本の科学と科学者の代表機関は学術会議でございます。この学術会議は皆様ご承

知の方が多いと駄・ますが識後，科学者の長い議論を経て昭和23年の暮れに選挙を行ない，

昭和企4年で月20日にスタートしました。

　会長に亀山直樹氏を選びました。そして日本の科学に関するいろいろな問題を討論してきた

わけでありますが，その最初に出しました学術会議の声明は，科学者は戦争のために協力しな

いという，そういう声明でございました。これを通じて学術会議というものが「平和」という

ことを念願しているという所信を表萌したという次第であります。

　そこで原子力の問題になりますが，いよいよ鰐除になったときに我々はどうするか，原子力
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というものは非常に金のかかる磯である。しかもそれは科学者であ群々会議の会員デ爵の

閥題ではなくて，広く一般の政財界にも深い関係があるので，自分達だけの意見でこ漁決め

るべきではなかろうというような議論がされておりました。

　しかしご承知のとおり，広島，長崎の原爆の問題がございまして，極度に我々は原子力に対

して敏感でございます。そこで，どういう．ふうにこれを運んでいくかということにっきまして

は，なかなか知恵が必要でございました◎

　ところで，その解除になりましたのが8月でありますが，その直後の総会というのが第13』

回総会でありまして，これが昭和27年10月20日から行なわれました◎その間題が論議さ

れましたのが10月25日でございます。

　その問題をどういうふうに論議するかということにつきましては，前々回の総会におきまし

て，今，プラズマ研究所の所長をしておられる伏見会員と，『亡くなられましたが京都の友近会

員とがこれをどうするかということについて，総会で発言をされました。

　このことは非常に重要な問題であるがら第4部において良く考えるように，4部と申します

のは物理とか科学とかの基礎科学の部でありますが，そこでよく考えるようにとい「 ､総会運當

審議会の委託を受けました。

　そこで私共は，94部としてはどうするかを協議することになりました。当時、，原子核特別

委員会というのがございましたので，そのメンバーでありますところの朝永振一郎氏，それか

ら坂田昌一氏，伏見会員，藤岡氏，ならびに私等がその問題をどう取扱うかということを随分

協議した次第であります◎ところがそういう馬糧’ ｪちよっと外に漏れました結果，非常に大き

な反対が起ってまいりました◎

　特に，いろいろな方面で歪曲された説が伝わって私などは，当時東京大学の理学部長をして

おったのでありますが，おまえは原子爆弾を作ち研究を提案するそうではないかという話をあ

る人から聞きましたので，どうしてそんなことをあなたは言うのかといったら，あなたのとこ

ろの職員組合がそういう説を流して：．いるから本当だろうと1いうので私は参ってしまったような

次第であります。

　それでいろいろと検討しておりましたうちに，私ぽ昭和27年の夏に学会がアメリカにござ

いましてそこに呼ばれてまいりました。そこでアメリカに行ったついでに，原子力問題につい

ていろいろの情報を集めることにいたしました。キしてアメリカの困会図書館の方々とカ㍉そ

の他関係ある方面の意見，特にカリフォルニアのノミークレイのラジエーショソ。ラボラトリー

におりました甑根遼吉君のところにまいりまして，いろいろと意見を聞いて帰りました。そ
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うしまトたζζそ～カ㍉藤岡由夫君もやは9外国に行rλて帰って来たのであワますカ㍉2人が帰

って来てみますζいうと，どうも㊧鈍ならぬ様予である。なかなか雲ウきが怪レいのでありま．．

す。そういう方面の方々と話してみるとゼみんな1ζつぼを両いてしまうどか，反対であうとい．

う・そういう意見カミ強かつ’準のであり旧す転、

　そ塾でこの総会を開く前にど．うする角ζいうζξは，運営審議会で議論するわけであります

が，運営審議会では4部で提案するか，あるいは個人の提案¢するがよカこ杢う、ζいうことにな

りました。そこで4部今にかけて，ζれを論議したのでありますが，結局意具がま、ζまらない

ので個人提案という事に恥たしまして，伏見会員ど私ζがこ㊧原子力閥題に関する提案を学術

会議の第15回総会に提出したのであります。

　その内容はどういうものかといいますと，まず原子力の問題嫡，最初申しましたように非常

に広範躍にわ斥るので，学術二二だけが考えるべき問題ではない，という立場に立ちまして，，

しかも膨大な資料がある脅らその資料をよぐ検討し、た上で，どういう方針を日本がとったらよ

いかという調査をすべきであ為と。その調査はとても学術会議等ではでぎないから，政府が資

料を隼めた上で十分検討してそ㊧方針を決め，るこどが必纂で昂る，．ということを政府に向って、β

次の昭和28年4月の鋼4騰絵で勧告するようにしたらどうだ勢・そしてそ鱒で晶晶騨会にそμ・

を持ちかえって学会の意見をよく聞こう。そμから学術会議◎中にもζの霞題に関する雲高⑳委昂会を、作って

よく検討し．，まπ会昂の聞の意毒疎通を園ろうど，そういう．提案をしたのであります。

その提案を私が㌔｝尤・し奪・：した・すると第｝前聞をいたしまし．たのカ㍉大阪義心の小沢さん・，

という外科の朱生でございます。小沢さんの睡旨は伏見会員は，革新派の山々たる会學であ為6

私はどうも少し反動的であるという批判があったかも知れませんカ㍉孝ういう二人が，・提案し

たというの炉第マおかい｝という。そ．う・いう内容とそれから原子力に蘭するζのような提案は・

学術会議が，習頭に申しあげた声明，すな．わち戦争に関係ある科学には三方しないと、辱う，そ．

ういうことに矛盾しないかという質問でございまし琴。

　これに対して伏見会員は，こういう答弁をされたのです。大変悪い言葉で懸るので自分は好

きではないが，原子力というものは，両刃のやいばである。従ってこれがエネルギマの面で非・・

常に大きな平和利用ができう。二時に使い方によ．っては恐るべき兵器にな：う。しかし我々科学

者はそうだからといって，これ．に触れて研究をやめるわけにはいかない。私としては，一生懸命こ、

の原子力の研究をする。そして情勢が変砦？ってそ塾が兵器として峰われる恐れが出た時は，私

は必死になってそれを食い止める。そういう態度であると答弁されまし琴。

私の答弁は・私は・もしζの提案が通って，学術会議で検討した上・浜弓と・される恐れが現・
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在でちある．乳という結論がでたらこれは止めればいいζとである。何も調べないで・第一の声

明と矛盾するから止めるというようなことはできない，・ということを答弁したのであります。

　その後で名古屋大学の戸沢という法学部の教授が立ちまして，こういう原子力の閥題は学術

会議の範囲内にある時は少しも心配はないけれども，これを政府の手に委ねると必ず戦争に利

用するから危険である。だから自分は絶対反対であるという，そういう趣旨の反対意見を述べ

ました．o．，

　その鋒で掌ちましたのカ㍉広島大学の理論物理学研究所所長の三村氏であります。三村さん

は皆様ご承知かも知れまぜんカ㍉原爆が落ちました際に幽　中心か、ら1、8伽離れた自宅に

おいて被爆された方であります。私，三村さんと非鴬に親しくしておりまして甘いものが好ぎ

で，私と営いものの食べっこをして彼が私に勝ったというそういう人なんですが，この人は理

論物理の専攻でありましたが，原爆が落ちる前口に軍部に招かれまして，そして原爆とはどん

なものか話をして欲しいという依頼を受けたのでその話をし1たそうであります。

　ところが最初に「原爆ができるという可能性について，あなたはどう思うか」という質問を

受け驚ので，おそらくて00年たったらできるだろうという答弁をしたそうでありますが，そ

の翌日彼は，原爆を1．8始の地点で受けて梁が落ちてきて気絶いたしました。そして人

事不省に陥ったという。そのうちに近辺から火がおしよせてきたものですから，奥さんが辛う

じてそれを救い出して，気絶している彼を背中にしょって逃げた。そしてある橋の上に来π時，噛

彼は気がついたそうであります。

　彼が直接私に語ったものでありますが，その時のあ、り、さまを自分は三途の川とはこのことだ

と思った，と申しております。で，ゼういうことかと申しますと，すべての人が真赤な血だら

けだρた。皮がむけてしまって血が流れていたので三途の川とはこのことであろうと思った，

と彼は言っております。

　そうき’う三村君が立ちまして・この点について自分の意見を述べたのでありますが・最初に

彼はアでソシュタイソの手紙の文を引証いたしましπ。

　アインシュタインの手紙の内容は，自分は原爆については次の一つのことをしただけで’ある。

それは原爆を作る可能性があるかどうかについての大規模な研究を起すべきである，という手

紙をルーズベルト大統領に送ったということである。勿論，自分は原子爆弾ができた場合には‘

人類にとって恐るべきものであるということ庖知っていた。しかし連合軍より先にドイツ軍が

これを作ることになったとすれば非常に恐るべきことであるから，自分はこの手紙を書かざる

を得なかった，という趣旨の手紙を彼はそこで読んだのであります◎
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　しかしその後で彼はこう付加えました。『「しかし195ジ庫，最初’にルーズベルトに手紙をア

インシュタイゾが送っ’た時に，そのアイ図シュタインの提案を受げて，ルーズベルト大統領が

支出した金ば6，000ドルであったそうであります。それで委員会を開いて検討したらしいんで

あヴますが，』一それが軍部政府の手に移った直後からどんどんと経費が膨張して，ついに20億

ドルになったと。政府の手に渡れば6，000ドルがただちに20億ドルになる」と◎こういうこ

とを我々は知らなければいけないから自分はこの研究は，アメリカとソ連の緊張が解けるまで

はやってはならないQ米ソ間の緊張が解けるまでは原子力の研究は禁止すべきである。そうい

う意味において，』この提案には絶対反対であると申しました。

　私は自分の親友がこういう反対をしたのを間いて非常に悲しく思った次第であります。

　ところが三村君は，’自分はなお，いろいろのことを考えているけれども，自分があまり長い

発言をすると多くの入穿の発言を封じるのでこの辺でやめておく，と言ったところが，「それ

ではごく簡単にいま少し述べたらどうか」という亀山議長の言葉に対して，法学関係の東大社

会科学研究所の教授で山：之巳一郎という方が，「こういう重要な問題に時聞的制限をするのは

いけないから，十分に述さしてもらおうではないか」という発言をしましたので，また三村君

は立ちまして相当長い話をいπしました。

　非常に熱血漢でありまして，実に我々が感激するような態度で彼はやったのであり．ますが，：・＝

彼はこういうことを尽ったのであります。

　自分はこの原爆にあった。そしてひどい目にあっ允。そういう立場からなんとかしてアメリ

カに復讐してやりたいと思った，と。彼1ま心中そ続考えて，一生懸命，理謝論理学特に広島

でば波動幾可学といえる上下熱と申しますが，そう「いう方面の研究が盛んでございました。今

から．申しますと，中心をそれた議論であったと’私は思うのでありますが，そう・い・う研究を盛ん

にしておりまし尤ので，そういう面で見返してやろうと思い，大いに努力しておっπけれど．も，

しかし米ソの緊張はなかなか解けないので，そのう∫ちに思い返して彼が提案し・たのはズル抜け

運動というのをやる。ズル抜け運動というのは，皮がズル抜けて一血がどろどろ出たというgそ、

の悲惨な状況を世界中に知らせるということによって，アメリカに復讐するという考えで，彼

はズル抜け運動の提案をしたのでありますb’

　まあ非常な拍手がおこづたのであります。ところが伏児会員が立ちましてこういうことを申、

しま・した。ただ今，政治家．がζこれをとり上げる・と6，000ドルが20億ドルになると言われにが

それは聞違って：いる。あの原爆の研究を生産に移せと言っだのは科学者であって，政治家では・

なかった。それは訂正してほしいと彼は述べたのであり’1ます6・1
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　私はこのままではこの提案はなかなか受け入れられそ・うもありませんので，こういうふうに

修正動議を出しました。つまり原子力の問．題を学術会議で考える委員会を作って，そこで結論

が出るまでよく議論しようではないか，という提案をしたのであります。』

　しかし山之内会員，戸沢会員も反対であった。そういう議論が出てま炉り’ました。

　ところ．が同じ広島で原曝に会った，これは少し遠くであったと思いますが，藤原氏が立ちま

して，こういう議論をいたしました。

　自分は物理学者としてg原爆というものが，どういうものであるかということを日本国民に

周知徹底させ得なかったことに対して深く恥．じて、・．るQそういう意味において原子力というも

のが危険であるか，あるいは平和的に非常に日本の将来のエネルギーの源になるかという問題

について，無知のままで放置しておくことはよくないので，絶対調べるべきである。従って私

の修正動議であります第一に学術会議がこの間題にどう取り組んでいくか，そういう委員会を

作ることに賛成だ，ということを申しました。

　結果としまして修正動議が成立しまして，学徳会議の中に原子力の問題を取り扱う委員会を

作ろうということになって，．各部一7っの部かありますが一そみ部から2名の委員を選んで原

子力闇題委員会というの醗？・たのであります。・』．

　それで一応，第15回の総会は終ったのでありますが，その後この原子力問題委員会の委員

長は向井さんという当時，教育大学の教授をしておられました文学関係の立派な教授でありま

すカ㍉この方が委賑．として三間い、ろいうと議論されましえ・

　そして58年，翌年の1♀月でその第5期の会員の任期が切れます時に，こめ問額について

の結論を総会に報吉しなければならないと・そういうことになったのでありますあ

　そこで・そρ第5回の三会の任期が切れました10月の総会に・この原子力問題委員会は報1‘

告として政府が大規模な調査機構をもつことは危険であるという，そういう報告を出しました。

つまり薦険である、ということは，時期尚早である，調べるのは少し早すぎると，こういう結論

を1年かかって出しただけでございました。

　私は実はがっかりしてしまいましたQ第4期の会員が暮れに選ばれまして，59年1月20

日に第4期の学術会議が成立した際，私は不幸にして会長に選ばれてしまいました。そしてこ

の原子力問題委員会の委員長に藤岡由夫君が選ばれたわけでございます。

　ところで皆様，ご承知のとおりに昭和29年5月2日の新聞に載りました記事で，改進党が

キャスティング。ボートをめぐりまして2億5，000万円の原子力研究の予算を計上したという

ことが報じられておりました。私どもは非常にびっくりしたのであります。
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　げれども私ノは心の中’でば・ド．・・こう：い：う』ζどがなレナれば・ξ｛本の原子力’研究というものは進まない

のだ子「乏いタこ，どを患：っており1ましだのでこれは非常にiいい機会だ，何とかしてこれを軌道に

乗せなければならないひ．しがし学術会議の中ぽ∴：てんやわんやの騒ぎであります。

　つまり学会が先にこう』いうごとを言わないで，政治方面でこれが言われたということは，非

常に残念．であ・る6当時中心となって働かれたといわれてます中曾根さんは，うわさによります

と学術会議の状況がそんなではとても政治家としては原子力の問題を放置するわけにはいかな

いから1予算をとって札束でもって科学者のほっぺたをひっぱたいてやるんだと言われたとい

うんですが，これはあとになって自分はそんなことを言っ九ことは，もうとうないと中曾根さ

んほ言っておられるから，嘗われたんじゃないでしょう。きっと新聞辞令であったかもしれま

せん。

　しかし，そういう言葉をいわれなくても事実は’；‘まさにそうであったと私は思います。大変

いろいろな問題がありまして，うわさが丸ちました。茅と中曾根は結託して，ああいうことを

やったに違いない6これは絶対にございませんぶただ私は中曾根さんがアメリカに居られる際

に1瑳孫根君には是非会って原子力の悶懸をよく聞い：ていにだきたい，．ということだけは申し上

げました。三三根回と中曾根さんは，そういう聞題については十分な意見交換をしたんだろうと

思います6’

　そしてこの原子力予算というものが2億5βα0万円通りまして，それをどういう形でもって．

原子力の研究に配慮すべきかという聞題に対して，我々は積極的に協力しよう》ということに、

なりました。特に藤岡由夫君が非常な熱意をもってこの問題に取組んでくれました。そして昭

和29年乙月8日に私どもは，愛知通産大臣と駒形作次氏，工業技術院の院長だっ

たと思いますが，それと藤岡君と私どもが協議いたしまして，この金は通産省の所管になりま

したので，通産省でどういう方針のもとで原子力研究者にこれを委託研究費として出すかζい

う議論をいたしまして，同時に原子力に関する体制をどのように整えていつ丸らいいカ㍉とい

うことが議論されました。

　そして原子力平和利用準備調査会というものをまず作る。そして原子力委員会とか，原子力

研究所とか，将来原子力基本法とか，将来あるべきそういう問題の基盤を議論していこうでは

ないカ㍉ということに話がだんだん進んでいきました。

　ご承知めとおり，昭和39年6月18田に原子力平和利用準備調査会というものが発足いた

しまして，亡くなられました石川一郎さんが財界から出られまして，学会からは藤岡由夫君と

私とが委員となりましてゴ問魎の討論を進めてまいりました。
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　ご承知のように，原子力基本法というのは，5原則というものがございます◎平和利用，民

主的な運営，自主的である。この5つの閥題は特に学術会議の中にある原子力問題委員会が討

論しておりまして，この原則は必ず中に入れ’なければならない。特に伏見会員が非常な熱意を

もってこの間題を論議しておりまして，これが幸い関係方面の人達に容れられて，今の原子力

基本法の第2条になったわけでございま’す。

　しかし第2条に公開』する・どいう原理が書いてございます◎これがどういうことになりますか，

日本で研究した原子力に関する研究は，基礎研究でも技術的な研究であっても公開するという

ことになりますと，非常に問題が難しいということになるかと思いますが，当時はそれを考え

に入れまぜんでした。

　つまり第15園の総会における議論を反映しまして，それが兵器’と1してぽ絶対に用小られな

いよ・うにする。『そのためには公開すれば兵器として用いられないだろ・うという考え方からそう

いう条項が特に強調されで，それが現在の原子力基本法め中に入bたもめだど恵います』

　そのようにしまして，原子力委昌会，原子力研究所もご承知のとおり∴最初は財団法人とし

て石川さんが理事長となり，私も理事の一役を汚しましたが，これがスタご1汽ミ庭じまぜ℃・1

年ほどは財団法人として出発したのでございますO』』r @　’　』　　『『1「㌧：硫ン1’♂’「’

「そして原子力研究所が次の年から特殊法人として，現在の形態をとるようになり一まし福’

　以後は，紆余曲折はあ’りましたカ㍉概して順調にごみ閥題が進展するよ6になったのセあり

ま・すカ㍉当時のアメ効とソ連の緊張力鯉けるまでは源子力め研究をし頑まなら蜘・・どい6

プご考え方，・それから原子炉一リ7クターというも』の’烽ｼきれば原爆は必ずできるという考え方，』

それ’はっまり：プルトごウ広は科学的方法ビよって直ちに分離できるからドプンジトニウム爆弾を・

作るのはたやすいという考え方にたったのでありますが，リアクターを持つとい．ゲことは，康

子爆弾を作る可能性と結びつい』てしる．という考え方炉1我々微経験の者ゐ間にも常識となつ｝と

論議されておったのであります。

　当時めヒとを思昏ますと私どもは冷汗』もの：でありました。しかしそういう状況でこの原子力

閥題というのがスタートいたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　ある批評家に言わせますと，学術会議というのは原子力の闇題に対してマイナスでこそあれ

プラスでほなか6たどいう批判をざれる：方もござ㍉．・1ますQ　「ピ’．一1遇

　しか’し私はジこういうような議論があった’ということはプラスであ痴＝マイナズであれ，そう「

いうこととは関係なく，とにかく一応，そういう問題が議論された：／をしそその王に立つ：

てそう㍉・う進展をみたということは決して悪かったのではな、・べと：，私自：身感考えて約・ます。1
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特別講演

アメリカにおげるウラン濃縮

アメつ力原子力委員会

オークサッジ運営事務所

　所：長　S．K．サピアリ一

緒　　　言

　皆禄が米国原子力委員会（．USAEC）に零して！ウラン濃縮問題について代表を派遣し，発

熱軽よう招待さ繊したが源子力委員がζの微かクリッジ嫌か獣のは当然とも

い忘す課知のζとく・か刻・蝿米国に蘇る大規模ウラ膿血のセン粥で豹ま

す。オークリッジ運営部はテネシー州オ7ク．リッジにその本部があり，ウラン濃縮を実施して

いる米国の5．つの拡散工場の運転ζ経営を行な一って匝回す。・

　私はUSAECを代表して第4回島本原子力産業盗難；年逸大会・原子力産業会議の15周年に

出席で翫ことを心から喜んで紗ます・原子力麟会議の最初の年一956年に原子力

産業会議より24名の代表が日本原子力政策檎耐グループのア名の：方と一緒にオークリッジを

調さ蓼，した・それ以来塁塞から多くの方がかクリ．・ジ・を訪問さ奴効・皮癬近は

『㍗灘サービ聴目的とされた方々・カミ獅ようです・私はこの機会舳心して・撚を・

訪問さ．れた多くの方々，特に1956年のミッショ＝ンに参加された方々と旧交を暖めたいと希

望して籾附・・，、

　他の国々の方達と同様に・私は近年臼本が達球していう偉大な産業拡張に涛どろかされて澄

ります。属本が，欠くことのできない電力需要を満足さぜるため，早くから原子力の重要性を

認められていることは賞鐵に値します。USA猛Cはζの重要な面で日本に協力できることを宴

んで回り蜜す。

現　　　状

　現在，米国ではウランはガス拡散法によってのみ濃縮されてい該す。この方式は，AEC

RepoバOBO－658に示されているごとく，大型施設でウランを濃縮する場合，最も良い方

法であるζとが三三て噂す・、．

　USAECは，5っの拡散工場を持っていますカ｛，これら工場への投資額は約23億ド・・，全
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出力で運転した場合の生産量は年問1万ル00σ・トシ分離作業量であります。ヒ’の生産量の場

合；電力需要は610万kWであり，しかもほぼ100％の稼働率であり蜜す。197・1：一年6月

50日蚕での1年間そは，これら5：工場は約670dトンの分離作業量を予定して澄わダ’と海

は約街0％の操業度に絹当します。

　これらの3つの工場はテネシご州，オークリジジ（第1図），ケン・ダヅキー州，パドウカ（第

2図），オハイオ州，ポーツマス（第3園）にあり・ます。これらの5工場は効率を最大とする

よう1つの集合体として運転されてい寮す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　ガス拡散工程におい：ては，’莫大な・量のガス，u「F6を拡散装置内をポンプによ’り漉す必要があ

ります。したがって，・大型機器を使用するごとにより非常な経済性を達成するこどホで蓮ます6

米国の拡散工場はこの種の利益を満喫しています。第4囲はある機器セルの内部を示ず竜ので

すが∴この写真申の機器の大きさは人間の大きさと比べることで理解でぎまし濠う6』拡散主場

は自動化が非常に進んで誇り，現在では職員数はわずかでよいのです。ろづめ・工場ゐ運転に参

加している人間の数は現在約義000人であり蓬す。目し工場を全出が遮転庭も「薯レた場合で

もほんのわずかの人間を追加するだけでよいのです。

ウラン濃縮需要の予測

　ウラン濃縮サーービスの需要を予測．することは非常に困難な問題で’あります。しかしながら，

予測は将来の効率よい運転を計画する上に不可決でありますQ濃縮サ肝ビスの計画立案のため

には，．米国澄よび自由世界諸国に澄ける電力需要ののびを研究し，その内で原子力発電がしめ

る割合を検討する必要があります。過去に開いては，何度も米国の原子力発電ののびの予測が

なされ嘱した。．・第5図にはこれらを示しました。第5図の重要な点ばプ需要予測が毎回大きく

なって行くことであります。今日に細いて≧我々は1980年前での米国の原子力発電は』1億

5，000万～4億ZOOO門門，海外に1沿「ける濃縮ウランを燃料とする原子力発電はZOO・0

万～1億kWと推定しています。

　原子力発電容量を決めたのちに澄いても，次のような問題があるので判断はむつかしくなり

ま’』す6

　ω　ウ’ランを燃焼させる炉の効率6

　（2）　ウラン濃縮工場のティル濃度。

　（3）何時，どのように，プルトニウム。リサイクルが濃縮ウラン燃料サイクルの中に入づ‘てく

　．るか。

であり譲す◎　　』　　　　　　　　　』　　　　’　　　　　　　　．・”一一　・∵灯『
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脚嘘銑ビスの綴を予測すること凹々の計画立察の上で四点働蜜∵

す。米国から得ようとしている濃縮サービスへの要求を早く知らせてもらうことは非常に助け

となるでしょう。

　197窪年2月1日現在，米国では112の原子力発電所が運転中，建設中または発注済で

あります。これらの1i2の原子力発電所の容量はig78年までに運開のものを含め免00G

万婿であります。さらに，1977年から1980年の閥に運転を開始する発電所の発注があ

るでしょう。

　第6図はUSA起Gが論こなった米国外での原子力発電ののび予測であります。これによると，

原子力発電総容量の85％が濃縮ウラン炉であると推定しています。現在米国外で運転中，建
　　3’一・：露：’1・い，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：國・
野中’ ﾜたは莞注済の原子炉で，米国¢膿縮サービスを必要とするのは，発竃容量にして約5，700

万鼎であると考えています6もちろん，197ア年から朽80年の問に運転を開始する原子

力獅も謡町聯蜜1　　　　朝．
　原子力発電所に必要な濃縮ウランの需要を満足する分離作業量を推定するのは技術的，経済

的，政策的考慮が入りまじっていることがよく細わかり「 ｢ただけると思います。これは結果的

には分離作業の必要：量と必要時期に不確的性を与えることになります。

鯵眼梅のテ・8中の叶235ρ濃摩轡・鱒と・函騨獅．ζ讐，

聯郷騨輝少郷二言醐響七二多～螺，ずる．ことに轡

㌔輝僻7ス．ト帽汐解顔糊艇鱒桝㍗即興融互解物穂・儀
璽二選僕ス1鞍曾・ン原料葺力点轡暁・寵臣堕！轡恥
却・岬g嚇隅瞬・テ・ル濃脚、0稗72を5鱒〔騨閉門・．叫・

現在このティル濃度増大に対する検討が勢こなわれています。

綱が舳世界の醜ウラ四丁を齪させる瓶を立案す騨？て・騨耳門つ．，

てきている問題は，米国外で供給される濃縮能力とその供給時期についてであります。御存知

のごと．
ｭ・綱撒いて・獅麟能力を開発し・うと嚇力力嚇れています・聴

をはじめ池の諸蹴ウラン灘ゆいて活歎研野戦徳つかます・こ野物懸
ることでありますが，米国にとってはどの程度の追加能力を必要とするを決定するのに苦労の

種となっております。

拡張計画

　現在の濃縮工場の生産量は，今後10年間，現雀のレベルよりも次第に増大させる必要があ

ります，また相当規模の暫しい濃縮工場を｛980年頃運開予定で追加する必要があります。
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過去の竃0年間に澄いて，USAECは，1億ドル以上の資金を・現在の工場の運転の継続と将

来の容：量拡張の渇めの新技術開発のために使ってき凹した。この努力から得られた技術が，現

在澄よび新しい工場に適用されると，相当の成果を夢さめるはずであります。

　現在運転中のレベルに灼して，約3倍もの電力量と分離作業量で運転出来る能力をもつ：L場

があること，さらに，現在の工場に使用されているものに比して，より進んだ技術がすでに利

用可能であることにより，種々の容量：増大の可能方式が考えられています。

　これらの可能方式をコストの順に並べてみ旧すと，

　1．現在の装置で電力使用量を増大させる。

　2．現在の装置に技術革新の成果をとりいれ，電力使用効率を改善する。

　5　電力利用効率を増大する可能性のある装置について出力上昇を行なう。

　4．現在の施設または新しい場所に新しい拡散施設を追加する。

　経済的な見地からし目すと，もちろん，これらの可能方式の全てを最適化する方向で利用す

べきであり憲す。ウラン原料の価格と供給性とにより分離1乍業のティル濃度は定まります。こ

れは，ひいては，濃縮能力増大計画をどのようなテンポで二時から実施するか決定する重要な

一因であります。

　第轡の可能性である電力使用量増大は検討が始まっています。我々は現在，1975年まで

に電力使用：量を465万3，000k隠で：増大する契約をもっています。我々は1975年以降

での使用電力量を増加することについても近く契約することを予定してい回す。現在では，上

しい大電力の購入の混合，供給者に対して6年前に予告することが要求されてい寮す。

　第三の秀法は，拡散工程改良計画，GIP，とよばれるものであり黛す。このCIPは拡散

工程に匿いて高能率の拡散膜を使用し，圧縮機の空気力学的特性を改良し，配管系と冷却系，

を改修することにあり旧す。CIpに必要とするコストの現在の推定は5億2，500万ドルであ

り，この工場が610万瑠で運転されだとすると年間4，800トンの分離作業量が増加するこ

と陶ます・この28％の艦篠量の増力目は勧使閥又馳r運騨ρ鞍触解騨，

できます。

　C工Pにつづいて，分離作業：量の追加は現在の装置の出力増大という第三の方法で達成でき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二～で∴．．．『
ます。この出力増大により，プロセス・ガスの流量が増大し，従って，分離作業量が増大する。

流：量が増大するので，プロセスガス用圧縮機の運転に要する電力は当然増大し蚕す。出力増大

計画は拡散工程出力増大計画，CUP，とよばれ，基：本的には電力系と冷却系の改善にありま

す。
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騨餌供墾勲響班璽ヒ下摯摯穿轡轡鯵鐸・窒紅騒餌L聖
の翻脚61晦k轡∴o聯キ点るr騨寧・、こ団匪よ．脾
喫∴∵・惚墜畔早鱒オす硯解・鰯・す．岬郷曝守騨旦r測
ル乏推定さ’予てい蜜す。この資本投資の外に，25％の能力上昇により，年間6，00，0万ドル

の追加電力料金を必要とするでしょう◎

これらの麟大方式は・瞬も・艇隼挙附の低下と晒す・飾この堺は・

濃縮サービス料金の将来予測にすでに取入れられています。

　第4の方式は薪工場の建設であります。現在までの検討によると，在来の拡散工場に追加す

る方式が新たな独立の拡散工場と建設するよりも安価であることを示しています。年間8，750

トンの分離作業量の工場に対し2つの方式が考えられました。第1は，現在の工場に対して追

解栖増第2は憎しい擶に独立の工凹凹解式脚ます・星間？難・騨方

式にもどつい矧算し置合の分離作業・ス・聯四脚式が28ダでヒ嘔第、2ρ鞭．

二四ド殉であ胤た・私は・これらの擬が追力騨能力勲子聯に礎
成することにより，コストの安定を達成することができ．る証拠を与えているものと信じます。

　そこには諸種の方式があるものの，私がのべたような方式により新たなる濃縮能力が追加さ

れるものとしますと，この場合の分離作業能力と需要の関係は第7図にみるごとくであります。

この図は灘ウラン 結＃�ｷのゆスト●ミニ』マムとなるよう筋式を激野僧うρ・

新しい分離工場は、CIP澄よびCUPを行なっても・1981年頃には必要となります。C手．ミ・，

c∵を下しなければ凹しい鎌蝪は少なぐとも2鱒く1．19ア9鞭聞腰とな

ります。漸工場の建設決定は運転電力の供給契約との関連から運転開始予定時期の6年前には．

なされなければなり壊せん。

　濃縮能力拡張計画のそれぞれの部分の時期は，もちろん，濃縮工場よりのティル濃度に幾分

か軍陣しそをます。ティル濃度の上昇が将来に細いては適当であるとの研究結果がありますが，

そあ’あ鞭度塀を騰どの灘難ずる磁四物てい麓ん。

　USAECは現在第望方式による濃縮能力の上昇，即ち，電力使用：量増大を進めっっあります◎

こ乳に加えて，米国議会はAEOに対してClPのために必要な設計作業を行なう予算措置を

講じてらます。CIP澄よびCUPを実施する時期については未だ最終決定をみていません。

米験嫡工開講脇もちろん・謝騨輝二二田野とによ
う影響されるでしょう。
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　ウラン濃縮協定

‘四生二三回忌脚よ鵬テ擁礎の離ラシ鹸三川
方法とし襯定さ疲爾61廊19．犀四丁潔X足したあ論ぼ牌三三三国
二者力fウラ源料をUS蓋曲の癒畿で濃縮を二三たあ礁三幅三山三盛してら’鹸。

供給蘇ぎ購6量劒要とナる濃細ラ1幼量肋蘭留決動川州婁飛下篠量煎

皿dめ濃三一「ビ「スの基難表に訪決旧きれま’ナ6㍉

　通鳶の契約は需要契絢とよ三三，’と乳ほ契約期間車た，・需要岩あ規三哲憲癒畿ま充戯誌二二

のために必要な濃縮サービスの全部または特定の』部を供給するものであります。供給康料ど

製品ぬ三三ど智む鳶ゼサる三三老ほ濃縮サ：二’セ凍（δ結果／努生ナるティ1ノジ物質；減損ウ』ラシを

三脚る選択回持づそいます6濃縮契絢は需要老によぢ℃ある一定の千告朝簡を論：で噛

現往なヨ；三三セあ賓まナ参；㌦三三三友しに解約すること力二三監ナ6或る条件下，’鄭ち需要’

者が遮：三囲条件†セ継続し：愛撰給奄うげ為と1と三三証ざ回る場合で；ムECは米国内k民商商’

業浸轟・メ濃縮ザ∴セ旧知二三…し1だ時契約を解回す為ととがそきま・すd・

　濃縮基準と標準契約は分離作業単価として50ドル／k2を最高限’としてい1ます1ただし，電．’

力料金と労賃めエ』メガシご渥シほ許し・て磁ナ。・層秒プ。切：月1＝日k謝ムヒ：ノ痴ニ

ト後幅二三き層触膏、・／k2であ記した．・四7咋7月指三幅推二部嵩蔭は∫

施3呼・・／k蛭三三6この二二価格と実質価魁を混伺し七ばな』託せ九訣旧

格は常に安かったし，今後もそうでありましょう。実質価格は当初26ドル／k夢であゆました。

こ浦本年2舟を舶よ・亘2・97「G・1ドル／kダた値窃き濾’1．た．・む曲d感と繍慧・2移

／k雍再値上げする三二門門二三しゼ：磁』髭こ魔・回忌臆嚇掛癖鷹惣

を回収ナ：も・ご差添ち洪めちれた電の七す6芝の値上げぬ需三者に回すお三孝期蘭の1きO臼寮

終るまで門門瞳ち劣本年殉ざ臼k蜘ナ為と1’ど乏・三三∴一’‘’『響・∵・1「

｝どあ疑1の値上げ三三鉱散鵬に電力を供給する電力会社が三三使醗乙石炭儲

の鉦加夫部艇因・k鹸ナ6私は，・』こ・の52・ド・ノ。ンk藤長輔＆三門練易為：とと蜜

希望tてい膏♂めわあ爵臨TVAが二物蔚二二あ低燃料飯』議携老∴

我・あ勧三滝くこ1の利回を受け・廷b’繍は姓あ疑ころに劫騒1四民；！鍵案ざ

れている価格ぶ；嘱効レ」ト痴醸1高限価格罰も低いご乏・に三三繍そ溢醗…：回しポ

う．・勲さらた，・この提案礁は；…・膏56敏発表きれ鹸諭動三三に筋齢四

二作業単価5Zセ9・ト㌧レ／kダよう・も和当安ら下めセあるととにも目蓬止めていただぎ麦森ぎ遮巽

識々あ吟シ濃細ニビ焔蔚三差業あ葱蓮濠三農を蝕して活発三三ましだb三下

これ同門57輿続実施億した6あ三三費b総計は約5礁・ド、曜の四四ら
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ま渉占’膏本ボこあ中の粧当｝部券iを契罪して澄られるヒと．を御存知ど恵いますがジ日本ば巴8磁C・

と六づあ長期契約を結ぼ卸で嘉り∵合計約・．4億ドルの契約とならています。

　前にも示・し平したように，；も9盛ECは供給能力以上の契約は実施しません。したがって，必曽

要に応じで供給でをるよ孤十分宏能力．を確保するために，徹底した計画が必要であ珍ますδ．・｝・

しかし，計画は，需要の不確定性と同時に，追加濃縮能力を持つには重要な政策決定と蒼必要「’1

時期め数年前に’資金手配ぶ必要どなる事実よりして，複雑な問題であります。

政策的考慮一ゴ・

　広ぐ理解されているように，我々は米国内蔚よび自由世界諸国の需要者に対するウラン濃縮

サービスを慶こなうことに関し，次第に変換期に入りつつあり蜜す。私は将来の政策に関し正

確振ごと．を予測ナる之：とはでぎ断せんが，しかし，私は我々の考え方の方向性についていくつ

がめ指揚をず・るヒとがで港ま：すdこれを器話しする前に，私は米国政府が過去15年間にとっ

てきた濃縮ウラン供給の政策につい．でふりかえてみたいと思い1毯ナ。、1956年，米国大統領〔層

は次の・ような宜誉を行ない嚢した。1

「わが国は米国内吾よび海外に夢ける原子力開発に最重要性を置いているb’……・・∵・………・∵…

　このた・め，、我々は多くめしことを行なってきた。………・…それらはゾ他の諸国又は複数国家の’

組織…に対して，原子力発電所の継続的運転に必要な燃料を盤給するヒ：とを・強固に保証する亡とξ

に＝ある6・…」・……　　．　　　、・’　　　　　、　　　・＝　5一　』』　∵・’：’ン・，∴・・，り．∴　一窄〆二‘ン、＝，．，：1｝溺

　これらの新しい物置により，米国は他の諸国に対し核燃料をレ米国内の源子が発電計画のた二

めに原子力委員会が供給するのと・同じ価格で供給する，ごどが出来る幽；よう、になゐも’が、㌶ξ1訟・一

4956年以降U＄A齢妹海外め需：要町に対もて長期にわた凱濃縮ウ、ラン1を魅力ある繋』

安定したしかも不平等のなレ、条件で供給する荒」め’に必要な諸種め措置を・とづでき干した。

　これらの政策は，濃縮廓デソ療子：力発電に耀いては，：∴その：施設の寿命を：通じでゴ∴燃料供給源

が確保容れる1ごとが必要である．どいう事実に電とついでと，ちれて鳶・ま』した。別れ・ら1は；・協力協・

下中のウウン濃縮サーピヌの・割当指定に冷いて，また；・これ，、らの協定にも・とつく特定計画の需

要べめ燃料供給契約に’獄（て満㌦されでぎ憎した』この割当指定は協定国家め原子力発電計画の・

う・ち，当面の一計画の必要量を満1して疲ます。．当面の計画とは1：97・・5年までに建設をi麗附する．1、

ものを・観在は・いみて論ります。製当指定は｝．．供給を許された最高限度量であ、鉱．：』これはまた，・、

我々の濃縮L・場の未使用能力以内にある’ごどが確めちれた上で定められてい凌す。’渋・「冠・、、．

　過去15年間にわ・たみ濃縮ウラ：1ン’供給に冷いて，我々は濃縮能力が，ほ原子力発電計画の必要

とする量をはるかに上廻るという特殊条件にめぐ滑れ，．非常に幸運であか患した6：この条件の、
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畔・卿騨脚岬ゆ茸鱒蝉噂メ！・』卿灘で醐や醜
将騨騨馳艇贈纒・勲罪騨置矧…瞳・鐸纏辮鴨レ傾で・・ζ・ζがで：き蜜レ・

た・と購に・平間の予告で濡要者側に何らの野芝もなく契繍除が瞳供給者の・

ur岬側興二二下郷・う蘇ゆ軸疎糠下野ζ・ζρミで鱒レ牽・∴』

衆璽償に嘩学力沸畢で？努鍾ゆゆる・一・ζ門柳庫村勢：珊

獣二野劉1・二平門尋の平等騨聯鍋本郷麟羅契骨群購正秘・
要とする h門門ます・．霰雌緯埼ミ却ニミ㍗紳嘆づ・くζ捌越・・エ？7・碑か

ら轡『鞭騨哩置網輝倉帥弩二二’くζ拶騨硝郷蘇鯵でて・くる

で竪町％寅・卿…　∴、∵．・押◎、・・．

米州よ備躯鮒る原野雑需欝零艇撚塾ば・こ，栖の離を御⑳㊧漁

纏蓼噸二二驚耀轡で辱ラ・轡は野牛一ビスリ供細予約惜し

て噺し噸本投下鉦当イけること醐来解鯵牌璽魏互離鍋？螺三条辮

と鰭懲二二回忌三冠竃す・・三三纏約三三即・需魅三三

滞や師碗鯵鞍郷二二蝉力噸葦報下螺辮三際三半稼回騨
来解鷺鯵都諒す鰭琴難軽ζ鯛とて畔ゐζ妨の瀞瓶骨離は・
海外をとわず・全ての供給者にとって・拡散工場のごとき大投資を要する場合・同様㊥も㊧、と．1、

な奄1燃舟は欝下．呼ず・　・’黛・・・…　　．．「　　「．・一・

結　　　論

　要約すると，米国原子力委員会は25年以上にわたって，ガス拡散法により濃縮ウランを製

造することについて，ユニークなしかも高度に成功した経験をもっています。5拡散：L場の運

転は非常に効率よく，しかも自由度が高いことを証萌しているとともに，継続した工程開発研

究とこれにもとつく工場改善により恩恵を受けてきています。

　現在，拡散工場は，設計能力をはるかに下廻る規模で運転されていますが，電力供給契約は

予定の電力使用量復元計画に従って修正されてきています。さらに，世界の原子力発電計画を

みると，将来，新しい濃縮能力を持つ計画をする必要のあることが明白であります。

　ガス拡散工場能力を拡張する長期計画はすでにはじまってい蜜す。そして，新しい濃縮能力

は，まずは，現在の工場の改善と幽力上昇により得ることができるのです。それ以上に濃縮能

力を必要とするときは，新しい拡散工程を現在の工場に追加するなり，新しい場所に建設する

なりすることができます。

　濃縮ウランを使用する諸外圏は，国際協定の粋内に於いて契約することにより，ウラン濃縮
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サ詑羅細施鋤るとお出来観萎譲濤謡9輔1日朧始さ漉以来；

多ぐ艘締撮こ混規託ゼ1翻6撮画輔脇魍と霰者鰯力陶スム

スに奢われま「した6

将来の，ラン灘勧あ勘6購峨。・窃三撫蕩の将知轟斌は諫幽、び

諸姻にど辰麟易廓あ疹’ま｝ご：’と鵡鋼繍の款戯撫郵翻き説ゼ翻∫1

今誉えるわ砂kはらき蚕憂ん。’しかしなカニ1ら1哩ウ69年初月10日ホワイトハウメから発

表轡鐸鯵慰鱒醐畔で、咳や脚の琴鱒す1二
　「との国に夢いて，政府参濃縮サービスの唯一のツースであるかぎり，米国大統領は．我々

力騨男轡政騨岬す騨rランρ†分なる供給と・．我々の海外供縫響滝解

とを，継続的に保証することが本務であることを強調する。………」

　私は，萌確化された要求で，しかも十分阜期に確画とした形で弟込まれた要求に対しては，

必要即す戦跡力が鶴される縮b七醸す∴’：1　　　　　　い
繊にら疲は，紬錯雑サ認ス燗待をする諸国との間娘蛮習畔編鶴ち，

聴力発電㊥び破紛る画輪量輔互幽磁％こ雄騒難働ます．この

需要量は∫ウジン濃緒が最も経済的に，しかも適時た満されるために，相当前もって十分明確

化容れている必要があります。

私は源子力縄帯較人類の種のためにいつまで醗思して行くであろうこ s騨と、・ご

同様信じて懸ります。
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第1図　一　オークリッジガス拡散工場
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第5図　一　ポーツマスガス拡散工場
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午類傘に塑登棚騨・、　馳1．　じ

心　．緬雛綿蜘｝て（蜘，

貝　，本・　銀　　行

　総　　裁　　　佐々木 直

門近鰹磁化あ曝露詠ず7、騨ものと．叫ナ轡嬰降1恥曝、

ん禦聯纏轡抑三三過去数鯛の非常に高山脚弊力イ曝半
面，』 �vが予想ざ乳るほどに伸びならため供給過剰となり，それが稼動率の低下，企業収益の

官爵壁面鱒の面識町長うこζ轡・そρ働∵カ㌃’テレビ・自動

勲導嚇剛る酬騨畔ヲ己騨無慮鞭撃、r暫らく嫡騨
脚鑓続く』戯論るが・佃人品三脚三面、つ呼僻幽幽．
が詠込ま適るあで，企業の在庫投資，設備投資が鈍化しているとしても，景気の落ち込みは年

初磯廻晒御欝三冬て脇三半三脚四川き塗・
いであちう。

1≒醐榊ゆ繊イヒしてき七雛年1・騨度に幽幽倉◎引
ギげ亭都銀め貸出しぼ対する規制措置の徹廃により：三三を中心に貸出しは大幅に増加してい

為が，企業の借入れ壽要参三盛なため，企業金融には未だ緩和感は出てき七いな広。しふし5

月末ふら4「月に入る’と市中6金融緩和がさらに進むと思われるので，現在巌このような金融面

の動ぎが実体経済にどう影響していくかを見守る時期であると考えている。

　日本経済の当面する課題として次の4つがあげられる。第1は物価の問題である。卸売物価

はこの2月の水準は昨年5月以降安定して蔚り，前年を下回っている。ところが消費者物価の

方は上昇が三三であり，、東京では2，月に若干低下したが，それでも前年同期を6％以上も上回

る水準にある。このように卸売物価と消費者物価の動きに乗離が生ずるのには，賃金の問題が

大きく関係している。サービス産業等生産性を上げにくい分野に澄ける賃金の引上げは，その

まま料金の上昇にはね返るわけで，ここで所得政策を正面から論ずるつもりはないが，賃金の

引上げに0いて穏らかのルールがつくり出されることがやはり必要であろう。

　第2は国際収支の問題。国際収支はこの5年間好調で，1昨年22億ドル，昨年15億ドル

の黒字を記録し，．外貨準備は5年前の20億ドル程度から現在50億ドルを越すに至った。三
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貨準備の急速な増大は避けねばならないが：，西ドイツので30億ドル台，フランス，イタリア

の50億ドル台に比べ，またわが国の経済規填かちみてこれは決して多過ぎる竜のではない。

今後輸入自由化，低開発国に対する援助増大，資源開発のための海外投資など外貨を必要とす

る問題が控えて論り，要は国際収支が好調なときに日本の将来のためにたまった外貨をどう生

かして使ってい．ぐかということであろう。

　第5は経済の体質の問題。日本の戦後の経済成長は目ざましいものがあったが，1968年

の緯計によると，．平堆面積当たりのGNPではイギリ～くを10Gとした場合rア～1、、り・カが5β．。

西ド杢牝手・7：7に対し日本依5・98．ど西1ドイツの2倍以上となっている。・これでは公害問題が・

生ずる¢）1’覧当然で『あ鉱、ある程度成長の鈍化を窪たしても，ここで質的向上に真剣に眼を向け．

なければなち，ない。．．．…、　，

　第4は資源開発の問題。日本は大部分の原材料を海外に依存しているので，・資源の確保には

格毅の努力が払われねば宏らない。現在，輸銀資金が開発投資に使われている・が，、今後関係者

が知恵を出し合ってζのための蝕資の在り方を検討．していく必要があろうQ・源油∫鉄鉱石，銅・

鉱石り綿花，・羊毛など，日本が工業国の中で最大の輸入国『となっているが，買手市場の場合に

は問題ないとしても，売手市場となると資源入手の環；境はきびしくなる。しかも．日本は欧州

と異なり原材料をその綾ま輸λしている例が多いが，今後は海外投資の土，』製品の形で輪入す

るこどが資源対策上もまた，公害対策の上からも望ましい。従来の憲う・に経済が発展拡大する

とジ原抽入手，輸送，備蓄などには莫大な資金と設備が必要となる。1今徊のOPEC攻勢などを

契機に，』「日本としてエネルギ憎問題を根本的に考え直す必要があるb・原子ガは本問題解決の・ガー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

ギを握る屯のであり・これによって日本のエネルギー問題が長期的に解決し得駒電の』と確信ず』

る。・．・：∵∵・
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　　　シンポジウム

原子力産業長期ビジョンの展開

議　長　　吉　村　清　三　氏　　閏西電力㈱社長



シンポジウム

　　　原子力産業長期ばジ・．βンの展開，

議　，　長

　　　吉　村　清　三　昏．関西電力㈱社長

発　表、者

　　　田　申　直治郎－氏　東点電力㈱常務取締役

　　　吉　山　博　吉　氏　㈱日立製作所副社長

コメンテーター

　　　　　　（五十音順）

　　　出．光　計　助、氏，石油連1盟会長？出光興産㈱社長

　　　稲葉秀三斥嗣民経済研究協会会長

　　　北　川　一　栄　氏　原子力委員会委録．

　　　前田正男氏衆議院議員

吉村議長　関西電力の吉村でございます6本日はこのシンポジウムの議長をつとめさせてい

　　ただくことにあいなりました。醗1とも・よろしく踊い申し上げます・

　　　さて，皆さまもよくご承知のように，70年代に入りましてから。わが国の原子力開

　　発はいよいよ弓鳴艇まい魔した・輝ρ燭におきましても・実脚模のプラ

　　ントが相採いで渾輯に入ってまいりましたし，また数多くの発電プラントの建設が鋭意

　　進めら麺湖まして源子加醸憾零・輪禰かしが獄・ものどなってまいりま

　　した『三孝まレてギ最近のエネルギー事情等から，原子力の利用は．，今後，予想以上の

　「テンポで急速に拡大するのではないかと考えられております。

　　　私どもは，このような原子力の朋発・利．用を今後進めてまい．りますにあ児りまして，

　　この際，最近の諮情勢を肇まえまして，新しい長期の早通しを立てまして，その推進体

　　制をかπめてまいらねばならないと存じます。本シンポジウムで馬原子力産業長期ビ

　　2㍉ン㊧展望をテーマといたしまして，この閥題にご造詣の深い；方ダのお集まりをいた

　　だき，ご討議をお願いすることといたしたのでございます。

　　　折しも，原子力産業会議では，昨年，原子力産業長期計画委三会を設置されました。

　　1年にわたって，新しい時代に即応した原子力産業の長期ビジョとを検融されてまいり
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ましたカ㍉そのレポートが先日発表されたところでございます。

　そこで，本日は，この委員会の副委員長と総合計画部会長をつとめられました東京電

力常務の韻中さん，また，同じく同委員会の副委員長と，供給産業部会長をつとめられ

ましたβ立製作所の副社長の吉山さんにおこしいただきまして，まず最初にお二人から，

それぞれこのレポートを中心に，原子力の長期ビジ・ンに関するご意見を発表していた

だくことにいたしております。そして，お二人のご報告をいただきましたあとで，のち

ほどご紹介申し上げますヵ㍉4人のコメソテータのお方のこ登壇をいただきまして，そ

れぞれのご意見をいただき，討論の時閥をもにせていただきたいと存ずる次第でござい

ます。

　それでは，葉山電力の田中さん，どうぞお願いいたします。（拍手）。

　ご登壇願いましたのが，東京電力常務の田中さんでございます。田中さんには，「原

子力発電開発の構想」というテーマでご意見の発表をお願いい牟します。田中さん・ど

うぞお願いいたします。

原子力発電開肇の構想

　　　　　東京電力㈱常務取締役　田中直治郎

　昔は，十年一昔ということを申しましたのでございますが，今回のシンポ・ジウムにお

～・ては．，50年の先までを見通そうというごと、でございまして，・報告書の題名を「2000

年に至る原子力構想」ということにいた・したわけでございます。ご承知のように，昨年

の8月に，昭和65年目での3〔輝間につぎまして中間報告を行ない，その後gこれを手

直しいたしますとともに，西暦2000年，すなわち，今後50年にわたる原子力の超長

期展望を試みまして，今回，公表する運びとなった次第でございます。

、。今後50年≧いう超長期にわたる展望をするというごとは，きわめて困難な調査でご1

ざい茸す。とりわけ最近におきましては，急速な経済成長のひずみと申しましょうカ㍉

経済成長重視に対する反省が行なわれるむともに，人閥尊重の立場から，環境問題，特

に公害問題につきましての議論が活発に行なわれておるわけでありま‘して，すなわち，

経済の成長発展の本来の目的が，入閥の福祉向上にあることがあらためて認識された形

で．，自然の保護とか，あるいは生活環境の改善に重点がおかれてまいったわけでありま
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ち．しにがって・公_粋『に恐1騨轡1酋垣轡セ侮莇向にござ
います。

　また，ご承知ゐ’よぢに’，昨年秋以来，石油をめぐる國際情勢がきわめて流動的になっ

てまいりまして，石油輸出国機構と出際石油資・本との価格交渉の結果によりまして，原

瀦格が鰍趾げをされると・’うヒζがございま榊この産血白日なエネ

ルギーの高価格時代の到来を示すものではないかというようにも考えられまするカ㍉濡

鼠淀，そみ結果のいかんによりましては，日本との間の折衝のいかんによりましては，

きわめて大きな問題となり，これはわが国のエネルギー需給はもとより，私どもがやっ

ております電力生産にも多大の影響を及ぼすことになるのではないかと案ずるわけであ

ります。

　本来，わが国は国内に資源が少ない国でございまして，欧米に比べますと，国民1人

当りの所得水準も低いので，本来，生産性を高め国民生活の向上をはかる努力が必要で

ございます。したがいまして，電力の生産にっきましても，高い水準を保持することに

なるわけでございます。とのため，義援；火力，原子力を中心に電力生産を確保してい

くことが必要でございます。が，蔚にも逓尺ました理由などから，火力に対して，公害

そ「ﾌ他の間題で相当にきびしい条件がビざいますので，その面からも，猿子力の比重が

ますます増大することになろうかと存チるわけであります◎

　このように経済。社会の各面で，きわめて流動的な変化が続いておる中におきまして，

超長期の構想を立てるどいうことは困難なことでございます。しかしながら，長期のり

一ドタイムを要：する原子力開発を円滑に行なうためには，さらにまた，今後の原子力開

発政策樹立のためという観点からいたしましても，現時点での可能な限りの努力を払っ

て，私ども予測を行なったような次第でございます。

　まず，今回の構想の前提となります経済。社会の展望にっきましては，2，000年に至

る30年間を5っの時代区分にいたしまして，1970年代，1980年代，1990年代と

いうふうにし，将来の変化方向を特徴づけることとしプこわけでありまして，まず，当面

の10年聞の70年代を調整と変革の1970年代ということでとらえ，また，新経済社

会発展計画にもみられますように，基本的には，まだ重化学工業を中心とする成長が，

一応，持続するものという考え方をとったのでござX、・ます。しかしながら，資源。立地

。公害。労働力など，諸種の聞題がますます深刻化’していくことが考えられるきわめて

流動的な時代でございます。
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　続く80年代に入りますと，資源，立地をはじめといたしまして，経済の成長に対す

る制約要因がますます出てまいりまして・麟構造は従寸寸化学珠中心力｝ら・高度

の力旺麟や・ま燃欄麟榊畝転換頃奉いる・いわゆる三業化が進んでい

偽のとい拷筋をしゅけであ舛して・さ旅20世繍後の鴇輔・すなわ
ち90年氏では三際協調の盛り上がりというものを考えまして，資源保有困でのカほ工

生産が進むというような国際分業が著しく進展する時代であろうと～・うことで，、展望を

した次第でございます◎

　このような経済。社会の展望のもとに，経済成長率につきましては，・之れまでの10

年問に，お手元の予稿集に出ておるかと存じまずけれども，いままでの10年間では宿

一三つたのでごrいま鯵・70年代力玉9～10％・8G鰍嫁7～8％・ge年代‘

％というよう聴定し飾ります・これの想定が門司．ぎるか小さ過ぎるかと㌔’うこと

ぼ・・〕ろ・・ろ．r三三うか，ζ思いますカ㍉その図瀬でごらんいた捌すよ・うな・

第咽力灘畔即、蝉㍉うセろの恥⑳るいはごらんいただ臆㌔’かと就

ますが，ただ線だけで，そう．いう傾向であるということだけごらんいただきたいと思い

ます。それで，GNPはどうかζいいますと声振↑図の：クープにございますように，フ5

年度：では450ん54e兆円というきわやて膨大な数字になっておるわけでございます。

第1図　経済成長率とGNPの規模，

　　　　　　　　　（単位：兆円．・招和4．0年価格）
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次に出ネ、レギ濡数らいてで諭ま参魁’以玄の麟・r社．会の展望から恩経済成長

に対舜エネ、・野州髄ぽ次嫌低下民ま七・ると夷・う考筋で，・・わゆる西欧型の

パターンになっていくという予想でございます。

すなわち，これまでの得年賦過去の10年闘では％18という弾性値でありま

したが，70年代は0。9，80年代が0。8，90年代は0・7というような程匿に

想定したわげでありまして，それにい「たしましても，エネルギーの需要量は横のその第

2図にござい．ますように，きわめて大きなものになりまして，昭和55年度では，石油

換算で63かメう6．8億胞，一応上下の幅をもたせて想定してございます。65年度では

10．9から12．8億取，75年度では歪5．4から三三鯉という，まことに膨大な量になる計

算でございます。＿

第2図エネルギー需要の予測
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　以上の展望から電力需要を想定い回しますと，想定値は，これまでの55年度までは，

電力会社の45年度電力長期計画というのを痔っておりますので，こ『れを参考にいたし

まして，515年度までの想定を’いたした．のでございますが，5「5年度で8，ゴ00～8，800億
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K琢H，65鞭で挑4・700～桃ス500億K阻・75年度で2兆2・000億～2兆4000

麟Hζ・’うよ・う郁凍あ唆？，ま言・（第俵参照）

　　　　　　　　　　　　　第1表　電力需要下定
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65

　これを人口1人当たりにみますと，44年慶の2，700K騨から，これは年間ですカ㍉

　55年慶でス000～Z600KW狂，これは現在のアメリカの水準にようやく達するわけであ

　りまして，この間にアメリカと日本には20年の醐きがあるということがわかるわけで

　ございますが，65年度では1万1，700～1万ミ800K冊，75年度が1万ZOOO～2『

万階Hというような水準になるという考え方をいたしてございます。

　引き続きまして発電設備でございますが，以上のような電力需要のうち，その大部分

を占めます9電力会社，このほかに自家用，その他事業用もございまずけれども，9電

力会社の需要に対する発電設備といたしまして，昭和55年1億6，900万器，65年2

．億8，600万KW，75年4億4，000万嬬，こんな数字を出してございます。（第2表参照）

これはそれぞれ44年度の設備が5ρ00万嬬でございますから，5倍，6倍，9倍とい
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うことになります。これは需要の上限値，下限値の中閥値に対しまして，10％の予備

力と40・口分の火力，原子力の停止を考えて設備規模をきめたわけでございます。

第2表　発電設備規模（年度末）

（単位　万器）
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㈱　（）内は構成比率　％

　次にこの発電設備のうちで，原子力発電設備の規模をどういうふうに想定したかとい

うことを申し上げますが，まず，考え方としては，原子力をベース用とし，火力を中間

負荷用，水力をピーク用という考え方で，電源構成として最も適切な組み合わせを検討

いたしまして，その際，ユニット容童を80万Kl￥から，200万牌までを考えてみました。

現在のところは，それぞれ100万欝がいま計画しているものでございますが，最後には

200万翻までを考えたいという次第でございます。

　その結果，原子力設備は，55年で2，700万蹄，65年で1億1，000万K胃，これは中

間報告のときには窪億2ρo砂壁としたのでございますが，この点は手直しをいたしましたQ

75年が2億2，000万㍑，このようになりまして，原子力設備と全設備の割り合いは，

55年で16％，65年で39％，75年で5、0％，こんなふうに考えていた次第でご

ざいます。

　それで，この原子力によります発電電力量はどうかと申しますと，55年で1，880億

1（響H，65年がス6eo億K阻，75年が1兆5」70億K冊：（繁5表参照）Qこれはかりに石

油に換算してみますと，55年で約5，000：万K2になりまして，65年で2億㍑，75年

で4億地ということになります。すなわちこれをいいかえ．ますと，もし原子力の開発を

このとおりい九さないといたしましたならば，それだけ石濾が必要であるということで

ありまして，たとえば75年では4億砲に相当する分を原子力に置き換えたというこ
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とがいえるかと思います。，

　これに対しまgて，火力で使う油はどうかと申g茸すと，55年以降，大体コンスタ

ントでありまして，1億5，000万湿という想定をいたしました。これは44年度，つま

り現在の約4倍に相当する量でございますが，それの4倍近いものを原子力に置き換え

たという．ことがいえると思います。

第3表　年間発電々力量（送電端）

（単位：億課H：）

艦＼L 昭和55年

合計需要

隠ト

（170）

Z220

930

門漸「
i　　　　l　　　　　　　　　　　｝
一，　　｝一’｝秩p雫圃’一砂

4，580

　　昭和65年
↓

　　5，55e
．r一．

iス600

昭和75年

　　　　　ギ
5，520

1，880 15，170

囲　需要欄の（）内数字は揚水消費電力：量で外数であや。

　次に核燃料の問題に入りたいと思いますが，燃料がどのくらいいるかという算出をす

るために。まず，原子力発電の中で．いろいろな種類の炉がございますから，それをどう

とるかということを，一応検討してみたわけでございますが，いろいろ検：討の結果，対

象とする炉型としては・轍炉鎮GR漸型轍炉滴温ガス炉滴速騨炉・とい

5，もの聖「応取り上げまして，実際の計箪では，これを軽水炉とg新型転換炉ζ，高速

鞭炉転こ拐つで骸琶回しつか舷かろう・大歎影野かろうζいうこと

にい処肋けでζざいますρ

　それからさらに，薪型転換炉の導入割合を一応，1割と5割と，5割と，この5つの

ケー双つい拷えて耽桝でご細ま言・こ嚇のζころに藻伝にその組給

わせが書いてございまして，第5表には，諸種の核燃料その他の計算した結果がでてお

ります。
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第4表　炉官田設備
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　そこに出ておりますように，ケース亙というのは∴』高遠炉と軽水炉だけの場合でござ

いまして，この場合は天然ウランが相当いる。ケース豆の（c）というのはき新型転換炉を

5p％入れた≧いう考え方で，想定したものでございます。

　これによりますと，75年までゐ累稜量が，もし軽水炉と高速増殖炉だけでやった場

合を考えますと，42万ショート・トン年間2万ショート。トンというものが必要にな

ってまいります◎いま現在，ウランの鉱山の1カ所でつくっております精鉱最は，遇常

1，QOOトンU308かと思いますが，もっと採算の合うものは3，000トンぐらいのもの

で，耳翼を考えてやっているものもあるかと痛いまずけれども，そういう程度でござい

まして，いかに数量が大きいかということがわかるかと思います。したがいまして，先

ほど申しましたように，石油から原子力に置き換えて，石抽の量をセーブしたといたし

ましても撃今後はウラγの星に相当ゐ問題が出てくるということがいわれるかと思いま

す。

　次に，天然ウランはそうでございますが，この天然ウランを軽水炉に入れるためには，

濃縮をいたさなければなりませんが，この濃縮につきましては，やはり第5表にその数

字を出してござい奪すρ㍉すでにア0年末の前半のところでもって，現在アメリカが持

っておりまする設備，1万ZOOOトン分離作業単位でどざいますが，それの聖母，また

は場合によってはその全部を70年の前半で旋うというような数字になつ・ております。

　これは先ほどのご講演にもありましたよ’うに，葉979年で，大体，現在ゐプメリカの

濃縮設備を改良拡充しても，．その辺で自由諸国の需要に応ずるのに一ぱいであろうとい

うような想定でございますが，これをいまの私どもが作成しましたビジ。ンにおいては，

このようにきわめて大きなものであって，すでにアメリカで現在持っております設備よ

りも，はるかに大きなものを予定せざるを得ないというようなことが考えられるわけで

ございます。

　また話は戻りまずけれども，天然ウランの埋蔵量にいたしましても，昨年の4月現在

でENEAとIA－EAが調査したところによりますと，10ドル以下のウラ1ンは，，現在，

84万トンというζとになっておりまして，その後約で年の問に，オーストラリア等に

多量のウランが発見されましたのでございまずけれども，それにいπしましても，先ほ・

ども軋ましはうに・40万回近嘩が50年の輝輝で腰だという、こと瞭

りますと，今後のウランの開発というものは，きわめて重要なことになろうかと思いま

す6
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　以上述べまし1たことから，このビジ蚕ソの中からどういう課題が，どうい．う問題が，

今後，われわれが積極的に進めていかなければならないものであろうかということを考

えてみますというと，まず，きょう申し上げたいのは，大体4点ぐらいでございます。

先づ，いまお話したように，核燃料の間懸でございます◎核燃料をいかに確保していく

かということでございますが，これには前々から，電力会社といたしましても，はなは

だ微力ではありますげれども，ある程度手をうって玄いりまして，現在のところ，長期

購入契約・どち・その他で購入を契約したもの，あるいはすでに買って使っているものなど

をあわせますと，約5万8ρ00トンぐらいのものを契約したのでございますが，その他

にも探鉱開発にも手を染める次第でございます。しかしながら，以上のような大量の闇

発出面を実行するためには，さらに探鉱開発5あるいは長期契約というものを進めてい

く必要があろう之いうことが，一応いえるわけでございます。先ほどの5表にもどざい

ますように，65年度で20万ショート。トソ，75年度で42万ショート・トソ，あ

るいはやり方によって，新型転換炉などを入れると若干減るかもしれませんけれども，

そのような燈がいるわけであ一りまして，これを推進していくためには，やはり相当の資

金と努力が必要でありまして，この点．今後，どうして進めるかということが1つの課

題かと思いますQ

　それから，いま最も焦眉の急と申しますか，考えなければならん聞題は濃縮でござい

ます。これは先ほど申しましたように，濃縮につきましては，日本としては，現在，ア

メリカに全部依存しておるわけでありましてγ今後これをどうして対策を立てていくか

「ということにつきましては，現在，原子力委畏会でもご検討中でございます。

　また，まず第歪に，濃縮技術をどういうふうに開発していくべきかということが最初

の課題になるわけでございまして，ここら辺については，いずれ結論が出されるかと思

いますし，また一面におきまして，太平洋沿岸諸国の間に濃縮工場を共同で開発しては

どうかというような機運もあるやに伺えるのでございます。ごの場合は，電力の生産の

安く生産できるようなところが最も最適の土地になるかと思いますが，いずれにいたし

ましても，日本としては，再処理，濃縮技術を早く確立するということカ㍉プラィオリ

テ豪を握る上にもぜひ必要であろう。日本には資源がないのでございますから鼻技術を

・もって穴埋めをする。諸外国との閥で，技術を提供することによって参加させてもらう

’とい1うことが必要であろうかと考えるわけであります。

　もう1っは，よくいわれます再処理の問題でございますが，これはすでに政府におき
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まして・動燃：事業団がαアトンの工場の建設にすでに着手されておるわけ’でありますカ㍉

これは昭和52年ごろには，一応，満ぱいになるということから，第2の工場庖どうい

ういう規模で，おそらく5トソとか・5トシとかいう大型のものになろうかと，これは私

の1人ぎめの判断でありますけ’れども，そういうものを54～5年ごろつくるかどうか

と、・うことが，1つの課題になっていくかと思います。

　さらに，目下，國体廃棄物の処理処分というものがいろいろと検討されておりますQ

これは特に民間の発電所からもある程匿の三三出るのでございまして，これの処理技術，

あるいは処分力策というものを早急に検討して，確立していく必要があろうということ

を痛感するわけでございます。

　1第4点としては，原子力発電は，よくいわれますように，公害がなくて，まπは安全

問題につきましても，わが国の特殊事情からゼきわあて厳重な設計，建設，管理がなさ

’れておりますので，その面ではまず閥題ほ』 ﾈ・いのでございまずけれども，現実にはやは

り住民感情などから，立地に困難をきえしているようなところもないではありません。

　これらについても十分にP魏をするとか，何かそういう面でいろいろと配慮する点が

あろうかと思います。今回の構想におきまし℃は，200α年までに原子力発電を，『先ほ

‘ど申しましだような設備にいたすために数；飼よそ4・0力地点の発電所の用地が必要か

と推定いたすわけでありまして，安全及び環境保全対策を十分確立して，そうして一般

國罠の理解を得て，立地を進めるとい’う必要があろづ炉ど存ずるわけで・ありま『す。

　以上で構想め概要と主要な開題点，課題についてご報告申』し上げたわけでありますが，

本構想の示します意味合いというものを総括して申し上げますと，先庶ど申し上げたこ

ととある程度重複するわけでこぎいま．すが，私どもとしては，官民一致してこれちの二

三め解決にあたる6をして1・慮子力発電の開発を進めていくごとによりまして，現在問

題になっております火力発電の石油の間題を長期にわたってどう解決していぐか6ある

程度，望億5，000万胞ならば，そ賊で釦えていけるかということを検討する必要があろ

うかと思、～’ます。

　‘もちろん，’50年の長期の問題でありますから，また石油とその他の燃料についても，

あるいは情勢が大きく変転することもあり得るかと思いますけれども，現状から考えま

すど，まず；原子力開発を相当推進していく必要があり，そうして2000年．までに，こ

のビジョンで示しましたようにg4億㍑の石油な転換するということは，量的にはとも

かくとして1つの方策ではなかろうかと考えるわけであります。
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　それから，このピジ：rソにおきま・して，以上私が申し上げ琴量，質から，わが国の原

，子唄機器，燃料の供給産業の面にどういう影響を与えるかという之と，これはのちほど

ご講演があるわけでありまずけれども，そういうベースにもある程度していただけたか

．と思います9今後，技術革新やエネルギー情勢の現実の推移に合わせまして，適切な原

子力発電の開発が推進されなければなりませんけれども，その場合に，本構想が若干で

もお役に立てればま．ことに幸いかと存じます。

　はな：娃だ≧りまとまらないお話｝を申し上げて大へん恐縮でご．ざい奪す◎ご清聴どう

も・あり・・がど、ラζざいました。（拍手．〉紅．

議長　どうも田中さん，ありがとうございました。

　　　それ樽嫡日立製作所の吉山さんにお願いいたします。（拍手）。日立製作所副社長の

　　吉山・さ．々葛ご紹介します。吉山さん搾は「原子力供給産業の展望」というテーマでご意見

　　のご発表を驚願いいたしたいと存じます。吉山さん，どうぞお願いいたします。

原子力供給産業の展望

　　　　　鞠日立製作所副社長　吉山博春

　原産でとり行なわれました長期計画のうち，供給産業のほうのとりまとめを仰せつか

りました。ち的う．ど昨年のいまごろから1年間，この仕事にとりかかりまして，途中，

昨年の、8凋に中間報告としてご発表を申し上げま・したこと、は・ご存じのζおりでござい

ます。

　乱民報告の祝点といたしまして，供給産業のほうといたしましては，昭和55年に焦

点をしぼりまして，主としτそこを視点とした報告を申し上げた次第でございますが，

1年間まとめました報告は，75年，西暦の2000年ということになりますカ㍉そζ：ま

．での見通しを立てさせてい九だきまレた。私どもの傍うの数字は・田中さんのほρでむまと

めいただきました総合部会のほうからちょうだいいたしました将来の需要量という・もの

をベースにいたしまして，供給産業がそれにフォローできるかどうかというようなこと

を研究し，さらにそれに伴います閥題点，これに技術的な問題点，あるいはまた資金的

な問題点というのを’まとめて報告を申し上げた次第でございます。
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顯に・将来の供給麟の勧碗通しと弱もの碑し上げますときに・弊どう

なっておるかということ力泌要か時じますので・ごく騨に・、現在り供給側の倉勃を

申し上げたいと存じます。

－今回の原産年次大会の予稿集というのを，皆さまお持ちだと存じますが婁その中で，

15ページをお開ぎいただきたいと存じます。そこに第彰表，現有生産能力というのが

ございます。原子力供給産業の現状の抽象的な点につきまして嫡，で5ページに書いて

ございますが∵当初は，機器，リアクター関係に関しましては，外圏からの技術導入と

いうような形でスタートいたしまして，当初におきましては，とりまとめというような

ものは外国へ依存するというような形でスタートをいたしましたカ㍉きょう現在におき

ましては，日本の企業がとりまとめをやらせていただく，これはうイセγスペースでと

りま‘どめをやらせていただくというような形のものが次第にふ率てわりまして，今後も，

こ弘・うような新「しい型のもの，あるいはまた一方，容量が増えるというようなケース

の場合には』，ぞういうような形がとれるかと存じますが，逐次これが日本の企業のとり

まとめという形に移行していくというふうに考えております。

　そう駆うような形の，きょう現在の能力は第1表にございますように，原子炉設備で

500万欝，これは46～7年に注文をちょうだいいたしまして，52年までにつくり上

げることが可能なものというよ1 ､な意味の500万響でございます。それからタービン発

電機のほうは，火力機も含めた数字になっておりますが，49年の出荷予想量という形

で1，200万翻という数字を出させてい五だいております。

‘それから燃料衡平のぼうは，そこkいずれも昭和46年よりという注釈がついてござ

いますが，再転換が480トンUO2／年。’ ｻれから成型加Iしのほうは590トンU／年とい

う形で出させていただいております。

　これをごらんいただきましてもわかりますように，リアクター機器関係のほうは，こ

ういうような新しいもみの立ち上がりのときの形としては，あるいは自然かもわかりま

せんカ㍉一足先に供給体制が着手されたということを申し上げていいのではないかと思

います。それに比鞍いたしまして，燃料のほうが，現状では一足遅れておるということ

を申し上げたいと存じます。成型加工が，やっと昨今，工業化の設備ができ上がったと

いうような程匿でございまして，今後，この燃料関係の供給体制とい．うものを，相当注

目をしなければならないということが申し上げられると思います◎
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第4．表現有牛摩餌巾β・・
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　　　第2表　原子炉設備およびタービン。発電機関係の必要生産能力
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　第5表t　成型加工については，月別需要の変動ゐ竃はなは淀しい売め生産余力を50

　　（注）　％とした。

　　　　　2。成型加工の需要，再処理所要量には，FBR用ブランケット燃料が加算さ

　　　　　れている0
　　　　　5　0内は，FBR炉心用燃料（トンPru／年）で外数であるρ
　　　　4。ケース1は（LWR＋FBK）∴ケーズE繊ま（LWR＋ATR80％’手FBR）

　　　　　の場合である。

　　それからただいま申し上げましたのが現在の能力でございますが，それをベースに

いたしまして，将来，需要の量に見合う供給体制というものをいかにするべきかという

数字を検討い：た『しましだのカ㍉予稿集15ページの第2表と第5表でございます。これ

は機器関係と燃料関係とに分けて書いてございますQ

　第2表をごらんいただきますと，昭和55年，65年，75・年どいう象階に分けて書

いてございます。炉ゐ設備で申し上げますと∴昭和55年で850万KWの需要，それに対

応いたします生産能力を20％余力をみて，1，000万溜，それから65年が1，100万瑠

に対しまして竃400万器，75年で116σ0万贈に対しまして2，100万蹄。先のほうは輸

出等も考慮いたしまして，生産余力を5割というふうにとってございます。

　それがらターどン発電機関係は，火力用を含めまして，1そこに55年，65．年，75

年と数字が出ております。これは事業用だけでございますのでg自家発，あるいは共同

火力，輸出等を考慮いたしまして，生産能力といたしまし綬〔は1，4割の余裕をとらせて

いだだいております。

　それから孝順表でございますが，これが核燃料関係の必要な生産能力ということでご

ざいます。先ほど田中さんのご発表に1 烽ｲざいました，必要な燃料関係の数字をベース

にとらせていただきました◎ここで私どものほうで計算をいたしましたのは，ケース1

とケース萱の（C＞，2通りに’なってお1りますが，これが燃料関係で両端の数字になるわけ

でございます。ケース1は薪型転換炉が入らない場合，ケースのIIは5．0％という一番

，よけい新型転換炉を陣いましπ場合のケースでございますgこの間に木るであろうとい

う勘定にいたしております。

　、ここで再転換能力と，成型加工と，再処理所用量と5つに分けて，ここへ数字を出さ

せていただきました。かりに65年の成型加工というところでご説明を申し上げますと，

需要磁字はケースの1騒4・・トンU／犀。、一番．よけいいりますケースが47・0トン

　U／年でございます。　この数字はFBRのブランケットの燃料が加算されておりますの
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で，前に出てまいりますのと少し数字がかわっております。それからカッコに出ており

ます数字が，‘FBR：の炉心用燃料でございまして，これは外数になってお．りますQそうい

う意味の数字でございまして，燃料関係で55年度，65年慶，75年度，これだけぐ

らいのものがいるであろう。これらが両サトドで，一番端と端の数字を・ごこへ提示をさ

せていただいておりますが，これぐらいの供給の体制が必要だということになるわけで

ございます。

　それからなお，将来の供給産業の体制をこういう数字にまとめていきますのにつきま

して，もちろん解明しなければならない多数の技術的な問題もございますが，これに要

します資金というものと，それからこれに必要な技術者というものを別に計上いたしま

した。原産の原子力産業長期計画委員会報告書というのがございますが，これに出して

ございますのでもしご興味のある方は，そちらのほうをご参照いただきたいと存じますQ

　数字の説明はそれぐらいにいたしまして，あと2技術的な問題につきまして，今後，

胴発技術の点で，こういうようなところに問題があるということを，一逓りご披露申し

上げたいと存じます。時間の関係がございますので，聞題点のあり場所ということをご

報告申し上げるぐらいの時雨しかないと存じますのでゼ大へん恐縮でございますが，そ

れに対します幽明，あるいはそれの対策というような問題については，また；もし機会

がありましたらということにさぜていただきまして，本日は問題点のあり場所というよ

うな意味でお聞きとりいただければ大へんけっこうかと存じます。

　技術開発の展望をデ少し項目を分けて申し上げたいと存じます。最初に軽水炉でござ

いますが，軽永炉にっきましては，も’ ､ご存じのとおり，何’がしかが運転に入ってお

ります◎今後，解明しなければならない画題は，むしろ運転実績を含めました信頼性の

向上というようなものについての問題点が多かろうかと存じます。それから，将来，200

万輝級のものになるのではないかという点につきましての技術的な解明の問題，現在や

っており窪す50～犯0万掴級というものと，200万K界級になりました場合には，何か

設備能力の点，あるいは製造技術の点におきまして，一段飛躍がそこにありそうだとい

うのが，いま，われわれの課題でございます6

　それからなお，燃料関係で，プルトニウムを軽水炉へ利用するという聞題につきまし

てかこれは経済牲の闇i藪，いろいろございますカ㍉こういうような問題の解明に取り組

まなければならないといヲような閥題がございます。

・次に，ガス炉でございますが，ガス炉は現在イギリスで主としてやっております。こ
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　1の改：：良型・ガス炉というのが47年，来年でございますか駅運転開妬の予定で建設が進

　められております。．ζれを将来，弓術導入というような形で臼本でも考えるような暗代

　がくるのではないだろうか，ということがいわれておりますQ

　　次に高温ガス炉でございま．すがザこれはア．メリカ望あるいはヨ…ロッパ等でかなり研

　究をされております。ヘリウムを冷却材といたしまして，現在炉出［コ温度750度Gを越

　えるぐらいのところまでいっておりますが，さらにこれを多目的炉というものに使うの

　に，温度をも・う少一し上げる：ということが非常に重要な聞題になっておりまして，今後，

　この研究がさらに進められるのではなかろ・うかというふうに考えます。

　　それから」なお，あとでま丸燃料のところで申し上げますカ㍉高温ガス炉の塀合には，

　燃料が非常に特殊な燃料になりまして2・いわゆるコーテッド。パーティクルと蛤う形の，

　従来使っております燃料とはかなり違ったも4）になります。これの製造技術，あるいは

、・． ﾜたこれの再処理の闘題，ここに非常に大きな閥葎が控えております．ことを提起してお

　きます◎

　　それからなお，高温ガス炉につきましては，トリウムが燃料として非常に有効だとい

　うことでgトー・リウムを多量に持っております産地の團・がこの炉に非常に興味を持ってお

、．るということを，一言申し添えておきます。

　　次に，新型転換炉でご・ざい旧すが，新型転換炉は，鴻だいま，もう申し上げる必要も

　ないかと存じますが，日本におきましては，動燃事業団が中心になりま．して，現在，原

　型炉の．設計をおえて，建設にこれかちかかるという・ようなとζうまできてわり．ます。こ

　の間題につきましては，燃料のプルトニウム。ギルフサスティ『ング方式ζいうのが問題

　でございますが，こμはいずれ解濠されるのでは1なかろうかとい．うきγうに希え．ておりま

　す。

　　なおゼこの新型転換炉のエンジニアリングは・いわゆる国産でということで温められ

　ており『ますので，そう一いうような閣題につきまして・も？企業の共同，あるいはナショナ

　ル。プロジェクトという面で、・．ろいろむずかしい菰もあるし警また町今後，そういうよ

　うな形で閣発していくのが非堂に有：利だという面の1．つの大きなお手本で嫡なかろうか

　と考えて卸llります。　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　．　　　・，

　次に滴速増殖炉．でございます力斗・これも．餅糠業団力坤心にな1）まして．際験炉の

　ほうはすでに仕事がもうスタートいたしておりま、して，機械の製作，あるいは現地の作

業などが現在すでに始まρております。原一型炉に比しまして，設計がいま進められてお
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りまして，いず為近い将来に，これも実際の炉が製作され，据え付けられ，建設される

．とい鍛隣になろうかと存じます。・

　高速増殖炉につきましては，世界中で非常に関心が高い闇題でございまして・アメリ

、カにお参ま←ても，ヨー戸ソバにお琶てもゼ非常にこれが大きく取り上げられておりま

、す◎．にだ，・非常に大きな資金がかかりますことと技術的にもいろいろ擢明されなければ

ならない盛・いわゆる研究醐発段階におきます資金も非常にたくさをかかるというような

ことで，準め方にいろいろ差はございますけ粋ども，世界の大きな閥題として進められ

ておりますし，日本とy・たしましても，．燃料がそう潤沢ではないというような問題もあ

．る関係で，この閥題については，今後とも，官民の大きな関心を必要とするというふう

に考えております。

　次に，これは少し将来の閥題になろうかと存じますカ㍉おそらく紀元20eo年ごろ，

2窪世紀に入りますころには，核融合閣題もおそらくメドがついてくるのではなかろう

か◎2000年までの長期ビジ・ソを立てる場合には，やはり核融合というものを忘れて

はいけないというのが1つの問題でございます。

　もう1つの将来の問題といたしまして，MHD電磁流体発電というのがζざヤ〉ますカ㍉

これが将来さらに合理化されて・原：テカ発電とあるいは組み合わさって・可能な時代が

く為のではなかろうかというζとも・事れらμ塗い1？の問題ではなかううかというふ

．うに取り上げております。

　次に燃料関係でございますが，冒頭に申し上げましたように，燃料開係の供給産業側

の体制というのがやや遅れておる状態でございますカ㍉日本におきましては・燃料サイ

クルということを申しまずけれども，サイクルという形には，現状まだなっておらない

というのが実状でζざいます。・

　製錬関係につきましては，卑ほ、ど田中さんからお話がございましたが，軍力会社さん

のほう，あるいはまた鉱山会社さんのほうで主として取り組んでおられまして，機器メ

ーカーといπしましては，この問題はやや消極的なめき方になっております。われわれ

供給産業側といたしましては，製錬のあとの悶窓，まず一番大きな問題は濃縮であろう

かと思いますが・きょう現在では，外函にこれを依存．しておりますから，再転換から先の

形に現在ではなっております。再転換，加工，再処理，それからさらにそれに競きます

廃棄物三品という形になるわけでございますが，この濃縮の問題は，今園の年次大会で

も別咋取り上げられておりまずけれども，当面，供給産業側といたしましても非常に大
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きな閥題でございまして，当然これは将来は取り上げられなければならないという考え

方のも、とに，現在，開発研究というもρに協力を申し上げておる次第でございます。ま

た，企業自身といたしましても，自力で研究をやっておるのが現状でございます。

　ご承知のとおり，ガス拡散法を原研で，遠心分離法を動燃事業団で主として中心にな

ってやっておられまして，供給産業側も，これらにそれぞれご協力申し上げて進めてお

ります。いずれ近いうちにその方向づけも行なわれるかと存じまずけれども，これが現

実に企業化されるという場合には，、非常な技術的な問題と，資金的に非常に犬きな問題

が伴いまして，どういう形で実現するかということにつきましては，まだ，全然見当が

ついておりませんけれども5国家としての援助というものを相当期待しなければ，これ

は実現できないのではなかろうかと考えております。

　それから転換，加工，再処理という範囲の閥題は，習頭に申し上げましたとおりでご

さいます。加工にっきましては，やっと工場設備ができ上りまして，運転開始という形

に現在入りつつございます。

　それ炉ら転換，再処理につきましてはg加工よりはやや遅れておりまずけれども，工

業化の緬が群されたというふうに申し上げてい・1ので瞼かろうかと思・’ます・

　それから廃棄物処理の関係でございますが，これはやはり供給産業側としても非常に

関心を持っておりまして，将来，この廃棄物を極少にしたというこ蕊についての開発研

究を，現在でもカを入塾ておりますし，今後ともこの問題に取り組んでいかなければな’

らない◎ここにも問題点が1つあると考えております。

次に・将敷関し螺欄係でございますカ㍉蘭ガス炉の燃細・うものに対し

てはコーテッド。パーティクルという非常に違った燃料を使いますことを先ほど申し上

げましたが，これらに関します燃料の研究開発というものは，やや現在遅れておるとい

うことを申し上げていいのではないかと思います。将来，多目的炉というものと取り組

みます場合には，どうしてもこの問題を解決しておかなければいけないというのが，1

っの問題点ではなかろう．かと存じます◎

それから髄三三料関駆注としてプル・ニゥ耽関連す硫でございます。

これの取り扱いに関す饗樋噸処理幽する隠・の閥題力㍉い蜘三

業団で取り組んでスタートを切っていただいておりますが，供給産業側といプこしまして

は・この罷に？いμま・まだ手が1さ博だ騨かねておるというの郊卒砲回し上

げていいのではなかろうかと思います。今後，この問題は，どうしても高速増殖炉とい
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うものと並行して解決していかなければならないという1つの聞題点になっておると考

えて溢り玄す。

以上磁術的醐麟でζざいまし刃靖軋酪即きま畔まかく軋上げる

だけの時間をもちませんので，ただ聞題点の提起，ここに問題点があるというような意

味で申し上げましπだ閲ψ旗r．・とを・お許しい嘩たいと騨す・

．即供給産融いたしま．して、騨串と’燗題が1．つの騨で．こぎいました・

供給産業側といたしましては，やは．り将来におきましては，国内の需要と㍉ぐうものだけ

に依存するζいうことでなしに，一部の範囲は輸出する，あるいはまた後進圏を援助す

るという意味iにおきましても，これをどうしても考えておかなければならないというこ

とで報告の中に一項これを入れさせていただいております。大へん，こういう大きなこ

と晶晶う．で繍でござ．いますけれども溜稿。靴の後半二二。年に近づい

ブこころには，国内需要の10％ぐらいを，いわゆるプラントといπしまして，エンジニ

アリングを含めた形で輸出をいたしたいということで，供給産業側としては，体制を整

えたいということにいたしております。きょう現在では，ごく一部のハード，圧力容器

でございますとか，あるいぼ格納容器でございますとか，タービン発電機であるとか，

そういうようなもの備出という弔導ζど解由甑将来の騨事業・ある

いはま礁二業とい空しましては・騨かの刊ジニアリング忌めま喚鳶軸を

どうしても考えていきたい≧いうことを，一項目報告の中に入れさせていただいており

ますQ

以上・私の報髄・れで終わらせてい縦きますが詩論・い航ましてほ課給産

業といたしまして畿器リアクタ V縣1まいやい甥畔揮な猟’瀟欄
題も非常にたくさんかかえておりまして，この努力をおろそかには決し七できないと考

え翻零殖㈱冷徹マ警らに高き欄題力㍉聯馨興としてをまあるのだ

・拶rとを・・の鮪で二七調・・叫たい・存じます・叡灘と・・歎き燗題

を貧めまして，燃料に関する供給体制の整備ということが，今後忘れられない1つの大

き冷テ「マで恥いうr謡言せて㍉’礎まして卿きょうの編のとりま

と、め．ζさせていただきます。大へんありがとうございました。（拍手）。

議長　どうも吉山さん，ありがとうございましだ。
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議長　それではただいまよりコメンテーターの方々のご意見の発表と討論に移らせていにだ

　　きたいと存じます。

　　　初めに私からコメンテーターの方々のご紹介をさせていただきます。

　　　左のこちら側においでになりますのが，国民経済研究協会会長，稲葉さんでございま

　　す。

　　　次に石面連盟の会長の出光さんのおいでを願うはずでございましたが，先ほど申し上

　　げましたように，出光さんはOPEC等で非常にお忙しいようでございまして，まだおい

　　でになれませんので，おいでになりましたらご紹介させていただきます。

　　　次は衆議院議員の前田正男先生でございます。先生は現在，衆議院iの科学技徳振興対

　　策特別委員会の理事として，たいへんご活躍願っております。

　　　次は原子力委員会の委員の北川一栄さんでございます。

　　　では，最初に稲葉さんから，ご意見の発表をお願いいたしますが，すわってやらせて

　　いただきます◎お願いいたします。

稲葉　ただいまご紹介にあずかりました稲葉でございますみいまお2入めお話に対しまして，

　　若干のコンントをさせてい尤だくわけでございまナげれども，皆さまご存じのように，

　　國め経済とエネルギーの消費並びに供給という’ものの閥には，非常に晶出な関係がござ

　　います。そして私個人は，過去十数年簡そのような薗の，たとえば石油あ政策でござい

　　ますとか，石炭の政策でどざいますとか，』電力の政策でございますとか，そのようなこ

　　と，さらに総合エネルギー政策，こういうものに参画をしてまいりました。このような

　　観点からみまして，現状並びに将来を展望しまして原子力発電を推進していただく，こ

　　のような立場に対しまして，若干のコメントをさせていただきた㍉・と思』うのでございま

　　す。

　　　皆さま方専門家で，十分ご存じのことだと思うのでございまずけれども1この10年

　　間を振り返ってみますると，大体，実質国民成長と庶ぼ同じような形で，臼木の止ネル

　　ギーの総消費が増大しております。そして今後も私尤ちはこのような傾向が続いていく

　　のではなかろうか，このようなことを前提としており，先ほど田中さんがお話になりま

　　した原子力発電の蔚提としての電力需用の伸びにつきましても，このような想定が使わ

　　れております。そして会社のエネルギーの平均消費率よりもやや，最近は国際的，また

　　困内的に申しまして，電力の消費の伸びが高い◎また今後もそのような形が起こづてく
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るのではなかろうか，このよう咋思う次第でござ～・ます◎

さて・Cこのω輔に峰弓長が邸倍許ネル野の三郷丁丁回して工
業生摩は約4倍弱伸びてきたのでござい牽すげれ．ども・そのような中におきまして・電

力そのほかのエネルギーをどのようにアジャストしていくか，このような問題が総：合エ

ネルギー政策の課題として誕生してまいりました◎しかしこれをはっきりしπ角度にお

いて裏づけをする，まπそのようなことをもとにして，ただ数字だけではなくて，一国

の対処方針として確立をする。このようなことは，遣憾ながら，まだ私達の日本で実現

をしていない。またこれにっきましては，私どものような中立的な立場から，こういう

政策に関係をさせていただいているものとして，まことに霞民の皆さま方，産業の皆さ

ま方に対しまして申しわけない，このように思っている次第でございます。

　最近のエネルギーの全体の問題についていえば，いままでのエネルギーのバランス，

こういうものに加えまして，2つの大きな閥題が登場をしてきている次第でございますQ

　その1つは，皆さま方ご存じのように，公害対策をどのようにしていくのかというこ

となしには，実はエネルギーの需要を私たちはまかなっていくことができなくなってき

たということでございます遡に庵力など嗜蓼殿し回ると・どう醗電緬

全体がおくれていく，しまいには生産活動をまかなえない。国民生活の上昇をもまかな

えない。このような姿になりつつあるのではなかろうか。こういう心配が起こっており

ますQ

　いま1つの聞題は，あとで出光さんからお話しになるわけでございまずけれども，昨

年私たちもヨーロッパやアメリカ，中東にまいりまして，来たるべき石油，このような

ものが，非常に大きな変化をしていかざるを得ないだろう，こういうことを経験してま

いりました。矛してそれが，いまや私たちが考えましたよりも，より大きな形であらわ

れてまいります。そして将来の日本のエネルギーというのはなかなかよくわかりません

けれども，大体，先ほど田中さんからお話がございましたけれども，国民総生産の拡大

のテンポがこれから5年ごとにやや落ちていく，このように仮定をしましても私たちは

昭和50年，つまり，1975年には，1969年に対しまして，1．7倍しないし1．8倍のエ

ネルギー消費をまかなっていかねばならない。そして1985年，昭和60年ごろになり

ますと，さらにその2倍のエネルギーをまかなっていかねばならない。そして電力設備

についていえば，私たちはここ5年間で，全体として1億雌を上廻るような電力設備を

もたねばならないし，また1985年までには，私たちは2億難を上廻る規模をどうして
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もこの日本でもっていかねばならぬということになります。

　それにしましても，私たちは当面g原子力がまだ十分開発されていないgそれにアメ

リカやヨーμッパのように，天然ガスに私たちが依存をするという度合いが少ない，こ

ういうこともございまして，石油について申せば，過去10年間に私たちの石浩は，輪

入量は7倍ふえております。しかし今後5年間に，このふえたものをもとにしましても，

2：5倍，さらに15年後には，はっきりわかり＝ませんけれどもザいまの5倍以上の石油

を輸入してこなければならぬ5

　それにしても，いま田中さんがお話になりましたテンポをもとにしましても，原子力開

発が，かりに昭和50年度で憩〔〕口万殿，55年度で2，ア00万欝，昭和6σ年に5，000～

6，000万癬ということになりましても，私たちはそれ以上，石油に依存するといったよ

うな発電所を建設していかねばならぬ。しかも石油はこれから私たちがそれを獲得する

のに非常にむずかしいし，おそらく今回約40％の値上げを受けねばなりませんけれど

も，この値上げも実は毎年ザ。％ずつはさらに上がります。このような環境のもとにや

っていかねばならぬ，こういう次第でございます。

　．そこで，このような基本的な考え方に立ちまして，私は皆さま方に，若干総合エネル

ギー政策的な観点渉らコメントをさせていただきたい。このように考える次第でござい

ます。

　その1つのコメントとして私が申し上げたいのは，先ほどいろいろお話がございまし

たζそして先ほど田中さんのおっしゃった計画，こういうものを満九していくにしまし

ても，窪だ私たちの日本では，十分準備体制が確立をしている，このようにはいえない

わけでございます。しかし，どうも日本のエネルギーの将来を考えますと，、そのテンポ

以上に，20％でも50％でもけっこうでございますかち，まず原子力発電を強化して

いく，そういうことによりまして，私たちの石油依存度をより少なくしでいく，このよ

うな努力は国民経済的な観点からどうしてもやっていた・だく必要があるのではなかろう

か。まさに日本はそのようなことを考え，実行していかねばならぬ段階にきたのではな

いかということでありますQ

　第2に，私がそれと関連をしてコメントとして出したいことは，今後の大気汚染対策，

こういうものを私たちはどうしてもやっていかねばならない。またそれなしには，今後

の日本のエネルギー供給があり得ないとしますと，去年，この会議で，シーボーグさん

が来られてお話になつ把ことを思い出すわけでございまずけれども，一番私πち人類に
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とって鰍な原子加ネルギーカ㍉実購ン’水と潟’窄気を私筋人類に与えてく泌

「ものだ，こういうことでございますから，公害対策，大気汚染対策と私たちが本格的に

取粥む・この恥面脚’ても深を二子燗発をより脚でやって㌔畔かねば

・ならぬ。

　第5には∴私たちエネルギ剛政策を，いままで2つの原則において運営をして窪いり

ました。その1つは，エネルギーの廉価供給ということでございます。もう1つはエネ

ルギーの安定供給ということでございます。そして過考を反省してまいりまして，確か

にご朔。欄旧本は世界一の瀬で経群湧重1を伸ばしてまい回した・初ような

こともございまして・神緬供給というとこう題点が二二ぎ寧難騨㌔’

うことに対して重点がおかれなさすぎた，このような感じをもつわけでございます。も

とより私たちは，でき得るかぎり安いエネルギーを供給したい，このように思う次第で

ございまずけれども，いろいろな観点をみまして，私はこのチープネスとセキュリティ

を結びつける上にもはっきり申せば，原子力開発を進めていく，このような時がきたの

ではなかろうか，このように思う次第でございます。

　そして，このようなことを推進していくためには野たとえば設備の建設に，土地の入

手に，あるいは先ほどお話がございましたけれども，ウラニウム資源の確保，このよう

なことに対しまして，ただ電力業界だけがこういうことをおやりになるということでは

なくて・輔並び姻恥このよう聴をもっとはっきり蝦をし刃そ解対して思

い切った支援措置をしていく，こういう必要があるのではなかろうかと思っておりますQ

　その意味におきまして，いままで十数年間私たちが原子力開発をやってきたというこ

とは，より大きな飛曜を，この日本でこれからどうしても実現していかねばならぬとい

うこと吐に・藪纏であ慌ので瞳かろうか・三三の ﾒ償で瞭めでご
ざいますから・いまや多元的嫡し囎合エネルギニ聯的耀蹴しまして・こ漉

どのよう礎めていくかとい・うこζをやっていか．溺ならぬ・．のよ卑思うカ》らでご

ざいます◎

　時間の関係上，あまり詳細なコメントはいたしかねるわけでございまずけれども，い

ま1つ原子力政策，特に当画，原子力発輩をよりたくましくやっていただかねばならぬ，

このように私たちが思いまするのは，実は，ただ原子力が発電だけではなくて，すでに

広範囲な産業変：革の展望をもっているということであります。

　私は専門家ではございまぜんけれども，ここマ年半ばかり，いろいろな面におきまし

一ア5一



てこの原子力産業会議の多目的な利用，．ヒのよ弓なことにつきましてお手伝いをさせて

．いただきました。こめ一 謔､な面かちも1，私は将来を考えますとジ原子力発電とさらに将

来の原子力朋発を利用しまして2やはり多目的な利用開発の体制もびとつ進めていただ

たい。また高温ガス実験炉というものも，ここで国が思い切って設置していただきたい。

』また原子炉の安全基準の確立，このようなことについて，画期的な措置をとっていただ

きたい。そしてさらにそういうこどと並行しまして，いろいろなそれ匠伴う原子炉開発

につきまして，より大きなたくましいあり方をやっていただきたいと思うのであります◎

　特にこの点は，先ほどの講師の方にお願いをいたしますとともに，あと原子力委員の

北州さ、ん，また衆議員の前田先生もおられるわけでありますから，こういうほんとうに

専門家の方，またそれを引っぱっておられまする方が，国の経済成長1あるいは国昆生

活の充実ということと関連をしまして，この原子力の利用を安定供給と低廉供給の面に

おいて，よりがんばっていただくことをお願いすると同時に，2人の先生のコメントも

いただきたい。このように思う次第でございます。蒔間がちょうどまいりましたので，

これで終わらせていただきたいと思います6‘ ﾇうもありがとうございました。

議長　どうもありがとうございました◎

　　　では，石油連盟の会長の出光さんが．おいでになりましたので，ご紹介申し上げます。

　　　出光さん，補いでになった早々でございまずけれども，どうぞ続いてご意見のご発表

　　をひとつお願いします。

出光今口，石油は熱源，動力源，．また原料として，産業活動や国連生活のあらゆる分野に

　　深く浸透して使おれております。その消費量は巨大なものになっております。

　　　よぐいわれますように，1970年代が10年間に世界で消費されます石油500億K£は，

　　過去↑10年間における世界の原濾生産量の累計と同じであります。石油需要はまこと

　　に急テンポな伸びを示しております○

　　　わが國の石油需要についてみますと，昭和45年度において2億泡を越えまして，一

　　次エネルギー供給全体に占める石湘の割合は70％近くまで達しております。今後にお

　　ぎましても石濾需要の増大は続き，総合エネルギー調査会の試算によりますと，昭和50

　　年度には3億勘を上回り，一次子ネルギー供給に占める石油の割合は75彩に上昇する

　　ことが見通されております。ここ当分の間，石油時代が続く見込みであります。1
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　こうしてみますと，ますます巨大化する需要に対し，必要な量及び質の石油を安定確

保することは，実際上並みたいていの閥題ぞほあづません心’　　　　一”

　石弓資源につきましては，1969年末現在の石抽め確定埋蔵量，原油確認埋蔵：量は，

合計8』5む億取，可採年数52年であります。今後も探鉱開発の：進展や科学技術の進歩に

よって追加発見が期待されますので，量的には何ら不安はありません。聞題はこれから

のこれらの石油資源を必要な量及び質において，いかに確保して事：心・かに運んでくるか　毒

であります◎

　’とのため，石油産業は，国の内外の原灘脱の推進をはじめとして，薗由国や国際石

濾会社との國際協調の緊密化，邦船タンカーの船腹の三弦，また国内的には製油所立地

の確保，パイプラインの敷設を含む流通部門の合理化曾さらには公害対策など，まこと

に多くの難問をかかえて：おります。

　これらの聞題は，単に難問というだけではなく，伺蒔に巨額の資金を要するものばか

りであります。九とえぱチ土一ス。マンハッタン銀行の調査によりますと，富由世界の

石油産業が今後づ0年間に必要とする資金は，合計5，000億ドル，円換算しまして188

‘兆円，1日当たり1億4，000万ドルといわれております。実際曾69年には，総額200

億ドルの投資が行なおれ，そのうち90億ドルは探鉱開発に充てら乳ております。

　また，わが国の石油産業におきましては，原三囲発はもとより，備蓄，タンカーの船

腹の増強，さらに公害対策などのために，今後15年間に10兆円，500億ドル，う

ち開発には約2兆円の資金が必要であると見積られております。それに加えまして，昨

年秋以来，石油産業はさらに大きな旧聞に直面するに至っております。世界の石油消費

国が震憾させられました石油輸出国機構（OP猫C）による原油値上げ攻勢がそれであり

ます◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉

　この閥題につきましては，すでに新聞等において詳細に報ぜられておりますので，よ

くご承知いただ小ておると思いますが，日本の石油業界は46年匿だけで総額2，5eo億

円もの値上がり額の対策に蕾慮しておるところであります。今回の石油輸出困機構によ

る値上げ攻勢は，關発途上困である産油函の自国開発のために，現在の三三傾格水準で

『は不安であるという考え方，また圏際石弓会社に対する不満，さらにほ南北聞題に起因

しておるのであります◎私どもとしましては，こうした大幅な値上げには不満でありま

すし，また’ショックでもありますが，同時に地球上の地下資源に対する価値観が変化し

つつあることを認識しなければならないと考えます◎
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　砂5「σ年代はメニ＝ジャー右油会社の蒔代，．国際石湘会社の時代，60年代は消費者の

時代といわれていますが，’これに対し7：0年代は産油国の時代といわれております。今

回の原油値上げに対する属際右濾会社の態度としましては，．今後5年間の原油の安定確

保と引きかえに1やむを得ず値上げを認めたといわれております。1ぞこれをクエート原油

の側でみますζ，原油公示価格ほ1948年のキロリットル当たり’5ρ00’円から，70年

には約』4，000円に下がっていたものでありますが，今回の値上げによつで5割から4割

の上昇をしておりますし，しかも，今後5年聞は毎年値上げされることになつ二ておりま

す。この値上がり価格をそのまま日本向けのFOB価格にかぶることになりますと，日

本の原油価格ば，今後5年間に総額約2兆円の3スト増となります。

　私ども石瀬産業は，今後とも石油の安定確保に．最大の努力を重ねてまいりますが，石

油の消費者においても，地下資源の価値観の変化という点を十分認識して，資源の有効

利用によ『り多くのくふうをこらす必要がありますげ、

　原子力は石油に続くエネルギーであり，その開発はエネルギーの多．元化を嫁かる上で，

大いに期待されます。原子力開発は全く回しい分野だけに，解決を要する課題が多く，

研究露出にあたられる方々のご苦心が多い「と思いますが，ただいま稲葉さんからもお話

がありまし九ように，1日も早く原子力開発ができ上がりまして，大量消費に対応する

大きなエネルギーに発展することを期待しております。

議長どうもありがとうゼざいますδ，

　　　　では次に，前田先生，お願いいたしますゆ

前　田　　最初に，シンポジウムで発言できますことをたいへん光栄に思っております。私も原子力の初

　　　期から参画させていただいたわけですが，今日このように原子力が発展しましπことについては，

　　　関係の各位のご努力に対しまして，心から敬意を表する次第でありますQ先ほど嫁ご説明があり

　　　ましたとおり，今日の長期の予想においても，わが国のエネルギーの需要はますます増大してお

　　　めまして，その中で大部分を占め七おります石油が，「いまお話がありましたとおり，いろいろの

　　　問題が多く，公害でありますとか，層あるい’は立地の困難であるとか，あるいは供給の聞題，値上

　　　げの謀臣等で，なかなか問題が多くなってまいりまし把。こういうときに，原子力のほうは，関

　　　係各位の努力で，逐次問題を解決されて，’またコスト等も相当引き合う段階になり豪して，ここ

　　　で戯しく長期見通しの中では雪発電においては，将来，昭和65年度で大体59％，昭和75年
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、・ s・度は50％という比重ま1でをもとう『’という’計画でございます。

　　　そのような長期ビジョンをやっていこうといつことになりますと，熔ろいろの問題が

　　あ’るあけでございますが，もちろんこれは官民の関係各界が一団とな6で協力して解決

　　していぐことは必要だと思いますけれども1この中で特に政治的な問竃と患わ賊る問題

　　について私の所信を迷べたいと思うわけであります。

　　　まず何と毛うしましても，燃料サイクルが，これは国会でも昔溢ら問題になっておる

　　層一どヒろでございまずけれども，今日，きょうのお話を聞ぎましても，ほとんど問題は未

　　解決でございます。資源が非常に不足してお’りまし七，各方面の努力で，相当墨，米国

　　カナダ等で確保しておられたり，また最近はアフリカのニジェールセ開発が進むという

　　ごとでございまずけれども，これにもご承知めとおり，日仏の政府間協定という政治問

　　額が残っておるあけであります。もちろんこれはわ．りあいに簡単にいくものと：考えてお

　　ります。

　　　まだ当然資源が不十分でございますので；』これは前から1めれわれ函会のほうで問題

　　になってまいりましたけ乳ども1最近特にその声が大きくなってまいりましたのは，オ

　　ーストラウァであります。非常に豊富な資源力竃発見されて，それkよって輸出につ㌔・て

　　も緩和してもいいのではないかという発表があっπと聞いておるわけでございまして，

　　ぜひこれはみんなでカを合わせて取り組む必要があると思います◎しかし，とれも同じ

　　ように日本とオーストテリァとの間の政府協定が必要になってくると考えるわけでござ

　　います。

　　　そういう意味紀演いて，地ならし的な意味におきまし℃，われわれ三会側においても，

　　近いうちに原子力とか，その他の科学技術の問題で，オーストラリアへ視際団を派遣し

　　たらどうだ1’そしそ先駆的な役割りを果したらどうだろうか。このような話が出ており

　　まして，われわれ資源確保については，従来から予算確保に努力してまいりましたけれ

　　ども，この方面は，なかなか海外資源探査たついては，わりあいに大蔵関係その他がむ

　　ずかしかったのでございまずけれども，できるだけわれわれ努力しております。しかし

　　まだ：不十分でございます。

　　　次に，燃料サイクルの中で，まだいろいろと閥題がありまずけれども，特に濃縮の間

　題，午苗中にもお話ヵミございましたカ㍉現在アメリカから濃縮ウランを受げたり，ある

　　いは賃濃縮をしておるわけですけれども，お話のとおり，70年代後半には診アメリカ

　・のみでまかなうこどは困難になってくるという状況でお話がございましπ。けさは79
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年というお話が、ございました。その6－年は1ど前1比ぽ1，土場をつ』く：るかっくらないカ㍉い

ろいろと問題があ、るようでございます。

　この新しい濃縮工場をつくる必要があるかないかという問題について，実は昨年，わ

れわれ科学技術の特別委員会で，私が団長になりましで，シンクタンクの問題で，隣の

北川さんにもいろいろと教えてい亮だいて，あとセみんなで勉強にいきま『して，このほ

錫さ．おかげで準備が，’ことし予箪がつい九わけでありますが，そのときに，アメリカか

ら耳一覧ッパのほうを回りましπときに，原子力の問題，核防条約の保障の問題，宇宙

海洋開発の問題等で視察をしました。そのときに，アメリカのシンクタンクの1つであ

るランド研究所において，われわれの目的に沿うように，’ランドのシンクタンクとして

の考え方として，自分の自主開発めプロジェクト鐸といっておりましえけれども，それ

はほんとうかどうかわかりませんが，いずれにしまし七も濃縮問題について説明があっ

たわけであります。

　そして・そのときに，アメリカど日本とが協力して，必要な場合には，産出国のカナダ，

またはオースト・ラリア等をまじえて，5者協ガで新しく濃縮工場をつくるという閥題に

ついて．は．どうかという話が出ておりまして，そめ場合には，いろいろな法律的な規制と

カ㍉電力，原料の関係とか，1いろいろな点から産出国のほうに工場をつくる必要がある

のではないだろうかという‘4つの考え方を示しておったようなわけでありまして，もち

ろんこれは5者で共同でつくって運営していく，このようなことでございます。

　帰りましてから，政治関係のものに報告をしましたところ，そのあとで，ご承知のと

お．り．中曾根防衛庁長官がアメリカへ行きましたときに，この構想たついて話が出まして，

打診しましたことは薪聞だねになりまして，皆さんすでにご承知のとおりでございます。

しかし，この問題については，ひとつわれわれも政治的に真剣に取り組む必要があると

考えておるようなわけでございまして，皆さん方とこ一丸に，濃縮能力の確保，こうい

うことについて協力させていにだきたいと思っておるわけでございます。’

　1．同時にまた，私たちは，日本においても，濃縮の技術の溶蝕開発を進める，これはも

ちろん燃料の一部を自給するという点において，絶対必要でありますから，できるだけ

予算の確保に努力しておる次第でございます。

　また，政治的に，先ほどからお話がありまし把とおり，このよう底施設を’たくさんつ

くっていこうとする’と，立地問題が非常にむナかしいことでございます。第一，日本は

：核アレルギーということ等をいわれておったのでありますが，皆さんの努力で，これを
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脱去酵ると凍遂賊功しつづあり酵6…歓訟輪蕨懸姉いても源子力の当

初湘当政治練やかれくいいましも規制廟盛薩臨飢欄係も励まし

て，今日になりますと，その点わりあいに原子力のほうは公害が少ないということで，

各方面に施設がでぎつつあることは，非学にけっとうなことでございます。しかし，吏

海村の場合においても，ご承知のとおり，総合開発というヒとがそめ対策として考えら

れたわげでございまして，下北半島においてもそういう問題が出て痴りますし，これは

いずれ；単に原子力の立地だけというわけにはいかない，総合開発的な問題が出てくる

乏思いまして，われわれ政治的な分野でできるだけの努力をさせていただきたいと思っ

ておるわけでございます。

　特に立地問題の中で非常に困難な問題と思いますことは，再処理及び廃棄物の問題で

ございます。再処理の工場については，事業団ですでに着エしょうとしておりますけれ

　ども，これができましても∴52年度は一ばいであると，先ほどご説明があったとおり

でございます』その次の第2以下の再処理工場については，民間のぬうでいろいろと計

画しておられるよう’ ﾉ樹い七おるのでございますが，これを一体どこにつくるかという

‘実施の計繭の問題セは，たいへん問題が多いと思うのであります。

　さらにまた廃棄物の処理の間題にしまし宅も，海洋投棄がはたしてできるものかどう

か，いろいろと最近，海洋潴発のほうで問題にしております。また陸上で，どのように

どこでこれを貯蔵するヵ㍉こういう問題もあるわけでございます。いずれも政治的な問

題がからんでくるわけでございまして，われわれも大いに努力させていただきたいと思

いますが，特にこの際お願いした‘いと思いますのは，電力業界をはじめ関連産業界の方

も，発電地点の確保にもご努力されるのはもっともでございまずけれども，あと始末の

ほうの濃縮問題，廃棄物の問顕の立地二丁についても，ぜひご協力，’またご努力を願い

まして，われわれも一団にこの闘題の解決しないことには，毎イクルとしては完成がむ

ずかしいのではないかと考えておるわけでございまナ。

　また原子炉自身についても，先ほどからお話がありましたとおり，多目的原子炉等に

つい’ても，われわれいま研究費を出しておりまずけれども，いま当面しております問鍾

は，動燃事業団でやっておられます新しい新型炉及び増殖炉について不十分であります

が，予算化して，逐次計画比沿うて進んでおります6まに政治的な問題としては，これ

ができました原型炉，実験炉をどのよう1なととちべ所属させていくのか，あるいけ動燃

事業団自身が1C年自漂呪いうととで，旧聞的な蕩兇ガでやっておりまずけれども，は
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、た・してζれ．はいい⑳かどうかというこ昂まジ1咋年末ゴ原子力体制再編成という閥題の

ときにも，．政治的に議論になりましてゴζ㌧れは未解決の問題になっておるのでございま

す。．

　さらに私たち、として考えなければならん問題は，原子力鉛でご：ざいまずけれども，第

1船が竣工間近でございますけれ．ども，第2船の話もド、イツその他と進ん’でおるまうで，

まこ、とにけっこうです。しかし。私たち．として考えなければならんと思うのば奮特に舶

用炉の問題であり・まして．薪しいタイプの舶用炉，あるいは在来の舶用炉を改良してい

く，こういうことについて積極的な開発研究をすることが非常に大事ではないかと思っ

ておるのであります。

　私たちの国は造船国として会日本が世界に大きな分野を占めておるめでありますから，

原子力船宙体についても，船体のほうは皆さまの努力，われわれめ協力で，ある程度解

決できるかもわかりませんカ㍉現在のような原研等で研究しているという程度の研究体

制でいっては，舶用炉のほうはおくれをとってきまして，造船の世界の分野において，

日本の地位が後退するのではないかということを，われわれはだいへん心配しまして，

困会においても，こういう発言はたびたびしておるわけでございます。残念ながら舶用

炉についての新しい研究体制どいう問題においてゼこれがまだ一向に話が煮：詰まってき

ておp糞せん。．私にち嫁すでに第2船の話が出てぎた現段階におきましては，いまから

舵平炉の問題を大きく取り上げてもおそすぎるのではないか。早いという．ごとはもちろ

んない。このように蓼えておるのでございます◎、この点については，この機会に皆さん

方のご協力を得まして。お互いに努力をさせていにだきたいと思っておるわけでござい

ます。

　そのほかに，原子力の損害賠徴については，たいへん問題があり・ま「したけれども，現

在，法案が出ておりましてg・この窪8日にはわれわれの特別委員会を通り，19日には

衆議院を通過する予定でございまして，今国会には成立するのではないかと考えており

ます。法案自身，には間短はありませんけれども，多少質問の中，野党側がらいろいろ閥

題を提起しております。法案自身については賛成でございますので，何と・かひとつ成立

させたいと思っておるわけでございます。　　　　　　　　　　　　　「．』’1　・

　そして，このようないろいろ問題を解決してまいりますと，現在原子が委員会の持

っておられた長期計颪は修正されるということで，．後ほど北川委員からもご説明があると

思うのでありますが，こういう．ものを実施していくについては，’当然罠間の長期計画を
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参考にされて茄つくりになると思うのです。しかし，官民の協カー致と政治的なお互い

の協力というととは大いに必要でご酉いまして，政治的にでぎる建けの助成をしていく

つもりでございます。原子力もこみ畿会匠思い切っ泥画期的な政策をとらないと，先ほ

ど来，稲葉さんからもお話渉ありまもたとおり，エネルギー源の閥題，その他において

も，たいへん原子力に期待されるところが多くなってまいりまして，わ乳われも面期的

な努力をしていぎ旧いと思うのですが，その中で閥題は，日本の予算が単年度予算であ

るということで，どうも助成がやりにくい，このような声が多いのでありまして，一応

政府は5力年計画をつくっ’ており「まずけれども，予算的なワクが不十分でございます。

　そこで，われわれは，前からこの問題については，実は日本でこういう問題をやって

おりますのには，第三次防衛計画という例がございまして，幸い私たちのとごろは，こ

の防衛計画を決定しております国防会議と同じように，総理大臣を議長にしまして，大

蔵大臣が参加し七おります科学技術会議をもつ｝こおるわけでございます。いまから新し

く会議をつくることはたいへんむずかしいことでありまずけれども，幸い科学技術が大

きく浮かびました時点でジ「こういう国防会議に匹敵する，ある、‘・は1 ｻ乳以上のメンバー

をそろえました会議をもつておるわけでゼざいまナ◎

　そこで，この会議において，長期計画というもの，原子力を含あましたものを策定し

て，財政的なワクを含めて，政府め了解したもので，しかもそれを公表する，’このよう

なことがでぎますならば，これぽ予算は単年匿セつけていくわけであり：まずけれども，

財政的には一応長期の計画のワクの中に入ってくるわけでありまし七，現在の防衛計画

もそのようにして長期的な体制で進め1｝とおります。もちろん科学技術のほうはゴそれ以

上に長期的な協力体制，調整体制，研究開発体制というごとが私たちは必要だと思いま

して，この基：本法をらくることに努力してまいりました。しかし，いろいろな方面，特

に学術方面等みいろいろな意見が出まじて，これがまだでき｝とおりませんが，いろいろ

と三会で超党派で話し合いまして，．一応長期計画は必要ではないがというととで，基本

法を計画の部分だけまとめまして，科学技術振興総合計爾法，基本法にかわるものであ

りますカ㍉こういうものをつくろうということで，大体，与野党の意見が一致しつつあ

ります。最後に学徳関係の意見がまだ残っておるという段階でございます。今日このよ

うなところにきましたので，われわれとしましては，これを急いで実施に移したいと思

いますので，皆さん方のご協力を仰ぎたいと思っておるわけでございます。特に学会に

関係のある皆さん方からもg学会の方面にこういうものの必要性を強調していただきた
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’い1と；愚って滋る一一わげ、で：ご：ざいま、す61、；く隆き伽　：☆「』．：：でで」∫「∫，∵・』』・’｝曜い∴．：・一．・

守最後に1，’時間1をい’：だだぎま’して，伸しあげたいことは、　私たちは昨年，海外を回りまし

たときに，原子試問願のてつとしまして，核防条約の保障措置の聞題につきまして，謂

査折衝にまいりましたQアメリカでは幸いシーボーグ委員長に会いましたし，フランス

では科学技術長官，ドイツでも科学技術大臣，ベルギーでも欧州ヨーロッパ機構の方た

・ちと話し合いました。さらにウィ｛ソで・工AEAの事務総長らに会いまし．て，い・ろいうと

折衝をしま七た◎・

　そして，私たちが萌らかにしてまいりま』したことは2日山側が提唱しているような保

障措置，技術的になるべく簡素化しπもので∴園際基準のもとで国内規制にまかせる，

それを三際的に査察していく，これは日本側の方針でございますが，1このような方針で

やらなければ；、い㌃＝まのように行き過ぎた査察では非常に間憲が多い。私たちはこのよう

・なことについては了承す』ることはできないということで1，特にヨーロッパの各国と協力

しまして，日本，・ヨーPッパの唱．えます原則論を推進してまいりまして，ちょうど私た

ちがウィーンに行っています間に，、原’則論が承認をされたわけで’ございます。九いへん

よかったと思っておりますが，その後理事会においても，この練に沿った原案ができた

　と聞いておるわけでございます。

　そして私たちは，．各国において明らかにしてまいりしまし’た．とおり，われわれが皆さ

ん方とこ一丸に納得でぎる保障措置でない限りは，政府はいくらこれに調印をしており

・まも・ても，われわれ魍会側としては批准することはしないbこういう態慶を各国に明ら

かにしてまいのましたし，ま九，．この機会に皆さん方にも明：らか．にしておきたいと思っ

ているわけでございます。・

　そ1ういう点において，皆さん方とわれわれもできるだけ協力して6原子力の問懸の発

展に努力したいと思うわけでございます。時間もまいりましたので，ほかにいろいろ問

題もございまずけれども，この機会に大きく発展する重めに，われわれ微力でございま

・すけれども，政治に関係する者として努力しますことを申し添え，皆さん：方のご協力と

ご支援ご指導をお願いしたいと思い寒す。

議　　．長　どうもありがとうございます。

　　　　　最後に北耕さんのご意見ご発表をお願いいにしたいと存じます。
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ヒゴ 州　日本の原子力開発施策というのは，皆さんご．：存知のように，昭和42年度1，原：子力委員．

　会により策定され安した「原子力開発利用長期計画⊥という線に：沿って，　い凌まで行な

　われてきたわけでございます。1今日；ではその計画以上にいろいろと新しい閥額，あるい

　は想像していた以上な進歩をみせたために，原子力委員会では，来たる4月から本年中

　に新しい長期計画を策定するということになっている次第でございますげ

　　したがいまして原子力委員会としましては，本日いろいろ問題になっていますことに

　ついては，こ乳から長期計画を策定するわけでございましてゴ原子力委員会としては，

　今年末に発表ということになりますので，きょう私の発言は，全く個人的な意見とお考

　えいただきたいと思います。

　　今日問題になっております点，あるいはこれから問題になります技術的な閥題，ある

　いは個々の閥願については，きょう皆さん方からそれぞれお話がございましたし，私自

　身あまりそういう研究をしていませんので，「それに関連して，われわれの考え方をどう

　変えていっ九らいいであろうかといったことについて，臼聞自答した事柄についてお話

　ししてみたいと思います。

　　もっともこれは従来から考えていたことでありますが，いままではかならずしもそれ

’を実行に移すことが非常にむずかしい。そのために現実はなかなか行なわれていなかっ

　たと’思うのです。それがこういう事態になりますと，いよいよそみことについても現実

　的に考えなければならない時期にきたのではないか「，こういう気がするわけであります。

　　初めに，42年に策定されました長期計画がどうしてこんなに，想像以上にテンポが

　阜くなつにのであろうかということを考えますと，ヒれはすでに皆さんご承知のように，

　この5年間，ずうっと平和が続きまして，日本があらゆる資濠を外国から仰ぐというこ

　とが順調に行なわれたことだとか，あるいは軍備を縮小して平和産業に逸進したという

　こともありまずけれども，基本的にはさらに，日本が工業時代の中にあって，ヨー・ッ

　パ，アメリカにおくれていたものに追いついたQ追いつくという過程が非常にテンポが

　早いという形になってあらわれてきたと思うのであります。

　　考え方によりますと，日本のいろいろな製品は，どちらかといえば，昔は安かろう悪

かろうという状態であっブこと思うのです◎それがいろいろな形で生産技術が進む，ある

いは事務，あるいは技術両面にわたって管理技術が促進される。その結果，この10年

　間に日本の製晶は安くて非常に品物もいいということにイメージチェンジが行なわれた

　わけであり、ます。その結果，もちろん製晶の歩どまりはよくなりますし，またこの間，
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付加陣の大きいも嘩つくつ㍗く・．そ外うことになつ嚇果範ま・して・・蘇は

生産をあげますと，どうしてもそれに見合う資源を輸入しなければならん，資材を輸入

しなければならん，その輸入依存率が10年足らずの間に約半滅したわけであります◎

その糸課旧本の騨厳率があがっても従来は外貨が不足のや醐ち1ゆρて・・

たのが，それがなくなつπ。そのために連続した経済成長が行なわれるようになつπ。

こういうことが大きな原因ではなかろうかと思うのであります。

　先ほど申し上げましたように，この大きな原因の1つは，工業時代の中でヨーロッパ，

アメリカに遅れていたことを取り返した，追いついた，その追いつくという墨象は，よ

そからみますと，非常に生産性，経済成長が早くなったという形をとった面が相当ある

のではないかという気がするわけであります。そうしますと3そういう工業蒔代という

のはご承知のようにものを消費する時代ですからきそれが非常な急速な勢いであがって

い銅塾が躰だけでなしに・．他の雛三三い醗殿上国も聴？ていく・そ

塾に人口増加ということを考！えますと，1．つあらわれてきたζとg）現象嫡g恥まρまま

の工業時代がいままでと同じような速度で増加をしていけば・、エコ「1ジー開孫の人の話

により・聲㍉畔えぱ騨をとりまく．聯が蟹隔でできていたとしても．紬の糠

率がいまの割舎でふえていきますと，．50．～60年しかもπんということがいわれる。

　一方においては．現在の化石燃料を全部燃やしても，地球上の酸素は21．％が．20％

嫌る爾で・こ騨ま欄ない吻ξも課酸ガスがどんどん砿ます㌣・甥の瀬

が上がって，北氷洋の氷が溶けて人類が非常にあぶないといったさうな，『れ嫡ほんと

うかうそかわかりませんが，そういう極端かも仁れませんカ㍉考え方によれ．ばg．工業時

代・ものを消費す硝代がその総蘇すうとい揃提のも．と．聯をされる・

．しかレ方臨いては・現実には情騨代が昂どん進んでいっているわけで靭ま

す。当無情報時代に入っていくと．いうこ、とを考慮高木れた長期計画でなければならん◎

そうしますと，そういう技術革薪のときの長期計卿というのは，私自身よく却りません

けれども・撚膵鞭縮に入批オ硝長期の鯉碇っ雛測と、・、覇偶ある嚇い

ままでの積み上げ，、そういうものとのノミラソスの問で考えたρだそうでございますカ㍉

きょうご発表いただきまレた現在の長期計薗，展望とい、うのが，．その考え方のも≧で行

なわれていうことに，私は非常に敬意を払う次第でござめます◎

麟構縮身州欝購代のよう破わっていって・そ倣めのエネ・げ二の原資を考

えてみても，それを考慮に入れても今日の推測されるエネルギー．g）消肇量がこれこれに
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なる。原子力のエネルギーがこれこれになるといウことはたいへんなことだと思うわけ

であります・

　、その．ためには，一方においては情報時代に早く入る，あるいは石油のかわりにどうし

ても原子力を急が除ザればならんという考え方を生むと同時に，一方に、わいては従来の，

石油を主とする場合には，先ほど申しギげましπ．よ与に，その公害が非常なζとになる

ということもあって，どうしてもこの際，長期計画を考える場合にほ，情報時代に早く

入る。意識的に入るという弔とも考えなければならん。そうなりますと二二樽埠をどう

するかという閥題が入ってくるであろう．と思うのです。

　いままでの42年に策定されましπ原子力委員会の長期計画というのは，内容として

はどちらかといえば研究開発が主体であったと思うのです。その研究開発も，いま考え

られているような，非常な大きなユニットダ）ものではない。従来の工業時代の考え方の

延長である程度やってきたのではなかろうか。非常に失礼な言い方ですカ㍉そういう感

じがするわけです。

　ところが，そうなりますと，これからの計画，長期計画というのは，もちろん研究開

発の新しい部門，先ほどお話にございました高温ガス炉，あるいは増殖炉声あるいは多

目的の原子炉開発といったものは，当然皆不ρますから，したがって木型の研究開発も

従来と同様，さらに大きな形で続きまずけれども，同時に原子力発電自体が，堺実に非

常な大きなかっこうで実施されなけ溺ならをというこ榔なP．ます妬研究開発を主

体にした一原子力からだけみた・そう～・う母期計画では・ぽか4）状態と必ずしもバランス

がとれ硬ので駄いか・そう㌔’う鰍では苧．うして．も稲葉さんのやって紡れるエネ

ル些の全体の施策旧いは先ほどち・つと軋上げましたよう．三門構造醐題・

あるいは國土開発の問題，そういう周囲のものとの協調g調整を考えながら考えていく

必要があるのではなかろうか。そうするにしましても，少なくとも5力年計画，5力年

の間ぐらいは・き・うご懸いただ・・門門蜘緬、と剛という蹄弊があり爵

が，原産のいろいろなご努力でおつくりいただいたものをそのま京と申，しますか，その

お力をかりて，新しい長期計画が行なわれる。そういうことだけを考えてみましてもg

先ほど申し上げましたように，いろいろ従来はいわれていながら，必ずしもそれが実施

されていなかったということも，具体的に考えなければならない事態になってきπので

はないかと思うのです。

　たとえば，日本の現在の経済密匿は，平地面積当たりを比較してみますと，アメリカ
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1の10数倍になります。ヨーロッパの数倍になります6トどうしても裏返せぱ，それは公

害は日本が世界一に大ぎいということであります。したがって公害対策は，少なくとも

ナジ・ナル Yワジエクトとして励上げ終れ斑ほがの齢躰ほど・それ轡の緊

要度を考えてもいないと思うのです。そういう意味で当然考えなければならん・．馬

　まに：先ほど来ございました，石油の問題，あるいはそれ以外の銅，あるいは鉛といっ

たような鉱物資源，そのようなものを，ほとんど開発途上国から仰いでいるわけでござ

いまずけれども，その開発途上国は，，ご承知の、ように，だんだん材料のまま原料のまま

で出すかわりに，ある程度加工gてほしい。日本的からいえば，闇発輸入の形をどうし

・てもとらなければ，逆にいうと，日：本としてもそう　して行たほうがエネルギー対策から

も・公害対策からも・どうしてもそ咳痢にいか．鴨ればならん・いままで｝鷲綱逮

ちらか、と野う之，・ある程度そう恩徳ければならんとい．う方向はわかっていても，その異

’対策については，必ずしも真剣というと語弊がありますが，国全体の聞題とし．ては釣り

上げられなかったのではないかと思うのでありますQこれをどうしても考えなければな

らん。

　これはさしさわりがあるかもしれませんけれども，私，低開発財というのをずう・つと

回っていろいろ感じることの一つは、これは民間会社の場合も同じですが，わ乳あ幽れが，

昆閥が＝進出しようとして，いろいろ計画をする場合に，すぐ頭打ちになってくる1つが，

た・えぱ低開綱では・瀦蘇安↑鯛．ある慮似フレーシ・ゆこある・1そのよ

うな聞題，・あるいは低開発国へ進出す為場合にはマーケットを日本が確保しなければな

ら幅初よう鱒態酬ます・・大体そrでとまって・ま飾けです・そ・で・ま

ってしまって，それ以上のことにはあまり進まない◎最近，油は非常なご努力であちら

こちら雌出するようになり，まし黙れども・それにしてももっと躰の資源全州つ

いて．，そういう低開発国と共同してやる。つまり囑のを売り買いするということだけで

はなしに，低開発国と一緒になって，両方共存共栄の形で技術提携，技術協力，1あるい

は経済協ガをどうずればいいかということを，どうしても何らかの形で一歩進める必要

が出てきたような気がするわけであります◎

　そのためには，インプレー羽ヨソの中で，あ斎いはある程匿の政情不安の中で，どう

協力するかという議論を，どうしても無理に一歩を進めないと，．いまの状態では原子力

の長期計画も必ずしもうまくいかないのではないか，そのような気がするわけでありま

す。これは民間側の考え方でありまずけれども，これは当然国としても一緒に考えて，
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それに対する適当な保証といいますか，・保険といいますか，そういった国際的な保険と

いうこともあわせて考えなければならないのではなかろうか。

　　あるいは，私はよく存じませんけれども，少なくともヨーロッパ，中でもギイツはす

　でに官民が協調の形で，現実はどのように行なわれたか知りませんが，・とにか1く先ほど

．二二にな．っ7こ，中でρ輸出体制ヵ㍉ア、メリヵに次、・で，そう㌔・う輸出体制なりぐり．上げて

　ぎて、・：る弄思．うのです。そのようなことも，い・ままではどちらかとい1うと必要：だという

，ζ露おけマ済んでしまったのですけれども；これも真剣に考えなければならん聞題では

㌃武並）うか。

　　また研究開発それ自身についてもガ先ほどちょっと申し上げましたように，どうして

　もこれからのものは非常な大型になるわけです。どうしてもわれわれの従来の頭の範囲

　内と恥恥茸すか，．頭で情報を処理するというスピードでは解決できないど思うのであり

ます◎現在，原子力発電二等をつくるために・は，コンピュータを使わなければデザイン

ができないということははっきりして回るわけです。しかしそれは単に原子力発電の設

計だけではなしに，研究開発にもどうしてもコンピュータを使わなければならない事態

，にきていると商うのであります。これはアメリカのポラリス潜7k艦とカ㍉1アポ戸計画と

いったような，納期を与えられた研究が．し．かも大型な研究述でき上がったということ

は，計画，あるいは技徳予測という面をコンピュータを使ってやったからだと思うので

あります：◎　　　　・「．・　　・　　　層’　　　　r　　・・　　一「津∵

　そうしますと，どうレても情報時代の基礎どなる，そういう教育といいますか，．この

教育がいま日本は専門が，あるいほ大学から下の娠うに移るというかつこうになってお

りまずけれども，少なくとも読み書き二言に相当する情報時代の基礎になる事柄は，早

く義務融点に入れなげればならんのではないかbいわば工業時代の常識と新しい情幸購

．代の常識とは違うという前提のもとで，研究開発についても考え直さなければならない

のではないか。そう恥っπ中で初めて，政府と三二どの協力ができてくるのではないか。

　先嫁ど前田先生が，長期計画に対して予算は単年度だという之と，をおっしゃいました

が，ご承知のように，アメリカのPPBSというのは，少なくとも年次予算については，

その長期予算と単年度予算の兼ねあいを考えたものであろうと思うのです。これが原子

力についてもやられるかどうか私は存じませんけれども，そういう考え方で研究をして

みる必要：がある爾・で嫡ないかG菊のような問題が非常に多いのではないか。．

　蒲に坤象的なこζを申し上げて恐縮ですけれども・このような考え方馬すでに、・
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∴ままでに’ある．わけです。ただ問’題は，必ずし、もそれをやら・なけれ『ぱなら「んどいう形にξま

追い込まれていなかった。しかしこれからの長期計画は，どうもそれを同時にやるとい

う方向にもっていかなければ，うまくいかないのではないか，三際協力．という形も，自

由競争どいう形もゼ日本の中での自由競争がいままでは主であったと思います6国際分

業という形の自由競争はまた違う考え方ではなかろうか。たとえば何もかも日本が研究

するといっても，先ほどおつしゃ㌔、・ま’したように，・膨大な予算がいるわけで，何もかも

できるわけではない。したがってこれは理想論でございますけれ・ども∴ゼこれは外国のも

のでやる◎これは外国ではやっていないけれども，日本がこの研究は初めから受げ持つ

といっ光，そういう形がほんとうの国際分業での協力ではないかどいう気もするわけで

す6r．

　いずれにしましても∵非常に抽象論のようなことばかりを購む上げまして蓼恐縮でご

ざいまずけれども，これからはど話してもそういう考え方のもとで，お互いが協力をし

ていかなければならないのでは．なかろうか◎そういう感じがするわけでございます。

議 長　どうもありがとうございます。先ほど出・光さんが急用でご退席にな、りましにので，同

　氏にかわって，石油連盟の専務理事の森崎さんがおいでく1ださいまし；たσ：ご紹介申し上

　げます。（拍手）。

　　では，これでコメンテーターの方のこ発言を終わったのでございますカ㍉『引き続きま

　して討論に入らせてい九だき九いと存じます。’・まずご報告くださいました方，．またはコ

　メンテ・一ターの方から，何か補充的なご意見がございましたら，どう・ぞお願いし・だいと

　思います。

　　先ほどから申しておりましたように，場内の方から’ご質問がございまして，これはお

　名詮が書いてないのでございますが，まず最初に，この質問について，’田中さんからお

　話を承りたいと思いますσ質問事項を読んでみます。・「最近づ石油値上げのにめ，火力

　発電のコスト1は，今後かなり高ぐなると思われますがジ原子力発電づストは今回の長期

　ビジョンで評価されているように，将来，低下すると考えてよいのでしょうか。」これ

　につきまして田中さんからお答え願います。

田　　中　時節柄たいへんむずか・しいご質聞だと思いますが，目下，森崎さんのほうの石油連盟

　　　　では，値上げ問題について真剣に検討していらっしゃる段階でありまして，し児がいま
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してごの石油緬格、がいま直ちに幾らになったらどうなるのだというような，数字でお答

え申し上げるには，・きわめてデリ・ケートな段階であろうかと私は思うのであります。

　それで時間．もございますから，少し蛇足でございまずけれども，今回のこの構想をつ

くるにあたりまして，プ番苦心をし一たどいう’点が2～ろある．のでございますQその1つ

として原子力と火ガの長期にわたっての価値の比較というもの，したがって原子．カ，火

力をどういう比率で使うべきものであろうかというところが非常に苦心をしπところで

ありまして，これはいろいろな観点から検討をされたわけであります。・1つは・；・いまの

ようにいずれが経済的かということ力二つの問題であり，もう1つは資源として，ある

いは輸送，たとえば化石燃料であり1ますと，輸送の問題，あるいは貯蔵の問題というこ

とが非常に大きな要素になります。最近では公害問題が特に規制がきびしくなってまい

りまして，．もちろんこれ’は前々からの閤題でありまずけれども，非常にきびしい闊題に

なったわけであります。

　そこで，私どもがやりました経済比較ということでありますが，ご承知のように，電

力で電源の規模をきめるときには，単に発電コストだけではや1らないのでありまして，

水力，火力，あるいは原子力，・これちをいかに組み合わせ：て総合コストをどう下げてい

くかというのが常識になっているわけで，これは皆さんももちろんご承知のことであり

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．　、・：・・∫，ど・

　今回は，最初の10年間は，もうすでに9電力で長期計画をつくうております◎先ほ

どお話し申し上げにとおりでありますが，これを参考にしまして，大体これに準じて，

昭和55年まではつくったわけでございます6それ以降の20年間については，この組

み合わせをどのようにやっていくべきかという亡とを考えたのでありますカ㍉、まず先取

りとして，従来いろいろ検討しておっ九回忌からL水力，特に揚水発電をどのくらいに

するカ㍉大体17％とか，20％二三ということが，従来，経済運営に非常にいいとい

うことで結論を得ておりますので，20％にとりまして，．先取りしまして，あとの80

％をどのように選んだかということになるわけであります。

　そこで結論的には，75年で原子力50％，火力50％という規模にしたのでありま

ずけれども，火力の使い：方を，揚水貯水池等の水力を毎日ピークの一番高いところにあ

てはめる。そして中聞のところ，ρ一ドカーブの中間負荷と申しますか，中閥のところ

を火力で埋めるということにしまして，ベースρ一ドは原子力で埋める。このように考

えたわけでございますが，その割合を，いま申し上げたような設備の比率，最終的にと
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いいま嵐ゑ。。。年のと。ろで、，浸う紡購臨楠けで，その前段娩あは，

たとえば65年とか∴つまり1990年と…演∴砂80年，あるいは85年とい．うよう液と

とちは，実際に原子力，火力をど’う：輪えそいk1カ～という，1要する紀耐用回数を回るとこ

ろに想定しまして，実際は，経理的には電力は歪5年ないし’ P6年で考えておりますけ

遍ども，実際取りかえる場合は25年ぐらい使えるだろうという想定をして，取りかえ

る場合に何で取りかえていくかということも含あて検討しました。

　その場合，原子力なり火力のコヌトに，機械のほうと燃料がとのように反映ナるかと

いうことをこまかくやつπあげです6層 蛯ｴっぱに申しますと，原子力の機械レあるいは

設備は，火力の倍と考えてよかろう。現状セは確かにそみとおりでありまず6㌃』むかし燃

料はこれは火力のほうが当然高いのであります。

　二つゐ例と団七，ちょうど通産省で出し七おります「電気事業の現状」どいう1木があ

るのですが，これによりますと，44年度の9電力の収支の支出の総額黍約1尭4；600

憶内になっておりますQそのうち燃料費が2，460億円ぐらいでゴ大体’17％になってい

ます。これは現状では燃料費というのが，支出のうちの非常比大きな科目に’なって1，お

そらく一番大きな科目になっておると思うのです。燃料がもし相当に値上がbするとい

うことになると，当面の温湯だむを考えますとこれは即収支にも響ぎますし∴相当の額

でありますから，資金調達にも響くということになろうかと思うのです。これは当面の

課題として，払ういう現象が起こってくる邑

　それで，さらきみご質問のところは。当面の閥魎であり，また蒋来の問題でありますか

ら，これはどうお答えしたらいいかということでありますが，先ほど申しましたよ’うに

原子力では設備費が高いの’セすから，倍セすから，これが下がっ七いくことが非常に大

きなメリットになるわけでナ。設備容量が大きくなれば重ストが下がっていく，単位当

たりの藁価が「動ミってくるということで，その推定を，1きようお持ちになっていらっし

ゃらないと思いますけれども私どものつくった2000年までの原子力構想の山斗編が

ありまして，それの中に十数ページにわたって検討した結果が書いてございます◎現在

は火力は60万嬬とか，原子力は80万蝶，あるいは100万締ということを計爾してい

るわけです。かりに火力も原子力も57年こちには150万難，65年た’200方K▽とい

う想定をしまして，それに対する原子力，火力のコズトの一応推定をしまして，これを

いまのような開発の年代にあてはめていきました。簡単におわかりにくいかと思います

が，も’ ｵと熱心な方がありましだら1三三をみ旧いただけばわかります。結局先ぼど申
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しましたまうに；『畿ストロ・一ボへ入る原子力は燃料め安いものが入ってきまずから，そ

の量を先ほど申しましたように，20eo年で50％にする1馳中間負荷の火力は50％に

サる写とういうととになるわけぞす。

　1回れセ；その場合の燃料をどう想定したかと申しますと，原子力については原子力燃

・料咲然ウラン齢ド、。として譲縮費朧26ギ、。と轍てやつ噛ります．その蕩

合に，火力のほうは一応1，000K薦60銭，70銭，80銭という3つの段階で，比較

をして出しπわけであります◎実際にやったのは70銭のところで計箪してみた。その

結果が先ほど申し上げましたような開発規模になったわけであります◎

　ただ1‘原子力の場合の燃料費を考えますと・，1つの例として，濃縮の費用が，先ほど

　の’ご講演にあり・ましたように，26ドルから早晩52ドルになるということで，相当

の値上がりになるわけですけれども，燃料費め中の濃縮の費用は大体5分の1ぐらいで

・ありますから，わりあいに響かないという感じがするわけですδにしかに通産省か，科

学技術庁で試算されたのでは，ちょっと新聞に出ておったのですが，私どももやってみ

たのです。大体老れだけの値上がりでおそらく2割以上の値上がりになるのですが，5

銭ないし6銭であろう，こういうことになっております。

　抽のぬうは，じかにひびいてくるということ，そして発電コストの響き方が非常に大：、

きいといちこと，つまり原子力’では，メーカ」さんの機械の値段が大きく響く6それか

ら火力の庶うでは燃料黍大きく響』く。大ぎわぱにいうと皇そういうことで』ございまして，

したがいまして，電力会社としてはぜ化石燃料の値上がりとかな：んかの響きは非常に大

きいということだけはいえると思v・ます。　　「　　　　　』』　　’－1：仁　　　　重

　「そこでご質間は，長期ビジョンで評飯され’て．いるよ’うにザ将来．，原子力発電コストは

低下ナると考えてよいでしょうゑという一ことですが，これほやはり燃料でも原料そのも

のがエスカレーションがつけられるとカ㍉遂次上がっていく’というご・とも彦詫られます

し，また濃縮の料金もすでに上がっていくということもありまして∵したがって将来は，

あるいはまた・もう1．っ技術革薪など．もありまして，50年も先まで見通もますと，これ

はなかなかわかりにくいですが，かりに10年にしま．しても，・あるいは石抽その他の化

石燃料セさらに大きな変動があれば，またコストダウンということもあるかもしれませ

ん「 ｵ，をの辺よくわかりませんが，・大ざっぱにいって，現状で比較すれば∴いまのよう

な傾向で，原子力発電の場合は；機械のユニ＼ットを大きくするというこどが火力の場合

よりもコストダウンの傾向が大きいQしたがって非常にスタテイカルな比較でございま
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すけれども，非常に大きな変動がなければ，将来原子力が比較的有利になっていくとい

うこど症なるわけです。

　把いへんわかりにくいようなお答えだったと思うのですが，スカッとお答えできない

のは非常に残念ですが，資料編などをまたごらんいただきまして．「ご検討いただければ

尻幸いだと思います。いまのように石油が幾ら上がるかというデリケ「トな段階で，そう

1い：うごと紳・上げ徽いの聴に船でござ嘩す肺ども・ζ卿で鞭タづんを

願いたいと思います。一

議長次に，ただいま場内からご質閥が出たのでございますが，これも田中さんだけになり

　　　　まして恐縮でございますが，時間がございませんので簡単に申し上げてみます。　「原子

　　　　力発電設備長期計画は，次の2点について：十分な成算があるものとして作成されたもの

　　　　かどうか，1．核燃料の確保」2　立地間題・，地元の反対など。それとも経済成長，エ

　　　　ネルギ㎞額轍見合う希望図にとどまる程度のも卿どう酬田弊私絶㌔’おそ

　　　　れいりまずけれども，時聞あまりございませんので，ひとつξうそ、。

田 申核燃料の確保については・先ほど・私の講演のところで述べまし芦ように・今後解決

し鮒繊ならな燗題が多姥ざいます・現状では・惣ど申し上嚇堕ように・

長期計薗において5万8・00②トソ程度確保しておりますが…成算があるかξうかという

ことは6宅れから淋どもがやりましπ長期の粥講想に沿つ窟け継，鯵核燃料確

　保の対策を，さらにあわせて立てていかなければならんζいうτ？ρ謬軍が残？ている

・思いまナ・ご指摘のように・そう簡戦ものではな呼思嫡す9・醸や・・て既

ほど前田先生からも編がありましたように・官民｝体となって核騨確保とい、うこと

　もはかっていかなければならんだろうσこのように考えます。

　　立地の閥題でありますカ㍉これはなかなか容易ならん問題でありまして，特に最近の

　公害問題が単に大気の汚染というだけでなくて蕨冷却水の排水による温水の問填なども

　出てまいりまして，原子力といえどもなかなか立地の上で困難をしているとこ1うがある

　わけでございます。これは放射能の問題にしても，あるいはさらに温水の問題にしても

　今後においてさらに技術の革新身はかるとカ㍉あるいは産業会議が非常に努力をしてお

　りまずけれども，一般困民に対するPR・をよく徹底させてザよ、ぐ理解を求め為gまた，

私：ども事業者どしても溌電所の建設等についてよく懇談を9て理解を求めていくと㌔・
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う以外妨法瞳かろうカ｝と思います・・ゼ・　．　　＿・／．

　したがいまレて亀こういう計画をつくったけれども7これに対す為成算ありゃという

ことは・あり紳し土げていゆと思いますけれど転この計二つやた弔と自体が・

・それらの今後に残した課題を㍉｝かに解決していくか≒いう問題点g）とちえ方の、！つであ

るわけであ弦して，そういう鰍において・もちろん碑をや2ていかな嚇ぱなら

んということと・また成算あるように努力もすやようにしてい平なければ塗らん・この

ように考えております◎

　いまの段階ですぐどうこうということでなくて，その方向に向って努力を払っていく

のが大きな課題だと思います。この点については，先ほど諸先生方からもいみいうと諏

メントがございまレたが，この点，今後努力を払っていくといラ．ことでご了解をいただ

きたいと思います。

議　　長　どうもありがとうございます。田中さんに質問が集中したようでござい奪すが，これ

　　　　・について若干時間をいただきまして，吉山さん，何かご発言ございませんか。

吉 山　πだいま，原子力発電所で設備機械炉非常にバ77センテージが木きいというお話がご

　ざいまして，そのとおりなのでございます。設備機械に関しまして，将来安くなる見込

　みがあるかどうかというご質題が含まれているのではないかとも思いまして，一言申し

　添えたいと思いますり

　　やはり田中さんがおっしゃいましたように・数字的にごρ段階で安くなる・高くなる

　ということを申し上げるには，ちょっとまだ無理があろうかと存じます。安くなる要因

　としましては，スケールメリットの間題，技術的のあるいはまた生産上の合理化の問題，

　また機種の標準化・と申しますか，同一機械の繰り返』生産というものが安く塗る要因に

　なろうかと存じます。

　　まプこ高くなる要：因としましては，もう申し上げるまでもなく，づイフレをベースにし

　吊す人件費の高騰，また材料の高騰というものが高くなる要因でございまして，安くな

　るほうの要因は，，企業努力ということで，当然やらなけれ耳いけない◎にだ木下費の高

　騰という問題は，企業の経営の内容から割り出し得る人件費といういき方をとっておら

．ないのは，皆さんもよくご存じのとおりで，社会情勢からかくあるべしということから

　強要されるという形になっております関係で，このどちらが上下るカ｝とい．うことカ㍉き
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議

　よう現在，だれもこれははっきり確答は申し上げられないめで・は．ないか．と私は思います。

　　当然企．業努力で安くする∴あるいは建設費を安くするどいう意味の努力は，企業努力

　1でき1ちに続けてやっていかなければならないと考えておりますが，それと上がるほうの

　要因『どのどちらが大ぎいか，どちらが強いかという閣題に関しましてぱ，・今後の情勢推

　移をみながら』皆さまでご判断いだ・だくとびうこ’とよりいたしか’丸ないのではなかろう

　かと思いますので，だいへん要領を・得ないご返事で恐縮でございます妙れども，これぐ

　らいでこかんべんいただきたいと思います。

長　どうもありがとうございます。1大体予定の時間もまいりましたので，はなはだ残念で

　こぎいますが，一応この辺で討論を終わらせていただきたい、ど存じます。

　　本日は皆々さま，有益なご報告，ご意見をいただきまして・，まことに有意義な討議を

　い尤だきましたことを，厚く御礼申し上げます。最後に，本日のシンポジウムを通じま

　して，いろいろ感じました点を』，私なりにとりまとめまして報告ざせていただきます。

　　初めのご報告にもありました・ように，今後のわが国のエネルギー需要の増大に対処し

　ますためには，昭和55年度までに2，700万1（響，65年度には窪億1，000万K鴇さらに

　2歪世紀までに2億2，000万KΨという膨大な原子力発電の開発を進めていかねばならな：∴

　いと存じます。同時に，原子力の國産化を推進し，旨主技術の開発を進めまして，原子

　力産業をわが国のリーディ：1ソグイソダストリ’一，あ「るい砥輸出産業として，その発展を

　はからねばならないのでございます。しかしながら，そのためには’，私ども多くの課題

　をかかえているのでございましてゴ原子力開発の本番を迎えまして，いまは，私どもは

　長：期的視野に立ちまして，衆知を集めて鋭意これらの課題に取り組まねばならないと痛

　減し．ましπ◎

　本日のシンポジウムでば，まず当面の課題としまして，核燃料サイグルの問題が大き

　く取り上げられ，原子力禰発の大規模化に伴って，どれにどう対処していく’か，海外ウ

　ラン資源の開発ゴまた特に濃縮ウラン確保のための国際協力や技衛開発め重要性が指摘

　されたように思われます。使用済み燃料の再処理もこれからの大きな課甑で・あり，再処

　理工場の立地の悶題，ざら・に廃棄物の処理方法の閥題が真剣に提起されまして，原子力

エネルギーの安定確保の見地からg・核燃料サイクル全体をg今後どう確’立し・ていくのか

　ということが，一これからの最大の課題であるとの感を深くした次第でございます。

　　その捻か、広範多岐にわたる二三が取り上げられ，私どもも；このシソポジクムにより
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まして，わが困が原子力時代へ移行します上でのあらゆる間題点への理解と認識を深め

ることができたと存じ’ます。

　また，わが国としまして，原子力の開発利用という大事業を進めていくのには，関係

業界が十分な意思疎通をはかり，相協力しなければならないのはもちろんでございます

が，同時に原子力の開発は，いろいろと国際外交上の問題や，政府の科学技術政策のあ

り方に深いかかわりをもっておりますために，政界，官界，産業界の協力体制と申しま

すか，国をあけての開発体制が必要であると痛感したのでございます。

　なお，実は私，前回昭和41年に，原子力産業会議の開発計画委員会，原子力の長期

開発計画の取りまとめ役をさせていただいたのでございます。そのときと現在とを比較

しますと，わが國の原子力開発は，その問・冒ざましい進展を遂げまして，将来の開発

規模の見通しも一そう大きなものとなっておりまして，まことに隔世の感がするのでご

ざいます。しかし，それだけにいろいろ多くのむずかしい課題を生じてまいっているわ

けでございまして，いまこそ原子力開発のすぐれた戦略を打ち立てて，国をあげてこれ

を推進する体制をはかるべきときではないか。このように開発戦略のよしあしにわが国

将来のエネルギー閥題，ひいては日本経済の消長がかかっておるのではないかというこ

とを痛感した次第でございます。

　そして，その場合私は特に，国際協力と申しますか，困際化時代のメリットを，原子

力開発の面でどう生かしていくかという点に着目していかねばならんと考えるのでござ

いますQ今園の原産年次大会でも，多数の外国の講師を招いておられ，非常に国際色豊

かなものとなっております。そうした国際協力に力点をおいて，高痩の開発戦力の推進

こそ原子力時代を開く道であることを，私の私見として申し上げて，このシンポジウム

の議長の責を果たさせていただきたいと存ずる次第でございます。

　最後に本日のご報告をお願いしまし尤お2人の方々，コメンテーターとしてご出席を

いただきましに4人の方々，またこ来聴の皆々さま方に厚くお礼を申し上げまして，本

日のシンポジウムを終わらせていただきたいと思います。どうもありがとうございまし

た。
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　　御園生　圭　輔　氏　放射線医学総合研究所長　・

　　　森　　　　　　　　　有　　　義　　　　氏　　　農政評言念並家　　　　　　　　・　・　　　．　’　　　，

　　吉　田　正　勝　氏　九州電力㈱常務取締役

平田議長　本日はプロ．グラムの順序に従いまして，原子力発電所と環境閥題という題目でパ

　　ネルディスかッ．ショソを行ないたいと思い・ます。

　　　ご承知のとおり公害と環境に噂する問題は，わが国でも咋年以来特に重要な問題にな

　　つてまいりました◎わが困は国土が比較的狭く，しかも人口が密集しているところが多

　　い。その上に産業，経済活動がこの回数年間きわめて浩発に行なわれた，ことにも関係が

　　深いのでございます。私はここで，環境の問題についてわれわれはよく考えて，前途を

　　誤まらないよ：：う一1にしたいものだと考えます。

　　　ところで，・この原子力につき．ましては，実は原子力産業会議がいち早くこの閥題を取

　　り上げまして，昭和45年の8月，2年半前になりましょうか，．原子力の立地に関する

　諸閥題を検討いたしまして，民間と政府に対し提言をい尤しました。その内容は後ほど

　　皆さまからもいろいろな形で出てくると思いますので申し上げませんが，私そのとき委
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員長の役目をつとめたわけでζざいます。

　考えてみますと，その当時，幾つかの点からアプローチしたと思いますが，一つは，

これは当然ですが，日本が過去にごうむみた経験に煎ら・しまして，特に密封能を中心に

しました安全性の問額，これは国民一般がきわめて重視したとこうでございまして，そ

の問題につきまして一つ大きく取り上げたわけであります◎

　そ『れから釦いろいろ敲り上げましだが，特だ地域社会と共存共栄をはかっていく。つ

まり，地域開発の問題とどう関連づけるかとい5ととも取り上げだことがございます。

　日本の原子力の関係は，海岸に立地する関係が非常に多いので，漁業に及ぼす影響が

絶大であります。．そういう見地からいたしますと，これも水産業との共存共栄をはかる

道をさがしていこうという形で提言をしたことがござい’ます。

　それからいろいろな問題がございまずけれども，どういうところに立地すれば一番が

原子力の開発め見地からも，’ ?るいは一般に与える影響からしても望ましいかという技

徳的な研究も十分行なうよう提言いたしました。

　卒直た申し上げまして，公害問題が昨年以来一般的に非常にやかましくなっておりま

すが，こと原子力に関しましては，やや我田引水になりますが，ちょっと問題を先取り

したとあえて申し上げたぴ己とれはそんなことではな▽・といろいろ議論が出るかも知れ

ませんが，そういう感じを私個人的に一度申’し上げておきます。

　しかし，それではどうなるかと今後の問題を展望しますと，昨日の会議でおそらく皆

さま方多数ご討議に参加されたことと思いますが，2000年ごろ，と申しましても，あ

る意味からいきましだらたった50年先でござL∵ますが，’ ｻのときまでに原予力発電だ

けでも大体2億2，000万即ですか。そうなりますと，大体そのときまでに日本全国で

500万KWか600万KW程度の発電地点を40：地点ぐらいは考えておかなければならない。

こういう報告になっておるようでございます◎

　そこで，私どもこめ問題につきましては今後ますます問題を重視いたしておりまして，

原子力平和利用としての原子力発電自体が直接国民に役立つだけではなくて，それに関

連しまして，公害を出さないようにする，さらに，いま申し上げましたような地域社会

なり関連の業界とも共存共栄をはかりまして，全体としましてよい目的を達成するよう

につとめたいものだと考えます◎

私，たまたま全国総合開発の会長をおおせつがっておりますが∴とう▽碗地力・ら考

えましても，この問題はきわめて重要な課題と存じます。・日本麹島の中にどう！してうま
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く合理的に考えて原子力関係の発電を中心にしましたいろいろな施設を設置するヵ㍉ま

さにこれは2望世紀に向かっての大きな国民的課題だと考えておりますQ

　老のような意味におきまして，本日こみような討議湊行なわ乳ることは私個人的にも

大賛成でありまして，あえて議長の役目を引き受けたような次第でございます。どうか

ひとつ討議に参加される方々の活発なご意見ゐ発表，あるいはこ討議をお願いすると同

時に，ご出席の皆さまからも，’ 謔ﾙど話があった趣旨に従いまして遠慮なく質問その他

出していただきたいと思います。そうしまして，本日のディスカッション渉有意義に終

わることができますればたいへんありがたいと思っておるわけでございます。

　どうも少し長くなりまして，恐縮でございましたが，議長としこ（一言ごあいさつ申し

上げまして，直ちに討論に入りたいと思う次第でございます。

　そこで，順序に従いまして，放射線医学総合研究所の彿園生先生にひとつご見解のご

発表をまずお購いしたいと思います5

原子力環境問題に対する内外の動向

　　　　　放医碕究所長　御園生　圭　輔

は　じあ　に

　国民福祉の増進には，エネルギ源の確保が重要であると同時に，環境保全，資源の保

護も忘れではならないことである。両者は本質的に対立するものではないが，一見矛盾

する要求b如くみえることがある。

　現在，わが国で原子力が環：境を破壊している事実はない010年，50筆先をみこし

て，エネルギ源を環境保全，資源保護と両立する如く，調和のとれた芳法セ発展させて

ゆくことを考えることが現在に生きるわれわれにとって重要な課題であろ．う。

1　エ累ルギ源としての原子力発電

　　55億の世界人口は2で世紀には2倍になるという。1970年8月ニューヨークで

　行なわれたIAEAならび紀AEC共催の「原子力発電所をめぐる環境問題」シンポ

　ジウムにおいて，Hubbeτt（米）は全世界の石炭貯蔵量：の1．7％，石越資源の8．Z

　％は既に消費され，原子力のみが今後数世紀のエネルギー需要を満すものであると述べ，

　Sp三nrad（IABA）は原子力発電施設は1980，550（｝W，2000，4500GWに
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・達レ，この年には全発電量に対する原子力発零：の割合は60％に達しようと予想して

　いる。

　　わが國の人口1ま24世紀の頭初に1簿3千万人を越えるとされている。産業別就業

状況は昭和嬬5年第一次産業222％．・第二次55：5％鯵製造業257．％・第三次産

　業44．3％で昂二？，たが，こり填には囁在よりはるかに第二次，第三次産業を主体とした

・ものどなろうと考え5誕ている◎．原子力摩業会議の長期計画によると，19ρ0．ρ電力

．．設備は150GWうち原子力発電字7，GW，で990では電力設備280GW．うち原子力発

　電U．OGW塗妥当な規模とし，サイトとしても50地点が必要となろ季としている。

、． Q000年に一は一22・OGΨに達するという。

∬　放射線防護の葦準

　　前記シンポ・ジウ脚力咽ρ木緯玲R踊告曝靴麹酵哩固有の放射線

　廃棄物の放出基準あるいは許容被曝量を定めている。．、

　　英国は放射性物質法によって規制しているが，基本となる考え方は，「放射性廃棄

　物の管理に関する白書1959」に示されている次のろ項目がその要点である。すなわ

　ち，

　（1）経費のいかんにかかわらずギ公衆の，ケち、だれ1人としてICRPの公衆の構成員に

　　対する勧告値をこえないことを保証する（身体的影響にもとつく制限）

　（2）経費のいかんにかかわらず，国民全人口が平均被曝線量として1人50年1ラド

　　をこえ燃、こと塗保証する（遺伝的彩響にもとつく制限）

　（3）　上記は絶対越えられiないレベルであって，・現実に可能な限り実際の線量はそれよ

　　りはるかに低く保つようにする。というのが原則となっている。したがって，英国

　の原子力公：社各施設や中央発電庁の原子力発電所等の認可されている放出制限値は施

　言聖毎に1相違している。

　　米国では一般集団に対する放射線防護指針（FRC）の中で，一般集団中の個人の全

　身に対する年間放射線被曝（自然バックグラウンドおよび医療行為による患者に対す

　る慎重な曝射を除く）はa5レムを越える．べぎでない。ある状態のもとでは、にとえ

　ぱ環境にあまねく放封能汚染のあるような場合，利用し得．る唯一のデータは平均汚染

　ま痘は被曝に関連するであろう。ζのような状態のもとで嫡平均線量と最：高線量との

聞の関係に関し仮定をつくることが必要である。FRρは僻人の大多数が平均より3以

　上のファクターで変動するζとはないと、〕う任意の｛反定1を用y・る菟≧塗示唆する。平
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　均集団グループの輔全身被曝に対してaづ7レムを使用することを勧告鍋として「

　ている◎（本年で月改丁の想ckpもこの値をと『つて澄る）ッ連では原子力発電所につ

　いては196ダ年以来16HP勧告にもとづ．き，施設付近に住む住民に対してはα5レ嬢牟

　一般公衆に対しては50年5レムを制限値と．しているσ：

　　わが国はICRP勧告に基き放射線防護の対策を乏っているが，許容線翠，許容濃度

　については含昭和35年9月50日科学技術庁告示211丁原子炉の設置，運転等に関

　する規恥等め規定淀基づき許容週線量，’許容濃度及び許容表面濃度を定める件」に詳

　細に規定されていゐ。

　　英国は人め被曝に基いて放出制限値をもう「け，÷定期閲ごとの平均放出率を押えて

　いる。：来国慮入の被曝に基き主として濃度で規制一しているが放出量を制限しうるよう

　にしている。

　　・各国における規制は状況に応じて身体的影饗に基づいたり，ある、｝ひは被曝人口の多

　い場合は遺伝的影響に基’ついだりし・て規制を行なっている。身体的影響に基づく場合

　には外部被曝と内部被曝の商者が回るカ㍉』1一般に両者の和をもって規制されている。

　インドBhaもa原子センタ痴からみ沿岸放出は生殖練，全身を決定臓器とする核種に

ついては遺伝綴三度が肱ぐられて’いる。これはボンベイ地域全住犀の70％力漁食

　人口と考えられることによ1るものである。英国’のアルダマストン，ハーウエル，アマ

　ージャムの乙施設はテムズ河に．廃棄物が放出される関係かち幽，ロンド影住民の飲料水

　に「由来する生殖腺’線量がクリティカルどされ規制されているb

　　わが国においても，下和44年2月放射線審議会より提出されに「再処理：施設等か

　ら生ずる放射性廃液の海域放出に係わる障害防止に関する考え方について」答申では，

　放射性廃液の海域放出に起因する人の被曝線量はできるだけ少なくすることを配慮し

　ICRPの勧告する公衆の構成員に対する線量隈度をこえることがあってはならない

　としている。このことは，わが国も人の被曝に基づいて規制するこζに一歩ふみ出し

　ブこことを意味している。

頂　原子力施設に対する公衆の反応

　　同じ原子力施設に対する公衆の反応でも，その国の原子力についての歴史，原子力

　施設の経営主体によっても反応はi当然異なってくる。英国の如く歴史が古く，電力が

　国営の国では反応は著しくないようである。電力は民営であっても，日本と米国では

　公衆の反応は異なっている。両国では公衆への接触のし方も，反応の現われる場も異
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なっている◎

　アメリカる原子力産業会議の調査によると，米国と比べうるよう・な原子力の反対問

題があるのは，’墲ｸか日露，スイスおよびドイソだけであるという。前記シンポジウ

ムにおいてはドイツは原子炉ゐ安全性に対する信頼が高まり，大都市の付近に発電所

を設置しうるであろうと述べ℃いるQ

　わが飼は不幸にして法官，長崎「め原爆，ピギニにおける水爆による直接の被害経験

をもってぐ・るため∴函民は放射能淀対しては感情的に嫌悪の念を持って：おり，また沿

岸漁業は産業上も国民の歪白資源上も重要な役割りを果しているため，ビキニ鮪の轍

噛幽

�･みたくないという危惧感が漁民の中に強い。これらが，わが国の原子力施設に対

する反対運動の原動力となっている6米における自然保護をもとにした反対運動とは

やや異・なるかも知れない。

　米国では一昨年以来，環箋破壊防止論争の波蒼高まってきているようであるが原子

力の問題は環境論争の中でも議論の知恵となっているように見受けられる。

　原子力発電の場合には環境に対する影響と『して，放射能の影響ど熱影響の両方の聞

題がある。前者についてほ，米国の場合蘭島がさらに2つに分かれているようである。

第1点は面子力委員会が，放射性物質放出の規制について排他的な権限をもちつづけ

るべきか，州にも規制の権限を認めるべき参という点である。第2点は，現行の放射

線被曝基準は改訂一引下げ』を必要とするか，現行のままでよいかという問題である◎

ρ一レンス放射線研究所の「」。W。（｝ofman，A。　R．『P脇pHn両博士により，で％9年

11月上院公共事業委員会の大気，永質汚染小委員会での証言として被曝基準を現行

の僧0にすることが初めて提案された。根拠とされた点は，放射線による悪性腫瘍

誘発の事実である。

　もし原子力発電が計素通り進行し現行被曝基準だけの線量を受けつづけるとすれば聾

全米で1万6千人以上の癌による死者が追加されるであろう6よって，現行の被曝基

準は1／望。に切り下げるべきである。というのが両博士の主張である。たとえば，比

較的線量効果関係が窪00ラド以上の線量について明らかにされている白血病を例に

とると，拍0ラド以上の線量効果関係から1ラドに対する白血病発生率を外挿する

ことにより，1’00万人が年当り1．1ラド被曝すると年当り1～2例の臼歯病が15年

盛に発生するということになる。白一喝病の自然発生率は100万人当り年60とされ

ているので，’ T0～60ラドの被曝は白血病の発生率を自然の適評率を加’えて2倍とす
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るこどになる。1このような推論を線量効果関係が明らかにされでいないその他の腫瘍

にもあてはめて証全癌・の増加を推計じた’のが前記の数字である。

　これより先，1969年5月以来数次にわたりピッツバーグ大学放射線物理教授のE。

Jl「』Ster嬉1ass博士は雑誌にネ・ミダ〃）核実験の結：果による90S．での影響により米国

乳児死亡率が当然たどるべき減少傾向を示ざず増加しえという論文を発表し，ラジオ，

テレビにも現われるなど人心にある程度の影響を与えたようである。この論文は疫学

的手法の誤りが指摘され学徳的には価値のないものとされたご同博士はさらに1970

年望0月ペソ’ジルノミニァ州議会上院特別委員会で証言し，イリノぞにあるドレスデン

原子力発電所からの廃棄物放出により風下にある部落の1オ未満乳児の死亡率が風上

の部落のそれより著しく多くなつ’装いるとして被曝基準の再検討を求めた。この場合

も，用いた疫学的手法は妥当なものとはいえない。この証言がわが国の薪聞にも掲載

され，原電が多少のトラブルにまきごまれたことは記憶に新らしいこ・とである。

　’（｝o玄i遡㎡ITamplinの提案は可成りの反響を呼び，　A冠Cその他の科学者，行政官に

よる討論会が開催ざれるた』 鰍ﾁた炉，AEOは現行の基準を更に低下させようという

勧告は，

①　責任ある放射線防護機関（無CRP，FRC1，　ICRIγ）により考え：られたことのな

　かったデータが利用出来るようになったとき。

②　根拠の確実な新しい解釈および結論が承認された科学的ルーートを経で立証された

　とき6

にのみ適切であることが朋らかであろうと述べている。このよう「な立場から論評して，

AECは（｝。fm蹴，TampHnの提案は被曝基準の修正に対する状況を作らないとして

い’驕B

　わが国の原子力発電所の設置計画に対してもいくつかのサイトで放射能か，熱影響

あるいは商者を理由した反対運動がみられており，再処理施設に対しても公衆の健康

と安全の点比ついての懸念から，その建設が予定より延引している。未だに原子力施

設の数が少ないためか被曝線量についての提案はわが国ではみられていない。むしろ，

立地閥題懇談会地域調査専門委員会報告書によれば，福島地区，美浜地区’での調査結

果は原子力施設に対する住民の支持率は間塞が身近になるほど高まってがることが知

られると述べられている◎

　しかし，わが鼠原子力関係者の中での米国原子力環境問題に対する関心は高く，第
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　5回「原子ヵ施設と：沿痒海洋営ンポ薯．ウ李」．においても，．旨本保健物理協議会セミナ

　一「放射線の許容線量「その性格と背景一圭においてもこの問題は注目さ麹活発な検

　討力乱なされブこ。

　　原子力発電の操業に．伴う廃畑物ζしては・別に高中ンベルのものおタび固体廃棄物

　炉あうやζ．れちに対する最終処分法として｝．地中翠蔵と深海投棄前上炉考えられてい

　る。

　　飾h唾d・・（米）は前記シンポ抄ムで、・岩塩鋤への騨恥ρ㍉と、も見込みの

　ある方法であり，固型化と鉱山への輸送費を含めても，永久的な液体貯蔵よりもいく

　郷薦くないといっている・

　　r一・ッ・暖国で蘇海画師処今醐待をかけ・7ラソス酒狐．英国・べ・レギー・

オランダは酬猟との共同蝶ζして栖洋に固体煎物の処翁をして・）る。

　　海洋投棄についてIAE母淵958年にパネルを開催し，ブルニール7γ報告を公

回している？その後も何丈かバネ・レカ桁なわれ・197。年にも倣射性廃棄物の海へ

　の放出限界に関する原則」についてのパネルが行なわれている。

　　今後，海洋処分の対象となる廃棄物が増加することが考えられるので，何等かの国

際的規制ρ方策がとられるよう・圏連およびその専門機関の鋤が翻られることが

　必要であろう。

W　米国における環境問題に対する対策

　　原子力環境問題といっても。AECの排他的権限，放射線被曝基準，熱影響の大別

　して5聞題を含んでいるので簡単には解決されそうもない◎．、、

　　AE．Cは昨年，現行の基準内で，放射線物質の放出に関す．る堪則の改正を提案した。

　その中で，「設置許可申請者は被曝と放射性物質の放出を出来るだけ’低く（as　low

　as・・ac・．童cab1・）保つようわらゆる合理的な努力をすること」を票回している。

　　NASのFHCに対するAdvisory　Gommittee．は，現行の放射線防護指針の総括

　的、レビューを開始したQ昨年来NA＄医学部チェアマンのD臨ham博士よりわが国に対

　しても低線量被曝による影響に関する三献の送付を依頼してきた。

　　電力会社おタぴ原子炉ぞ一カーの側でも放射性物質の放出量を引下げる努力がなさ

れている・、＝4瞬間・f惚ass貯蔵装置φ暗面もその一つの勘われである。

　　GE社では・f｛一gass中の長寿命核種を分離する方法を囲発しているという。さら

に同社は液体廃棄物について・装凱・よび床からの排水を宋全な・e．・y・1・・y…m

一106一



艇のせコンデンサに返す方法を開発し．，BW猛につい・ては装置からの液体廃棄物の放

出を実際的には無にしうるとしている・6

　一方，Oak．R1dge　Gaseous』「’biffお三．6ロ．・・Plantで1まXe，．Kr．除去装置を開発し，

パイμ、ット6プラン’トの段階では排気中めこれら希ガスの999％を除去し・うるというo

BWH用にこの装置を作製するための費用は約20万ドル，再処理施設用のものは，

約10e万ドル位と見積もられている。

　㌔s．1・was　pracdcableIlへの努力が払われている実状を示すもめといえよう。

　先にも述べた通りジ米霞における原子力環境論争は単に被曝基準たのみ関係してい

るのではなく，法律闇題，熱影響とも関連しているので1これらたついても各種の討

論が行なわれているようである。さらに，環境保護庁（EPA：Environ磁e飢al

Pr’σteとt三〇n　Agencyウ∫の発足，環境についての2法，Natioha．FEhd・ronment－

aI　Policy　Act（聾昼P入）》宣edera王Water　Quality　Impr・ov6ment　Ac重

（WQ工A）の発効がAEGの仕事を複雑にしているようである◎

　AECのRa田eyは6立地決定に際して法令上の聴問会を開催し，建設認可時に要

すれば聴町会を行なうこととし，操業認可時の聴二会は行なわないよう1にするという

’提案をしている。彼はまた，A⑤C自身で出来る小改正，すなわち，建設認可の中に

燃料装荷を含める低出力試験を全出力操作認可前に行なうことを可能とするような小

改正を行なうべきであると提案している。一方では，原子力発電についての申請から

認可までの時間が環境法規の介入などで非常に長くなったことから，州レベルでも聯

邦レベルでも立地決定のため一つの機関な設定しジその会議には出ネルギ需要側，環

境保全側』，公衆三等の関係者が出席して，そこで決定が下しうる性格を持たせる必要

があるという意見も述べられている。

　また，州・と連邦政府との二重規制，が行なわれた’にし’》（，も，A至rcraft　Noise　Reg－

ulat三〇nにおいて二重規制がうまく行っているように差しつかえないのでは：ないか

という意見もある。

　AEGの環境論争に対する反応については，「A8Cは従来あまりにも秘密主義であ

った。かつ，”Papa蛭ows　bc‘stll・という立場を取’りすぎていπ。重大な決定をす

るにあたってはもっと公衆のそれに参加する機会を与えるべ』きだという批判が出され

ている。（S乙田。』Uda11：；former‘1』』只tedQゴSe・c∫btary＞

　産業側に対して’も，産業側は従来あまりに．・も・，仕事をもつども．安い方’法：で効率よく
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　やる与としすぎたQこれが蒙境汚染碗原函と、塗？た。産業側は公衆の寒全を犠牲にす

　るようなことがあってはならない・と杢述（論れているq．

　　A・DGが環擁論争を通じて傘衆に与牽挙不信を取り除くためにはE，PAは毎月サイ

　｝付近の環境サーベイを行なつ、てジその値を知ら一茸るべきであるという意見も出され

　ているo

V　わが魍における今後の闇題

　　わが国においても昨年来公害論争が広く繰り広げちれている。幸にして，この論争

　の中には放射綜起因のものは含まれて㌔｝塞がった。今後⑳原子力政策遂行の中で米国

　における原子力環境論争の経過は示唆に富な参考資料を堤供するζいう意味で注目の

　要がある。

　　、工CRP勧告．G965）には9（3）放射線防護の騨的は，放射線の急性効果を防止し，

　かっ晩肇生効果の危険を容認できるレベルにまで制限するこζであるひζ謁されて

いる。容認できる危険については・（54）・球射線に対するどんな被曝も有害塗効果を

　起す危険を伴うと委員会は考える。しかし、へ旧離放射線へρ被曝の含まれる活動をし

　ないですまそう≧望なのでない限り，ある三三の危険が存在することを認識しなけれ

　嫉ならず，かつ，・考客られる危険が，このよう，な活動かウ得うれる．利益からみて，そ

．の人および社会にとり察認できる．と墨わ塾為レベをにまで放射線塁を制限しなければ

　ならない。このよう・な線鼻は，滋許箒線畢Il三章味・し・ていたと同じ意味で，「容認で

　きる線量」と呼んでもよいかもしれない。と起ミ縛られている。

　危険と利益の評舞は非常にむつかしい因子を含んでいる◎S。wby（IGKP）は前

　記シン［ポ2ウ・ム、においてrisk．とい争点につき．個人の見解として次（p如く述べているO

　放射線による急性障害は現在ではきわめて稀なことにな？てお1り，晩発効果のうち

身体的障害に、ついても，眼の水最体・皮膚ゴ不妊・重篤な血液障害・非特異性の寿命

短縮などは王CRPの線量限慶が守らμている限り起りそ季もない。被曝線量に比例し

　て起りうる可能性があると考えられているのは晩発効果のうち悪性腫瘍と遺伝効果で

　ある。こ、の2つの効果に対して嫁安全蚤はないという仮定の上に立っている。この基

礎の上に立てに・どんな被曝も・その被曝を起こすに至ったことゆら受ける利益と被

曝によるリスクとを正しく評極し．て判断しなければならない。被曝によるリスクは大

線引のものから外挿されたもので幽り．，実際防護の1上からは畢巻であったと．しても，

案際に起りうる障害を評価する．上には正しいか否ゆの情報はまだ十分えられていない。
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．したがって，利益と．、り齢クの序めρ数字的基準を設定する羅階には達していないとい

えよう。

二二職業によるリスクをその職業による死のプ・・網リη（％）であらわすと

する≧洪・堺の締によると・団一ノ彰瞭激空脚乗始・．礁欄回護三

業・・三二雌険率は大きく2～7％・放濫被曝を含ま魚心聡ほ擁とされ

てい．る・放射線三都ついて40年間毎年全身昭吟の線量綬けたとし砺合

の悪性腫瘍の弘遠季（死亡ではない）・その他の身体的異常の発生率・子供（第一代）

に与える影響などを総合したリスクを推計すると先に述べた如く十分な情報は未だ得

られていないが，1％（白血病α1，その他の癌a5，その他小，第一代子供に対す

るもの？〉をこ．えないと考えうる〇

一面公議に対す．るリスクについてみると・二生の間のリスクは英国の統

・計で噸訴訟故α2％・雛事故α・1％以下・雌一叢a・2％・経・避妊薬

による血栓による事故ao6％とされて澄鱈職業人に対すう職業上のリスクの一つ

下砺「塗二綴っている・こ鯨からタる二六継つい、でド油衆嚇成鄭

対する線：量限度が職業入の1／10にして拳ることは理由のあることと思える。

　ζg）よ．うなことからみて，だれが容認できるリスクの決定をす為かはむずかしい問

題であるQ経済的，社会的因子をも勘考｝せおばならず，科学者だけで出．来ることでは

なく・このこと鰍会全体をま．き込まなけ溺な鯛勢である・いつの日か・この

よう融定をす礒関酬来るであろう力玉，論れまでは・IC珊の勧告している線

三三匿が放射繍護の＋分な鍍醜ろう・∴．

　同じシンポジウムでStarr（米）は不本意（inv。hmtary）なrisRと上ヒべると千

倍以上も大きいv・luntary　risk．を寄回す為という。彼はさちにr．．lnv・玉untary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な糠刎スク二二嫉病レベルのリス．ク（1×10v；死／人／巳欄・xp・…e）

をこえるべきでないと提囁し，政策的．にはリスクを天災による危険（1×106～窪

×1ゴ12）にまで下げるのがよいだろうといっている。

わ楓駄二度砂こぶる高い・灘艇も酷噸積当りで樋と漏940人

であるが，人口が1億5千万人に達するとすれは，人口密度は1砺1，000入を超える

こととなる◎このような環：境の中で50ケ所以上の原子力発電所のサイトが出現する

ことを職るとき激曝に対するリスク蝦少に保つことが1’旅腰飾る鰯の

ずから明らかであろう。
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現在ナぐは問眠いにしても蒋来を考えた場合いくつかの，検討し解決しておかね

ばならぬ問題点があろう。以下にそれをかかげてみたい。

1．『 ｻ行の規制法は行政指導では細かい規制がされているにしても，一応施設から放

　出される線量率および放射性物質の濃度で規制しているが，将来は先の放射線審議

　会の答申の如：く．，人の被曝に基づいた層ものに発展させる必要があ為のではないか。

　　共通の環境に放出される場合相加影響を考えなくてよいのか。また，放躬性物質

　ごどにcrit三calな混晶，　critic’alなグループを考え，きめの細かい規制を行な

　う必要はないみか6前記シンポジウムのパネルでも実際に排出される廃棄物の量よ

　り，環境条件や人体への義義量の方が重要であるとされて一いる。

2．被曝人口が増加する場合，規制は個人の綾曝線量限度をもってしてよいのか。遺

　伝線量をもって規制しなくてよいめか。遣伝線量を用いる場合，その割り当ては如

　何にすべきか。Barry，　Ophe三（カナダ）は前記シン宗ジウムで個人に対する最大

　量は国民線量にすべきだといっている。

5　環境の管理，キニタリングは如何なる機関が行なうべきか。放射線審議会の答申

　中にある，もっともこれは海域の放射能についていわ遍ているみであるが，モニタ

　リングの結果を公正に評価する機構を如何に整備すべきか。『Pelleri互n（フラン

　ス）「はプラントをつくる前にサイトについて環境の検討をしサイトが出来たあとで，

　すべての廃棄物について排出口，空中，水，食品比ついてもモニタリングをするこ

　とにより，クリチカルな食晶，入口』が決定される。その後定期的検査により再評価

　の要があり，これらには公衆衛生オごソリディーが責任をもつ必要があるといって

　いる。

　　D甑蕊。，（英）は原子力発電からの環境への影響はモニタリングの結果少ない

　ことが分り，簡素化しうるに至ったと述べている。

4．　PR法の検討は必要でないか，従来はどちらかといえば「よらしむべし，知らし

　むべからず」ではなかったか。

5　㌔・1。w　as　p・act呈cab玉e∵1・eadHy・・hi・v・ble“というような言葉は

如何に解釈すべきか。こみ実現に’如何なる努力なすべきか。　　’

6．立地基準，炉の設計段階で環境問題を組み入れることが必要でないのか。

7　固体廃棄物，中高レベル廃棄物等についての処分法の方向は如何なるもので，如

　何に準備すべきか。
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　　　　　＆　低線量によるエコロジーおよび遺伝障害の研究を強力に推進するにに：麺何にした

　　　　　　らよいか。∵，

　　　　　などである。

　　　　　繰り返えし述べるが，現在原子力発電について環境上の問題はない。しかし，将来の

　　　　発展に対していまから準備をする必要はあろう。

　　　　偶々の人閥の生命は有限であるカ㍉種の生命は永遠であるg将来の生命のために梅を

　　　　残さぬための方策を樹立しておかねばならぬ時が来つつ毒ると考える次第である。

議　　長、それでは引、き続きまもて：，見解の発表に入り・たいと思い奪すが，その前に，本日ご出

　　　席のパネル。メンバーの方々をご紹介申し上げたいと思います◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　（、出席者紹介）

　　　　．惣お』を．ご出席の方々からそれぞれ見解の発衷をしていただきますカ㍉時間㊧関係もご

　　　　ざいますので，各位にお願いしておきますのは，できるだけ簡潔に要点を突くようなご

　　　発表をお願いいπしたいと思う次第でござます。それでは，塔っそくですが，東京電力

　　　　の小林さん，お願いいπしたいと．思います．。　　　　　　　　　　　　　、

、 林　ご指名によりまして．，私から，主として東京電力・が現在行なつております原子力発電

　所に関する面から環境を踏まえま・して，若干の意見を発表させていただきますρ

　　ただいまも部話がござ～・ましπ、よう犀・・電力9）需要は非常に伸びて痴・りまして・昭和

　60年時点で6，0．00万k駐もいわれて．おりますし．，その電源の増強のにめに．，東京電力

が現在福島如力地点ρ建灘点を輌ズや・りまして・そのほかにも獅地点・現在計

　画中でございます0

　　したがいまして，・こμらのいろいろの地点の中から，特に福島の現在建設中のBWR

型につきまして，私どもが考えて．おります，．また体験をしております数点を指摘して，

晃解にカ｝えさせていただきたい、と思っております。

　　御記生先隼・．平田議長がいわれましたように・原子力の安全性は先取りというお話も

　ございましたけれども，開発計面の時点からすでに環境に対する十分な安全の確保とい

　うことが考えられておりまして，マれを雌重点に施行しておること嫡・もちろんでござい

　ますカ㍉これらの中から掌地の適正の閥題，あるいは原子炉㊧安全設計の間題，安全保

護施設ρ問題・あるいは廃棄物の処理施設の間題・放射線管理施設の問題，その他この
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辺はどのようになつも・みか。　・芦　　　・　　晒

　これにつきまして申し上げますと，福島の立地はご案内のとおり，福島県の太平洋岸

のほぼ県の真ん中に位麗する高台でございまして，現在は面積は約10’0万坪・，そして地

質は普通泥岩といわれていますところセございますが，きわめて原子力の立地には適当

なところだと，われわれは考えております。噛

　その福島の地点に先ほ「左申1レ上げました蚕1号機としてBWRの』46万翻を，現在試

運転中でござ小まして，間もなく営業運転たなろうかと思っ一ております。そのほかこれ

に引続きまして，2号，3号，これをおのおの78万4，000欝，これを建設を始めたと

ころでございましLぐ，将来はこ’の福島の原子力地点は約・400万娚ぐらいの出力をもつ発・

電所になるかと考えてお「ります。

　そのように考えますときに，この福島の地点は地質の面，あるいは低人口地帯であり

ますこと蚕あるいは地震歴，その他め条件から申しましても，非常に原子力に適してお

るところであると考えて論り』ますb

　2番目に，原子炉の設計につきましては；先ほどいろいろなお話がございましたよう

に，ここは8WR型でございますので，　GEにターンキーシステムをとりまして，発注

をいたしまして，現在施行中でございまずけれども，ご案内のとおり，BWRの原子炉

は圧力容器ゐ中に格納された燃料棒，その他によってひとつの原子カエネルギーを出す

装置が入れられているわけでござい：まずけれども，ご案内のとおり原子力エネルギーを

取り出す原子炉ば何らかの原因で』 C異常に核分裂が増加しよう』としますど，自然にその

増加を押えて，もとに戻乏かとする固有の安全性をもみておるわけでございます。

　この面を有利に利用いたしまして，たとえそこに若干のミスオ」・ミレーショソがあっ

にとしてましても，制御操作系によりまして，暴走しないように設備がなっております

し，また運転を開始するまでに過酷な』 eストを行ないましてgこれが全く安全であると

いったような国のこ認可を得まして，運転に入るわけでございましてジそのようなこと

で，現在運転試験中でございますが，これが運転の暁には，われわれ自身といたしまし

ても，絶対に原子炉からの問題は起こらないということを確信して，現在仕事を進めて

』おるわけでございます◎

　5番閉に，安全め防護施設につきましては，との原子炉を取り巻きます種々め安全施

設がございますが，た乏えぱBWR型で∫ございますと，ドライウェルと申しTまして，鉄

板でできました1ちょうどララスコ型の形をしたもめが，原子炉圧力容器の外部を取り
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巻いて安全のにめに’ひとつの防壁になっておるわ好でございますが，さらに外部に遮廠

の鉄筋コンクリ鯉』トの〕2彿．録いし5物の防護壁惣もつて’滋ります。．さら・壷に，その他の建

物の防壁が外部に：ございますbさち』に，周辺には：非居住区域と称しllまして∵非常に広大

な面積を敷地内にもっております。

　とい’うことで，もともと安全を確保するためには’b．原子炉自体警：あ．るいは安全ケース

自体の闇霧・で「はしございましょ『う「けれ．ども，もし万一という事故が起こりましても，こ

れらの安全：防護施設が，活動を開始’いたしまして，・この機能によつ・・てその原子力発電所

の安全は守られ、ると，われわれは考えておりますし，また国のほうでもそれらの問題を

詳細にご検討いただきまして，安全審査，並びに技術設計の場において，専門家の方々

のこ認可を得て，われわれが実施しているわけでございます。　　　　・　』．．・．

　ちよつと申し沁くれましたけれども，これらの建設をやります過程におきましては，

当初安整設計龍∵あるいは技術設計によりまして，ご許可をいただきましたものを，各

段階毎に検査をいただきま’して，これらのもめがパスしたあと，．フル「β一ド試験を経て，

実際に運開になることをつけ加えさせていただきます。

　4番目は，廃棄物の処理施設でございますが，この問題につきましては，原子力の設

備の中からは気体，液体，固体の5つの形のものが出てくるわけでございます。

　そめ中で1つは．；．「放射能をもった気体が出てくるわけでございまずけれども，われわ

れのところでは高性能のフィルターで，放射性’の物質をろ過して，滅衰タンクにためま

して，24時閥貯留して放樹能を十分滅衰させて，現在国の基準値で定められておりま

す量を，はるかに下回ることを確認した上で，’放出する設計になっておりますQ

　次の液体でございまずけれど・も，これまたフィルタ㍉及びイオン交換樹脂などによ

りまして，：放射性物質を暖着してF大部分をもとの純水に戻して』再使用するなどして

おりますが，先ほ．ども』御園生先生からお話しがござい一ましたように，これらの問題につ

きましても，今後いろいろの改善，技術開発が行なわれると思いますが，現時点でも人

閥が1年閥飲み続けましても，、全然無害な程度にまで薄めて，現在は太平洋に放出する

ような設計になっております。

　その次に，固体の廃棄物にっきましては1、これも先生からお話がございま：したけれど

も，現在は使用済みのフィルターでございますとヵ㍉原子炉の部晶，あるいはその他の

ものが固体廃棄物として出てまいりますが，敷地内に固体廃棄物の貯蔵倉庫を建設いた

しまして，そこに格納をして保管することにいブζしております。
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、．

ｻ・．これ鯵蘭に？融壁1養逸獣噸騨．ζ・ざ畔・した・よう婚今後その

難賜方激9き軸鴎．甲嘩轄も騨勧⑳’て樋ゆでござ～’ますので・

そρ榊縦って・われ嫡蝶賊難な処争方無考え◎さた畔考解勧ま
す。

　次は激騰の騨騨？騨でζざ嚇すカ㍉・確もρ獅の蝿所嘩轍際し

部ては・約106人の熟睡力㍉こ塾は帰撒つきまして鯵鱒ζとゆってお

り撃・2号機ゆ謄略舛㌣1肝挙即な．るかと思嘆蝋そのようなこ

とを断て飲まして・運輔の鶏岬’嘩馳積むことなどにつきましては・

国内の駅力雑醜撃馨すご、継も節岬ございます肺ども・騨7メリヵ

瑠学をさせまして・こ紡の運般鉦である Lう縫転駈弊養成下『齢す嬉

rれrのもの膨部℃．こ郷国即原子論覇r運馨醗させるつもりでございます・

さらに ^幅リγグの綴融きましては・・離雌界磁酌騨50暁の隔でモ

プリγグ轟1撞け諮ら蝋画に？き部ては・縣のあります郊煙輌

選びまして・仁タリング冬テーシ・三つく．％してrこれらはい弾耀灘に常

暉録できやようなr姻なつ纏り鱈？

　敷幽晦中心ζはし㌻約数嫡馨群顧ろの騨サ「㌻沸翫麟戸水

キ騒農働晦型離ち繍酵微射三門的弓かっ爆三三の完全
な記録をζるこ即して抑ます。、、

以坤隣嚇舛却舛ζ鱒力1購鷺のつ耽こと諄し上げますと・この

よう妹全翠を㌣て即質嚇ども轍放射能の灘低下につきましては話性

炭によります吸着技術の開発をやって，さらに一そうの放射能濃度の低下をはかりたい

と考えております・ま．醗面つきれても・、先ほど触れましたように冷後の瀟革

新によりまして低下が望めるようでございますレ，特に御園生先生のお話でございます

、と，ほとんどゼPになると．いったことをρE社も開発を進めておるようでございます。

　こρようなもの廼り入れて・．今後気体騰棄物あるい憎体の麟殊つきまして

の放射能濃度の低下に当社は努力する考え方でござい奪す◎、

　それから温排水の富加につきましては，現在魚類の生態とか，あるいは温水の魚類に

聴す騨塑潔レては・、い蝦明確でない点が多ダざいます・こ紡につきまし

・＝､も・潜ζ鱗積櫓綱究努力泓うとともに・今後簾鰍端晒この温血の

利用敵つきまし霧砲きで取嘲厩・’計え穿心す・
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京岬即つ融し鱗・いま雌から申されまレ綜旗冷衡麹鰍善すべ

き点も多かろうと母います◎恥ままで私どものやってま、〕りまし琴ヵ法は，．，と・もかく地

元の方々，全然原テカの知識のない方に，原子力ρ何であるかというこζを平Rするこ

とが非常に嗣難でございまずけれども，：ごく初歩的な苓γ7亨ッ、ト，映画焦そのほかの

P耳牟ら始めまして，現地を璽得するまで約1年ないし2年の間これらのものを民衆と

ともに勉強して進めております9・．

　さらに，最：近に至りまして福島4～懸子力奔電所では、敷地の構内に比較的りっぱなPR

館を設置いたしました。これは46万KのBWRの原子炉のフルサイズのものを館内に入

れてござ恥ます。といったようなことで，こζにPR専従者5名な配置いたしまして，

今日も活発にPRを続けておるわけでござ恥まずけれども，こ胞ちの問題につきまして

のその効果は徐々にあがっていくものと思わ飽ます。大体月平均の見学者は4000人。

現在まで5年闘に19万人といっ．た方々が現地におこし㍉〕ただいて，PR館なり現地の

建設の模様なり，、親しく原子力発電所の実態をこら〃いたぎいているのが現状でござい

ます。

　しかしながら・．・今後原子力発電所がますます規模も大きくなりますし・場所もたくさ

んになることが予見されますので、，・こρ辺につきましてもなお一そうの努力をはかって

前向きなP魏を進めていきたいと考えております。

　以上で見解発表を終わります。

吉

長　どうもたいへんありがとうございました。具体的なごζをお述べめただきまして，た

　いへんありがとうございました。

　　続いて九州電力の吉田さんにお願いしたいのですが，これから原子力発電所を建設し

　ようとしておられるようですQ東京電力さんから詳しい説明がございましたので，恐縮

、ですけれども補足する意味でひとつお願いしだい。

田、私も、一応私どもの考えをここに用意はしておりまずけれども，いま小林さんの完全な

　レクチャーをお伺いしましたので，重複を避ける意味でそのことは申し述べないことに

　、ソこレます・

　　ただ，九州電力は2つの原子力のサイトをもっております。1つは鹿児島照の川内，

　鹿児島から自動車で1時間ぐらい北のほうでございます。もう1つは玄海発電所bこれ
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は福岡から1時閥2．q分ぐらいの西のほうでζざいます6．実は，本日g・玄海発電所の起

工式をやρて，丁度今，のりとがあがウておるよう．な時刻でございます。多少私の，起

工式にあにりましての決意みたいなζ：と，な申し．述べさせていにだき芦いσ

　日本の原子力発電所はゴ原子力発電会社，，．あるいば関西電力さん，東京電力さん，π

いへん順調なスター添を切ってお・られます。私ども後発会社は，このりっぱな実績をフ

ォローアップしていかなければいけないということが私の決意でございます。このフォ

ローアヅブをすみのには，．デザィッ⑳審葺も当然でございまずけれども，ガ〉審査が終われ

ば製造，あるいは建設段階に・おき．ます晶質の管理が一番大事なことだと思う．てお．ります。

　この晶質の管理につき．ましては・，．普通の火力発電；所につきましても，日本においては

従来非常’に厳重な検査が行なわれて肉ります◎ユ門ザー，あるいはメーカーの品質管理

．の砥かに，通商産業省，・英講ではゴ1．ミ・一勇イーというこどでガ、輸入機械についても十分

的弓な検査が行なわれて，外野丞「㍗一・にもミーティー検査ζいうこと．でたいへん有名

であっます。、そう・いう厳重な品質換査がござ恥ますので，われわれのアォ炉一アップし

たいということは十分期待できると私は考えております◎

　たい今ん’簡単でζざいますが，二：私の説明にかえてそういう決意を披序したい。あとで

時間がぐざいまし北ら，東電さ布と私，の解釈は多少会社のスケールも違いますので．そ

ういう質問の時間に小林さんの見解をお尋ね、したい，このように考えております。

議　　長　どうもありがとうございました。あとで共同ディスカッションの機会をつくりたいと

　　　　思いますから，よろしく願いたいと思います。．

　　　　　引き続きまして，管森県の今野さんから地域社会等からみられましたいろいろな問題

　　　・・起つき車レて研．と：っお願い．した㌔．、と思います6

今 野　地域社会に住んでおるわれわれと．してはたくさん問題があるわけですが．，ごζでは特

　に幾つかの限られた問題についてだけ解し上げたいと思います。

　　一つはエネルギーの問題，特に原子力発電所の立地の聞題を地域開発の中で考えた場

　合に，解発とは現状変藁である。現状下等である限り自然の破壌も．当然行なわれる。で

　はわれわれは失うものは何なのか。新たに得るものは雑なのか。一たん失ったものは永

　久に取り返せないのか。・また新πに得に・ものはある時間がたてば辛労するものなのカ㍉

そういう閥題につ・いては思想に大きな問魎をかかえております。そ弘・う中で」われわ
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れが地域の開糞ζ．・・地域住果の隼活の向．境ジあ為いは盤活水準等を考え斥場命匿・すべ

ての問題が解決堕け塾ぱわれわ溜審進めなゆか・すべてρ髄が解決しなくても進

まなければ妨硬曙ろうちある㌔’は進める9飾ラカ㍉そう～’燗駄またぶつ

かっております。

　，し書がっで3やれわれはす皆てρ問題が片づかなくても進まざるを得．塗い，また進ま

なけれはならないという立場で地域開発を考孝ておりますQしたがってそこに出てくる

澗．題は・四域住民ζしては・だ飽の㊥にわれわ榔土地を・あるい弓場を失うので

あろうか。現在の仕組みの中では残念塗がら日本においては企業と個人の関係において

この問題が処理されている。政蔚はただ単に法律をつくって，規制措置を講じて，間接

的に責任は負っておりまずけれども，直接的な責任は何もも？ていない◎そういう中で弘

地域住民はだれを相手にして最終的なものの結論を求めればいいのか。企業と個人の中

で解決されている。こういうことでいいのだろうかということにまずぶつかっておりま

　今後大規模化する発電所のスケールの中で土地の取得をどうずればいいのか。私は，

少なくとも10年前に土地の決定，はすべきである。それは政府の責任において発電所の

立地地点を選択をして，仮指定をすべきだ。そ9仮指定をしブこ地域については，．2年な

いし5年爾問に，立地条件，禰償の間題，産業対策の問題，住民対策の暉題等を調査，

研究を．g腫．こ121．，（5年後には．ζ，燕を公表する。．その公表の段階ではっきりζ計画の内容，

対策等を明示して，住民の協力を得る◎

　仮指定をする場合には，私は簡単にできるよ．うな方法を考えてほしト・Q．それは知事，

あるい・は市町村長の同意を得れば政府が龍域の仮指定ができる。そのとたんに±地の移

動を禁止するρ仁たがってその代償としてある計算に基づ～・た・ものを地権者ないしは関

係者に文払うと同時に，関係自治体にも支払う。本指定に塞つ寒段階ではザ直ち1に困力玉

その土地を収用する。そ㊧土地を収吊した時点からその地域住民に勉レ・その時・点におけ

る果実として得ておった所得を補償していく。時間がございません㊧であま・り考え方を

申し．上げておられませんが・そうい．うことでもしないどこの土塘の確保は非常に困難で

はなかろうかと考えております。

　もう一つは，廃棄物の処理ですが癌私は廃棄物を地球上に置．くことは反対である。し

たがって国際処理機関をつくって，永久に宇宙のかなたに追放．してやる。これはコスト

の問題炉あろう牟と母いますカ㍉．やがてそれは国際的な機関で，ほんとうにわれわれが
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　　　　地球上にそつ㌔疹もめを置くごと力咽るということである’なら鵬それほ金め問題では

　　　　なかろうジこう素人な’りに考え冗おります。したが6て廃棄物の処理についでは宇宙の

　　　　「かなだへ放逐してやる’6地球上には置かないのだぐらいの考え方セなけ㎡ぱ∴これから

　　　　の原子力問題はなかなか解決がつかんのではなかろうか。

　　　　　地域住民にりいても特別な考慮を払わな・い限り∴ただ単に金で解決する’とか，企業と

　　　　個人の間セの・了解のもとただけやるぜい事ことでは環境の維持はできないと思います。し

　　　．尤がってガ1破壊され光自然め代償：としておれわれはどういう環境をつくづで捷供するの

　　　　カ㍉』そういう義務も明確にすべきだと考えております。

議　　長　どうもたいへんあり．がとうどざいま：した。興味あみご提案があったよう：です6・

　　　　　続きまして池尻さんにひとつお願いしたいと思いますσ

池 尻　私は漁業の立場でございますので，その立場からこの閥題について若干の閥，意見を

　述べさせてもらいだいと思い層ます。・

　一わが国に蒲ける発電等の原子力施設の開発が，環境問題といたしま：して直ちに漁業の

　間悪とストレ記『トにぶつかるごとは自明の理でございます6ご承知のとおり』冷却水の確

　保だと’が∴あるいは函±が非常に狭隣であるという立場に立ちまして，わが国におきま

　してこの種の開発は必然的にそめ立地が海辺に求められるということでございますので，

　その点は自明の理であろうと思います。　　　　　　　　　∴

　　ど’ころが，一方におきましては・，諸外回と比べものにならないようにわが国の水産業

　の門つの特牲がございます。ご承知のとおり沿岸にはノミラエティに富んだ水産の資源が

　ございますし，そこには国民の食生活パターンからいたしまして，非常に需要の高い高

　級め魚族が生存をして，・そして三民の需要に満たないという現実がございます。またど

　この国民に比べましても．，動物たん白質を魚のたん白に依存しているウェ1』一トが高いこ

　・とも事実でございます。

　　したがいまして，漁業一との環境問題を無視してこの開発をいかに強行しようといたし

　ましても，そこに相当の摩擦が起こることは，これは当初から考えておかなければなら

　ないことでございまして1：先ほ・ど青森の今野さ』んからもこ指’摘「になりましたけれども，

　私は将来における原子力発電並びに燃料再処理の閥題を含めての原子力の建設を踏まえ

　尤場合忙，いまの政府ゐ基本的な考え方がこれでいいのだろうか，つまり，政治的にも
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一轡瞳も溺二二！・ζ，畔．F部ても必しろゆ帰イェンスの一つである原子

塑品々㍉騎繍辮ρ関係醐’てどのよう賑眺猷て郊ゆという・淋

的奉政策②方針はまず最切に打ち出ざれておかれるρが至嵩であうう｝い衷もρてその

よう畔えて籾酋・

　と申gますのは，ご承知ρとお．り耳．下公害問題が非常にやかましくなっておりまして，

これ勲三三課即二？にのし遡1？てまいりまし爾れども沙なく・と’もこの公害

聴はすで磁騨から対漁業の閥題でございまして・戦企業との問題であればこそ

ま樽輝雌体の開心珊ぱなかっ粋こと三三実でございまして・いま1ま単に企

業の騨でなくて・1’わゆる駅触禰に鰯る公害噸題・趣つ・鯨・’りましπ・

　しπがいまし㌻漁者の立場か弊ますと・いか蝿欄係の方・々が靴酵白肱

安全牲を説かれましても1歴史的には漁業者というの三口さに公害にいためつけられた

芦悶旧史を．曾て旧記るρで，この徳に関しましては・蝶といえども・少な

く、とも肇府さ斥ち全く子信任の立揖をとっておるのが漁業者でございます。

堕酌部て源勃の開二三？縛記者にこの理論がわからない都天保年

三の人間であるといかにいってみましても，このなぞが解けるはずがないであろう，か

寺・鄭撫て幼ます・

　したがい部て・』』私どもは漁鵜も貧φてζ㊧原子力の今後の開発の騰は・・従来の

三三展・，ミζつて託りれ三二の甑の上で当然もの麟え駕いけな・・声の

ように考えますσつま、り，，この問題こそはいま閥題になっており・まする、公害の問題を，

ある面では基本的に人間の知恵によって解決できる・極端に，申し上げ奪すと・．そこでは

界子均も糞展をし．・・同時に灘業も栄える。・．またその根拠も厳然としてあると㍉｝うことを

樋いの蝿からこ纏模索していカ｝回ればならない騰であると同蹴・・桝蹄

の姿勢と甲しますか潤会も含めましての大きな立場から一本蕩の通つ鵬線を石崔立

・蔦鱗らう嬢があろうと思い，ます・，

桝かつて硲醜ζ畷彫郷』π興彫か曜・しに嫡であろうと㌔’虻とか

ら漁籍を引き連旧記ち．よ・つζ耀鰍う～ゆ綴をみ燗つ耀験カゼざいほ

す。私はもちろん放射性廃棄物のいろいろな化学的な原理だとか，そういう間題につき

ましては専門家ではございませんでしプ『回れ．ども，1た・とえば英国におげるこの開罪体制、

をみましたところが，英国は原子力の肺発を．国営でやρてわる関係も・ζざい衷しょうけ

れども，英国におきましては開発する少なくとも5年前から，まず研究体制を先行させ
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ておりますみしかも私ども漁業者に蘭係する面におきましてほ，英薗の東海岸でござい

ますヵ㍉ローエストフトにラ栄ラ1トリがございますカミ，そこは放射性魚類生物化学研究

所という研究所でございまするが，そこには生物化学老ラション，遠洋漁業のセクショ

ン，あるいは水理学のセクション，底魚漁業のセクション，あるいは電子エ学のセクシ

ョン，そういった陣容紀分かれまして，大体150名ぐら一いのスタッフをそろえて，し

かもその所管が食糧農林省，つまりこの施設によづでともすれば被害を受ける住民の立

場に立つた研究所セ：どぎいます。そしてその研究所のデータに基づきまして，現在稼働

をしておるモニタリング等にも役立たせておるという姿をみてまいりました。

　私は英国が行政の知恵としてこういうこどをやっているのカ㍉やはり基本的にこの問

題は地域住民，ないし人間の生命1健康，あるいは環境の問題についての基本的問題を

もつものなるがゆえ匠，いまどきはやりのことばで，これを’先取りした形．でぞういう研

究体制を先行さぜ∵そして行政め面におぎまして非常に合理的な運営をやっておるとい

う面と，現在の日本のやっているこどからみ，し漆も漁業のウェー幽トが外国とは比べも

のにならないわが国の実情に照らし七∵非常にその辺に宵暁があるのではないだろうか

と思います。

　もちろん日本といえども研究者なり研究所なり，あるいは担当のお役所なrりはそれな

りゐ情熱とエネルギニをもってやづえいらっしゃいまずけれども，私はやはりそこにも

う一くふうも二くふうも，＜ふうをこらず必要渉あるのではない・かと』駄・ます。そうし

一ませんと，私は地方の知事さんやその他の係の方々が非常に苦労をし℃おる姿をみまし

てgまこに同情に絶えません。

　と申しますのは，依然としてこれだけの次・元の高いふつのファクタ泌をもっておる原

子力の解発というものが，末端では依然として従来の産業誘致め構造なり，性格なりで

展開をされんとしている。そしてそれによって漁業者の反対が起こり，’県の方々が非常

な苦労をしているというこの実態をみてみまして，将来の展望のもとでこの開発が急が

れなければならないということならば，私はその辺にもっと行政もゼ政治も，研究体制

も一くふうも履くふうも必要ではないか，かように考えておる次第でございます◎

議長どうもたいへんありがとうございましたげ

　　　　　続きまして春野さんお願いしたいと傷います。
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春・野最近肝力塀ルギ繊どと・1・うことばがだいぶ搬の都も恥れえ戯ぱになつ

　　　ヘセまいりま．しだ6『ですけれども，不幸にして広島，長崎の古きずがまだ国民り大部分の

　　　胸にうずぴておめますものですから1添子力とこう出ました場合に、臥キノヲ雲の悪魔，

　　　　その気持ちが叛膏’｝といな’いみが事実でご蟹います。私もその一人で．ζざいまして，長崎

　　　．でかわいい肉親を12i3原爆でなくしまして，それをいつまでちうらんでいるわけでも

　　　ございませんけれども，・私などよ’りも’もっとつらい経験を．しに入が，古きずのいえない

　　　　まま日本には兆・くさんいるということです6

　　　　『数年前に1』原子力文化振興財団でゴぜひ委員に入ってほしいというこ≧でございまし

　　　尤。知らないまま，危険だ危険だと遠巻きにしているよりも，では勉強させていただき

　　　　ま．しょう，そういう気持ちで，ほんとうに白紙のまま末席にいま．も海るのでございます。

　　　がかれこれしますうちにあちらこちらの発電所，あるいは建設中の中身を：見：ぜていただい

　　　穐りかあるいは東電の福島の発電所，・そこの海に魚が一びきもいないのではな～・ですか

　　　　というような，．素朴な質閥をぶっつけながら，教えていただいたり，見・学させていただ

　　　いたりしてまいりま，した。

　　　　そうこうするうちに」実は釣りざおもgあるいは建築材料にこの放封線をかけると非

　　　常に丈夫になる。あるいは注射針，それから身近なタマネギ，ジャガイモ．，・．放射線の使

　　　い次第によっては，こんなにも長く貯蔵で’きるのだという事実をだんだん知．り1まして、

　　　なぜそういうことを早く一般の人にも教えないのかす原子力というととにかく．，だいぶ

　　　安全第一に進んではいるようだけれども，まだまだ一般人とは感覚は葬常に遠い。あれ

　　　は専門家でなければわからないという傾向がございますGむしろおわかりになっている

　　　方々が進んで大衆の中に入って，いろいろ大衆の不安，危険，疑閥・，そういうことに答

　　　えてい‘ただきたい；そういう毒舌を会議の席でもしばしば申し上げてきた。1、

　　　　乏申しますのも｝悪魔であうた，，悪魔として生きた原子力のあの黒いキノコ雲を，女

　　　神に変える人類の英和1それを期待するからでござい・．ます。まさに知り始φますと，だ

　　　いぶ女神の姿をして庶民の生活，あるいは人類の生命を守り奮福祉を増進することに行

　　　き’つつあることが幾らかわかり始めてぎたのですけれ．ども，まだまだ感覚は遠いという

　　　こと」を痛感いブこしますQ　1

　　　　たとえばきょうのような会議，こちらからみますと2階の席がだいぶあいております。

　　　これは専門家，あるいはこの関係の方、お偉い先生方だけの討論会で・ある。あるいは研

　　　究会である，それも’もちろ、ん必要でございま、しょう。けれども：ゼ何かこれからエ夫され
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ゴてガー般の婦人団体∴ある’寸ζぼそめ他の方浸にも’∴よ’げれば傍聴しませんかというやさ

しい誘いの手があって・も』，臼→」聞いて「丑」ぐらいはわかつ』て帰られる人も多かろう，

このように思うのです。かR泥ついては格段の工夫，・努力が必要だと思います。

　　もう一つは，安全第一に安全第一にな猷心いることについ’㊥：安心感はだ㌔〉ぶ持つ

のですが，いま青森一の方，あるいは全漁連の方かち出ました問題点、「これなどは地域住

民にとっての雰常紀大きな間題点でございま’す。おっしゃるとおりだと思います。

　　もう一つは，最近，身近かに感じられるごとで石油の問題があるのです。私ども知ら

．ない藺にどんどん石油がたぐさん買い込まれて，味の素盛、あでやかな着物，衣類，そう

いうものが石油からつくられる6それもだいぶ認識しております。

　　ところが，一度こ飢が値上げだ，さあはるかなる原独供給薗が値上げをして’くれとい

　うことになりますと㌧二斉に富士のず老野の末広がりで，石湘に関連のある諸物価の値

』上がりにつながるのではないふ。・もしあの値上げを日本がいやだと・，こういつたらば，

　じゃ石油を売りませんというごどになつ把ならば，ま丸たいへんだ・。よけいな心配を一

般の者はしているわけなのです。石油は，残念ながら日本にはほとんどないような状態，

お砂糖もそれに近いことなの』です。原子力の開発が，7これから日本列島の各所にどんど

んふえていくでしょ・うし，1またそ：のエネルギーが貸本の発展のためには，どうしても必

要なのかもしれません。それは了解’でぎるとしても，燃料がいま主と「してアメリカだけ

のように聞いております。

　こiれ蒼碁聖あっπ場合にストップされる，あるいは国と国の利害関係からもつれてし

まってストップされる，あるいは供給が打ち切られる，ある．いは・再処理の問題などにつ

い七も，まだ日本ではそれができない。そういう石油資源と原子力の資源と同じように

考えていいかどうか，それはわかり・ませんけれ芝も，しかし身近なことで考え合わせて

みるとそのような場合になって困るのでして，いまから非常に不安を感じます。それは

日本とアメリカの閥に・，今後何かあるかも「しれないという，そんないやなことを予測す

るのでは、ございません。

　ところで，私どもの願いとしては1，一戸本の開発だけでなくて。人類の住む世界の国

々がものすごいエネルギーを必要とし，さらに進歩，発展するというごとに要するエネ

ルギー，必要上，避けることのゼきない原子力エネルギーというならば，いままでのよ

うな石心であり，あるいはガスであり，あ・るいは電気である，』あるいは水力電気である

という企i業の収支が相成り立つかどうかどいうことでなくて，世界の国々の共同管理と
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でもいいまし・うか・技御ら誘るき’瞭全騨・・．麟物の云々漣域環境註購

の罷鐘9すく㍉てを出姶って共同で管理し洪同でくふうし・知らせ合う・

ま焔二藍㍗し按全対策その髄発財るかも知れない・核殿か岬か知

らんが，中国は7つもった、アメリカでは1，000もったということにならないように，

どうぞひとっこ纏醗三三仕立てる働には・噸酬国ρ勤も当然で鯛れど・

こいねがわくは人願共布の巨大エネルギー，資準がどこに片寄っている．gそれをわが国

のみのものであるようなことにしないで，、全：人類的立場に立つ1（、あくまでも最後の最

後まで原子カエネルギ見いうも⑳・女神の開を匙までも果たしていく・そうい

うことに世界各国のすぐ三三，．これからちっと発展していくであり．ましょう専門技術，

英知，愛情，そういうも．IDを傾けていっ．ていにだき斥い。そのように願っており、ます。

議長どうもたいへんありがとうござ聴した・鴎協力の懸とし㌻お絢’た．だきまし

　　　てありがとうございました。

　　　　引き続きまして，下邨さんお願いします◎．

下 邨　「原子力発電1さ実用期に入った」ζいわれておρます。商業用の発電所も15基，約

7旬万二二がなされ謹の％．嘩は三三三三麺ます・

　　原子力の利用につきましては，これが実用に供される前から原子力に特有の放射’線障

害を防止することが，原子力利用の前提であるという観点に立ちまして，法制が整備さ

　れ’てまいりましプこ。

　私鯨子施設の三三瞭ついて・これ節編紳し上げ◎と思擁す・

　昭和50年に源刊嘩本法が嘩さ綴・レて・その鉢法榊呼．い搾しまして・

肝三二制法誘るい購錨止塗畔綜、りまして羨蝦騨徳われておりま

’しに・肝醗嚇搬臥よう運転しようという飴には源子鷹回心3礁

に申しますと，長い名前でございますが，核燃料物質及び原子炉の規制に開穿や法律と

いうものがござ曳’まして・そρ法律．によ．りまして・いろいろ姻の規験1行回れてお

　ります。

　原子炉を設置しようとする二合には・まず内閣総理大臣の許可をとら准ければなりま

・遡・綱の輪がござい鮪と・、許可鮮の齢につきまして源子膝蝕の意見

な聞．くこと．に．なっております。
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　原子力委員会の中には，原子炉安全専門審査会というものがございましで詑その原子

炉が＋分安全に設計されているかどうカ・ということが審査されます。この審査会は約50

人の専門家，学識経験者で構成されております。すなわち原子炉工学，あるいは燃料．

材料1プヲソ1g，気象，地震，放射線，そのようないろいろな方面の権威者で構成され

て’iるわけでございます。この専門家によります審査会で，その原子炉の立地環境はど

うか，あるいは安全設計ほどうカ㍉廃棄物の処理設備はどうカ㍉また廃棄物の放出管理

はどのよちになされるかというこどを審査するわけでございます。

　この指針といたしましては，立地審査指針，あるいは設計審査指針というのがござい

ます。また規制法関係の諸法令が一ございます。そういうものと照らし合わせまして，安

全性が審査されるわけでございます。老の際，いろいろな事故を想定してみますQその

対策がどのようになされているかどうかということを検討するわけでございます。その

どれよりも大きいと思われる事故，重大事故というものを仮定いたしまして検討をいた‘

します。

　また，さらに重大事故を越えるような技術的見地からは起こるとは考えられないよう

な事故，尤とえぱ重大事故を想定する際には，作動するということを期待い允しました

安全防護施設のうちでも，幾つか動律しないと仮想して1それに相当する放射性物質の

放散を仮想するわけでございます』それぞれの目安線量というのが，指針の中につくら

れておりまして，それと比較して十分安全であるかどうかということが確認されており

ます。

　たとえば沸騰水型の軽水炉を例にとりますと，重大事故としては原子炉を冷却するた

めの水，冷却材がなくなってしまうという事故，，主蒸気管が破断してしまうという事

故，またガス減衰タシクが破損するという事故，そういうものを重大事故として考えま

す。仮想事故としても，先ほどの冷却材喪失事故と主蒸気管破断事故を考える溺です

が，その場合め安全防護施設の働き方というものについての過程が違ってくるわけでご

ざいます。

　冷却材喪失事故というのは，・原子炉の容器黍ございま．すが，それについている最大口

径の配管，その再循環回路の1本が，瞬間に完全破断する，いわゆるギロチン破断とい

われております。そういうことを仮定いたしまして，そとから冷却材が流れ出すのだと

い・うことにする’わけでございます。その場合に1は，水を補給するため旧いろいろな安全

防護施設ができておりまして，非常用の設備が設けられております。’たとえば炉心スプ
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レ7系が独立して2系統あり．ます6また低圧注：水系というものも独立して・2系統ありま

す6

　しかし，重大事故ではそういう設備の中で炉心スプレー系が1系統しか働かないと考

えます，仮想事故では，これも働かないと・いうことを考えて，放射性物質の放散を考え

ているわけでございます。　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　〆‘．

　このようにいたしまして，敷地の周辺の被曝線量というものを計算するわけでござい

ますが，現在建設中の軽水炉をとってみますと，重大事故を考えた場合の，いわゆる非

居住区域，あるいは仮想事故を考えた場合の低人口地帯，ともに敷地内に十分含まれて

おります。また，平常時につきましても検討されます。気体の排気施設ばどうなってい

るか，どのように測定をして，どのように排出をするのか，また設定される予定の制限

値一ぱいの最悪排出状態が1年間続いて，しかもその敷地境界にr年じφう人がいたと

いう仮定をして，それで被曝線量が許容線量の0．5レム／年というものを，十分下回って

いるかということを確認するわけでございます。

　また液体についても，処理施設が十分あるか，、また処理後の高いレベルのものはどう

するのか，その設備はどうなっているのか，また低いレベルのものはどうするのかとい

うことでございます。ごく低いレベルのものは復水器，冷却水で希釈いたしまして，放

出されるわけですが，どこで測定し，どんな基準で放出をするのか，またその濃度が排

水口の出口において，水の濃度の許容値を十分下回るかということなどが検討されるわ

けでございます。

　固体廃棄物についても，どのようにするのかということが検討されます。これらの被

曝の基準，あるいは濃慶の基準，いずれも先ほど御園生先生からお話がございましたI

CRPの勧告に基づきまして，総理府に設置されております放射線審議会で検討されて

定められたものであります。

　以上のように，事故時についても，平常時についても，十分な検討，審査が行なわれ

まして，安全性が確認されて，初めて許可がなされるわけでありますbその原子炉の周

辺に他の原子力施設があるという場合がございますが，そういう場合は当然それらを含

めて，全：体としてどうなるかということを検討されるわけであります。

　このように厳重に審査が行なわれるわけでございますが，許可さえ受ければ，あとは

自由だというわけではありません。実際の詳細な設計，あるいは工事につきまして，電

気事業法によりまして，通商産業大臣の認可，工事計画の認可を受ける必要：があります。
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　　　さらに，その材粍港接，あるい燃葦鑑勲は最終的雄能についても，同じく通

　　商産業大臣の使用前検査というものを受けて，それに合格しなければ運転することがで

　　きない；わけであります。

　　　さらに，連転に先立ちまして’，1運転に関ナる基本的な事項，・たとえば排気，排水に関

　　すること，あるいは管理区域とか，周辺監視区域というのがございますが．1そういうこ

　　とに関ナること，自主検査，どういうチ1エ‘ジクをしていくかというものに関すること，

　　あるいは環境のキニタゾソグについて：の話，そういう‘ことを定めましに保安規程という

　　ものをづくりま一す。

　　　その保安規程にづきまして，総理大臣の認可を受けなければならないということにな

　　っております◎・　・　　　』「1　㌧’・　　　　　・「　　　　『　　　　　一

　　　また，保安忙関する監督をナるために，国家試験に合格をした原子炉主任技術者とい

　　うものを選任して，・初めて運転を開始するこどになるわけでございますみまた，運転に

　　入りまして，定期的に，あるいば随時田の立ち入り検査が行なわれます。

　　　このように事前に平常運転時，ある七・ほ想定事故時について，両：方の影響をいろいろ

　　な分野の豊門家によって評価され，安全が確認されているというごとゼ「また被曝線蚤や，

’環境基準についても，比較的古⇔・ら溺際的に＋分検討され姻・1ると・㌔・・う・ことが，原

　　子力発電所についての規制の豪富といえると思いま1す。

　　　このようだ函の許可，認再，検査等，厳重な規制比よって象環境の保全k万全を期し

　　ているわけであります。

　　環境問題とし「七，原子力発電所からの放射性廃藁物について，運転認め規制をどのよ

　　うにしているゑということを，もう少し触れてみたいと思います6‘

　　設置め許可の際に，検討；評価されまして，保安規程の段階で定あち航た制限に従つ

　　て管理されているもののみが排出されるということが許され・：て為ります6をの制限値も，

　　できるだけ低ぐということで，定められ七いるものセありますd

　　気体についてみますと，放出率，放出量が規制され七おりまするその制限値で1年間

　運転を続けたとしても，敷地の境界でα5レムになるというわけでありませんで，それ

　　より十分低添値であります6実証の運転はこの制眼値を，また十分下回っておるという

　　ことであり』’ます。

　　液体にづきましでも，排水口におきまして，排水口から外側の希釈とかゴ拡散を湾え

　なくても水の許容濃度，水の環境基準を十分下回’るように，濃度規制値が定められてお
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　り「ます。このよ・1うな規嗣によりまして，，放射性物質によ1る環：境の汚染が防止されると考

　えておりますが，さらに周辺の環境というものに・2・い・て．の放射能レベルを確認する必要

　がございます。

　　そのために重事業者に環：境モニタリングとい．うことを義務づけております。すなわち，

事業者に対しまして，、．周辺の空間線量率，あるいは積琴線：量デまた陸の1ほうの水，海の

、・ ?，土壌，植物とか，海産物，いろいろの放射能について，あるいは連続的に「，あるい

は定期的に測定することを義務づけてお・1り1ます。国といたしましても証定期的にその施

設を検査し，あるいは必要に応じて立ち入り検査を行なうとともに，またモニタリング

の状況や，結果などを調査確認して起りまして，放射能監視に万全を期しております。

　　また，放射能対策の一環として，放射線医学総合研究所や，ある～∫ば都道府県の協力

を得まして，広ぐ環境放躯能水準＝と＝い．うものを，独自に調査いたしまして，環境の安全

確保のために十分な配慮を払っております。

　　さらに，原子力発電所が多、く設置されて諮ります福井県では，県と事業者との聞で，、

専門技術者による会議を．も1ち1まして，託ニタリツブの項目の調整や，まに結果を集めま

　して，検討されてい『ると聞いております。

　また，県知事が会長になりまして，地元の県会や奪市長，市会．町長，町会，そのよ

うな：方々，また，ざらには農協や，漁協，医師会等の代表者，そういう方々から成る原

子力環境安全管理協議会とい・うもの三つくりまして，調査結果を確認し，周知徹底させ

る。それと同時に，原子力知識の向上を．はかっておられます。

　地元の状況に応じて。いろいろな形が考えられるど思いますが，地元において自主的

に環境の安全性を確認されるために，何らかのこのような監視組織というものがもたれ

ることは，地元の人々の不安感の解消に，大いに役立つものと考えております◎われわ

れとしても，これに積極的に協力したいと考えでおります◎

　また，固体廃棄物にっきましては，現在は各サイトの貯蔵施設に保管されておりまし

て，外部に排出することはないわけであります。

　しかし，、年々たまってくるのをどうす・るのかということについては，問題がございま

す。最終的な処理，処分の方法につきましては，地中廃棄か，あるいは海中投棄か，先

ほど宇宙への話もございましたが，そういう方法をとるか，その方法をどうするのかと

いうこと，またその前の段階の処理方法をどうするのかということにつきまして，当庁

・に検討会を設鐙いたしまして毒研究を進めているところでございます。その結果を待ち
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まして，方向づ瞳行ない，さらに研究，開発をすべき点があれば，その推進をを象かり，

実施に移していきたいと考えております。

　先ほどから原子力発電が大規模化してくる，それに伴って，いろいろな問題が提起さ

れましたが，いずれも重要な問題であります◎原子力設備の安全性に関する研究，ある

いは人体に対する放射線障害の研究，特に低いレベルの放射線の影響などにつきまして，

’十分調査，研究を行ない，放射纏による環境汚染に至らないように，’汚染の未然防止に

　　　　　　　　　　　　　　’1二爵・
万全を矯していきたいと考えぞおりますQ以上であります。

議長』ﾇうもたいへんありがとうございました。『だいぶ詳細なご説明がありましたので，通

　　　　産省の武田さん，たいへん恐縮ですけれども，補足する意味で，特におっしゃっていた

　　　　だきたいことを簡潔にやりたいと思いますから，時間がちょっと超遍しましたので。

武 田　実は，いま議長からもお話がございましたが，原子炉規制課長が，函のとっておりま

　す安全確保『，あるいは環境汚染防止に関します諸処置につきまして，非常に概括的に全

　部をカバーして発言してくださいましたので，私のほうは簡単な補足を知2申し上げ

　るだけ詫とどめさせ七いた淀きたいと思います。

　　いまの原子炉規制課長のお話の中で1実際に工事を行なち前1行なみている最中にい

　ろいろな諸検査をやり，さらに運転を開始する前に，実際に國の検査官等が出かけてい

　って，もろもろの検査をして，当初における許可のとき，あるいはそのあとの工事の認

　可のときに，いろいろ確認した安全性，その他について，現場についても確認をしてい

　るということを，ちょっとお話になったわけでございますが，そのうちの1例につきま

　して，少し加えさせていただいて，どれだけの手数と，どれだけの努力を払っているか

　ということをご理解いただきたいというのが第1点でございます。

　　実は，先ほどのお話の中に溶接検査という一言がございました。溶接検査というのは，

　たとえば原一子炉を押えます容器というのは，大きな鉄板をたくさん何十枚，あるいは百

枚をこすかと思いますが，それをお互いにつなぎ合わせまして，大きな容器をつくって

　いるわげでございます。

　　ところ一で，そんなに取りつけます部晶等を勘定い9たしますと，正確に勘定したわけで

はございまぜん弄，」000をこすようないろいちな素材を相互に溶接し合って，つなげ

　て，そうして大きな原子炉を格納する容器をつくっているわけでございます。そういう
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　ときの溶接というのは，これが不完全でございますと，将来危険を及ぼすわけでござい

　ます。

．・・しμ曝し姻としで樋り騨扱っておりまし鱗郷るものとの素

材の材質がどうであるかというチェックを，まずいたします。それから溶接そのものの

キき噂髄髄やり方でや四・るか・塾醜準給って1・るかどうか・こうい

つ叫を・丁々門門髄たもの礎まし囎の㍗ルム塗とって回

り・あるいは瀦波ρ綿をしてみたll整擁するとさ醐なき環轍

つけ噛きまして泌とで・漉下落と莇けでございますが・そうい外の三二

片に叫ま覧㍉かろ醗三二てみる．そ桝とをいたしまして・まさにだ

嚇うぶ灘晒る曝実吻’マ碑作業晦われ剛うか・こう
いう灘をす麹けでござ下す・

さ瞥『鞠・パイプな処賜王遡菊欝聯湿生よ
・う

y力潮禦醐でζ鱒言㌣ういつ即舛＋三二ξうかとい
うこと旙べます働に・7・とえば水回かけπり．・．あるいは気圧⑳瞳りいたしま

し俳論汐田接している融あるいは轡と騨結果ではよ縦けれ
ども・ qう晒てもだいじょ与ぶだζ～’うことを騨う・．こ噸輯るわ

けでございます◎’

「幽噛画．それに三四㌣零すもうもうの囎なりをつく燗ます工

場瞭著H’酋孕こで吟ろ調べるキいうこともこ回すし・ある㌔’鵬

襯み立て晒す三三ま・現撒出かけて行継して・そうい彌㌣する・こん

1回目旗や行疑れている溺でござ嚇す・．「

零だいま下弓のこ・だ脚・乱し湿れξも源子炉・あるい三子力二三を・

鶏鞭即る前に臨門門町回をしゃり．聲榊で・いろいろな段降区切

り就て，その麟盛縁で嘩騨安慰でき上がっているかどうか斥ういう確

認をいたしますみ

　さらに燃料膿入いたします前には，．その前の段階で，これからあと燃料膿回し

1て・・い煙弧そ纏ちゃんと性能醗揮し，＋舷全なよう畔備ができているか

どうかということで，もろもろの機器の動作も含めまして，いろいろなテストをいたし

ます。

罵きち旋；1撫料を装入し，臨界に達し，実際にこれから運転に入ろうという前には，制
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御系統，その他も含めまして，十分な検査をいたしまして，先ほどたまたま重大事故と

か・いろいろな編がございまし擦れども・いろ堕な想定するよう燗題カミ起こっ

たと仮定しましたときに訪やんとそ破全に動作して侮る酵うか・さら咋源子

炉自身がいろいろ ш冾ﾌ性鞭もって㌔’るかギラかζいうこ峰飾まして澱終的

なテストで確認をし，その上でこれなら運転をしてもいいという結論を下すわけでござ

います。

　実は，一つのサイトセ発電所の大きさなり，またはその形式なりで，ケース。・ミイ。

ケースいろいろ違いまずけれども，一つのサイトで建設工事をやっております5年，4

年∴5年の間に数十回の藩学ックポイントをもっておりまして，そのチェックポイント

ごとに，実際の現物について，さらにデータについてチェックをいたしまして，先ほど

尉炉規制課長か w編になったよう嫉全細心とする環境問題へr騨いうこと

を，率の面でも裏づけ1をしているというのが現状でございます。

それで・い1 ﾜの蔚欄制課長の編列する欄凱・塾で終わらせて耽だきま

鱒階画鱒ど手と瞬獺題，・思立郷礎まセていういろご意
見が出ていて，まととにごもっともなことでございまずけれども，将来の日本のエネル

ギー供織から禰すと・難ど醐姓からおっしゃいまし継．鵬戸油鮒に

継るというの脆騨ある・かなりエネル熱略榔というのを鞭つズ㌔’くかと

いう必要があろうかと思います。

　そういった観点から電気の供給につきましても，原子力というウェートを，これから

どんどんふやして、・かなければいけない。これから15年後ぐらいには，電力の供給，

設備の大体レ乞近くを原子力発電でまかなっていくような体制が今後必要であろうかと

思うわけセございます。そういうっ点につきましては，実は私ども嫡，まず環境問題を

劃して・その難し蝋型悪い影鞭及ぼさない・・う・・う前選打随てまして・

そ吐で尉加醗雛毒していく・のいっ鰭筋で・轍の原勅細り醗
を進めていきたいというのが私どもの従来からの考え方であり，今後の考え方でもある

わけであり寮す。

議

鎗
覗

嘗「

資]

ﾎ

長　どうもありがとうございました。時間が少し過ぎましたが，ここで5分ほど休憩をし

　たいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　（暫　時　休　憩）

喪　二一き’続きましてこれから会議を開きます。だいぶ時間が経過しましたので，恐縮です
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が，森さんと左合さん，お二方の発表，できます限り簡潔たお願駆しましで，あと皆さん

一緒たなってお話しする機会をづくりたいと思いますので，．よ「うしぐ澄願いしたいと思

いまず。』　‘　　　一「　　　　　　、、　、』　ゴ

森 　私，議長が最初にごあいさ6のときお話がございましたヅ原子力産業会議で原子力発

電と地域社会の問題について2回ほど調査，報告をやっておりますときに，委員の一人

どして参画したわけでございます。そういう点からみまして，原子力発電と地域社会の

間額を今後どうしていったらいいだろうどいうことを常々考えておるわげなのですが，

そういう角度から簡単に私の考え方を申し上げたいと思います。

　実は源子力発電の，’安全性は先ほど以来いろいろお話がございまして，・将来について

も安全確保についてはまず信用をいたす亮いたしましても・，なかなか地域にそれをのみ

込んでもらうことはむずかしい問塞がございます。1こ口にその原子力反討ということを

あおることは非常に九やすいわけです。ごゑ知のように非常に不幸な経験を日本人はも

‘っておりますから，こんな簡単なことはないのです。ですから，いかに科学的な説明を

噛しましても，これば』 搴?を越えた商題になってまいります。

　そこで，私がこれをどう，反対を押えるという問題より，むしろ積極的に，前向きに

原子力発電が設置きれたならば，それによってその地域の開発が非常に進められ，自分

たちの生活が豊かになっていく，いわφる共存共栄と先ほどもおことばが出たようでご

ざいましたけれども，それをもう一つ積極的に，ただ原子力発電がきても安全なのだ。

自分たちの生活には何ら支障はないのだという程度の共存共栄でなく，もっと前向きに

この発電所がくることによってその地域が開発きれる，こういう状況をつくっていかな

ければならないのではなかろうかという受が私はしております。

　現実に原子力発電所のできておる地帯を訪問してみますと，だんだんと，くる前より

も，何年かたっていよいよ原子力発電所が操業し出すころになりますと．；．地域の住民の

人泥ちの考え方も変わ1っているヒとは事実であります。原子力に対する不安は少なくな

ってきておる。あるいは道路ができたということ，あるいはそこで働き口．がみつかった

という1＝とセ地域と）感情がずいぶん違ってきておることは事実でござい‘ます。

　しかしながらiもう一つの問題はゼ．建設が進行中は地域にも仕事がある。しかしなが

ら建設が終わっ’ ｽ’ ?乏匠な「 閧ﾜすとそれ以上に地域に仕事が落ちるかどうかという問題

がございます。そう這うネ安をまた地域の住民がもっていることも事実でございます。
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　も・鮎づ，今日の場合は非常にへ幽k蝋され費ります駄ども∵舟力多縄所が

くるごとによっ｝と生活の水準カミまる’セ達ろてきておりまナ』ある意味に刷いて；いいこ

とですが，そこにまた少し無理も生じている場合が非常にございます。一度広がりまし

た生活はなかなか詰められないという問題がございます。考えてみますと，そのまま原

・子力発電所がゼぎて，道路がぞきて幾ぢ添便利にもなり，産業も幾らか開発はされた。

し瓦恋がらそれ翻ら静的麟蔓ト轡勧と励轟回りま・す・と淘軸先蹴

「老の瑠域は」体どちなるのだうずゼ㌔＼・創傷が私たちも持するわけでござ示面す。・

　そ寵は今日’べき地（δ場合そケ温う霧雲がございますし1さらにふえてまい』りますと，も

っと人ロの多い地域などにもどう｛こじて庵でぎるようなごとになろうと思います。そうな

：づ’ますと，先ほどの放射諒の障雲どびう問題はまずないと考えまぴ（も，．自然の破壊と

ま’では申せなくても』自然環境の変化がどうしこ（もとざいます。』をれから社会環境の変

化、この2つにどう対処していくかということがやはり必i要ではないか。

　その九あk，これから原子力発電所・を莚設ナるならばiその地域の地域づくりと申し

ますみ㍉・私たちほ古くかち村づくり乏いケヒとばを使らておるので渉けれども，今日で

も私，村づくりというととばでいいと『患うゐでずカ㍉その穿つく∬りとい．う「ことを，まず発

電所を詮蹴る前に考え1・奢森泉の今野き1んみお話でし1たか，設置するなら10年ぐら

い前がら調査をされてどい’う歯話が’ありましたが，私もこれは大賛成セとざいます。あ

ちかじめその地域の計面を立ぞ，村づ’ｭりみ設計をし九上で原子力発電所を建設してい

‘く．

Cこのようにあb冗も』 轤｢プこい，‘ ｱあように私ほ考えております。

議　　長　どうもたいへ’んありがとうございました5』∴

　　　　　続きまして左合先生お願いしたいと思います。

左 合私に与えられたお話は，原子力発電所から出てまいります固体廃棄物の問題について

　ということでございます。時間もあまりございませんので，簡単に卒直に私の意見を申

　し上げさせてい九だ’きます。

　　わが函たお妻ましてエネルギー需要の蘭係から原子力発電をどうしても進あていかな

　きやなちないという事実があるあけです。そうだとすれば，安全に進めていきますため

には，この発電所から出てまいります廃棄物，特に固体廃棄物をどうするかという国の

　方針が現在まだきまっておりません5です湊ら，とれを一日も早ぐ圏の問題として取り
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上げ㌻その方針をきめていた鱒妙と㍉’鰭ζでございます？、、

いうまでもないこ顔ござい離州・原子燐諦を運転す桝鮒醐勲創・だ

気体・灘及び離の麟伽拙祝いPます夢締の廃幸物処分に伴う雄性物

質の環境への灘はできるだ脚解｝’ρ・⑳れ醜らないわけで靭ます9したがい

まして・気体及び液体の野物ρ断礎脚まして・その放射性獺の放散鱒制しよ

うとするならばそれに伴いまして，放射性の固体廃棄物の量は増加してまいります。そ

の量炉少ない間はこれを貯蔵pてわくこともできる津）けでありますヵ㍉塗の貴が多くな

ってくればいつまでもこれを貯蔵しておく『とはできなタなってまいります◎

珊ゆ灘齢融しては・わが国におきましては澗体麟物の処分は保管廃棄と

それからやむを得ない場含に限って海洋投棄をすることが許されておるわけであります。

この線に沿いまして放躬性同位元素『）利用から生じてま恥pます固体廃棄物はこの方法

によって現在処分されておるわけでありますが，この原子力発電所からの固体廃棄物は

将来多くの発電所が建設されてまいりますと，その量は次第にふえてまいりますので，

それはいずれ方針をきめる。それまではできるだけこの敷地の中に貯蔵しておこうとい

うのが墨在の段階でございます。

　しかしながらr先ほどからわ話炉ございましたように3現在すでに建設されておりま

す発噺もございますし・さらに将来建設されようとして・濁発電所もあ砂けです・

そういった発電所が稼働するようになれば，大量に固体廃棄物が出てまいります。これ

をい？までも貯蔵しておくことにできなくなる。したがいまして，いまからこの固体廃

棄物の安全な処分方法を決定することを急がなければならないわけでございます◎

　諸外國におきましてはすでにこの固体廃棄物の処分が，陸上処分，，南やいは癖洋投棄

という形で行なわれて納ました・わが国臨きましてもこ隷関鍋縫溺究1羅

められて納まずけれども・先ほど馴しま碗ように・国の方針哩韓鍵まって

いないわけであります。

　この国の方針を決定恥たしますためには，まず陸上処分の場合ならば処分地，海洋投

廃を考えるならばこの投棄海域の候補地につきましてあらかじめ十分調査を行なって，

その資料鷹磐まして処分した後の難性を評価しておくことが躍でご細好。

その評価の結果，、ここならばだいじょうぶだということになったときにこの処分地並び

に投棄海域が決定できるわけでございます。

　その処分地並びに投棄海域がきまってこそそこへ処分するに適した廃棄物の処理方法，
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あるいはその処分地レある七・は投棄海域にどうやって運搬していくカ㍉そこへどうやっ

て麺分をするか，1埋没するガ㍉あるいは海洋ぺ投棄するカ㍉その処分方法についてもあ

らかじめ十分検討してお’く必要があるわけです。これは外国の例を参考にいたしまして，

現在調査，’ ､究は進んでおりますカ㍉具体的にその場所がきまらなければ，それに適し

た処理の方法，’ ?るいは処分の方法，輸送ゐ方法は’きめられないわけセございます。こ

れが必要なわ分です。

　そのためには固体廃棄物め処分方法の決定を，最初に申しまし允ように，國のプPジ

ェクトとしてこれを取り上げまして，ヒれに関係のある官民の協力体制を毒ずっくる必

要がござ㌔・ます6そして調査研究のマスタープランを作成し，これに必要な経費を確

保いたしまし鵡その強力な推進を1まからなければなら・ないと考えております。

　簡単・そこ猷・ますが，私の意見を終わらせていただき把’い。

議1 長　どうもたい入んありがとうございました。

　　以上で＝烏鳶きんからご見解の発表を・それぞれいただいたわけでございますが，時悶

　がちょっと超過いたしましたので，あと約50分ほどのうち討議はできれば24，5分

　にしてもら広まして，あと議長が少し取りまとめをいたしたいと思います。

　　それではとれから討論に入りたいと思います◎

　　まず問題が幾つがあろうかと思いますけれども，直接の安全と申しますかヨ安全装置

　とか安全基準とかいった問題に関連しま』して，先に少し話しまして，なおその他各委員

　の方からいろいろ積極的なご提案がありましたので，それのおもな点を拾いあげまして，

　話を進めてみたいと思います◎

　　そこで，実は皆さんのほうから2つのこ質問が出ており「ますQ1つは，これはちょっ

　と一般的な問題になりますので私，読みあげてみ蜜す。「原子力に伴う放射能公害は，従来

　の公害と同次元に扱い得ない大闇題であると思います。

　　ところで廃棄物の海洋投棄は生物濃縮を考えるならば非常に危険であると思います。

　水中濃度の数万倍になるといわれてお1ります。日本近海は単に軍用の』特に潜水艦の冷

却水放出，イオン交換樹脂投棄が行なわれているとのと．とですが，世界じφうでも最：大

規模の海溝群は諸国が昔から目をつけております。他國のエゴイズムの犠牲とならない

　とは断定できないと思います。投棄用容器規格等・の困際規格について，日本こそイニシ

ブヂプをとる必要があると感じます。月への移送の「可能性ばあるでしょうか」これは固
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体廃棄物に関する喉つの質問です。

　いま先生方から話しま』したように，目下研’究中といつごとでございますが，一つの重

要なご質問であると思います。

　もう・「人の方から質閥がありま需「放躬線防護のための廃棄物排出基準は・，濃度規制

ではいけない，総量規制をしなければだめだという意見がある6このような意見を前提

として次のことをご教示願いたい。　　　　－「　　　　．　　　　．・1、

　1つ法律的には濃度規制ヵ㍉行政的には被曝規制とのことであるが；行政的には具体

的にどのような規制がされているのカ㍉被曝規制といえる理由は何かσ第2番目は，わ

が国の規制が濃度規制としている理由は何か◎被曝規制にしない理由はど．こにあるのか」

この2つの質問が出ております。

　この固体廃棄物に関する問題は，一般的なしかも将来の問題になりますので，これは

ちょっとあと回しにしておきまして，まず最初にやはりこの安全基準，・なるべく現行に

即しました安全基準の問題g1御園生先生が最初にいろいろご指摘になった問題にも関連

しますのでヨ質問者の方も，御園生先生に対する固体廃棄物ではなくて1あとで読み上

げπ問題でありますので，先にちょっと簡単に見解を述べてもらいまして，さらにこれ

はできますれば原子力局あたりからもちょつどご説明願いたいと思います。

御園生　法律：的には，先ほど私，器話しましたように，確かに日本の一応表面た出ております

　　　のは，空気中の線量に対しては年間線量率で規制されており，廃棄物につきましては液

　　　体の飲料水濃匿というので規制されていますのは事実でございます。したが6てその点

　　　につきましては一昨年放射線審議会が答申で出しましたように，人に対する被曝で規制

　　　をしていくべきであるというごとを提案したわけでございます。

　　　　現実の二二といたしましては，濃慶規制にされておりまずけれども，実際では行政的

　　　な指導の立場で原子力局のほうでは人の被曝が安全であるような量「しか出さないように

　　　規制をしているのが現状でございます。

　　　　後の点につきましては，下邨課長のほうからもう少し詳しくお話ししていただけると

　　　思います。

議　長　先ほど御園生先生のお話の中に，55年の告示どいうお話がございましたカ㍉その告

　　　示の中には，一般の基準といたしまして雲周辺監視区域外の許容被曝線蚤が出ておりま
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す。これは1年間にα5レムということでございます。そのぼがに空気中め濃渡，ある

・いは水中め濃度が規制1ざれております◎先ぼ：ど私の話をしましたところにも入っておっ

たわけでございますが，そのα5レムをどのようにして確保するかと弱うこと’み問題に

なるわけでございますが，空気中に排出する『1も4）について考えます1と，最初にどれぐら

～・出す・のか’，．どういう放出率で出すめカ㍉どれぐらいの量を出すのかというご乏を安全

審査の段階で評価，検討するわけでございます6

　その量で出・し丸限りではG．5「シ怯を㌣分肇薗みことが確認されて，放出の規制として

は，その確認された制限量で制限値とするということになるわけでず◎実際にはこれを

十分下回る放出に現在はなつ・でおります。それを十分監視していぐというごとでござい

ます◎

　水につきましては濃度の規制が行なわれておりまして；’先ぬども申し主げましたよう

に，排水口の出口でそのあとの希釈拡散を考えなくても環境基準にあてはまるようにと

いうことで制限値をづけております6実際磁ほヒめ保安規程をつぐらぜますが，その保

安規程の中にそういう制限値を書かせておりまじ七パそれを認苛じで鷺るおけでござい

ます◎．

　水の基準についてもゴ告示の中に表が出ておるわけでございますカ㍉層その表を十分下

回るような濃度で出す◎できるだけ低くするということで，基準を低くきめることを実

際上保安規程で行なって’おるということでございます◎・

議　　長　委員の方自由にひ．とつ関連したことをご発言願い九小と思います。

御園生空気中線量の場合はそのま’．まの線量であてはまるということはよくおわかりになると

　　　　思うのですが，水の場合に問題にな：りますのは，第をの質聞のほうにもありましたよう

　　　　に，水の中に放射性の物質が出ますとザそれが生物に取り込まれる。生物に取り込まれ

　　　　た場合には．，水の中の濃慶よりも濃くなるものもありますしジ薄くなるものもございま

　　　　す。どの程度に，いわゆる濃縮されるかということ巌を使いまずけれども，濃縮される

　　　　かということはうちの研究所のi茨：城県に臨海実験場がござい一まして，そこでい’ろいろ実

　　　　際に実験をしております。

　　　　　先ほどの第2の質問のほうに何万倍ということばが使ってございまし尤が，実際には

　　　　何万倍というようなのはまだございません6そんなすごいオ』ダーのものはないわけで
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す。

実記題とし．て細収そう～1微雛の暫質醐朗と・．それ備勲入ったり・

あるい賄に入つ醐叫ます晒塾を燗が飾こ遡りま窒と・燗まその

魚のも？てい磁射性の物恥から⑳中に馳薙威すから・いわゆる内部被曝を受

けることになるわけですgこれが水の中へ出た場合に問題になり，池尻先生もいろいろ

のこと軸ρ・しゃついました・．漁業媚脚閂題繊殖すρ！む『ういう脚生物か

．鮎閥ρほうへ返ってくるものが広益嫡沸です・

そうゆ点からいいますと．濃卿’う岬ま錐の放雌欄騨嫡こと瞭実

でございます。したがって，そういう点を放射線審議会のほうは重視しましたので撃海

ゆういうなものを出甥合に三部被曝と騨螺と醐を教て・それで人の被曝

墨がICPRのきめて～’る量をこえな・’よ卑ζいうζ醜答申に出していると”うこと

でございます。したがって，内部被曝も外部被曝も含めたもので考えるのがこれからは

面当な方法であろ穿とご理解願えればよろしいかと思います。

議長．靭がとう．ござ・回しπr．・こまの関連しま．してど麟かご意見ござ・’ませんでし・う

　　　　か。

　　　　　これ離⑲からの晦で鯛騨も・．日遡安全難は矧能が漏独いよう諭

　　　七二二ついμ燭潤馳にも非獣きびし峰徽なってできているの．ではないか

　　　　と思うのです・ただ畿ら拙していいかという拶咄二二勧ますと・木三際基準

　　　　に準拠して，できるだけそれ以下になるようにということでやっておられるわけです。

　　　　そこの点ちょっと私これをもう一ぺ〃詰めておきたい。

下郁惣ど幽し上げましたように・・閃レム・か訟訴醐徳ります灘・姻納に

　　　　きめら典た黎字でやつでおるや璽でζざいます。実際放出率をきめる場合には，できる

　　　“1鮒低くと～’う教輝とりまして・保血脈そ輪転の制囎点けるわけでござ

　　　．いますカ㍉その際に放出率ζ塑量g濃度を押え為わけですが，その数字はいまの告示の

　　　・そのままでござ＼・逸せんで，も？ときびしい数字で押えておくということでございます。

議・長．ち・っ濡話もないので簡戦しますけれども，やは瞳溺瞠に多くなる。それか

　　　　ら累積する，堆積する，集積する，時間的にたまっていくというこの2つの点を考えま
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すと，排出基準等につきまして，今直ぐではな：くても，長期的に考えますとこれはよほ

どしょっちゅう点検して，三徳的な進歩を遂げると同時に，どのようにやっていくカ㍉

前向きでこの問題を，長い目ではさらに研究してもらう必要があるような感じがいたし

ますが，電力会社さんどうですカ㍉いますぐにどうというのではなくて。

　いずれにしましても，排出の問題についてはますます技術的に研究されまして，いい

方向にいきますようにというのが，青森県とか全漁連あたりから，あるいは春野さんあ

たりのご意見ではないかという感じがしますので，そういう方向にぜひいってもらいた

いという感じがいπします。

　時間がないので少し議事整理を，かってにやって恐縮でござい嘉すけれども，進めさ

せてもらい諄いと思います◎温排水の問題につきましては，，先ほどからだいぶ池尻さん

と今野さんからたいへん積極的なζ意見があったようですが，最：近はこういう点につい

てだいぶん心夫が行なわれているようで，私ちょっと個人的に知っているζとですけれ

どもg前の報告の一つの実験としましてgおそらく東：海村になるのではないかと思いま

すカ㍉漁業サイドの方が中心になってζり温排水を利用して・魚を積極的に養殖←よう

ということがたしか本年匿から実験的に5年計画ぐらいで始められようとしている計画

があるのですが，ζれはでさましたら普通の発電所の場合でも同様ですけれども，発電

会社のほうにおきましてもこういう場合には比較的ご協力願？ていい方向にい？てもら

いたいと思うのですが，その点につきまして嫁何かご意見ζざいましょうか。

吉 田　これは意見というほどではございませんけれども，電力会社の中ではいろいろ漁業の

　養殖の実験をすでにおやりになっておる会社がたくさをございます。私」九州電力でご

　ざいまずけれども，私のほうもおくればせながち普通の火力発電所で研究をやり苓いと

　いうことで撃今年から実施をいたしますδ対集は墨ビとアユの稚魚が，われわれ水力発

　電所をもっておりますといろいろ水を使わ彗てちらうことの条件としてアユの黎流を義

務づけられておるわけですが，稚魚が非常に手に入り¢くくなりまして，稚魚の養殖を

．やる。一部県の試験場で覆九州ではございま輩んけれども・成功⑱例がございますので・

　そういうところの先生方にお願いして，エビとアユの放流用の稚魚を養殖したいといつ

　ており、ます。・ほかの会社でも四国電力さ窮ある悟は中部電力さん，昂る、・は関西電力さん
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　　　　でも三脚ておる詠う鯛卿ξち・そういうことは何しろ生きものでござ

　　　∵す嚇騨三三意嚇で‘姻’ま脚で”∵

議　・長’こφ点にづきまし・私もこの蔚の経験からして・特にこの漁業者のサイドが・ただ積

　　　極的にこういう問題に対処していπだくことは二二に大事だ。

　　　　惣どこ細物たようで外イ糊で無業のサイドの・’総省に研究所が

　　　　あるというお話ですね。特にそういう態度での温排水の処理とか，漁業と繊関係という

　　　‘こと瞳記する腰が勘騨1・か・思うので・その点は・知ど池尻さんはまさ

　　　’に’その点をご指摘たなったわけでしょうね。

油　　尻　まあ，｝ういうことだと思います。ただ，いま議長から温排水め簡題が出てまいりま

　　　　し爾れども・こ内記ら棟剛曙子力点の温水を糊して：論題だと思㍉’

　　　　ますがにれ醜轍衛あ酌でも・予算的に…クをしまして・初よう碑って

　　　おる励です己　　●’

　　　　イギリスでもヒラメの騨し外凝る搬水力蒲がやって山けですね・

　　　東海村の場合はすでに歴史渉ございますし，それからあそこの海域をどのようにプラス

　　　、に利用するかという方法が，いま出ておりますから，そういうアブ．ローチになっている

　　　　と思いますけれども，まだまだ轡排牢で朱う資源量に比べますと，温排水利用で新しい

　　　・資源を開発するというところほ，さらに研究も進めなければなりませんし，ということ

　　　で，その方向を是認しながらも，さらに努力がいるのではないか。・かように考えており

　　　ます。’

曜　’

議　　長　これは1，1ぎょうぽ留処的屍意見が出監せんでしたけれども，たとえば熱源と七てその地

　　　域に対するいろいろな利用のしかたカ㍉今後開けてくるという考え方がある調うでして，

　　　　そういう上記も含めまして，どなたかご意見があったように，これは積極的にむしろプ

　　　層ラ鰯るとい『方向細々騨滲ということ醐とボたいへんい㌔’結果を来

　　　・たすの：ではないかと惑ずるおけでございますρそ⑱意味で，特にいま委員の方ふら発言

　　　になつ臆緋常瞳視して蘇・糟．三三勉ρ・・γシ・ンさせてい波・・た

　　　わけでございます6　　’　　　　　　　．、、　　・で：・

　　　　固体麟撚つぎまし℃は・これ即ろ・・舜回忌りまし飢もう渡寵つ二
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左

ほどの意見を含めま’しで，㌃左合さんからちょっと伺ったほうがいいのではないかと思い

ますαこれ楓なかなか困難な問題1でレしかも長期的課題’ですから・なお、・ろいうな角度

から検討を要する問題かと感じますカ㍉もう一度簡単にお願いしたいと思いますが…”b

合　先ほどのご質問にござい、まし允ように，日本が固体魔棄物を海へ捨てたら・どうか。そ

れには．いまから十分投棄の．容器などを考えておかないといけないだろうし，たとえば日

　：本海溝というところがあ．るから．．，もしそういヒ）た．ようなところへ1日本が捨てるとすれば，

　ほか・の国からも目をつけて捨て場になるのではないかといったようなご趣旨のご質問が

　あったと思いますが，私卒直に申しますと，・放射性の廃棄物に眼りませず，いわゆる廃

　棄物といったようなものは自分が出し把ら，自分のところで始末をするというのが，こ

　れは原則だと思うわけです。

　　先捻ど月へ送れないか，あるいは宇宙へ放り出したらどうかというご意見もございま

　したけども，そういったよう、な観点からみますと，地球上で発生し’たものは地球上で始

　末するというのが、これは原則だと思う。もちろんそれがどうにもならなくて，しかも

　他の天体へ送り込むことによって，麹の天体に迷惑をかけないということであれば，こ

　れは許されるかも知れませんが，現在まだそこまで切迫レζいないと，私は判断いたし

　ております。

　　七把が凝まして，わが国に発生する固体廃栞物というものは，できれば国土内で処分

　をしたいわけです。

　　ところが験アメリカと「かソ連とかいう大国は・別といたし’まして，．日本のよ・うな国は狭

　いので，それでいろいろ事情もございまして，将来たくさんのものが出てきた場合には，

　これはおそらく陸上では処分できなくなるであろう。その場合には太平洋といったよう

　な大きな海を控えておりますので，そこへ捨てるということも考えていかなければなら

　ないであろう。

　　しかしながら，海へ捨てるということになり・ますと，これは捨七たものがとわれない

　ように，またちゃんと沈むようにというごとを考えなければならないわけです。そうし

　ますと，固体廃棄物の中には軽いものもあるわけで，そういうものを固めて海へ沈むよ

　ゆにするたあには相当重いものでもって置めなければならない。これはかなり量もふえ

　ることになりましょう。お金もかかることになります。ですから，’そういう軽いもので

海へ捨てるに適しないもの，しか’も放躬能の弱いも1のはgこれは国土は狭いといいなが
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　ら，国土内で考えていぐ．ぐくき聞題だζジ私壱ま考えており’ます。

．．
撃ｩしながらしわが国の事情から伸しまして，全部が全部それで解決するわけに1は玄い

　gませんので，海へ捨てるというこども前・向きに考えていかなければならないだろう。

　その場合，いま申しましたように，それじゃどういうところが適地になるかと申しま

・．すと、，ll．ζれは私の専門ではございませんが，専門家のご意見などを伺いますと，日本海

し溝と韻うと．ころは，必ずしも投棄を磁・え丸場合の適地でばございません。

　なぜならば，非常に深い。ですからかそういう深いところへ沈めて，こわれないよう

な容器をつくるということは，現在不可能であ．ります。つくってつくれないことはない

わけですけど，そんなつくり方をすると．，1ぞ．の中へ幾らも捨てようとするものが入らな

いわけです。ですから，できるだけそういうところは避ける。

　1それで，しかも海溝のようなどころは，陸上でいえば点出のようなところですかち3

地形も複雑なわけです。そん、なところよりは，むしろ平らな海底のところがよ’ろ』．しい。

あまり浅いところは，もし．，それが・ζわれgそれが溶けて漏れて出てぎてまいりました

と．きに『』隠すぐ海面にその影響が出てまいりますので，できるだけ深いところがよい。

　そ．うす1る窒、・．そのような考え方を’いた・しますと，どうしても深ざからいえば，2，000

彿以上と現在の法規ではなっておりますカ㍉2，000篇～5，000解。できれば4，000窺ぐ

らいが適地ということになると思う1わけ．です。

　そういうところへ捨てるには，どうしたらいいかとい’うことでございますが，いま申

しましたように，なるだけこ；｝つれないようにする。しかしながら，万一一こわれても，そ

れからそう出てこないように，浸出してこないように、と申しましてもg絶対というこ

とばは使えないわけでありますが，なるだけその浸出を押えるような方法，そういう方

法で捨てれば安全だ。こういう考え方で，もちろλ．ヨ幣ウッパにおきましても，大西洋

に試験投棄が行なわれておるわけであります。，

　もちろん，そういうことを考えます場合には，先ほども申しましたように，一応候補

地をきめないと，どのくらいの深さなのか，海底はどういう事情になっているのか，も

しそこでもρてこわれて，わずかのものであっても出てくるとすれば，その影響がどの

ように及ぶのかということを考えてみる必要がある。

　それには，一応いままでのいろいろな，われわれのもっております資料から計算もで

きますし、また事実やった例もございます。それでも安全だという，一応結論は出るわ

けでございますが，しかし実際に捨てるというζ・とになりますとgその場所についての
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調査に基づいて，たとえぽ先：庶どの濃縮係数というお話泰出まじたが，をういう捨てる

場所での濃縮係数はどのくら㌔ぐ考えればいいのかといったような，それから．また水深が

謙れば，たとえば4，。。σ♂δ熊・ろべ捨てるどい舜とに廊ぼ∴1τ醗当灼4。0

キ。の．?圧に蔽る額誌壌：爾・れ庶らな、あけです。　　　菰

　そういうことを詰めていく必要がありますめでかまずその場所は適地を探し1，その適

地を探す場合の条件は‘，何かといらたよう．な条件を十分検討いπしまして，ぞ：b条件に

合うととろを候補地として定め，その候補地についていろいろ調査をしたデータに基づ

い．ﾄもし捨てたらばどうなるかということを，十分計算をいたしまして，．安全磋認した

後でなければならない。かように考えておりまナ◎

議長どうもゼたいへんありがと二う1ございました。．とれがら政府も一緒になつこ（，最終的に

　　　　結論出すとどの閥題だろう’ど思いますから，そう・いうととにき・ぜ（いただきたいと思い

　　　　まナ。あと’9いち｛・うな問題に夙・てご意見が出たのでずカ㍉時間もありませんので，

　　　　次のような閥題点だけを，私；指摘しまして，特にほかのど意見あったら承りたいと思

　　　　うのですが一一℃1っは立地に関連しま1し℃土地取醜濾るべく知晒してやる。し

　　　　かもその際にば，政府も責任の一端をになってやるようなことを』，は6きりしてやった

　　　　ほうがいいのではないかという，具体的なご提案もありま「したが’，これにつぎましてい

　　　　かがでしょう。皆さんのご意見，ございませんですか。青森県から『お話になった，その

　　　　とおりでないにしても………o

小 林　先ほど青森県からお話がありました下北の地点は，私，東京電力で’ございますが，私

1どもお願いしてありまして，今野さんからそのようなごとを踏まえて，心ろいうな諸問

　題を提起されたと思いますけれども，青森良でわれあれが考えております地点は，確か

　に10年ぐらいあ．どに開発が予定されておる地点でございまして，そめような意味合い

　から申しますと，青森県でなくても，それぞれの電力会社が開発する，少なくなも原子

　力発電地点というもの比づ㌔「・てば冨もう少し10年とぽいわなくても，もっと前から準

備して電力会社もやるべきだということについては，私どもも大賛成でございます◎

議　　長　きょうばいろいろな意見をいっ乏ください乏いっても，ちょっと紀州が大きいようで

　　　　ずから，しかもこれはいろいろ関係ナると思うので，重要なひとつの提案があったとい
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うことにさせておきたいと思います。

　あと』2．，」．β澗領がありま・して，『困際協．力の問題が出てきましたが，これにつきまして，

特に：ご意見がござ矯ま，し把・ら，ぴξつお・願いしたいと思います。．、

　御園生さん・，廃棄物の問題．に関しても．．だんだん小地域から広地域に，・さらに全地球

的へど，将来展開していくのではないでしょうか。．どうでしょう』。．

御風輩廃棄物・の問題はガ国富機関と’しましては工遼EAないしは国連の中に科学委員会という

　、　のがござい．ま』して5・ぞう・いうところが共通の場で，何らかの形で取り上げて・おります。

　　　　，：国連．の科学委員会．のほうでは，従来フ、オールアウトのこ・≧をおもにやって・おりました

　　　．けれども，アォールァゥトに加わって，．こういう平和利用による廃棄物と、〕うものが測

　　　「定もできるよ：うになつでまいりましたし，．方々でたくさん出だすという．ようなことから，

　　　ある程魔の長期見通しをつくろうと努力心しておるようでございますQ

　　　　それの試算でみますというとゼ紀元2，000年ぐらいのときの量と，，．いうのは，現在フォ

　　　ールアウ、トの量には，、まだ及ばない・という，ぐらいのところが考えられているようでござ

　　　います。その辺ならば，いまのところそ．う心配しなくてもいいだろう．という：こ．とではな

　　　いかと思いますカ㍉’IAEAのほう億gこれは海中に投棄を，するという：こ・とになりますと，

　　　洛困の間「で何らかの約束を守ってやってもらわない．ことには困ると，いう・こ．とで，いろい

　　　・ろのパネルを欄いたり，何かそ．のような国際的な取りまとめができないか・という努力を

　　　しているというのが現状ではないかど思って．おります。

議 長　いずれにしろ3』』何かしら私個人的には，おんだん量が大き．くなることによって，問題

　はだんだん国際的になってい．くのではないかという感じがするのですけれ、ども，十分時

1間がありまぜんので，』その程度にしておぎますが，あ・とPRのやり方につきまして，皆

　さんから非常に貴重な意見の闇陳があったので，春野さんから「もρと大衆に飛び込醐

9どいう話とかです’ね・，特に’ら私、この点電力会社のトップの方が先頭に立ってや．られるの

が，一番有効ではないかという，ことを，．私感じておりますので，特に地域社会の中に入

　り込んで，少レ事前にやってい．くといったようなことでございますね，係まかせではな

’か．なか簡単にいかんという感じがいたしております。森さんからもダそれからどうして

　プラスにするかという計画をつくると同時に，、それを充分説得力のある説明をするとい

　つたようなことが大事だと思います。これは，おそらく皆さんご異存のないところでは
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ないかと思います。

　1次にキニタリシグに関しまご二（，廉子力から，福井県の例をご説明になつ牟ようです

が，これは実は」私産業立地のこの前の間題で，さんざん議論しまし七，その1つの型

馳炉福井県にできそいるのではないかと恵いますが，青森県6方，一応それをご検討願った

上で，いろいろお考えいにだぎますと，いい結果を来πすのではないかという感じがい

たします。

　したがいまして，このPRの閥題は，一：方原子力文化財団が生まれまして，活発にや

っておられるよ1 ､でございまサし，これ㊧より一そう壷力な活動を，期得される点，皆

さん」・致したご意見でございましょうから，二丁1ディスカッショゴンする必要もないので

は濠いかと感じますみとにかく先ほ』ど，春瞬氏からお話があったように「悪魔から女神

ぺ」という，たいへんいいごとばだと思いまナゐ㍉それだけ根気よくやる必要が。たい

へんあるような感1じがいたします。私；何か全部をまとめて，結論を出すようにとおい

うごとのようですけれども，最後の討議の中で，天偉尽きたように思います。

　要は先ほどからお話聞きますと，委員の三三さん，特比地域代表，漁業を代表してお

られる方，あるいは主婦連の春野さん、それから学識経験者の方々，いずれも原子力を

どう平和的にうまく，早く使うかという』 ﾆとは当然のことであり，ぜひ何かうまくやり

たい。やるにつきましては，特にこの環境問題が今後重要になってくるから，それを前

向きで，積極的に，いい意味で解決をはかって，そして推進をすべきだ。こういう点で，

意見の一致をみたのではないかと，私思っております。

　πだ間頚は，非常に複雑であり，これからいよいよ量的にも質的にもいろいろな問題

『がからまってくる。それからほかの公害の問題ともからまって，これまた問題が出てく

るということでございますから，最初に日本は先取りしたと申しましたけれども，今後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒもますます困際的にも先取りナるようなつもりで，環境問題に関係の方々も，会社の方

も，政府も，四阿もひとつやっていただきまして，最終的には，結局国民の幸福のため

に電力も安く，安定して供給ができて，お魚もいい魚が食べられる。人間の健康も害し

ないでうまくやつ’ ﾄいくという方向に向かっ七，お：互いに全力をあげてやってみたらど

うであろうかというのが，おそらく一致した考え方のようにも思われますので。その辺

のところで，議長としまして取りまとめさせていただきたいと思います。どうもたいへ

ん長時間ありがとうございました。
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講 演

議　長

　　講演

　　講演

　　講演

平　塚　正　俊　氏　　（住友原子力工業社長）

　「原子力エネルギーの製鉄プロセスへの利用」

　「アイソトープ・放射線産i業利用の将来」

　「海運の将来と原子力船」

議長　大堀　弘氏　（電源開発総我）

　　講演　　　「冒本に澄ける動力炉開発」

議長　前田七之進氏　（富士電機製造社長）

　　講演　　「イギリスに論ける黒鉛減速炉と

　　　　　　　　　　　　　　　：重水減速炉の最近の進歩」

議　長　　金　井　久兵衛　氏　　（北陸電力社長）

　　講演　　「フランスに澄ける動力炉開発計画」



講　演

源子力エネルギーの製鉄プロセスへの利用

目：本鉄鋼協．会原子力部会長

新日：本製、鉄副社長

　　1藤」…「：・木　　・俊　　　三

　原子力製鉄研究のフィロソブィー

　原子力エネルギーの利用の一つとして原子力製鉄がよくあげられているが，やっと研究に着、

手した程度で，すべては三后の研究開発にまたねばならぬといっても過言ではない。

　製鉄業は化学工業と並んでエネルギー消費の大きい産業である。したがって如何にして安価

な安定したエネルギー源を見出してこれにアプローチするかは大きな問題である。原子炉の開

発が進み安価な電力が得られるようになればジそれだけでもエネルギー多消費産業は大きな利

益を得られるであろう。　　　　　・』』．∫・・．．…　一　　　　　　　　　　　，

　現在の製鉄プロセスは，いわゆる溶鉱炉法でこれでは銑鉄歪トンを作るのに約700蝕

原料炭を必要とする。原料炭はわが国ではその85％を海外からの輸入に依存しているが，

強粘結炭に至っては全量である。而も石炭資源の偏在，採掘現場の安全，衛生等の環境閥題，

或は立地条件等々よりして労働力の不安，不足等のため，数量：の確保，価格の高騰等問題があ

り，ことに昨年の前半には米炭の入手をめぐって，大きな問題が起った。

　鉄鉱石は，ほとんど1．00％を輸入に依存しているが，此の方の入手は当面さしたる’問題は

ない。例えば現：地で焼結とか，ペレットにする等の事前処理がうまくやり得るならば，入口密‘：

度の高いわが国に引ける公害の問題も防ぎうるし，三々と此の傾向が高まるであろう。

　従って当面する資源の問題は原料炭にしぼられる。この原料耀の二丁のために種々の対策が

とられている◎そしてその成果としてこのわずか1ケ年に原料炭の原単位が10％以上も切り

下げられたのである。即ちコークス比400k夢が実現したし，更に580k9，560貯台とい

った世界新記録の操業成績が次々に樹立されっつある，わが国の現状である。そしてこの努力

は今後，さらに継続されるわけであるから原料炭第減成果は引続きあがっていくことが期待さ

れる。

　余談ながら昨年前半は原料炭入手に懸命であったのに反し，今日では鋼材市況の沈滞が主要

因ではあるが，この原単位の切下げも手伝って原料炭の在庫の籏縮に頭をしぼっているのが実

情である。
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　このような背景のもとに庶子力製鉄ゐ話に移う俊冨ご石炭た薄ナるネ安と原子力エネルギー

という安価な新しいエネルギーへのアプローチから原子力製鉄のアイデアは生れたものである。

そして昨年め庶料炭木是そ夫ぎぐ》』一ズアップされた。

　前述の如く原料炭は色々問題はあるが，資源の絶対量としては，まだまだ心配することはな

い。又一方弱粘結炭を利用して優良コークスを製造する研究も進んで診り，遠からずこれは実

現することが期待される。更に各方面からアタックしている。

　コークス比低下の努力により，コークス比はさらに低下することも蘭違“ない。従っセ原料

炭の価格高騰からぐ為銑鉄ゴストの上昇ほ予想さ紅るが資源的に溶鉱炉法カミ行き詰まることは

考えられない。「

　これに対し療子力製鉄は，・安価な床子力ゴネルギー（づ利硝という点に最夫の魅力’，メラィがあ

る6石瀬め右炭た・とろ七替った様に原子力エネルギ温の有効利用は今後¢噺し》・技術として，

あるいはまた嶺向と一して，『当然取り上げちれねばならない。ここに原ヂカ饗鉄の急ラィがある

のであって，原料炭の現実問題と結びつけて一喜一憂するのではなく，長期の態勢を取り組ん

で行くべき問題と思う。

　技術的問題

　原子力製鉄という新しい分野に今後解決しなければならない問題点は，

　1．　高温ガス炉の開発。

　Z　これから発生する高温度の熱エネルギーを鉄鉱石の還元等に利用する技術の開発。

前者は原研庭溢け者実験炉の開発計画鳩切待すべぎ竜ので効，後者はわれわれ製鉄サイドの

研究分担範囲として鼠下取う組んでいる問題である。

　原子力製鉄のモデルパタ続ンとして考えられるプ捻セスは鉄鉱石を高温の還元ガスで遮元し

て還元鉄を作り，之を安伽濠電力を用いてURP電気炉で鋼にナることであり，こ乳に原子力

エネルギー．を利用するのである。

　こ、で考えられる問題点は，

　t　還元ガス製造技術の開発

　　　天然ガスあ水蒸気改質による還元ガス製造技術は既に確立しているが，天然ガスの産出

　　しないわが国では原油，重油を原料とする遣元ガス製造技術を開発しなければならない5’

　2．鉄鉱石の直接遺元プ・セスの開発

　　　現在鉄鉱石の三元は溶鉱炉内で行われてい為が，・溶鉱炉によらない製鉄法ぱ古くから多

　　く試みられているが，みるべきものが少ない。問題点は
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　　　、・・ρ・・規棟を大きくナることができ、ない。量摩がでぎない。

　　　　b．　　トン当りの消費エネルギー量が：大きいρ

　　　　C。　黒蜜過程がないので高島位の鉱石が必要6

　　等々今後大規模，高能率，量産方式の弗のへの開発が必要である。

　5　Heガス烏鳶を製鉄サイ，ドに伝達ナる熱交換器の開発

　　新材料の開発も含め超高温に耐える熱交換器の開発である。

　4，最後にそして最竜大事と思われるのは，安全問題でその対策は最も重視すべきものと考

，・
ﾊる・．・

以珍げた嘲のほか轍予想底心騨聯でてくるであろう・従ってこれら漣の技糊

発をシステマティックに推進していくことが必要である。、，

そしてこ紡の撚テーマの磯醗の識語1へ鉄蝶幽ちろん他醗部門に蝿用

さ耀熱し感応こ呵究から罫鯵で脅う．翁・・獅郷細論もこ衿ρ瀟鯵応

用できる．ものであ・り・恐らく原子耀辮実興る畝現行難海の一部利即ミ盛膜現す

るのではなかろうか。

高温ガス冷部実験炉への期待

　原子力製鉄のエネルギー源は原子力熱エネルギ「と零力とである。

節て離趣冷却炉の三三き三三弐醐られ回る・

騨幽いてはこの種の炉の醗鰹に籠われて神陣ガス脚翠850℃礎の
ものはすでに開発されたと判断してよいと思われる。しかし，此等の炉は発電用であり，感温

のプロセスリヒート用を辮とす恥の鰯ない・．、

燃鞭源の問題その雛の問趣らには公害鋼騨からい選も源子加ネノレギ『矛廷

用の騒擁し励欄幽いてこそ滴！髄ス⑳晦組急鍋陣規思う・在輝の高

翫ス炉でよ協窮そ批も鯉三三ズ職三三速騨堺嘆惣いと繍1勺璽り

餓齢かとゆ様勅題は将来の蘭として鯛碑帥こと嚇い粧醗の第峨暮

して多圏的利肋離ガス冷嫉騨の早期実馨拠岬徹㍗るゆ魑る・

この熟炉の卵断朔の畷として原子ブ熱鉄鰭真影．実験炉のH・ガ拙口源鄭

！・0．00℃稗度のものを蔚願いしたい。

　1・000㍗を要望する理由は逸の点からである。

　　1．　鉱石の還元工程から

　　　　還元炉として例えばシャフト炉を考えた時，還元ガスの入口温度は850℃以上が必
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　　　要，流動層の場合も同じで之以下の温度では還元速度の碧しく低下し，量産方式の炉と

　　　しては取り上ぐべきではないと判断ナるも

　　2．還元ガス製造のプロセスから「

　　　　天然ガスの水蒸気改質法では85』0ぜ以上寮必要。

　　　　重油，畑島を原料とする時はさらに高温が必要となる見込。

　　　　熱交換器に訟ける温度降下等を考える乏He』ガスの温度は1，000℃と’いうことにな

　　　ろう。

　　　　一方金属材料としては1，000℃程度であれば現用の超耐熱材料一例えばlncd一

　　’oy　806，1恥ond　606　HK：40一　等を用い構造，使用条件等をう』旧く配慮する

　　　ことにより使用可能と見込寮れる。

　原子力部会¢う活動

　鉄鋼協会の原子力部会は昭和43転秋に活動を’開始した。部会には第でより第5ま℃の5

小委員会があり，をれそれ原子力による安価になるであろう電力む利用め問題，’鉱石の還元

の問題，原子炉の問題，熱交換器の問題，還元ガス製造の問題をテーマとしてらる。「 ｱめ構成

メンバーは製鉄メーカー，電機機器メーカー及び学界の云々である。姦澄，特にシズデム小委

員会を設けて多部門に亘る研究の総合的遣営を図らている。

　又昨年からシャフト炉による鉄鋼石の一向研究を実施中であり，本庫は更に還元ガス製造，

熱交換器の問題を共同実験の対象とし七品品中である5

　結　　言

　　原料炭，原抽とエネルギー界に大きな問題添起って訟り，更に公害問題も加わってこれら

の見通しをうまくっけることはむつかしい現状である。かかる情勢の中でわが国の鉄鋼業が，

世界に先がけて新ごネルギー源である原子力の有効利用の技術開発に取り組むことの意廉を申：』

しのべた次第である。そして目前の情勢あ変動’に一喜一憂することなく，大局的観点から二手・

力製鉄のテーマに取り組んで行くわれわれの：考え1立場を被露した。

　然し問題ほ広範多岐の二野に亘り，開i発には困難（b多らことから開発体制のシステム化に心

がけ，特に関係：方面との密接な連けい，協力が必要と考えられる』

　単に製鉄業という狭い分野からだけでなく，もっと広い立場から多目的高温ガス炉の技術は

早急に推進を計るべきであり，これに不可欠の実験炉は早急にその実現を要望したい。
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講　演

アイソトープ・放射線産業利用の将来

東京大学生’産技術研究所

教授　　加　藤　正　夫

　ただ今御紹介にあずかりました東京大学の加藤でございます。

　ただ今から約50分アイソトープ・放躬線の産業利絹の将来という大変むずかしい大きな題、．

のもとに講演申し上げることになったのであり賦す寮，まず最初に申し上げたいことは，原子

力の平和利用ということは新しい動力源の開発ということと，アイソトープ及び放射線利用に

よる自然科学の基礎研究及び新技術の開発ということであり玄す。この両者，車の両輪となっ

て原子力時代が進展し，入類の福祉増進に貢献するものといわなければならないと存じ画す。・『

前者の新しい動力源の開発，それは非常に急速に増大してい嚢ます。この動力の需要を充足す

るということで一般の方々には非常にわか診やすい事柄であります。しかし，このアイソト＿プ

ないし放射線の利用ということになりますと，これらをどのように利用して又どのような利益が

あるのかということがどうも一般の方々にはわかりに：くいということがございます。しかしな

がらとのアイソトニプないし放射線利用は工業分野の広い範囲にわたって，こんにち既に約20

数年，世界的に見ますればあるいほもう少し長い期間にわたって非常に有効に使われてきて語

るのであり壊す。

　更に地下資源の開発とかあるいは水資源の蘭発あるいは海洋開発，宇宙開発にまでその利用

が拡がってきて回り蜜して，更に最近に論き震しては自然界に於ける物質のいわゆる婚環と申

しますかある込は自然界に掛ける生物の問の相互作用そういったものを研究いたします生態学，

あるいは又環境工学，最：近では日：本で一般射に公害といわれていますが，環：境汚染の諸問題に

関してこのアイソトープテクニックというも¢1が非常に広く有効的に使われて澄るのでありま

す。

　これは全く，その必要欠くべからざる手段となって澄るのであります。さらに又その応用技

術は今臼では碧しく進歩いたして澄り繁して，その応用による所の技術的ないし経済的効果は

極めて大きいものと云わなければなりまぜん。今臼の黛本の経済弧模が非常に大きくなったと

吟う背景を考えるならばこのアイソトープ・放射線利用を強力に進めることによ診擁して原子

動力の利用に劣らな1（大きな利益が必ず得られるはずであると泓は確信してゑります。一方原

子動力の開発とアイソトープ・放射線利用の開発とはこれは実は相互に非常に密接不可分な関
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係にござい寮す。

　例えば発電用の原子動力炉に於てさえも，その炉の申ではそのエネルギーをただ使っている

だけではなくて，アイソト「プの大量製造が行なわれているのが普通でございます。例えばコ

バルト60などの製造はコバルト60製造用の炉というのもございますが，こういう大きなパ

ワーの動力炉のコアーの附近にこのコバルトを装平して診きまして，一番有効な方法はコント

ロール瓜ッドの先端の駈にカドミウムなどといっしょに入れて嘉きます．。そうするごとによっ

て非常にス琴シフ・イッ、ク．アクティ1ビティの大きな大量のコバルト60を製造することが・できる

のであり寒すσ更に又使用済み燃料から核分裂生成物，ζれは全部アイソ・トープであり蜜す。

更に又超ウラγ元素，つまり原子番号92以上の色々な超ウラン元素ができま「す。そしてこれ

らはアイゾトープテクニックの上から考えましても非常に有効な有用なアイソトープが数々あ

るのであります。そういうものを回収するという事をやはり考え旧けれ．ばならな〉㌔現在の日

本に日戸ましては，蜜だその使用済燃料からこのような有用なアイ．ソトーフ＝を回収するという

国家的な大きな考え方がまだ確立されていないように思うのであります◎プル杢ニウムの回収

とめう一事はこれはそういう方向で今日いろいろと仕箏が進められて澄るのであります．けれども」

この広くアイソト「「プを圓収するというこういうことがまだ充分にその考え：方が煮つまってい

ないという状況でございます。しかしこのようなことはぜひ，やらなければならないことでは

ないかと思うのであります。つまり三二済燃料の中の放射裟物質というものはζれは廃棄物で

あるという考え方が一一般には爵だ残っているような気がいたします。ただ廃棄するということ．

だけでなくて，これを積極的に使うという考え方をどうしてもこれから作り上げていかなけれ

ばいけない。それをこのようにして有効に使えるのである。そして又安金に使えるので．ある，

、という考え方牽基本的に作り上げる必要があるのであろう。そういう考え方の上に立って今後

の原子力開発利用の将来屡望を行なっていかな．ければならないと恩うのであります。既に日本

に澄き制しては原子力発電計画という、もの綜非常に大きな計画ができて齢少ます。そμから繊

てくる所の使用済燃料の処理をどのようにやっていくのであるかということが同時に考えられ

なければならないが，発電をやるということの方は非常にはっきりと先に進んで却るけれども，

これから出てくるところの大量の放射性物質をどタ）よ・うに処理するのか，あるいは又これを

積極的に使うかという事は同時に考えられなければならないというごとであると私は思うので

あります。まして海洋投棄ということはζれは短寿命の限られたアイソトープ，それがある程

度の：量までならば海洋投棄ということ郵考えてよ．うしいかと思いますけれども，長寿命の放射

性物質を大量に海洋投棄するということ・はいかにそのパッケージが完壁であるとしても，それ

一152一



は1何億年の保障に耐える竜のでなければならない。海洋の或いは深海に澄きま・して，そういう

ものが何億年の間，完全に安全でありうるかどうかという保障というものは何びとも保障する．

ことはで’きないのであ’・ります。

　そこで私は放射性物質の有効利用ということを提唱するも、のでありまして，そういう考え方

を是非みなさんも今後原子動力の利用というこ之と同時にその間題を考えていただきたいと思

うのであります。ではどういうふうにこれを使っていくのかというような事柄に関しては今日・　圃

は限られた時間でありますので充分な御寝閣ができ．ませんので後ほど時間がありましたらある

程度述べさせていただきたいと思うのであり、言す。次に従来我国に誇きましてはアイヅ『・ト画プ。

放射線利用について国家も又産業界もその推進に対しま’して充分な措置を講じできたかど申し・

ますと充分な措置は講じていないど私は申し上げなければなりません。もっと露骨な言い方を

いたし合すと，むしろその認識を回しく欠いていたと云わなければならない。実はこの事に関、

しましては日本が原子力を始めるという．事を本当に考え始めたちょうど昭和150年の頃でござ

い玄すが「，・いろいろ議論があ．っ．たわけでござい袋して私もその議論をする仲間入りをして守っ

たわけでござい噛すが，どうやらその時の考え方を』一口に申しますと原子炉ないしは，原子動

力開発ということに関しては日本は先進国に対して大きな遅れをとってしまった。ですから国

の政策として又国家予算のつぎこみ方もこちらの方に主としてつぎこんでアイソトープないし

放射線利用は属本は一応これだけの科学技術の水準にある国であるからまあ’ほってお’いても一

入立ちで，かなり伸びてくれるであろうという考え方であったと思い黛す。私・はそ

の考え方に渋々ながら承知せざるを得なかったのであります。それから既に15，6年の月日

が経過したわけであります。

　今日振り返ってみますと確かにその考え方は半ば間違ってなかったように思います。．なんと・

なればこの方面に海きましては政府のそれほどの援助叩くして，かなりの水準蜜で進歩して訟

ると思い’ます。

　しかしながらこの進歩の度合は欧米先進国に比べ辞すとやはりかなり見劣りするものであ「り

ます。そこで先ほど申し一上げましたように今日之れだけ大きな経済大国になった日本と’し証し

てはやはり，、このアイソトープ・放射線利用という．ものをもっともっと強力に推進いた．し・まし1

て，そしてその大きな産業のエッフセンシーを．上げるとか，、あるいは新しい製造：方法に変える

とかそう．いう前向きの改善ということにこの技術を大いに利用していただきまして，・そして更

に生産性の向上を図る、というようにもつ・ていくならば，又これを全体として考えるならば非常

に大き・なメリットが得られるものといわざるを得ないのであρます。その後のいろいろの国の
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状勢をみて詮りまナと1例えば原子力研究所に澄きま・してそこには最初アイソトープ部という

竜のはありませんでした。1

　しかし今から5年ほど前にアイソトープ事業部と称していわゆるアイソトープ部が作られま

』した6非常に遅ぐれて細らたわけであります。しかしなが’迚ﾈ学技術庁に訟きまし℃は原子力

局の申に・これは最初から据ソ’トプ課と縛もの⑳即したけれども・今か1らし馬

前でござい些したでしょうか，このアイソ．トープ諜は廃止されました。といったような非常に

矛盾した事柄が行なわれてきて澄ります。竜ちうんアイソトープ関係のことは今日他の課で干

渉されて攣るわけでございまずけれども，やはりそれでは充分な仕事ができに一 ｭいめそはない

かと私は思うのであり溢す。予算措置その他にしましてもやはりそのアイツト』プ課という屯

のがあるとないとでは非常に違ってきはしないかと思うのであ珍ま’す。要するに今申し．上げま

した事で澄わかりのように国の，又全体として考えてみましてもアイソトープ・倣射線利用に

関する姿勢というもめがどうもはっ』きりしていない。とれは今目・改めていただきまし七，そし

て新しい大構想を作成して’積極的にこの閥題にとりくんでいくことを強く要望した1いのであり

ます。次にアイソ・トープ。放射線利用というものは上記のように非常に多くの分野に浸透いたし

ま：してより大きな・経済的効果を目的として強力に経済開発利用を推進すべきものでありまずけ

れども，・アイソトープ放射線利用というものは非常に多用な使い方をしな1 ｯれ・破そめ充分な効

果を上げるということはできないと思います。』従って2，5の秀野に偏することな・ぐ総合的に

その開発利用というものが行なわれなければならない「と思います。従いまして関係各分野並び

に関係各機関の充分な協力が必要なめであります。日本原子力研究所にアイツ‘トんプ事業部と

いうものが作られたからもうそれでいいんだということは決してないんでありまして，既k御

承知のように．アイソトープ・とい・うものはあらゆる基礎学にむいて，今週非常に有効に使わ乳て

語りますと同時に工学を始め医学，農学，薬学その他あら’ゆる所でアイヅドープを使っていな1』

いものはないのであります。そのように非常に複雑なものであり又生物関係に使われたテクニ

ックというものが工業関係にま・たそれが有効に利用できるということもあるのでこぎいます。

それかち対称というものが千差万別であり零してこれはとうてい一機関などでそれをサーベイr

しそれをフォ「ローアヅブす・る’などということは全くでぎない華だと思い貸す。より多くの人

達，アイソトープテクニックを充分に身につけた人がそれぞれの立場でその対称をつ力戴えてそ

してアイ1ソトrプ。放射線を有．効に利用していくという・箏によっ’「ていい仕事がそこに生ま乳てい

くという考え方で1なければならないのであります。従いまして’これをう蜜く推進していくため

には研究：者，技術者の層を厚くすることが必要欠くべかちざる要件でござい・ます6教育訓練に・
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・りまして多くの人藍鼠胴離確自体の層も馴する1よ・う略働借翫講じかか

なければならなゆであ漏す・興搬的面し上げるならばその宣伝とか啓蒙とか一般的

な指導・非常に初歩的な指導でもよろしいか・と思います・といったような事が必要な活動であ

ろうゆと思います・そこでこの入材の養成に関してでござい律すが私は大学に慶けるその方面

の教育観点と謡うものは今よりもっともっと拡げる必要があるのではないかと思います。そう

する事が基奉的に重要なことで多ると考えましたがゆえに目下・日本学術会議・原子力特割委

三会に澄きましてその原子力特別委員会には将来計画検討委員会というものがございますが，

その将鵜島一言楼負会の下に作業部会を働．ましてそこで私どもは舶迄約2年あ動芽殊

計画の大学側に論ける色々な問題をとり上げまして作業し，そしてそれを整理し，「一応何回も

シンポジウムなども開きまして各方面の御意見も承わり，それをまとめ識して色々な検討を澄

ζなって勲っ、て坤ます・これらの案は近ぐ政府に対して学術会議から勧告する予定になっ

て点り葦す。その中にアイソト門ブ。一放射線の教育訓練を行う施設を考えで論ります。

例越『縄雑り大勃紬をとります面面学源子科学欄東地区センターとい

？鉢舜鯵でご轡ま・して関東地区の諸大学鵡同し糺てそのセン苑をオペレートし

ていこうという構成であります5しかし色々な管理上の便宜から申しましてある大学附近にせ

ざるを得ないかと思うのであ夕ますが，こ，こには三つ，四つの専門の講座を高きまして教授，

助教授1助手その他必要要員を勘ぐわけでござい蓑す・しかしながらやはり各分野の学生のプ

レイニングあるいは大学職員のプレイモング屯行なわなければなりませんめで各大学のそれぞ

れの専門の先生：方がこれに協力するというやり方であります。なる程今日嚢そに日本原子力研

女癖τイ、／ヒ凋鰍穂しは放論騨研究所の訓灘幽きまし出訴・数敏

わたりましてアイソト「才・、放射線取扱いに関する．かなりきめの細かい訓練をやってきて上

ります。が年間に教育する研修生の数は大体500ぐらいの所でございます。もう少し多か6

たかと思いますが・ぞ㊧くらいの乱心でζざいます。

　．しかし大学の現在の抹況から判断いたしまして色々な：方法でこれを検討してみたのでありま

すが掲・叩繕噺修生を研修していかなければならない。訓練し漏れ髄らない．』毎

働盛し熱論ならない・これは原研ならび鰍醐にそ飾う大量の学生のトレーニング

を澄願いするということはなかなかむつかしい。国家の予1　量などふら申しましても原研ないし

放医研は科学技術庁り所管になって細り凌す。従いまして文部省闘係に対し蜜してはそういう訓

謙必琴鮮生の蜘を筋気か出さなけれ購絶せん・そして三無置は年激部省関係

に対し蜜しては40名そこそこしかこの予算借置を講じられていない。それを制度の上から出
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さしていくと縛鋤ζ駅大変むつか旧事で・豹ます・・そう縛郭私ど醐ζρさ・旧

事は大学サイドに於てやぼりゃ・ら燭るを：得秦吟1人数も非常解多匝事でございま弁砺このよ

うにし費るよ馳離ない・それか塚・この施三二その伽な端髄、柳ミ勢．

ので・それぞ初大学にこのようなも暁回するとゆζ鳳r減大野箏晶晶盈．

とい’う凱ござ回すので・このような協同で運獣て三三働ζ・ゆ騨を考解壁織．

なかったので豹討・ただ今の酪大学か・ら非常に鮒舗三好雛剰徳～館ので

私はこのよう下関が多分まち趣なく近思熟誕生すると叡て樋のでごさ回航ξ、，．

のようにまず人材を養成し確保するζいう事・これを世の中に送り出すということが今玄であ

れやこれやのζとを私壁訊やつ．てまいつ・⑳でござ下すけれどもど外思う干うに

三三壌に越ましては鱒な嘩・頃凹凹蹴や髄そう縛入達力‘・簸をもった、

四達の数が少ないのでは奪いのか・尽その無になって大いにやっていただく方が仲々充分には

瞳い・結嗣入の問趣かえって飾ったのでζ凹ます・、とゆことでr舜イ雪郷勲．，．

らこういうような構成をやρて，ようやく今その線に近づくという状況になってきて診るので

ございます。どうかこのような構想を実現させるように一般のみなさん，産業界のみなさんに

勘れ就ても徽搬受脈蜘錬呼この齢ら源回る聯でござ回す？鯵に．

アイ・ソトプ・放射緬工業糊即し勧て縫すべ三二それで壁のような事柄回

るであろうかといりこと紳し上げ鯉駅す・砲は聯42年嫉馳膜轡1年

かち4等の和問締励れたものでござ繊すが・・42年1明酬物術庁肝力脚

ら原子力・開発利用長期計画とい．うものが出て溢りますQ．

そ縫紗鴛臨その工業利子三二凸凹じら灯し矯とめ属のでζざ嚇ち

三巴分の’ことになって恐練すがこ卿縛働く棚塑よ鱗のを門訴す黛

であるかと矯う・と力聯奴ござい蜜す・そ姉ら尋鞭うまし衿町凹して脚．

て進歩しているものではございません。今日もなおここに書かれてあるという事は生き生きと

しているように私に囎わ禍のでござ瞬す・手駄そ頒献けで岬三二て越たい

と思うのでござ賊すが璃ずひき輝下する確鋼といたし部ては・蜘にかトメ

ーシ召ン化の齢を用い矧醐・分皿ぞ門門靴．並びに臓r向≠・．、オンrl

ン使用・といった概究，第2には工程，及び品質管理のために電子計算機に自動放射化分析ある

いは螢光x細析などによる測定デー・ターの職あ二又騨さの磯を行う・鄭轡㌃

アイソトつのミ・クロ髄利回窃靴学ド点す爾究を行う・第二メスバウア勲墨

ないしガンマー・ガンマー・、角相関ポジ．トロン消滅などの放射綜・原子炉の物性論的研究の応用
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第5には河川に於ける拡散調査，流量測定等を行なう研究，中性子水分計，ガンマー線密度計を㌧

用いた雌調査及び雄工管理を行なう研究・工常石油・石炭・ガス資源などの開発調査に於

けるニュートロン・アルろアー：或いはニュートロン・ガンマー或；いはニュートロン。ニュート

ロン反応或いはパルス中性子法を用いたロギングの方法そういった研究。時間がかかりますの

で簡単に申し上げまナが次に第6番目といたしましてトレーサーを用いた公害調査奉いし公害

防止への応用それからラ番目に地球物理的な問題，或いは土木工学的な問鷺つまり漂砂とか河

川水とか地下水友どわ追跡実験，こういつた屯のでございます。’それから薪しく開発すべき問

題といたしましてはをのフィッションブ環ダクトなどのエネルギー利用と申し上げました方が

よろしいかと思います。例えばストロンチウム90或いはセシウム錫7とかプPメシウム147

とかそういった更に又超ウラン元素のアルファー放射体を用いたこういつたエネルギー利用，

つまり発電器とか電池などに使うこういう研究であり費す◎それから更に海洋開発，宇宙開発

べの応用，といったような事柄でございましてやるべき事はまだまだ沢山あるのでございます。

で私は今日この10項目余りの中から特に強力に推進すべきものといたしましては，やはりそ

の核分裂生成物の積痙的利用，及びアイソトープ放射線テクニックの環境汚染の調査，或いは

防止への応用とらう事を積極的にやるべきである。これはどちらにしまして竜非常にそれは・

今後の日本にとって有効な事であり，又どうしてもやらなければならないことであり’ますので，

それに対しては相当に国も産業界も経費をかけてこのようなことをやっていただきたいと思い

ます。色々のこういつた問題に対して議論もあろうかと思います。特にこの使用済燃料中の放

躰性物質の積極的利用に関しては非常に議論の多いところでありまずけれども，ヒロソフィー

として考えた場合にこれはどうしても推進せざるを得なし（。よく議論の中には短兵急に，では

どんな利用があるか，どんなメリットがあるかということ．をすぐもち出すんでありまずけれど

も，これはやはり時間をかけていろいろとやっていくうちにここに必ずいろいろなものが出て

くるに違いない。竜ちうん今β云えることは数々ございます。遥遥はかなりの程度実現可能で

あるというふうに考えて蹴ります。そのためにはいろいろな法律改正にまで及ぶ措置が必要で

あろうかと思い相すけれども，そういう点を今後みなさんで考えていただきたいと思って論り

ます。そしてこのようなことをやることによって原子力に関連する産業として新しい産業を我

々は蚕た生み出していくことができるのではないかということを期待するものであります。時

間が参りましたので私の講演を終らせていただきます。御清聴ありがとうござやました。
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　　　　　　、．．．侮脚隔靴原子、力船
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪商船三井船舶社長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本船主’協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福・田∴’久　雄，・

　昨年は，この，原子力産業会議の年次大会におきま一して，ヨ本郵船の有吉社長から，わが国

の原子力商船の実用化に関し，まことに画期的な御山案がございました。即．ち・：・

　・『・γテ籾ゼイシヨン等輸送革新力三三縫上しτいろ折柄蘇の飾船に代るもの

と．レて，超高速・大型原子力コンテ才船の出現が必至と考えられるので，わが国に澄いても実

騨鱒脚面訴勧で論い・
　その場合，船体の：方は，関係船会社で共同建造，共同運航してもよい。………』

　という御趣旨の海話であったと記憶いたしてむります。私共も∴この有吉社長の御意見には全

　く同感であり，大いに共鳴いたした次第でございます○

　それかちす度1年が経過込元しましたが，その聞わが国に澄き蜜しても，原子力船の問題に

つきまして：は，次のよう’壕・；幾つかの，三二すべ．き出来事がございまし』た。

　その箪1は．皆様も御存知の如ぐ，昨年のク月，わが国初の原子力舶娘むつ’や鉛体部が完

’成したことであ．り濠す。本法は現在，青森県のむつ市で原子炉等の儀装工事を急いでお旧来

陣6戸には完工の予定でござ骸勃斗・、そ罐撚料の郷など礪く・．ρ噸濡し紺ので

鰐嫉寸心剛航で・きるρは4．8年の謬陛遡さ越す・

　　これに関連いたしまして，今まで蘭係：者の間で最も懸念されて澄夢ましたことは，賦むつ”

の船主であり，本建造計画の推進者ぞある日本原子力船開発事業団の存否という問題でござい

ます。

　御承知めように，本事業団はゴ昭和58年，法律第曜OO暑という時阪立法にまらて設立さ

れた特殊記入セあ夢まして1煕むつ”の完工1と共に解散することが定められて勘りまナo丁度

来年度末がその期限1に当っている』わけでございますが，’幸いなことに，今国会で，』これを更に

向う4年聞延長する・という法律改正が成享する予定となつ、て齢り廠すの一で・関係者｝同・ひと

まず愁眉を開元た採鎮でございます◎

但し・これ醜くまで・悔プの工脚ミ遅れ．奴と虚言しての雑で萌事挙．団蝉

　1船のみを取扱うということには，何ら変りはないのでござい蜜す。

　それでは，第2船以降の開発はどうなるのか，というこ’とでございますが，これについては，

去る隣2年4鳳政府kよって策定されましゼ原子力開発利用長期計画”』というのがござい

蜜して，そめ中で，

　『………第1船の建造と揮航経験の成果を生かし，できる限り速かに経済性並びに信頼性の

　高い実用的舶摺炉の研究開発を行い，遅ぐとも昭和40年代の後半には，第2船の建造に着

　回すべきであるG………』
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という方針が明示されていたのであります。

　しかるところ，その後の海運界における諸般の．情勢変化から，私共は原子力商船の実用化が

従来以上にその必要性と緊急牲を増すに至ったと判断し・45年8月．・i当産業会議の原子力船

懇談会の名前を以ちまして，長期計画に示されたスケジュールを更に早めて頂くよう，、政府当

局に対して要望申上げた次第でございます・

　このうち，政府：機関に“原子力船に関する專門部会を設置すること”の要望が認められま・し、

て，翌44年6月，政府の原子力委員会の下に，私共と名前も同じ，“原子力船懇談会抄が談、

置され，約1年間の調査検討を経て，昨年夏，そあ最終報告が原子力委員会に提出され，承認

されるに至った次第でございます。

　しかるに，この，原子力委員会で認められました結論と串しますのが，要約して申上げます

と，

　r如何なるタイプの炉が最も実用化の対象として適しているのか，まずそのよ．うな基礎的設

　計研究から始めるべぎである。．’……』

ということでありまして，これでは卒直に申しまして，42年の長期計画以前の段階まで逆戻

りしたという感を免れず，駅むつ”以後の本格的な原子力商船の実用化に関する政府方針を示

すものとしては，些か迫力に欠けるものと，私ども関係者一同残念に思っている次第でござヤ・

ます。

　以上のような国内情勢に対しまして，昨年春から原子力商船に対する国際共同研究驕発の構・

想が，わが露と西独のヂ主として民間関係者の縄から生れてまいりました。

　この構想の始まりは，原子力船懇談会の進藤委員長のアイデアが最初の発端であ喬と｛司って

おりますが，その後事業団の佐々木理事長や郵船の有吉社長がヨーロッパに行かれました隠

西独1ごも立寄られて，GKSSや同國の大手海運会社であるハバーグ・ロイドの首脳と意見の交

襖をされる等，本件の推進について種々御尽力頂いた結果，話が具体的に進展して，昨年の末

まず造船と海運を中心とした日本側代表団の西独訪問が実現したわけでございます。・

　この両国代表団の話合いの結果，蚊原子力船共同研究会”なるものが設置され，先月，今度

は先方から専門家グループが来日して，第で回の専門者会議が東京において開催されたことも

皆様既に御承知のことかと存じます。

　ただ，日独共同研究開発と申しましても，今直ちに舶用炉の共同開発に取りかへるというも

のではなく，まず，将来の原子力船に対する共同蘭発の奴可能牲”について，両国が一緒にな

って調査研究しようというものであります。呉体的には，本研究会が中心となり，まず手始φ
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に，

　・．・1・2，』00・0個積み，8万馬力，．26ノットの高速フル・・コンテナ船を対象：として

　・・∴在来船・と漂子力船の二つのタイプについて

　・　建造，運航の両面から技術的，経済的評価を行い　　11　　　　　　　　　　　腔㌧

　。　来る8月末を造標に一応の結論を出そう

ということになっているのでございま’す。1

　参考までに申．し上げま女と．このうち在来タイプのコツテナ船につきま・して’は，欧州航路用』

とし「て既に’ヨ独断掴とも平々同型船を建造中であり’，凡て今秋から来年初めにかけて就航すノる

予定になっております。また，原子力船につきましては，オットー・ーハー、ソ1号に』績・まれている

《｛

y水加圧水型舶用岡花の改良型であるE・FDR原子炉を基準に一とのヂヒれと在来型ユソテナ船

との比較を行うことになっております、，

　いずれにいたしましても，若し本構想が計画通、U進展・いた・しますならば，現在舶用原子炉の

開発に轟きましては，世界でも最高の水準にあると目されている西独乏の国際協力・であるだけ

に，まことに画期『的な試みというべく，その成果には∴期して待つべぎもの剃り1’と思うので二

ありま．す急・∴

　謙って，現在，1・私ども・海運のおかれております情勢と，その将来を展望いたしますに，近来

世界経済の発展に基く貿易貨物の荷動きは日と共に増大し，そのような大量物資の輸送を担当

するものどしての海運の役割も益々重要性を加えつxあります。

　このような状況にあって，私共といたしま七ては，海運に課せられております使命と責務を、

深く認識し，全力を尽して，所要船腹の拡充等に努めて参りましだ。

　御蔭をもちまして，わが国の商船保有量は，輝々2，70G万総トソと，．リベリアに次いで世界

第2の大海運国・に成長いたしておりますと共に，澗々の船会社につぎまして．も，わが．国の中核

6社の悉．くが，世界の環．0大海・運会社の中にその名を連ねている状況でございます

　一方，今後の船腹拡充につき・ましては》政府策定の新々海運対策というのがございまして，

これによりますと，昭和・44年度から49年度の6力年間において，’2，800万総：トソの外航船

舶を建造する必要があるとされており・ます。

　わが國の貿易量は，昭和50年頃には現在の2倍に倍増するものと予想されますので，この

ような大量輸送に対応するためには，どうしても，この程度の船腹拡充が必要であるというこ

とでございます。

　このような船腹拡充のほか，現在私ども海運に要求されております他の一つの岡三はゴゴ・諸々・

一窪60一．



の技術革新に基く凡ゆる合理化努力の追求というごとでこぎいます。例えば，これまでの外航

船舶1三みられます高速化，大型化，専用船舶，自動化，或いはコソテナリゼイショソ等は，凡

て輸送コストを軽減し，大量輸送の要講に応えるための合理化努力の表われにほかならないと

いえるのであります。

　曾って，昭和30年代の初頭，血汐航路に，アメリカのマリーナー型20ノットの高速定期

船が出現いたしました時は・私ども船会社も一室を喫したのでありますが・現在では・先刻も

申上げましたように・酬航路に彊醗予定伽ソテナ船が26ノ・しシ｝ランド社腱造面

のコンテナ船に至っては50ノットという超高速船でございます。このように，一部の船舶で

は，曾っては想像もされなかったような超高速船の時代に突入しているのでございます。

　また，大型化につきましても，タンカーや，その感慨用船において殊に著るしいものがござ

います。例えば，現在世界で稼動中の外航タンカーは5，0eG隻でありますが，その70％以上

が5万トソ以上の大型タンカーであり，更にその大半が20万トン・クラス以上の巨大・タソ

ヵ一となっております。

タンカ洞様薄騨も咋型化町鳶を辿っております・朝船に陣碑騰砥専用

船，あるいは自動車専用船脚，積荷の種類によって，いろいろございますが，速力は定期船程

高速である必要はなく，輸送効率の向上を目指しての大量輸送は，専ら大型化で達成されて参

りました。最近は，鉱石と石油，霞動車と穀物というように，区間によって荷物を積み分けて

運ぶ駅兼用船”と1 ｢うのも現われておりまナ。

　現在，世界における専用船々腹はa500隻，　ZOOO万ΩハVに達しており，そのうちわが困

の所有量は400隻，1，500万1ンWとなっております。

わ慰聯脚動イピ凶・し‘海・脚岬麟されました轍金輯で
ございま’ ｵて，本船はブリッヂからMa沁EngineをRemoもe　cOHtrolできるようになって

おります。これと前後いたしまして，欧州におきましても，船員の不足，賃金の上昇傾向など，

から船舶の自動化が真剣に検討され，その結果“Mゼロ幻船というのが生れてまいりました。

簸ゼ d・一機齢獺当韻なビとの轍曙で自靴さ煙脚・とでござい紬

臨既に姻動騨ゼ・船力嘩rれております・更畷近は・・れより一層楓

た・・ソピータによる超自動化船も夫型タ幼一等において，相次いで出現してお9ま％

　ところで，話は原子力船に戻りますが…………

醐として u断騨期化・ミ曝噸騨・、脚．r勲歯噛翻し孝．
した。しかし・現在世界に現存ナ為原子力船は，姻むつ”を含め，僅かに4隻を1数えるに過ぎ
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ませ声・．しかもこれらは・撫鰍rく・融も実穂ござし凱て・鶏二飢うる原

子力商船，或いは舶周原子炉は未だ世界の何処の國己おいても開発さ．れそいない乏いうのが実

情でございます。

　発電その他の分野では，原子力の平和利用が相当進んでいるに拘らず，舶用推進機関への原

子力の適用においてのみ，未だ殆どみるぺ』 ｬ進展がないということは，’

　①経済性という枠内で，軽量，小型かつ安全性の高い舶用炉を開発することが如何｛ご困難

　　であるかを物語っていると共に，．

　②　従来，ユーザーたる海運に響いて．在来機関に代るべきものとしての船用原子鰍二対す

　　る必要性ないし緊急性が殆ど存在し抜かったという事情ビ基くものと

考えざるを得ないのであります。勿論これまで，何らの努力もなされなかったと’いうことセは

ありません。欧米諸国と同様，わが困においても，種々の検討，努力碁行われてきたヒとも事

実でございます。認むつカの建造が実現し売とと自体，その何よりの証拠といえるでありまし

ょう。

　しかし，原子力商船の実用化の可能性を骸かに現実のものとして高めたの’は，簸近における

コソテナリ・ゼイジョンの進屡でございます。

嘱二∵∴繍犠∵ll欝灘灘1嬢畿凱ざ
to　doorの海陸一貫配送を達成するものとして，将に．q輪回三三”と称せら冠るにぶさわし．

い画期的な変革でございます『。

　ただ，このようなコンテナリゼイションも，これを海上区商だけに眼定し七考えれば；在来

定期船にかXわる高度ゐ専用船花と解されるあであbます。従ってコンテナ船に対してほ，馳臨

の専用船と同様，キャリヤーとしての輸送コスト軽減（δ見地から，今後ますまナ大型化の傾向

が促進されると共に，加えて，盗本回転率あ向上，流通コストの節減という，主として荷主サ

イドの事情から，’ {船の高速化が更に要講されるものと予想きれるあであります。コンデナ船

に対する，1 ｲのよう「 ﾈ“大型化ザや“高速化”の要請が高まる1三つれ，在来畿蘭では達歳木訂

能な分野演増大し，従って，それ1二代るべきものとして舶用療子炉あ三三開発等が俄か1土間麺．

化するのも当然d）成行であるといえ間るでありましょう。’

　このことは，高速化との闘連において考えるとき，一層明確でどざいます。と申しまナめほ

在来畿関ヒあって爵ま，「本船が高速化す一る程，落大な燃料搭載を必要とし，そのため載貨重量ト’11

ン数の相当の部分漆喰いつぶさ汽てしまうのに対し，原子力船の方は，極く小量の核撚料で∴
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極めて長期連続ジ高速運航が可能であるからでございます。

　例えば，紐育航路を5・0ブットの高速で往復するどすれば，在来タービン機関でば1．航海に

っき1万トソ程度の重油を船内に貯えておくことが必要でございますが，舶用炉では》僅か数

トソめ核燃科で1年以上の連続航海が可能であるというわけであります。

、コンテナ船の大型化，高速化傾向につきましては，さきに運輸大臣の諮問機蘭たる運輸審議

会の船舶部会からも中間的な答申案が発表され，そのなかで

　r将来は50ノットを大幅に上廻わる速力でうコンテナ5、000個積み程度の超高速大型コ

　ソチナ船の出現が予想されるので，燃料消費量が少く，かつ軽量，小型で高出力の機関を朗

　発する必要がある。’………』

と述べられております。勿論，これには眠ガス・タービン算等の開発も当然含まれていると考

えられますが，少くとも燃料消費量の点で舶用炉の右に並びうる機関は，今のところ皆無とい

っても，決して過言ではないでありましょう。

　だだ，これまで申上げましたことは，謂わば舶用炉の特性に関する分析でございます。これ

に対しまして，私どもユーザーとしての立場から申上げますと，実際に原子力商船を採飛する場

合，最も検討を要します問題は，何よりもまず，“経済性がどうなるか”という問題でありま

す。これは，実際に巨大な設備投資を行う企業の側どいた：しましては当然のことでこぎいます。

　原子力船の経済性につきましては，これまで世界温品でいろいろの試算が行われております

が，その殆どが経済性の尺度を，貨物の般輸送コスト”におき，同種，同型，同一速力の驚電原

子力船”と奴在来船”について両者の競合点を求めるという方法を採っております。

　このような奴コスト比較”で最も大きな相違を生ずるのは，資本費と燃料費でございます。

原子力船は在来船に比較して，舶用炉などの主機関の製造価格が著るしく高額となり，従って

船価UPに基く金利3償却等の資本コストも割高となります。他方，核燃料は，前述のq重量

及びスペースの軽減メリッドを別といたしましても，価格面だけで重油の半額程度を期待で

きるという利点がございます。

1結局，原子力船が在来船に桔抗し，乃至それ以上有利に二二するポイントとして一般に言わ

れておりますことは，

　・　船の大きさを一定とすれば，高速になる程原子力船が有利となり，

　。　これに大型化の要素を加味すれば，例えば，で，000個積みコンテナ船では50ノット

　　以上，2，eoO個積みではろ0ノット前後，5，000個積みでは27ノットと大型化する

　　程その優位転換点が下ってくる。
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ということでございます。これは大型化め方が，高速化とは比較にならぬコスト軽減効果を持

って「
｢’驍ﾆいうことの当然．の結果でもこぎいます♂だだ，「原子炉の製造コストについても，・或

レ：～は核燃料め価絡にいた℃ましても，現状では未確定な要素が多く，従って，このような経済

計算も一応の目安をつけるための試算という程度にお考えおき願いたいと思います。

　経済性と共に．原子力商船の実用化を決定する他の一つの大きな位記は，賦商船どしての行

動の自由甥が保証されていなければならないということであります。既ち，商業活動に従事せ

んとする限り，原子力船であっても外国商業港ぺめ出入港，その他の取扱いが，在来船と何ら

変らないという所まで，環境整備がなされていなければならないというこどであります。’

　例えば，現在，原子力船の寄港に関する安全基準につきましてはγ在来船同様通称SOLIAS

条約と呼ばれる「海上における人命の安・全のための条約」において規定され’ておりヂまた，・原

子力損害賠償にっきましては，ブラッ、セル条約といわれる「原子力船の運航者の責任に関する

条約」において，一応規定されております。

　しかし，現在，ブララセル条約を批准し’ている国は殆どなく，1ま允露命に対する補償措置額

も’函によってまちまちであるため，原子力船を実際に運航するに当っては，1、関係当事国闘で二

圏嚇定を結びその便宜を図らなければならな1いというの’カミ実情でございます。

　従いまして，わが顯どしても，当面購むつ特の運航にそ一なえるという意味でも，関係諸圏と

の協約締結，SGLAS条約の紐目算，1ブラヅセル条約の批准等に窮する筑所要の研究調査1を

今から行っておく必要があるものと存ずる次第でございます。

　原子力船の乗組員に対する歳労体制，「憶いは教育，訓練等も運航者といた．しましでは，ゆ．・る

がせに出来ない重要調題であります。原子力船の乗組員は，常に放射．能の危険に曝される℃と

になりますので，高子力船を建造する場合，、この面でも万全の対策を構ずることが絶体に必要

であります6また，乗組員の教育，訓練につき’ましても，在来船では必要でない高度の“技術

と知識”’が要請されますので，1適当な圏家機関による相当長期の養成が必要になってくるもの

と考えられます。

　私どもの会社におぎましても・以前から研修のため，エソジニヤーを大学や原研，あるいは

い　　　　　　　　の

　むつ　等に派遣いたしております。

　そのほか，本船の実瞭の稼動に際しましては，核燃料の交換，或いは修運，保船等の運航体

制が確立していることが必要であり，更に放射性廃棄物の処理についても十分に検討しておく

必要があるといえるでありましょう。

　これら諸闘題は，私ども船会社が，原子力船の建造，運航を計画いたします場合の絶頬条件
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でありまして，その何れを欠いでも最早原子力船の実用化は成り立たないと言えるものでござ

います。

　最後嬉，今まで申上げましたことの締めく玉りとして，“原子力船の将来性捧という問題に

っき一言私の考えを串述べて御参考に供したいと思います・

　現代は，エレクトロニクスの発達に基く各種の鼓術開発をはじめ，原子力の平和利用による

エネルギー革命，あるいは，：彪大な物資輸送のための海陸空一貫輸送体制の確立など，将に第

ろ次“産業革命埠と呼ばれるにふさ：わしい繭期的な時代でございます。そして，曾っての蒸気

機関の発明が鉄道，船舶を含め各方面で霧しい動力革命をもたらした如く，現代の原子力開発

も，発電や艦船用推進機関等において極めて強力かつ高度の勤力革命を招来しつエあります。

　かくの如く，一つの後術革新が一霞の社会，産業構造，或いは蝿連企業の経営革命をもたら

すことは，過去の歴史の実証しているところであり、このような見方に立つ限り，q近い将来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り原子力商船の時代が到来することは必至である。　というのが私ども関係者の均しく抱いてい

る認識でございます。

　しからば，原子力商船は，何時，如何なる形で出現するか，というごとでございますが，こ

れは俄かに断定できない問題でございます6ただ，少くども，その可能性が最も大きいのは，

賦超高速・大型コンテナ船”の分野に於いてであるということだけは，現在でもはっきり申し

上げられると思います。このことは，運輸審議会・・船舶部会の答申案においても，端的に指摘

されておりますし，今まで縷々御説明申上げたことからも容易にお分り頂けるものと思うので

あります。

　これまでにも，私ども海運界におきましては，船員需給の逼迫や人件費のコスト・アップに

対しては，逸早く本船の自動化を実施し，また，鉱：工業原材科の大量安定輸送という要請に対

しては，他に先駆けて大型化，専用船化で対処するなど，奴低廉な輸送サービスの提供”を目

指して，出来うる回りの努力を重ねて参りました。そして，このような合理化努力の要請は，

進展するコソテナリゼイショソや増出する諸経費の重圧下にあって，『 ｡後ますます強まって行

くものと予想されるのであります。こXにこそ，原子力船のみならず，コスト軽減に役立ちう

る，凡ゆる合理化手段の追求が真剣に検討されなければならないという所以もあるわけでこぎ

います。

　ところで，原子力商船の実用化と申します場合，私ども船会社にとっての最大の関心事は，

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

　それが在来船以上に，経済的，弓術的に勝れているかどうか　ということでございます。こ

の意味では，軽量，小型，安全，高出力かつ経済牲の高い“実用的船用炉”の開発こそ，実用
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化のための先決条件といえましょう。現在，西独を除く欧米先進諸國におきましては，原子九

潜水艦などの建造掻験を通じて，既にこの種の瀕罵炉に対する自主的製作技術が確立されてい
る’ ｲ言あ賓ゼおり，≧事実英困等は“経済性の問題を別にすれば，明日にでもその製作に着手し

うる。　と伝えられているのでございます。

　幸い，わが国に於きましても，般むつ”の完工により，近い将来原子力船の建造や連航に関

する喪重な資料が数多く得られるものと存じます。シ’・しかし，前にも申上げました如く，賦むつ”

は飽くまで実験船でございまして，本船の建造や連航経験がそのま工第2船以降の実用的原子

力船（δ魂魂に適硝できるわけではござ』いません。そこで，第2船以降につぎましても，駅むつ

同様，或いはそれ以上に強力な推進体制の確立，整備が般焦眉の急”としてう、急がれる次第で

こぎいます。

　このような状況にあって，私ども海連界が最も注醸し，かつ期待いたしておりますのは，．一前

述の日独両困による凍子力船共同研究開発の試みでございます。

　御承知の如く，従来わが麟における原子力船の開発は，国産先端技備の振興という建前から

官民共同のNati・ぬal　pr・jecむとして推進されて参りました。これに対し，今回の日独原子

力船共岡研究は，これを更にhte澱a巨膿al　projeetにまで押し広げ，こ1のような凋際協

力の場において実用的原子力商船の開発を図ろうというものでありまして，わが国単独の場合

に比較して，期蘭的にも経費的にも遙かに効率的に唱的を達成することが出来ると思われる．の

でございます。

　御承知の如く，わが匡；における原子力の開発につきましては，原子力基本法に“自主”，『公開”

鰍車和利用”の三原測が謳われておりますが，このうち・自主開発どいう嬉前に対しては，関係

当局におかれても，事態の進展に郡応した弾力的な考え方を採っ・て頂く・よう，特にこの機会に

お願いいたしたいと思います。

　何れにいたしましても，本構想が成功いたしま＝し・た暁には・，独り海運，造船のみならず，わ

が国産業全体に及ぼす波及効果には計：り知れないものがあると予想されますと共に，将・来にお

げる三際協力の貴重なる前例となることが期待されるどいう意味において，私ども海運界とい

たしましても，これを積極的に推進いた’したレ・と考えている次錦でございます。

　今後とも本問題に対する皆様方の御支援，御協力を“切にη御願い申上げます。長時闘御溝

聴ありがとうございましたQ
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講　演

日本における動力炉開発

動力炉・核燃料開発事業団

　副理事長　　清　　成 逮

　動燃事業団は，現在高速実験炉「常陽」，高速増殖炉原型炉「もんじゅ」澄よび新型転換炉

原型炉「ふげん」の5つのプロジ出クトを主要な柱として｝新型動力炉の蝉茸を進めている。

これらの現状を概括的に報告する。

生　高速実験炉「常陽」

　　第1期熱出力50MW，混合酸化物燃料ナトリウム冷却ループ型の高速実験炉「常陽」に

　ついて，動燃事業団は原研で行なわれた概念設計を引き継ぎ，さらにメーカーとの共同作業

　により詳細設計を進め，原子炉設置許可申請を行ない，昨年2月政府許可を得た。

　・再挙5月から，大洗工学センター内に慶いて掘さぐ工事を開始するとともに，同年5月機

　器の発注を行ない，4，5年末にマット打ち等の基礎工事を終了した。現在格納容器の製作診

　よび現地据付を行なって澄り，炉心本体，構成機器等についても製作を開始している。引き

続き，建屋の建設，原子炉設備の据付け等を進め，48年度末頃に臨界に至らせる予定であ

　る0

2．高速増殖原型炉「竜んじゅ」

　　ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の500MWe程度のループ型ナトリウム冷却型高

速増殖原型炉「もんじゅ・ゴについては，44年度にかけて原型炉｛次設計詮よび「もんじゅ」

　4次設計を行なつで炉心凄よびプラントの主要パラメーターの検討評価を行なっている。

　さらにプラント各系統澄よび主要機器等について詳細な設計の検討を行ない，ブラツト全

体の主要設計仕様を決めた。今後さらに所要の設計研究於よび設計コードの麗発等を進め，

原子力委員会の評価検討を経て49年度はじめに着工，55年度半ばに臨界に至らせる予定

　である。

5。新型転換炉原型炉「ふげん」

　　165MWe：重水減速沸騰軽水冷部型原型炉「ふげん」は，昨年5月原子炉設置許可申請を

行ない，同年日月に設置許可を受けた。現在原料敦賀発電所構内の建設予定地の整地工事

　を進めて訟鱈本年6月より基礎掘さくを開始する予定である。また現在主要機器の契約交

渉を行なって溢り，昭和49年度末頃に臨界に至らぜることを目標に，設計製作，建設を進
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　　める計画である。

　4．研究開発施設

　　　上記新型動力炉の開発に必要宏各種の研究開発は，原研，メーカー等に委託して実施して

　　いるほか，動燃事業団は，大洗工学センター澄よび東海事業所に訊（て必要な研究開発施設

　　の建設，整備を行なっている。大洗工学センターの現状を別表に示した。すなわち，「常陽」

　　憂よび「ふげん」のための施設は，45年度までにほぼ整い，・このうちかなりのものは，44

　　年度末から運転にはいったb寮た，「毛んじゅ」関係についても，45年度かち一部運転を

　　開始したものである。東海事業所に澄いては，プルトニウム燃料関係の施設等を建設して，

　　「ふげんjr鴬陽」誇よび「もんじゅ」の燃料材料の開発診よび製造加工の体制の整備を進

　　めている6』：1『1．－1’1…　　　‘’：「「－　‘　・・∵．　幽．，一・：’　，・｝

『〔浮5〆’、．ま・とめ・　　　．：’．　「』・・二∴：・ビ1㌻・’1：こゴ旨

　　　上述．の遇り；、．∴：「常陽」：，・、・「ふげんす：の建設工事メ大洗＝工学セン：・ターの’主要施設の稼働開始

　　をむかえデ新型動力炉の開発は；・本来の意味での開発と建設の民階にはいったといえるQ

　　　一方，海外先進諸國に澄り：る新型動力炉開発に目を転ずる・と，高速増殖炉の分野では，イ

　　ギリス，．，フランス，・ソ連では原型炉の完成が間近ズ1∴また西ドイツ澄よびアメリカで竜近々

　　着工の予定であψ，．実用炉は：↑9＄0年代にはゴいずれも運転を開始すると発表されている。

　　重水減速沸騰軽水冷却型新型転換炉関係では，カナダで原型炉が最近計画通り試運転にはい

　　り，スコットランドでもSG｝王WRの実用炉の建設が具体化する動きがある。：いずれにしても，

　　海外の新型動力炉の開発は積極的に進められている。・1

　　　最近に凝ける尋ネルギ』をめぐる世界情勢から、も，わが国にとって，新型動力炉開発の必

　　要性は一段と高まったかのように思われるd関係各機関のご理解どご協力を切に希望する次

　　第であるQ

　ゑ　付　　、言

　　　以上申述べたよう・に，1動燃事業団は原型炉までを担当して努力しているが，実際の開発は

　　これに続く大型商用炉が出来なければ意味をなさない。於そらくは本に除いては原型炉（Pr

　　ototype　Reactor），実証炉（De船onstrat三〇n　Reac£of＞，商用炉（Go脚eτcial　Re－

　　act・r）の道程を辿る・ものと思われるが，’これらは一つ一つ区切りがついて行われるもので

　　なく・連続して行わ、れ・・それに必要な取母Dが錯綜して行われるであろう・

　　　このように考詫・ると，本年位からはボツボツ・実用炉開発を考えねばならず，現にわれわれ

　　に与えられた奉本方針⑱期限から考えても・決して早過ぎることはない。こんな意味から・
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実用炉へのapproachについて考えてみたい。

　御承知の通り，われわれは今，原型炉を開発中であるが，そもそも原型炉のあり方どして

．、は，・犀標とする大型炉のsch正e　d・wn　plantを狙う考え方と・そうでなく・その型の炉の

運転実．三三得ることを主眼とし，・．、最高水準のものは狙わないと云う考え方と二通りある。前

、者においては原型炉の設計にか＼る前に，目標とする大型炉の詳細設計を完成させねばなら

ず，非常に長年月を要する。のみならず，大型炉開発までの15～20年の年丹を考えると，

現筏考えられて喚る大型炉のi揃ageが今後の技術革新によって変り得るものであり；’それ自

体が加oving　targetと見るべきだとも云える。

　　したがってわれわれは，原型炉のあり・方としては後者をとるものであるが，その場合に：は

大型炉へのappr・achを＝考え，そ．の際の困難を軽滅させる意味で，』燃料被覆管の温度条件，

燃料長，その他材料的に大きな変動を及ぼすような設計条件は，大型炉のをれに或る程近づ

　けるようにしている。

　か＼る見地に：立づ、牽われわれの原型炉のphilogophyは，

　　　窪．原型炉の建設運転の体験を通して，大型炉の建設運転に際して出るであろう技術的

　　　諸問題を見出すこと。

　　2．燃料ipte8rlty．の確認を行うこと。

　　　　隅隅瀦工程韻下等を齢し燃料の適群の隅
　　　5　各種核的dataについて確認を行うこと◎

　　　4．主要ごδ蜘6he郎機器の製作並びに運転保守上の問題点を見出し，燃料燃焼度の見

　　　通しをより明確にして大型炉の経済性について評価を行えるようにすることb’

である．と考えている。・

　　このような考え方に立っているので，原型炉はそれ自体の経済性を云』々ナベぎもの毒もな

　く，またそれを・sc．ale疑pすれば，そのま＼大型炉になる・と云うものでもない。かくかくの

点を研究開発すれば，このような性能の，このような経済性の大型炉が出来ると云う’ ｱとを

実証するのを目＝的としている。、そごで大型炉め開発は，・それ自体の設計建設と同時に，原型

炉の建設運転の経験から見出された多ぐの問題点を研究し，開発せねばならぬので，非常に

導き准、pr・jedとなる。またそれと平行して大型炉を開発する・ための，’ ﾜた』大型炉を改善

発達させるための基礎研究，例えば炉物理，安全性，各種燃料の研究開発　新材料の開発，

各種再処理深の開発等を適時精力的に行わねばならない。1

　このように考えて来るど，実用炉開発上の問題点が自ら浮び上っこ（来る・し，またそ1れ参大
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　変なことだと思われるのである。

’仁畿の鋤b撫 ・9’ E　’■・』’1で∴’ヒ『…・・∵しい

酬・ x第噸ぽ鉱述妓、舜夫型炉醗雌四大を・舳6、諭であ為・瓠飴

　の過半は国家匠’よらねばなちぬと思うが，1犬型炉の性格として電が系紡へb組送み6蘭係

　がら開艶め三下は回気嘉業者と姦ぢざおを得‘ない。勿論研究－設計，建設奪ほ訟kelrが参欝

実愈』回れ’ども三体の企酪制は三三籍ぞ商れ購らず，蒙献塾炉臆力営

　業に直結するもあであ為から∴時潮，性能，用地，：』送電組奪た，許歪案経回的な決断を要す

　ることが極めて多いと予想される。そこセこ¢lProjectは，民間的な柔軟な・迅速な運営

　をす必とと遂絶対的に必要と思あれる。過半参国家資金セ賄わ航るごどめ開発を，今述べ

　1だまう濠民商曲逮営でや為ごと歩果し三門能かと去う闘題である。『

Z∴・ 瘉ｨ1：繭蓮銘1塞縫研究一『’・　づご1　・一㌧1’・「』』ll∴凸・■♂

　　次に上述したように，このPr。jectはこれと平行して多くの基礎研兜がな暫れね1ぱな．，

　らぬが，我国の現状ではそれ1らぼ原研，国立研究所デ各大学，『各論k翫の研兜所等が行っ

　七いる。

　　これら多方面に亘る基礎研究を，軽重緩急に従って統制するのほどこがやるのか，また

　基礎研究はよく陽が当らないと云われ，先進国のように：うまく行ゲ（いない態うであるが，

　これに十分の資金と入材を投入崩耕究者をし七真に開発意欲に燃え立た回るにはどうす

　ればよいか。

3．　関係産業界について”‘

　　わ力掴の企業規模そは，1米国で云われているように1夫塑炉餉嘉に寿紋複数のP，。＿

　lects　をそれぞれの1講akerが担当してやるようなことは到底考えられ友レ16溢そらく1は．，

　原型炉までの毅晧と同じて，客膿註ke訪呪うの大塑炉開発店olec乏に参画し，’分担協力㌦・

　すると云う形kなると思うが；開発さ’れ：た暁に涛ける各m誼er』の在り方は極め七大きな問

　題であ為。　　　層　’　　「噛　　　　　　・　9’㌧：　』　』1　　　∴・1　∵：

　　三三のように考え；て来て，きて大型炉開薬と乞う火事業をやう遂げる方法としては；先

　ず国が大型炉開発と云1うBig　pr・je『clt’』遂行の実態をよぐ認識，理蜘’じ∴これに最遽め体

　制及び運用を思いきっで採用すると「向時に，’基礎研究を長期的な翻点から重視して，思い

　きった奨励策を講ずることである。次に電気嘉業者旧びmakef等産業界も，この間魑は個

　々の利害や衝子を超えた国家的要請であり，そめ歳功1（まってめみ各企業及び国民に大き

　な利益が還元されるもセ）であることを認識し，’長期討な，大乗的な観点からこの自主開発
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に取り組む決心をするζとである。

　今回発表された長期予測に見られるように，わが国のGNPの傾向，翫ergy需要の稗

び，それを充たす孝めの発輩め原子力化は，今迄の概念を超えた大きなものである。かく

て新型動力炉め開発は一毅と緊要の度を増したが，これに関連してウラン資源の確保，濃

欄題語処翻題漉勅擁の蘭さらに薙の擁合へ⑳卿・曙・国家的

歓蘭湘積している9し紬わが甲は藤館の大半を轍繭ぎ漉齢半ばは

轍醸っ、と云姻際聯下にあり・上述のよう礁蘭は適ち臨蜘内政共姻家

の根本政策｝基本姿勢に影響ナる。望むらくは，国の指導者はこの情勢を確実に踏まえ，

確乎兇る基本：方針を樹立し，流動す為諸情勢に対応して常にcheck　reviewを行い，迅

速，柔軟，適確に方針を是正して誤りなきを期してほしいものと思う一 B
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樫鋭当、∵一撚騨騨

区分 施 設 名．1
現 状

高
　
．
　

速
　
　
　
増
　
　
　
殖
　
　
　
炉
　
　
　
…
新
型
転
換
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

i．ナ、ト．リウム流動伝熱試験施設
！

i馳　　　　　一
㌦型蒸気甦翻験鰍・

；，＿蒸気隅肉羅

・高速炉安全性第1次試験施設

　高速炉安全性第2次試験施設

　ナトリウム技術開発施設

　照射燃料試験施設（AGF）

　照射材料試験施設（MMF）

　燃料集合体検査施設（FMF）

鱗繊灘・・
i冷却系機器特性試験終了，燃料集合体流動

芯：試験のため¢〉改造工事実施中，

　完　㌧成㌦

　建屋，本体詳細設計完了（46年度着工）

　大リークNa一水反応試験実施中

；Na過渡沸騰試験装置完成

i小リ＿クN、＿水反応試験装置：等工事中

　低純度材料試験ループ，技術開発ループ，

　放射化材料試験ループ稼働中曾中純度

　材料試験ループ工事中

…内装機器調整試運転中

　基礎工事中

　建屋澄よび内装機器詳細設計中

　重水臨界実験施設（DCA）

i動工戦験施設

i動炉舞錐懇施設
i

稼働中

大黒熱ループ（RTL），コンポーネント

テスト・ループ（CTL）稼働中

試験装置：増設中
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イギリスにおける黒鉛減速炉と重水減速炉の最近の進歩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イギリ．ス原子力公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子炉開発担当理事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R．V．ムーアー

は　じ　め　に

　’2年前の1969年51月に，こx東京で開かれた第2回原産年次大会でお話をする光栄に牽ず

かりましたが∫今年もまたお招きをいただき有難とうございました。

　日本とイギリスは原子力分野では，臼頃緊密な連繋を保っています。昨年は，両国闘で，高

速炉技徳の相互協力についての減しい協定を結びました。

　しかし今日私が皆様にお話をするのは，この高速炉ではなく，イギリスにおける熱中山子炉

の最近の進歩の中からいくつかを御紹介したいと思います。皆様御存知のように，イギリスで

はガス冷却・黒鉛減速のいわゆるガス冷却炉をii患調にして，原子力発電プログラムが組まれて

います。ガス冷却炉の初期のもの，これをイギジスではマーク1のギス冷却炉と陸っています

が，いわゆるマグノックス炉で，燃科には天然ウランを使っています。これにつどくマーク翼

のガス冷却炉はAGHですが，これは低濃縮の酸化ウランを燃料としてし1ます。

　マーク1のガス冷却炉の第1号がコールダーホールで，1956年目運転に入ったことは皆

様御存知の通りです。この原子炉は今でも安定な連転を続けています。コールダーホールに続

く初期のガス冷却炉の一つに，，日本漂子力発電株式会社の東海炉力1南り．ます。東海炉は，現在

月聞の平均負荷率が75から80％・の範囲で安定な連記を続けています。

　イギリスのウイノレファ発電所が，マーク1のガス冷却炉の最後：で，近く連転に回ります。マ

ーク1のガス冷却炉は合計で500万K：Wの規模となります。マーク1につ穿くマ．一グHρギス

冷却炉であるAGRは，現在5発電所で建設中で，その合計出力は．ρ00万耳罪メニ達しています

さらに，第6番目のAGR発電所の設計がほゴ終ろうと．しています。この発電所は，原子炉4

基からなる240万KW出力のものです。　AGR用の酸化ウラン燃料は，．過去8年間にわたって

イギリスのウイソズケールにあるいわゆるウイソズケーールAG耳．で輔肇し，琴証済みです。燃

科の燃焼度も目標値を達成しています。こ．のような背景のもとに，イギリスでのたゆまざる繭

発努力によっ・て，これから申しのべるような新しいガス冷却炉が登場することになります。

渦温ガス炉技術

　過去12年間，イギリ．スはドラゴン計画として知られる欧州の協力機構の一員として作業を

してきました・このドラゴン計画は・より高温で連転ずるガス冷却炉の薦発が目的でした。圏

漂的にHTRとして知られる高温ガス炉は，コールダーホール型の．ギス冷却炉の第3世代，す

なわち孫に相当するガス冷却炉といえましょう。

　1王TRの酸化ウラン燃料は，従来の熱中性子炉の燃料の概念とはがらりと変わったもので，

燃料の被覆に温度綱限のある金属製のものは使っていません。燃料は小さな球状の粒で，一つ
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一つがセラミックで三重に覆われています。

　この燃料の粒は，直径約α8mmの酸化ウランの核のまわりを，パイロ・カーポソとシリコン

カーバイトの層で包んでいます。一番内側が密度の小さなパイロカーボソの層で，バッファー

の役目をし，田平ウランの核のふくらみを吸収したり，ガス状の核分裂生成物の溜めになった

りします。またすぐ外側の被覆ぶ，固体状の核分裂生置物の臭突ゼ傷つかないようにする役目も

します。中間の被覆層はシリコン・カーバイト製で，金属質の核分裂生成物をストップする役

をします。一番外側の被覆層は，高密度のパイロ・カーボンで，中心のUO2核に出来るすべて

の気体状昇平生成物を外に出ないようにストップする役目をします。

　燃料の粒が出来上ると，これらを集めてボンド材とまぜて圧縮し燃料素子を作ります。一つ

の燃料素子の中には燃料あ粒が約2万箇入っています。燃料素子は燃料の粒の所で発生した熱

をよく伝導し，ぎちんとした寸法を維持します。金属被覆の通常の燃料にくらべ，セラミック

被覆の燃料は中性子の吸収が少ないとし・うことが特長です。したがって，HTRの燃料素子は

体積に対して表面積を大きぐとらせても，中性子吸収は大して増加しません。実際には，この

燃料素子は内外両面から冷知することが出来，したがって熱定格（燃料比出力）は非常に大き

くなります。

即興の蘇では，。の種の騰、、駕，。’1％の轍で、万MW・晒肚の燃巌が猷で

　　　　　　　　きます。哩，500Cの温度i脇丘では，冷却ガスとしては炭酸ガスをヘリウムに置きかえる必要が

あります。

HTR発電所

　11TR用の燃料やその他の材料は，イギリスのウイソフリスにある実理炉一通称ドラゴソー

で開発されてぎました。この原子炉は2万K宙の熱出力のもので，過去6年間運転を続け，こ

の間に多く（b貴重な国学経験をえました。ドラゴン原子炉は，ウラン235とトリウムの燃料

サイクル方式を採興し，連声中にトリウムが核分裂物質のウラン253に転襖します。

　しかしイギリスでは，原子燃料の利用にあたって，常に熱中性子炉と高速炉の両方を一編に

考えて，全体として上手にバランスをとるという立前巻とっています。この立前から，一連の

熱中性子炉はウラン255とウラン238の燃料サイクルを原則としており，ウラン258か

らナルトニ三一ム作り出しています。このプルトニュームは一連の高速増殖炉の一次燃料とし

て使うことにな：ります。そして高速炉が運転に入ってからは，消還した以上のプルトニューム

を生産ナることになります。こうすることによって，ウラン燃料を殆ど完全に利用でぎること

になります。これに引きかえ，熱中性子炉だけを考えた場合には，ウラン燃料はごく一部しか
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有効利用されません。

・したが・て菰ロー・轍の間・イギリスではH↑R禰をべ二匁匹岬曜術曝中

性子炉として，次のような基本的な方針のもとに，設計研究を進めてきました。

　（D　ドラゴン炉で実証された粒状被憂燃料を使う。

　（の　プルトニュームを生産するウラン255とウラン258の燃料ナイクルを採用する（トリ

　　ウムサイクルは使わない）。

飼冷却ガスにへ．ジウムを使う・

　（④　工学的な設計部分は，マーク！とマークHのガス冷却炉で使われているのと同じ方式を

　　採用するのを原則とし，過去の豊富な抜術経鹸を活崩することの利点を強調する，

昨年の9月にイギリスの中央電力庁は以上のような形式の高温ガス炉の引合いを出しまg牟。

　この見積提出はここ窪～2カ月のうちに行われる予定です。したがって，今日この席で，そ

の内容についてお話申し上げるわけにはいきません。

　前にも述べましたHTRの燃料素子は，燃料ピソに組み上げ！うれます。燃料ピソは内筒，外

筒からなる2本の黒鉛の筒の中に，燃料素子を積み重ねたもので，最後に2本の黒鉛の筒の両

端部はシールされます。燃料ピソは減速用の黒鉛ブロックにあけられた燃料チャンネルの中に

入れられます。黒鉛ブロックは燃料交換の時に一緒に交換されます。、六角形の黒鉛ブロックは

それぞ相8本羽9本の欄チ・ソネノレをもっていて・6砺KWの原子炉⑳’ひに噸

200箇の黒鉛ブロックが並べられています。

　代表的なマーク慣の原子炉炉心の断面をみますζ，黒鉛ブロックは，1本1本黒鉛製の柱に

乗っており，この柱はコンクリート圧力容器の底に張られたセラミック絶縁物の上に架ってい

ます・黒鉛ブロックには，上：方から大ロ径のスタンドパイプを伝って接近することができ：ます

　冷却ガスの流れの方向は，燃料チャンネルを下方に流れ，ダクトを通って4基のボイラーに

入ります。ボイラーはコンクリート圧力容器の壁の中に用意された円筒形の孔の中に位．置して

います。冷却ガスはボイラーα）上方から出てガス透風機に入いり・次に炉心の上のプレナムに

流れます・ヘリウムガスの流れの一音附，バイ・・ズさせてタ梛の浄化プラソ！噂き・一リウ

ムガスの成分を常に正常に保ちます。．

　ボイラーの設計は．マーク嚢のAGRで採用されているものと類似しています。ボイラーは

全面的に工場で製作されます。形式は一毅ガス再熱方彗です。ボイラーの中ではギスρ二三が

上屑き・であるので，チューブ・バンクの配列も逆になつ．ています。蒸気条件は，イギリスの石

油だき，石炭だき火力発電所や，マークHのAGRで使われている標準設計のタービン1千逼し
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たものとなっています。

下麹臓的なマ噸競所の腰ラメータをマ調、の…発電所と比較し回

しました。

　正味電気出力（M硬e））

　熱　効　率（㍗）

　冷却ガス

　冷却ガス圧力（Bar）

・ガス出日零度C．QC）

　ガス入ロ温度（、OC）

　炉心出力密度（Kw／君）

　炉や平均燃料比出力（費1w（H）／TeU』？

蒸気条件（Bar／も）

マーク凱のガス出口温度の上昇，

あります。，

SGHW原子炉

　私のお話の表題を完結するために，

　至言Kl簸

　625

　4t7

　CO2

　41

：648．

　517

　　2．7

　誓．62

161／558

　MK：獲、

　656

　425

　　He

　55

　800

　300

　　8．27

　9踊

り61／558

出耀嚇と平鱗脚囎矧コ獅響町

　　　　　　　　　　　　　　　　　モト轡働r炉とは鱗殉略式の・再締御

紹怖こと・・します・それは今まで言撫話ゆまし轡貧．のうイバ1矯蓼rれる

原子炉です。この原子炉を御紹介するにあたり，10年以上前に渓ってみたいと思います。

1957顯イギリス餌一つ飯欝あ9ました・そ濾拶ス脚騨ナ岬組んで

レこて・将輔祉競鋤がなくなる級即時ρ∵醐炉が1〕ずれ櫛た興野凹し下

こないかという囎でレた．・このことを翻二お呼弾聯想下窩の研究を騨

した。そして世界各醜の開発口口のいろいろな原子炉についても調べたわけです。1957年の

こζです・、，

　私どもは，単に性能がよいというだけでなく，その他の特長，たとえば，工場で前加工がと

の程度でぎるか，現地工事が簡単か，燃料交襖や保守点検が容易か，漂子炉と関係ある部分渉

すべて安全上すぐれた特挫をもっているかなどです。イギリスは日本と間じように輸出で生き

てい融ですので講騨鋼陸上継輔蝉灘樋し脳’て・しか櫛跣嘱鱒蝶

のレベルが低い場合でも，現地で容易に組み立てられるタうな構成機器をもった原子炉を年る

必至があります。私共は当時ζの家うな源子炉を探してヤ・ました。

　5年ばかりの検討の結果，今，電しのべたような諸条件を最もよく満足する原子炉形式を探
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しあてました・・それが蒸気発生重水減速原子炉一趣称『9耳甲R一であります。

ウイソフリ』スの窪9万KW　SG耳WR．プラン㌧

1965「 N5月1ニウインフリスでの10K甲の＄GHWR魏三三が始齢まし牟・予回

り4年も後の1967年9月に完成し，「1968年1月から連転に入っています。これまでの連転

経過からいえることは，運転にあたって柔軟性に富み，連転が容易で，保守も簡単だというこ

とです。

　この発電所は5年間以上の連転を続け，112万MWh（11億2，000万KWh）を発電し，燃

焼度は最高8，eoOMWD／「に達し、ています。この原子炉は制御が容易で，連転にあたっては柔

雛嘱批・いうこ・とがは・き亀几ました・たとえば一970年頃荷髄輝の連勲セ

毎資，全負荷から70％負荷まで毎分5ないし5％の速さの負荷低滅を行いました。負荷変動

申に，冷却材の温度を一定に保つことができるというのも，負荷追随に適した原子炉というこ

とができ・ましミう。要するに，ウインフヲスSGHWRは負荷追随が要求される場合に全：く問題

のない漂子炉ということになりましょう。当然のことながら，この特性は電力会社にとっては

大変な魅力ということができます。

SGHWR実用プラント

　50万KWから70万KWの実用規模のSGHWRプラントが，蒸気供給用として，また発電屠と

して，イギジスで計画されています。すでにイギリス国内や，、イギリス国外で見積提出済みの

ものや，現在，見積準備中のものがあります。

　SGHWRは軽水を冷却縁とし，重水を減速材とした加圧管構造のもので，沸騰軽水を直接タ

ービンにとり込む直接サイクル原子炉です。原子炉炉心は多．くの加圧管を組み立てな構造です

が，土木関係の工事が完了したところで，工場で製作し，十分テストされた舶圧管がサイトに

持ち込まれて組み立てられます・したがって・鋼製圧力容器型の場合に冷ら推、るように・現地

での建設や連娠に伴ういろい．うな困難や問題点は，加圧営方式では避けることができます。

　加圧管は垂直に配置され，一本の加圧管に一本の燃料要素が冷却材の軽水とともに収容され

ます。・この加圧管がアルミニューム製のタンクの中のアルミ襲チューブの中に入っています。

アルミタンクに動が入・て・・て・・のタンクをカラソド弾と駄で曝す・刀嘩飢アル

ミチューブ（カランドリヤ・チューブ）との間の随間には，ガス体が充満していて，熱絶縁の

役をし動を翻・大気圧に保つ・とカミ出来ます・こう、すること壁り江学㌍曜すべて

を大分簡単にできます。

　一本一本に燃料要素をとり込んだ加圧管方式は，圧力容器方式より燃料交襖が容易になりま
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す。原子炉を停止しての燃斜交換ぱ∴短蒔鹸1にで音るので，低負荷時を狙ったり，また発電所

の定期点検中などに燃科交襖ができ・ます。そのうえ，連転員にとって有難いことには，発電

駈寿命中いかなる時にも，いざとなれぽ加圧奮が交換できるということです。咋年は加圧管交

換がで1 ｫるかどうかの試みをしましたが，ウインフリスSGHWRの6：本の加圧管の交換に成功

しました。

　SGHWRの冷却室は簡単なものです。軽水は細身E管の中で熱せられて蒸気ドラムに入り，そ

こで気水分離が行われて，蒸気は直接飽和蒸気タービンに送られまず。分離された水はコンデ

ンサーを出た所の給水と合流して，循環ポンプで加圧管に送られます。こめ方式は，通常の再

循環ボイラーと極めてよく類似していますが，配管は少なく，コソ八ク’トな寵置になっていま

す。

　原子炉の出力制御は，短時問の場合は減速材の重水レベルを上下させて行いますが，長時闘

の変更’は∴翻酸水の濃度を調節する1こと1ごようて行ないますb従って舗御系には，原子炉炉心

中にある可動部分はないことになります∴

　燃料には，低濃縮の二酸化ウラン燃料を使い，ジルコニュ嗣ム合金で彼覆しています。「’ろ6

本の燃料ピソがグジッドによって位置決めされて，5重の円周上に並んでいます：♂ごめよiうに

む七出来上った燃料妻素の長さは，・ちまうど炉心の濤ざに等し．くな尋ていま1すb・燃料要素は上

方がら掃られてい‘ ﾄ，加庄管の下方で藏方向の位置夢めがなされています。、－「

　現在は9バッチの燃料サイクノレ方式が採られています5平均燃焼度が21，000瓢WツTUで，

年蝿2回の燃料交換があります。『加圧管を慶ってい・るため各撚科チャソネノレに直接接近でぎま

す0＞で，燃料交襖操作は容易ゑつ迅速に行えます。r510万KW発電所で1回の燃料交換に要する

1寺間は短く，僚子炉を停止してから再び全軍’力運転に入いるまでの所要時彌は，．約70時間す

なわち5臼ですみます。したがって，燃料：交換は週末を狙って原子炉を停止してでき．ま・す、，破

損燃料は殆一 ﾇ発生しませんがゴ発生しても運転上ざしたる支庫になりません。いざとなれば；”

加圧管方式を1採用七ている強味で，破損燃料が入っている澱圧管を閉いて破損燃・麟をと・：り9出す

ことができます。この点は連転者にとっては好巡合な膨面といえましょう。・

　SGHWRは妥全額からも優れて1い：ます。反応度のボイド係数はゼロで，漂子炉は急速作動の

原子炉停止系で確実に停止できます。停Lヒ系は原子炉凶に可皇力部分がない液状方式で，減速材

の重水をダンプするこ』とにな『ります。加圧管は蓮転中に定期的に点夜できますb三三塵故は冷

却材回路の記蕾部分に隈られます。事故峙に燃料の冷却系を迅速に縫保するために，水のスプ

レイ配管が，’ R料要素の中心鞘、に1沿って驚意されてい1ま：すb
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SGHWR用としていろいろ伽ンテナーが翫られました・期r領隅プ㍗。哩1ヲま・

完全にコンテナーで・動方式が螺さ身tています・原子炉脚絆伽ミ鞭卵張撃れたプ

・対レスト．コンクリート製のコンテナーの申に収容舗ています・極上賜必要ではあ

りませんが・コンテナーの上半分で・燃徽鍛置鵬酒所への出郷ま運転中でも弾

であ．ります。

　重要な部分については，ウイソフリスの10万KWプラントの技術をそのま玉実用炉設計にと

り入れています・勿論ウイソフリスの経験から改良した部玲も少なくありません。加圧管の配

列は大事なポイントですが，この点については実用炉設計では，ウイソフリス設計をそのまX

踏襲し，出力増加分に見合わせて，加圧管の本致だけを増加させています。

　SGHWRは製作，現地輝立という面から魅力約な炉です、これまでのお話で，私はSGHWR

が現地外での仕事，特に工場で作られる部分が，他の煩形式のものより多いことを述べてぎま

した。現地での据付組立ては，、土木工事や建物工事が完全に終ってから開始することになり，

プラント瀦成す磯纐は妙想的な状態にある蝪で作られ，＋年斜陣ますので・

現地工事は早く進みしかも信頼性のあるものとなります。工場で製1目する機器類は，そのま玉

完成品として輸出もできますし，輸出先に能力があれば，その圏で製作して据付けることもで

きます。

　皆様がすでに御存知のように，日本でもSGHWR形式の原子炉の弱発に極めて熱心でありま

して，閣産の熱中性子炉として鱒発中であります。出力16万5，000KWの原子炉で通称“ふげ

　かん・と呼ばれるA孚Rがそれで，麗をあげての強刀なRアンドD計画に支えられ敦賀地区に建

設開始されると了解しております。私の存じ上げるところでは，1970年代の半ばには連転に

入る予定と厘解しております。

ま　と　め

　以上，私がお話申し上げましたことから，皆様は二つの異なる熱中性子炉形式，つまり，・マ

～ク111のガス冷却炉（またはHτR）とSGHWRが注目に値する段階にきていることをお判り

いた溝けたと思います。イギリスでは熱中性子炉は第5世代に人いろうとしているわけです。

マーク1のガス冷却炉（コールダーホール・タイプ）から，マークHのガス冷却炉（AGR）へ

の移行は，既に終っていますが，粒状の燃料を使った1｛孚盆（マーク撰のガス冷却炉）は，今

後の有望な原子炉形式として考慮され出したところです。同様にSGHWRもウイソフリスで

の成功のあとをうけて，イギリス困内外から注目を浴びており，将来の原子力発電計画の一員

に面えられようとしています。
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原窃嚢につ縦浪蘭劇頃離じて縄力難で騨峰融む繭鱒辮鱒瞬，
なく・’ Tの蜴さとか課守あ容易さ，そ扉締設餅・1騨と…ラ方隙い関心姻け？．

玉あります。既念設計でも，詳細設計でも，これらの目標を達成することを最優先とす喬のが．

エソジニヤジソグ・デザインの基本となっています。胴の言い方をしますと，設計は，運転に

人っている発電所から毎1ヨ，毎ヨえられる貴重な経鹸を最大限に活絹して行うべきものと考え

ます。　　　　．1　　　　　　・　　　　　∵・

　田本とイギツスはとも1二原子力発電によ（て良国にも・たらされる数々の．恩恵を最大鰻に活

用することを肩ざしています。

これらの恩恵は単に経済的にいろ・1い’ちな利益をもたらすというだけでなく，私達の次の世代に

残す生活藻境というものを，1よい方向に工業化した，公害のな・い質のよいものにするという悪．

恵も含まれていまずさレ

　こめよiヲな共遮の目標に向って，‘日本とイギリ・ス両国が過去協力してぎたこと，またこれか．．

ら将来もぎづごと臨力を続けていくであろうこ．とを信じてやみません。
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フランスに部ける動力炉開発計画

フランス原子力庁本部代表委貴

原子力産業応用担当理事

　　　　　M　　A　　ペツ』カー　　　　　　，　　　　　　，

　本報告ではフ．ランスに点ける原子力発電計画の一般的考え方をのべる。まず世界に澄けるエ

ネルギ「開発の背景について述べると，全世界のエネルギー需要は，現在約4～『％の年率で

増加しつトあるが，三体燃料の需要は8％近ぐ伸びている。この現象はなかんずぐ多怠の国で

現在隼じている石炭から炭火水素への転換に起因するもので，困った状態をもたらす可能性が

ある。フランスに診ける一次エネルギー供給の80％近くは，1985年に訟いても石油によ

り言かなわれなければならず，それらのほとんどは輸入である。（第1．2図参照）

　このような石油増大によるコストや危険性を低減するために，原子力発電設備の急速な増強

計画が最も効果的な解決ゐ一つとなり得ると考えられる。

　本門皆ではフランスに海ける涼子力発電の方針を．第6次計画の期間（1970～1975）に

澄いて上記の考察の結果として分析レ量的な計画ならび’に開発計画について論ずることとす

る。

　量　的　計　画

　量的計画は一様に増大するものでなければならないし，我々の増大するエネルギー需要に澄

いて適当なシエアーを有し，かつ主たる原子力産業国家の中で，フランスの存在を保持するた

めに重要である。

　フランスは1980年までのエネルギー需要にお・ける炭火水素の割合を安定にする目的だけ

で，5，000～8，000MWeの原子力を第6次計画期聞に追加することにした。

　フランスでは，炭酸ガス冷却黒鉛減速天然ウラン型原子炉の計画を発展させてきたが，それ

が技術的には満足すべ・きものであっても』∴経済的には魅力が少ないということになったので，

最近；軽水炉を計画の基本と決定することによって，世界の主流の考え：方に転換したのである。

　石油燃料を用いた商業痢発電設備は，現在フランスに語いて，電力発生に関する経済的基準

となっている6原子力発電設備の量的計画は，この方法で発生されたKWHが競争力を有する

ことを確認した上で作成された。このことは軽水型原子力発電設備と化石燃料のコストとが経

済的見通しからそれぞれ確認されたと見るべ選であろう。

　この原子力計画で建設される発電設備の正確な数は，第6次計画の最終時に開ける当初の計

醗轍せしめる・．う娘題も．ζずくものである・興粧の85瞬W・段階から1・を00

逝Weに転換する日も十秀近いと考えられるQこの計画に訟ける最初の原子炉はフエソセンハ

イムに設置されるが，すでに発注されている。それにもかかわらず今後2年聞に他の3基の原

子炉の建設が政府によりすでに決定されて澄り，さらに今後5年間に7～8基という数字が考

慮されつつある。
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　産業的にいえば，最近の再編成への努力から，PWR「ならびにIBWR型商業用発電設備を提

供し，対応する米町特許を随意に使照できる2つの会社が劇立された。

　その上これら二つの会社は関連産業をよせ集めており，かれらはここ2～5年の間シューズ・

テイアソジュそしズ現在，フエッセンハイムというPWR，また，カイガーオーグストのよう

なBWR発電設備の建設に参加して，これらの分野で有効な経験を得たものである。この型式

の原子炉の開発に関しては，潜水艦用原子力エソジソの実現成功により，原子力庁が得たPWR

システムの極めて多大の経験が審与しているこξを思い起さねばならな．い。フランス原子力庁

は，海軍の計画遂行を基礎に，寸法効果が問題とならない部晶には独劇的技術を有している。

また燃料要素がかなりの照射を受け，随意に検査されるよ・うな分泌Fにおいてもそのような技術

を有している。

　開　発　計　画

　この量的計画の大きさとは別に，将来軽水炉系と競合可能な新技術のための研究開発計画を

遂行する勝要があると養えられる。

　この観点から，12年以上の聞，我々の扇では高速増殖炉の開発に主要な努力を傾注して来

た。炉型の選択にあたっては冷却材としてのナトリウムと燃料としての酸化ウラソー酸化プル

トニウムの混合体を組合せることにした。この決定は非常に初期の段階でなされたが，現在に

おいても世界の一般的見方と一致している。・

　本計画の各段階は，取得した知識を臭体的な形に具現する実現化ということに特長があり，

次に来る段階のためのひな型をとなっている。それらの段階は，

一ラプソディー，1967年1月に鵠界に達した実験炉である。

一フェニックス，現在建設中の250MWeの動力試験炉で19アろ年運開の予定である。

一商業用，て，000MWe原型炉で循974　年に建設に着手する予定である。

　ラプソディーの特長や目的はすでに何度ものべられており，ここでは繰返さないことにする

が，この原子炉が197〔｝年にフォルティッシモ操業のために大巾に再設計されたことほ記憶す

べきことである．現在約4唖Wの出力を有し∴中心部に餅七5×旬15・／・孤・の中性子

束があるため，有効な照射は年間1023n4類2に達し得る。このことは本原子炉系の燃料の開

発に関する照射の道具としての役割を十分に果すばかりでなく，さらに多くの外国の顧客との

間のすでに成立した契約，および協議中の契約にも応ずることができるのである。

　この改造は初期の段繕で取得された連転経験やノウハウにより，薪に追加され売タイムテー

ブルに完全にそうように実現されたもので，原子力庁のもつ知識にかけがえのない利益をもた
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らしたのである。

　この知識は，実験炉としてのラプソディーと最：初の商用高出力プラシトとの中聞段階となる

フェニックスの設計ならびに建設にどってとくに価値があった。

　現在マルクールで建設申のフェニックスはラプソディーと比べて二つの独創的な特長を有し

ている。すなわち，ポンプや熱交換器が炉心や窪次系ナトリウムを納ある容器の中に位置して

いること，その操作系として装荷および取出操作のための回転プラグは4基でなく2基使用し

ていること，および密封容器で形成されている傾斜路を用いていることである。

　フェニックス建設には原子力庁と電力庁，およびフランス産業界からなるチームが編成され

原子力庁80％，電力庁20％の出資がなされた。フェニックスはフランスの産業界に未来の

電カプラソトのもたらす鼓術的問題に立向う機会を与えている。とくに開発に複雑な問題を含

む蒸気発生器に関して努力が払われており，5基の熱出力15瓢Wのユニットがフランス電力

により建設された高出力試験設備でもって確性試験されつつある。次期計爾の漂子炉すなわち

フェニックスの連開が1975年中頃なので，我々としては1974年には商業用発電の原型プラ

ントを建設開始できるであろうと考えている。

　この発電プラントほ大体1，000蝋Veの電気出力を有するが，近々フランス電力庁から発

注されそうである。その場合他の欧州内のユテイリテイーと共同研究になる遊興性もある。本プ

ラントは原子力庁により開発された技術を用いて建設されると共に建設工事は責任ある民間グ

ループにまかされることになろう。この計画における療子力庁の役割は基礎的なものであって

事実凍子力庁はこの原子炉系の基礎知識を有しており，さらにそのエンジニアリング・チーム

は計爾そのものにも指導的役目をもつことができる。

　高速増殖炉の分野にそそがれたこの大きな努力とは瑚に，またそれらに関連して明かに魅力

的な期待とは独立に，国家としての努刀は他の多くの問題解決をないがしろにする訳ではない。

　原子力発電システムを開発するに要する研究規模とコストを考えてみると，それらのすべて

を研究する望みをもっことは，どの濁ででもで1 ｫることではない。フラソズとしても同じこと

で，多方面に分散してその努力を浪費することを望みはしない。幸いなことに麟際協力が時間

と愛用を十分に節約するように進んでいる。

　重水の分野において，原子力庁とフランス産業界は，最近60eMWeの電気出力をもつこの

形式の原子炉，EL600，の詳細計画の原案を作りあげた。カナダにおげる実験上の進歩をす

べてとり入れるために，設計作業はピツカリソグ型原子炉を基本にして進められており，とく

に燃科要素一チャネルー圧力管という集合体を採用した。
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　EL600の計画が改善すべき，また改善が望ましいと考えられるいくつかの点と多少異なっ

ていても，それらは重水炉および原子力計画に関して蓄積されたフランスの知識と同時にカナ

ダの実績そのもの，ならびにフラン系産業界の重水設備に関連した可能性という両者からの考

え方にもとづくものである。、

ただ魏この計醜一蹴な上げさ麺お‘）源子勲爵殴醐・これまでのプ『グラ蠣

発途上において海外で遭遇した諸問題に対して細心の注意を払っている。

　第2の方向は，未来に対して興味深恥期待を提供すると見られるもので，高温の黒鉛減速，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
ヘリウ．ム冷却原子炉が対象である。

　この場合，種々の可能性が燃料サイクル（高濃縮ウラソートリウム・サイクルまたは低濃縮

ウラン・サイクル），、燃料（p形状（角柱またはペブルタイプ）そして熱力学的サイクル（直接

または間接）に関して考えられる。

　この面でもフランスは世界中で実施している種々の研究暦動に蘭してきん密な関係を保って

いる》・とくに英，独，米霞との間においてそうである。

この2年間源子力庁と工業界と環1にご。）分野における瀕したプロ㌘ムが開発されつ

つある。我々は，ガスー黒鉛炉の嬉毒中フランスに蓄積された多大な経験を忘れることはでき

ないし，そのチームや試鞭設備が現存すうことは高温炉システムに容易に転襖できることも忘

れてはならな：い。実母炉における照射の．広範な可能性や，特麩ループによる熱的および空気力

学的研究の可能性は特筆できるものである。私はここに黒鉛，プレストレスト・コンクリート

容器，絶縁，ガス回路の分野で原子力庁とフランス産業界が広範なノウハウを有することを強

調したい。このような状態で，もし専門的集まりが国際基盤の上に発展するならば，とくにこ

の方面の計画を遂行することは魅ヵあることである。．

　結論として，．我々の計画の主眼点は

　窪　軽水炉を基本とした重要な「箪的計画」．、

　2　高速増殖炉システムの産業的開発への主要な努力。

　5　新技術の研究開肇において慎重に選択された事項への集中的努力。

　4　海外の活動へのたえざる照会と国際協力に対する積極的な態々。

　これらの方針に従って，我々の目漂は颯々の過去の唖鹸を発農させること，および，とりわ

けエネルギー分野に我々の国家の将来を托することである。
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國際シンポジウムー鷹

原子力発電所に関する経験

中部電力㈱副社長：氏雄武内河長議



国際シンボジウムー1、

原子力発電所’に関する経験

議　　長
ミ

　　　　　河内武雄氏中部電力繍副社長

発衰者　　　　　　　　　　　　（発言順）

　　　　　L。F。C。ライタリー氏　エバスコ。サービス社副社長：

　　　　　H。フンーパー　氏，クラフトベルク。ユニナン取締役

　　　　　〔代理発表者：．W。アルトプアータ～氏

　　　　　　　　　　　　　　　同社東アジア営業本部長〕

　　　　　吉　岡、俊　男　氏　日本厚子力発電㈱常務取締役

　　　　　伊　藤　俊　夫　氏　関西電力㈱専務取締役

コメンテーター

　　　　　金　岩　芳　郎　氏 東京芝浦電気㈱取締役

河内議長　　中部電力の河内でございます。

　　　　国際シンポジウムの第1部といだ』しまして，原子力発電所の経験と斗・う，テーマをちょ

　　　うだいいたしまして，議長をつとめさせていただくことになりました。どうぞよろしく

　　　お願いします。

　　　　なお，このテーマの運営を簡単に申し上げたいと思います。

　　　　まず，海外からご参加をい九だきましたお二方からそれぞれ約45分程度のご講演を

　　　ちょうだいしまして，次にわが魍の代表でおられますお二方のご講演を約25分程度ち

　　　ようだいします。そのあと全メソノミーにご登場願いまして，笥メンチーターを加えて意

　　　見の交換を行な’いたい，かように存ずる次第でございます。

　　　・わが国の原子力発電所といたしましては3昭和4・1年に日本原子ヵ発零株燕会社の東

　　　海発電所のガス炉が運転を始めましてから4年目．の昭和45年，．昨年でご．ざいますが，

　　　ようやく同社の敦賀発電所，並びに・関西電力の美浜発電所，康京電力の福島発電所の5
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基の軽水炉が発電を開始いたしました。

　さらに現在建設中のものは9基に及んで，合計580万KWに達していま「㌔いよいよ本

格的に原子力発電の実用化時代に入っ驚のでございます。

　このように，わが国の軽水炉によ．る原子力発電所の建談並びに運転の経験が得られっ

つありますが，なおまだ日が浅い現状でありますので，本塩ッシ塞ンでは，今後当分の

間主流とみられます軽水炉にっきまして3その建設段階から需要，運転に至るもろもろ

の経験について，内外の専門家から貴重な意見を発表していにだきまして，相互に意見

の交換を行ないますことは，今後わが国の原子力発電所の建設並びに運転を進める上に

大きく寄与するものと確信をいた七ておる次第でございます。

　わが国における原子力発電所の建設，運転経験につきま．しては，過去の年次大会にお

いてもそのつど採り上げられてまいりましたが，今園は初めての試みといたしまして、

困際シンポジウムという形で，アメリカ，西ドイツのコンサルタントの方，あるいはメ

ーカーの方ご出席をいただきまして意見や経験を聞くことは意義の深いものと存じます。

　それでは，最初にアメリカのエバス瓢Qサービス会社の副社長であられますL。F．　G。

ライタリーさんから，軽水炉型原子力発電所の建設と運転経験というテーマでご発表を

お願いいたしたいと思い一まず。

ライタリー　　議長，会場の皆さま，私は日本に再び戻ってくることができて旧友にお会いす

　　　ることができるということを，そしてまた，この日本原子力産業会議の会議にもう一度・・

　　　参加する、ことができますことは，大いなる栄誉でございます。

　　　　『さて，今日のテーマは「原子力発電所に関する経験」ということであります。特に軽

　　　水二型の発電所に関する経験ということでありまずけれども，私はこの話をするに際し

　　　京して，＝スラ祥をおみせしたいと思います。それで一気を消してくださ㌔・。そして，

　　　第1番目のスライドをお願いいたし’ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　　　　1970年の12月末現在におきまして。原子力発電所の数でコミットされたもの，そ

　　　れから建設中のもの，稼働中のものをこのスライドに示してありま・す◎

　　　　原子力発電所でGEのBW鳥のNSSSのものであり・まして，アメ．リカにおきましては

　　　これは第1機から始まりまして、ずっとその容量がふ充て昏ぎまして，その：ト、一切ルの

　　　ネットキャパビリティでは55，籾4厳Weになっております。　・、・…1噛i一・∵．．．．
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　　日本におきましては福島の1，．福島の2，またそのほかの敦賀な．どによりまして1；598

．・ lWeになっております6台湾では1，272MWeになっております。ヨーロッパにわきま

　しては4，980MWeになってお’り・一まず。・インドでは580MWe「であります。そして：，そ

れを全体にいたしますと：4a554殖Weの容量になっております。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　次の原子力発電所でウエスチングハウスのPW熟のNSSSシステムでありますと，シ

　ッピングポートから始まりアメリ，力全体で50，685MWeにな．つてお．ります。

　　日本では美浜の1号機聾高浜1号機，大飯1号機で，2，52輝Weであります。，ヨー

　ロッパでは2，168MWe，　韓：国では564MWe，プエルト・リコでは600MWeワット

　で，トータルで出してみますと36，536厳Weになっております。　　・「

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　次は，ノミブコック及びウィルコックスP。W．HNSSSの原子力発電所でみ・奪すと，

アメリカ全体で斜β56遭We・になって慶ります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）．・

　　コンパ、スションエンジニアリン．グのPW鳥。NS．SSの原子力発電所をみてみますと，

すべてこれはアメリカに存在しているものでありますが，・このユニットを全部総合いた

　しますと10，72ろMWe・になっております。

　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　アメリカ以外の，．これは自由世界のものですけ、れども，アメリカ以外のNSSSであ

　ります原子力発電所は次のとおりであります。日本では東芝の福島5号機，浜岡，福島

　5号機，女川のBWR全部で2，6ろ2MWe。三・菱の美浜2号機，高浜2号機，玄海の全部

で1，886MWe。日立のBWRこれはいままでのところ島根ユニットでありまずけれども，

　460MW　eぐ’らいです。日本全体で・すと，総合で4，978MW　eになっております◎

　ヨーロッパのNSSSだけみてみますと，西ドイツのA猛GはBWRで2，784MWegシ

ーメンスはPWRで2，685MW－e，・スウェーデンのAS璃AはBWRで1，829MWe，ベルギ

ーのAGEG，コックリル。オー，タリーはPWRで2，540MWeで昏ヨーロッパ全体で，

　Z809MWeであります。次のスライドに出ておりますの嫉、ほんとうにわれわれに印象

づけるようなデータであり一まず◎

　　　　　　　　　　　　　　　（ス、ライド）

　　このスライドに出ておりますのは，前に出ておりました数字をまとめたものでありま
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す。世界以φう：セ、づま’り自由世界におきまし1て，去年の12月末ほ，登W逸におきま

してはプ1ゴ’ミットで全部で48，酪9MWeであり；’PWRは84ユニットで65，8σ6MWe

であります。全体でば15』5ユニケトセ，115845MWeであり’ます◎”　「・1　＞－．∫

　アメリカのトーダルでは，BWR；が57「ユニジト，戸WRが74ユニヅト，トータルで

15壌ユニット，そしてgまたそれぞれのメガワットでみてみますと40，354358，895，

・それから9免229M寓eであります。

　そして，商業稼働はBWR，はドレスデン嘘号機，　PWRではや・ンキーローでそれぞれ

1，960年に開始されてお幽りま垢

　　　　　　　　　　　　　　　（ス’ラ「イド）

　さて，建設中に関してお話をいたしましよう。初期の軽水型炉は特別なデザインレビ

ュー ﾆか，あるいは特別な考慮を全然しておりませんでした。すなわちgいろいろな品

質の面でゐアシュアランス，信頼性と込うのはあり’ませんでした。

　しかしながら，それ以来いろいろな定期的なものが導入されるまう’になりして，潜在

的な原子力発電所の事故率は舞常に注意深く予防措置がとられるようになり’ました。そ

乳の結果といたしまし・ご，薪しいス汐ンダードの規格ができ上がりました。そして，デ

三身ンスタソダードがでぎ上回りました6このスタンダードの中には∴たとえばこうい

つたプラントを建設するということ，それから稼働するというごとについてが入ってお

ります。

　アメリカめムECでは，たとえば，現在までのととろ，‘これは一番最近のものですけ

れどもg「1971年の2「月20日現在ですが。5’ Tの設計上のクライテリアをつくってお

ります。この設計のクライテリァでは，初期でば，19『67年には20しかクライテリア

がありませんでした。’ ｻして，またその同’じ年にはそのほかの面といたしましては7つ

しかながつたわけですけれども，それにいろいろ加えまして55のクラィテリァができ

ております。

　老れを分類してみますと，』まず5ありますのはオーバオール’，全体的なリクワィアメ

ントでありまして，いろいろなスタンダードの質及びレコードなどに関して難それから

構造物，またシステム層，あるいはコンポーネントに関して，それから，また9のクライ

テリアは多分裂生成物隔模の保護に関してであります。

　そして，それにはリアクターデザインとか，インストルメンアーション及びコソトニ

ールが三つ’ ｦおります。　　　　　・1』　一
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　もう一つ暫ほかの窪0のクライテリ’アではリアクティ．ビリティーコントロrルシステ

ムの防御ということが含まれておりますσそれにはプロテクションシステムリライアビ

リティ及びテスタビリティ2それからまた，予想されるオペレ』ショナルな事故に関す

“るいろいろな予防措置が入っております。

　それからまた，』ほかのクライテリァとして10ありますのはゴこれは事故時の炉心の

冷却，格納容器内の熱除去1あるいほ冷却水，こういつたものがζの範疇の中に入りま

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．・　F忠こ1、

　そ浜炉ら，r・またリアクターコソティンメントデザイン，クライアジアが8つあります。

それはシステムのペネトレィティングコソティンメントが入っておりますし，また一次

コンティンメン’トアイソレーション㌔これなどもこの中に入っております。．

　残りの5のクライテリアは，燃料及び放射能の制御に関するものであります◎ここで

は放射性物質の放出コントロール，もちろんこれは環境に対する放出のコントロールで

ありますし，また燃料及び廃棄物の貯蔵のモニタリングを行なうということもこの中に

入っております。．

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　これらの55の設計基準に加えましてゴアメリカのABCはアシュア．ラン～《、リクアイァ

メソトをそれぞれ原子力発電所に対してつくっております。ζれについて例をお激えし

たいのですけれども．，ここでは品質を信頼的なものにするというζとが目的になってお

ります。そして，適確なグォーリティ』アシュアラソス’プログラムが実現で・きる、ようにと

考えられております。

　また職このク牙一リティアシュアラ．シスプログラムの内容について舞ごこに示してあ

ります。クォーリティアシュアランスデザィンコントロールには何が必要であるか，あ

るいは書類，文書についてどのようなコソドロ「ルが必要であるかd・テストのコントロ

ー1 戟Fビ：づ這で何が必要であるか。あるいはその部晶，コンポーネントについてどのよう

なものが必要か，また適切なクォーリティを、あるいはそのコンポーネントメーカー，

そういったものに対して知らせるためにどのよ、うなクォーリティアシュアランスレ’コー

ドをとればいいか，そえいうこともいろいろ示されております。

　　　　　　　　…　　　　　（スライド）

　このスライドの一番上に書いてありますように，アメリカのAECはセーフティ』ガイド

（安全基準）をつくって澄・りま九これは497e．年の11月2日現在のものでありますけれ
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ζも・まず駒三一フ㍗拶デ、とい㌔’ますのは1ネットポジティブ．サクションへ

・・随工一ジーンシツア・一・ゾのためにつける・いうごと・そしては如ン

ティソメソトヒートリムーバルポソプにもこれをつけるというごとぞあります。’また，

圧力容器のサーマルシ。ッ叙熱醇）に対するセーフ勃ガイドをとるということ、そ

、れから，また潜在的放射能の結果，いろいろ起こってくるような事柄に対する評価を行

なうというζと、また，冷却材の喪失事故時の評価を行なうこと，』これぽBWR，　PWR

と同じことであります。

　また，4番目のセーフティガイドは，アメリカのAEC，これは4つの安全基準をアメ

リカのA奪Cがつくったわけでありまずけれども，そのほかにもいろいろあります。

甑殉倣ス1ライ輔あ蓼揚合臨・どのようにすればいいかと㌔’うこと

そういったいういうな追加的な項目も含めまして，15のさらにセニフテ矛ガイドがア

メリカのAEGによってつくられております6

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　それと同時にアメリカのAECは，薪しいそして強力な，また非常にはっきり』とした

クライテリァのガイドをつくっております。

　たとえば，アメリカの産業それ自身もいろいろな委員会をつくりまして，その委員会

におきまして新しい，そして改良されたガイドスタンダードをつくっております。この

スタ・ガ7ドは・現在ア・．リカのA・・の・ク・イア・ハとして託れの齪的なも

のとして採用されております。それによって公共6衛生を守り，またデザインの安全性

を守って原子力発電を有効なものにするということが考えられております。

　たとえば，アメリカの産業は改良されましたASMBをつくっております。これは圧力

容器に関するものをつくっております。

　また，ASMEで配管に関するものもあります。

　また，バルブに関するASMEスタンダードもありますし，ポンプに対する追加的な

ASMEスタンダードがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　さて，これらはすべて雰常に大きな影響を原子力発電所の設計，あ叡マは建設に対し

て及ぼします。こういつたセーフティクライデリァ，安全基準露あるいは殼計のガイド

を一体どのようなジョブサイトが利用できるかということに対して影響を与えるような

新：しいスタンダード及びクォーリティリクワィアメン’トに関して書かれたもの，あるい
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は生産性に関するもの，あるいは品質管理に嘉するものなどが入って齢りまずけれども，

こういつた新しいスタンダードをとりまして生産性に影響を与えて，たとえば，いろい

ろなスーパービジョンとか，あるいはそのほゆの技術労働，あるいはほかの労働に対し

ズも生産性を熱れと彫・て絢ます・勲・建設を緬解行励・そ、して効果

的に建設を行なうというごともこの中に入りて語り蒙す。　　．　．　　　　　　　、

このようなきびし悼タンダードがつくら纏ということ隠つ千・ζ碓果．嬉て

クォーリティアシュアランスチェヅキングということにも考慮声燕婬毒れ、て細ります○

これにはファブリケーショソテクニックとかクォーリティコントロール，マテリアルに

対する証明書，サーティフィケートを出ナとレ～う1こどドそれから；．出荷する・ということ，

あるいは貯蔵するということに闘して，またイソスタソーショソをする際の手続を正当

な，そして権威のあるものにするとらう「こと，あるいは非破壊テストを’行なうとレ～うこ

と，あるいは書類を整えるということ，こう広6たことがこの中に入って去り’まナ。

　それに加えまして，原子刀発電の建設をするということは，ほかの問題も引き起こし

て籾ます・す妨ち・耀の新し唾備機器が入ってくるとい牝とであ擁す・と

賊はすと灘般の御方が違わな御τ融点外し・鞠伽方法細い詠口し・

建設計繭も違いますQまた，フス野及びその効率，能率に対しても影響を与えるものに

なります。それに加えまして定期的な，そして公聴会のようなものが開かれたりいたし

ます。それによってラィセンシングが詮くれたり，またインスペクシ・ヨンがいろいろ海

くれてし凌うという結果が起こってきて澄りますQ1これは，たとえば，建設許可を得る

こと，またオペレーティングライセンスを得「るということに対して影響を与え’て楼い幽り

ます。それによって建設のスケジュール‘ 熾ﾏあってきますし，能率，またコストの面で

も変わってまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　これが示して絢ますのは・建設上船弓題でわ坤れが．直面した問題を示しているも

のであ思す・この火難リアク州ベツ妙で．U閃騨⑱干ツトであ鱒

す・これはアメリカ蜷からそ哩撫で運んで回途中の騨であ．浴し3糊1」な

機器がここで必要にされてむります○．～これは非常に大きいので，これが40マイルほど
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進んでいくまでの道路の幅を越してしまうほどの大きなものでありました。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　この写真は同じ種類のリアクターベッセルのものであり．まずけれども，これを地上か

ら上げたところであり．ます。それを原子炉のビルディングのところに入れる途中のと．こ

ろであります。これはアメリカのものでありまずけれども，この写真をみていただきま

すと，いかに特殊なコソトラクションが必要であるかということがおわかりになると思

います。すなわち，原子力発電をこれからしていくときには，非常に特殊な設備機器が

必要になるということであります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　この写真が示しておりますのはプレストレスコソティンメソトであります。図れはロ

ビンソンのPWR原子炉のものであります。アメリカの南カロライナにつくら』れたもの

でありますが，これが示しておりますのは特にハンドリングの問題，すなわちこの面に

使う鋼材をどのようにすればよいかということでわれわれがどんな問題に直面したかを

示しております◎

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　これは皆さますぐおわかりになると思いますけれども，福島の写真であります。うし

ろのほうに福島の写真がみえておりますが，それが1号機，そしてこれが第二のもので

ありまずけれども，リアクターベッセルを建設しているところであります◎

　そして，この写輿をみていただきますと，非常に特殊な建設上の問騒があるというこ

とがおわかりになると思いますQすなわち，BWBをこのように設計する場合には特殊

な問題が出てまいります◎といいますと22インチのギャップをここに置かなければな

りません。コンティンメントベッセルのスティールとコンクリートのところに2インチ

のギャップがなければなりません◎日本の会社の方々は，ノズルの解決でこれ・を解決す

るといってらっしゃいました。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　こういつた事柄はすべてより高度の基準を必要とするということになります。すな

わち原子力発電所に対しては高度な基準が必要になり，また建設上の問題，いろいろな

スライドでおみせpましたカ㍉こういう建設上の民団をも引き起こします。

　そういうことを考えてみますと，より長期的なスケジューリングを原子力発電所には

行なわなければなりません。まず最初にプレ’リミナリーセーフティアナリシスレポート
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が必要であります己．『‘

　そこで，大体原子力発電所．プラントの設計をいたしまレて，セrフテ．イクライテリア，

あるいはデザインガイギなどに従っ・て行ないます6このPSA豊は5カ月ぐらいかかりま

す。

　その次に、政府がいろいろレビューをする．どいう期間になりますρすなわち，このコ

ソトラクションピリオドに関しましていろ、いろレビューをするわけ．ですけれども，われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
われの経験では」968年には‘稲万ケ月かかっております・1969年には19

カ月政府のンビューの期問がかかっております。1970年には18．5ヵ月かかっておりま

す。

　次に建設が始まるわげですけれども，建設許可から実際のオペレーティングライセン

スに至りますまでは，アメリカでは1，100MWeぐらいの規模のものでありますとg42

から48ケ月ぐらいかかるということになっております。そして起動の時期，スタート

アップピリオドは約4カ月ということになります。

　したがいまして，全体を合わせてみますと，PSAEの準備から実際の商業運転に至り

ますまでを全部総合してみますと，・大体現在では70から・76カ月ぐらい必要だという

ことになってまいりますポこれは11σOMWeぐらいの容量の原子力発電所についてであ

ります。

　　　　　　　　　　　　　　　・（スライド「），．

　さて．それではわれわれのいろいろな原子力発電所の稼働の経験について申し上げま

す。このチャートのデータ，一は，・アメリカ．の』AECからきたものでありまずけれども，

それをみていただきますと，原子炉のセーフティレコ「ドが出ております。アメリカの

原子力委員会がライセンスを出しましてから，テ入ト用、研究用，それからパワーリア

クターが1954年に始まって，’それから1970年の12月51日に至りますまで879

のリアクターが経験されております。これは3つの種類のリアクタニが全部含まれたデ

ータであります。この8ア9リアクターの稼働経験をもっているわけでありまずけれど

も，この経験におきましては，放射線災害，あるいは非常な危険にさらされるなど，働

いている人々に対して課されたgあるいは一般大衆に対してそう恥．う事故があったとい

う例は0であります6

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　さて，それではAECのデータを用いまして，25のアメリカAEqライセンスを受
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けましたセントラルステーシ。ン原子力発電所で1970年度に稼働いたしましたものに

情報を限ってみますと，稼働，リアクターイアーとしては窪00年であります。これは

セントラルステ＝ショシあ原子力発電所だげであります。そして1こゐ中で事故で一般

大衆の安全，あるいは衛生に影響カミあるような事故は0でありました。そして1放躬能

が放出されて，それが年間リミット，すなわちAECの規制の年間リミットをこえるよ

うな放射能の放出があらたというとと∴と飽も0であります。　　　』　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　さて，昨日，いろいろな発表者のお話を伺6ておりましてよくわかったのセすけれど

も。日本は非常に新しい時期’に入っている。すなわち，環境の問題を考える新しい時代

に入っているということがわかりました。アメリカも同じことを経験しております◎

1％ダ年に議会はナシ。ナル・エン．ミイゴンメンタル・ポリシー・アクトと、・うのを通

過させました。これは環境法案であります。1970年に，また議会は水質改良法案を通

過させました。「』そし七1971年には，議会は清浄な空気法案という’ものを通過させてお

ります。

　さてかそれではここで，いかに「してこのようなBWR，ま：だPWRがアメリカのA鶏

Cの安全及びクォーリティスタソダードた関ずるもので環境にどめような影響をもつて

いるもみかということをみてみたいと思います◎

　ここに出ておりますデータは，石炭，また石油を燃やすニニットに関しでであります。

これはアメリカの公衆衛生福祉教育省からとられましたデータであります。

　この研究によりますと，実際の経験に基づきまして，石炭を然やすもの，あるいは石

濾を燃やす発電所でワシントゾDCのもの，シンーシナティ、オハイオ，シカゴ，セント

ルイス」デンバー，サンフランシスコ，’ ｻれぞれの市をとって，そこでの経験からとっ

ております。そしてこれがそこで得ちれました測定値であります。

　このデータに加えまして，層わ賊われ自身でわれわれのととを計算したわけであります。

すなわち原子力発電所の稼働によりまして，大体，次の世代のものといたしまして拍oo

MWeぐらいの容量め『ものを稼働させた場合はどのような大気汚染の影響があるかを調

べたわけです。SO，に関1 ｵましては原子力は0で’ ?りまずけれども，石炭を燃やす場合

’ですと506百万・ポンドという数字力唱られております。それから石油蝋良やすほうで

ありますと115百万ポンドになっております。原子力発電所は，こめ排出基準からみ

ますと0であります。

一198一



　さて浮鞭塵回してみますと’三炭の場合々即晒万ポンドで劾ます頭油の

場合ですと22百万ポンドでありまずけれども，原子力の場合は0です。

　ここでもう一つ指摘しておきたい点があるのですけれども，政府が規制いたしました

スタンダ」ドによりますと懸正常な空気のためには0．08mg海3でなければいけないとい

っておりますQそして実際のものは0．09鴇9／免3ということになっておりまして，すなわ

ち政府の基準よりも実際に観察されたものは高いということになります。次は窒素酸化

物で劾まずけれども・石弓醗覇でありますと・4000万ポ・ンドゆワ、蝉㍉

石油を燃やす場合，これでもやはり6，000万ポンドになっておりますが，原子力発電所

でぽ，これの排出は全ぐ0になっております。．

　次はラジウムでありますけれ．ども，これは石炭を燃やすユニットの場合ですと，4ZO

マイクウキ：ユリー／年「であります。．石油の場合ば0．6であり’ますが，原子力発電所では

0であります。

　この汚染源として5っのものをみてみます・と，原子力発電所に関しましては，．クリプ

トンの形では500という形でありますカ㍉これが石炭出均及び石油出力の塀合には0

であります。そして原子力発電所では㌧50、0キ午リー／年でありますq

　さて，政府規制では51×↑がと、．いう数が政府規劉として出されております。そして実

際に観察されましたものでみますと0・000001よP・も少ないと～’う形に．なっております。

したがいましてわれわれは原子力発電所のほうが右駒kカ，あるいは石油火力・こういつ

た発電所に比べまして，環境に対してよき隣人であるということがい率ると思います。

　こういつた長年にわたる原子炉稼働経験によりまして，アメリカではいろいろな部晶

が設計されまして・そしてそれが供給されておりますけμども・そのN＄SSではいろい

ろなむずかしい経験を通ってこなければなりませんでした。

　すなわちそれを次の世代の炉に応用．していかなければならなかったわけですPたとえ

ばSELN1プランbそれからS・ENAプラ・ソトにおきましては，ラーニングエクスペリ

ァソスをつくっておりますものは・サーマルシーをドの振動を含むよう塗7群一という

問題であります・それ醸労破門ガ．・ミンルポ～レトに対して引き韓．←て湖ます・

』そして異状なクーラントフ・一分布ということになってしまったわけであります。

　それによってリアぞターベッセルの内部が非常に重大なダメージを受け斥≒き・．うこと

がありました。・その結果といたしまして，われわれは原子炉の内部のデザイン三ついて

よりよく知るようになりました◎そしてそれによって原子炉の内部のデザインを改良す
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・ることができるタうになりましたρそして’またその非常に困難な経験の結果といたしま

して，われわれは稼働中の検査方法を開発すること炉できるようになったわけです。

　　　　　　　　　　　　　　　（．スライド）

・もう一つわ紬れ群んだ鰍といた←ま．して満期燗するもの二三すけれ

ども・『こ濾・ジルコニウム．クラ・・ x7一㎜モルげ・べ㍗プメハと駈れる

一ものであります◎これはドレスデン死）1咋関するものであワます。　　　　ρ

　ジルコニウム。クラッド。フユーエルが使われた経験がわれわれはあるわけでありま

すカ㍉そこで得た経験といいますのは・合金の特長・すなわちGB－1・それからGR－

2につい咄たということで励ます・それからUO・幣レ・・㌧熱からま㌣ぐウダ

轡として知ることがでぎるようになったということ，また，フユーエル。ロッドのサイ

ズをどのようにすれば髄化できるかと”うこと吻るい嘩圧ρクラ・㍗ングをど

うずればいいか，クラッド。フレッティングとか，あるいはワイヤ。フレッティングを

どうするかということ，ブリス・ターの問題，分裂ガスプ、レナムボリュームの閥題，それ

からセグ目口の長さ些れ螺糖）㍗ド燗するものでありまずけれどもシ・プ

とかリ㎜かをどのようにすればζいか・オフ三巴邸どうずればよいか璃食の率

はどうずればいゆ・こ二つたもの醗騨融妨礎あります・

　そしてその結果といたしまして・いろいろなよい点が生ま．れてき牽わけでありまずけ

れども・燃料の挙動についズよりょく理解することができるようになった◎そしてまた

燃料のパフォーマンスがよくなったということ，より燃料に対して信頼できるようにな

ったということ・コストが．鰍なったということがあります・

そしてそのことの結果といたはしてリアクタ・一ヴの聯1大門解㍗㌔1げレ

スデン1号機の場合にはふえております。　　　　　．　　　　』　　済

　ところ・がド．レスデソの2号機になりますと19000MWd／tになっておりますし，最

近のオファーによりますと25000MWd／tということになっております◎
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　〆

　もう一つ学びました経験といたしまして嫡これは特にヤンキーロー，これはコネティ

カット，それからコネティカットのヤソキ「かわサソオノフレgこれに至りますまでに

いろいろ学んだものであります。ヤンキーローのポγプでありますと，195時間のダ

ウンタイムがありました。、これは平均の年率でとったものであります。コネティカット

ヤンキーでありますと，ダウンタイムは86時間ぐらいになりましたQζれは与6％減

であります。
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　サンオノフレでありますと強．ヤンキーローから比べてみますとで8％の低下傷みてお

りますd弁でみますとダウンタイムの低下率は82％，サンオノフンでは55％の滅少

をみております。タービンコントP一ル弁をみてみますと室gネティカットヤンキーで

’は＋240．％．に』なっておりますカ㍉サソオノフレでは一59淀なっております。

，　それからタービンコソ、ト揖一ルシステムでは，サンオノフンでは一40％になってお

ります自原子炉に関しましてダウンタイムは54％，コネティカットヤ7航甥で曝マイ

ナス，サンオノフレ1ではr5：5にぬつ・て，お”ります。タービンでは両方の場合でもプラス，

すなわち増になっております。蒸気発生器では64％減gこれはコネティカットヤンキ

ーgそれからサンオノフレで幡一20％ということになっております。

　BWRでありますと，沸騰係数がネガティブでありますので，このパフォーマンスカ

ーブは非常にいいものでなければなりません。BW鶏は実際そうい．うことを示しており

ます。・

　そしてこれは敦賀プラントでもやはり示ざれておりますポごの場合はフローμッドを

使っておりませんけれども，パフナーマソスでは／00％から50％まで1分以内に滅っ

ております，そしてまた50．から1σ0ぐらいまで1分以内に上がっております。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライ＼ド）

　さて，ウフ，ユエリングの経験について申し上げたいと思います。これもやはりわれわ

れが経験を積んだ分野であります01っドレ’スデンの1号機て穿糊64年にとら．れまし

たものは40日間，．窪9・6「5年でぼ45・日。1966．年では59日gそして1960年から69

年までは456日間gすなわち約コ5％でありました。

　さて，一番よい年でありましても，平均：．41日で4、11％ということで、，あまりいいも

のではありませんでした。ヤンキー戸一では汐64年に56日，1966年に54日g

稗68年に57日。1962年から69年の平均ば・65日，あるいは1ア5％でありまし

た。

　そしてベストイヤーをとってみますと，平均56日間，あるいはjo％でありました。

しかしながら，この両方の場合でありましても，最新のエスティメートでありますと，

リフユエリングは大体／7日ぐらいでイクイリブリアムの場合にすることができるとい

うことがわかりました。これは蔚の｛5％な、どに比べるとずっといいものであります。

　PWRのユニットでありますと，600MWeのサイズで15貝，す・なわち4％ぐらい

になっております。600MWeより’も大型の場合に・は17から21日間gあるいは5か
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ら6％ということになっております。そのほかのサンオオフレで得られました経験によ

りますと』49日間でズチ｝ムを出さないでやることができております。そしてまた57

日だけがりフユエリングのための経過時問でありました。そしてこういう数字をよくみ

ていただきますとわかると思いますけれども画25日だけが実際に必要とされた，すな

わち燃料再装荷のために必要’とされた日であります。そして6日間がインサービス，そ

の稼働中のイソペクションのために必要とされたものであります。そして5日間がボル

トの取外し1インスペクションのために使われたもの；2川間がりアクタークーラソド

1ポンプメインテナンスに使1われたもの、そ’してあと残りの1日がコント＃一ルロッド。

インスペクシ「 ?ソに使われたものであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　スライドの最後のほうになわたわけでありまずけれども’，これはパワープラン・トァベ

イラビリティーとそれからアウテージレートの記録であります。これはアメリカのエジ

ソンエレクト？ックでとられた結果であります。そしてこれは1ワ70年の11月のユユ

ジトイヤーアベレージでみたものであります。

　ここでオペレ』ティシ’グアベィラビリティーをみてみますど，これは1961年から

曾69年までの稼働年数をとってみたものでありますが，フォッスルプラソトは89％

ぐらいから87％ぐらいに下が6ております。これはずいぶん化石燃料を燃やすユニッ

トでふえております。

　原子力の場合ですと65％「ぐらいから78％ぐらいになっております。これは1969

年のものでありまずけれども，このカーブはジグザグになっております。といいますの

は，原子力発電所のユニットがわれわれのオペレーションイヤーに対して数が非常に少

ないからであります。

　フォーストアウテージレートでみてみますと5通常の発電所でありますと盤レートは

大体2．5％から4．5％ぐらいまで上がっております。一方，原子力発電所ではNSSSで

みてみますと，上がったり下がったりしておりますが，一般的には滅少する傾向にある

と思います。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　さて，こういつたデータをもう少し’よくみてみますと，すなわちパワープラソトアベ

イラビリティーと，アウテー1ジレートをみてみますと，1968年か・ら・．69年に至ります

化石燃料を燃やす発電所でみますと，ユニ『ッ、トのサイズもだんだん下がってきておりま
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す。小型のユニットでありますと，大体60童Weぐらいのものであり’ますと，オペレー

テ，沙淋窃ビ，デ，一は92％葛6まナ∴』

　ところが600MWe以上のものになりますと1オペンーティングアベイラビリティー

は急激に減少いたしまし七，78％ぐらいに濠ら‘ております◎

　それと同様に，フ，卜一ストアウテージレートは，小型のユニットでありますと，1．5

％ぐらいの分野から600MWe以上の容量のものになりますと，急激に上昇いたしまし

て，12％ぐらいになります。これは化石燃料を燃やす発電所の場合であります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　さて，いまおみせいたしましたスライドと詞じデータ，すなわち通常の化石燃料を燃

やす型の発電所のオペレーティングアベラビリティーが急激に下がっていた。そしてま

たアウテージレートが上がっていたということをこのデータにかぶせてみたいと思いま

す。すなわちBWRとPWKのデータにかぶぜてみたいと思い玄す。そういたしますと，

非常におもしろい事態がここでわかると思います。

　BWR，はすべてアメリカのBWRでありますけ．れども，1969年の1月1日からのも

ので845MWeのものでありまずけれども暴そう申してみますと，約80％のオペレー

ティングアベィラビリティーをもつております◎われわれの，1969年の1耳1田から

1970年の12月51日まで，5898MWeの葺W魏全部を集めてみますと，そして｝｝一

SSSの場合ですとオペンーティングァベイラビリティーは89彩になっております。

そしてこれは通常型の化石燃料を燃やす型のものよりはずっとよくなっております◎

　さて，PWRをみてみますと，10年間のヤンキー。μ一のレロードをとってみても

らいますと86％という数字を示しております◎今日までの5年から4年ぐらいのレコ

ードをコネティカットヤソキ・一にとってみますと88％ということになっております。

　それと同様に，フォーストァウテテージレードをみてみ蜜すと．原子力発電所全体ではパフ

ォーマンスとしてはずっとよい記録を示しております。たとえばオイスタ・クリーク，

これは大型のものでありまずけれども炉ここでアウテージレートはずっと下になってお

ります。a1ぐらいになっております。それからまた1969年の1月1日までに稼働し

ておりますBWRですと8％oそれから曾69年の壕月1日から70年の12月31日

までのものですと1．5彩になっております。それと同様にヤソキーーローの10年間の履

歴をみてみますと，1．6％になっております。コネティカットヤンキーですとα8％，

サンオノフレでありますとα1％であります。
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　これをまとまとめてみますと，115MWe以上のBWH，PWRの記録を、われわれ

経験をつけ加えてみますと，われわれのパフォーマンスは非常にいいということがわか

っております。’そしてまたいろいろなエンジニアリングデザイ！ンとか，建設に関してス

タンダードを改善することによって，さらにこれが将来は改善されるだろうとわμわれ

は思っております。
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議長ライタリーさん，まこにありがとうございました。

　　　　それでは次に「西ドイツにおける立地問題と軽水炉の運転経験」という題で，西ドイ

　　　ソのクラフトベルク。ユニオン社の東アジア営業本部長のW。アルトファーターさんか

　　　らご発表をちょうだいいたしたいと存じますが，実は，当初，同社のフレー・ミー取締役

　　　にお願いをいたします予定でございましたカ㍉急にかぜをひかれまして，アルトファー

　　　ターさんとかわられたわけでございます。申し沿えておきます◎アルトファーターさん，

　　　どうぞ◎

アルト7アーター

　　　　　　　議長，代表の皆さま，西ドイツ及び非常に産業が高度化された霞におきまして

　　　は，電力と人口が非常に小さな地域にかたまっているのであります。ですから，たとえ

　　　ば西ドイツにおきます工業地域にかたまっております。そしていまルール地域からいろ

　　　いろな方向に向けまして社会資本が広がっているのでありまして，このような西ドイツ

　　　の発農は日本の発展と似ているのでありまずけれども，日本の消費電力は約1年間に12

　　　％以上の伸びで伸びており，これは西ドイツの7％の伸びよりも伸びているわけであり

　　　ますQ

　　　　確実に，経済的な電力を確保するという望みによりまして．発電所を消費地の近くに

　　　立地することになります。このことによりまして発電所のほうでは立地の選択をしなけ

　　　ればなりませんけれども，この際に，特に厳重なメジャーを，環境の保護に対してもた

　　　なければなりません。このために確実に電力を補給することによって，ということを考

　　　える際に幾つかのファクターを考えなければなりませんが，それは3地盤とか，または

　　　冷却水のアベイラビリティー，またマス。フロー。たとえば燃料廃棄物，冷却材の確保

　　　及びその運搬などを考えなければならないのであります◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　　　　西ドイツの電力供給に影響を与えますファクターを考えてみますと，これは幾つかの

　　　重複部分がみられます。このスライドにみられますように，エネルギーの需要は，工業

　　　消費地から出ております◎そしてこの中でも明らかでありますのはルール地方でありま

　　　して，この人〔iは大体1平方キロメートル当たり5，000人の人口密度をもっということ

　　　でも明らかであります。

　　　　そして鉄鋼工業のア0％，化学工業の50％，そして西ドイツの炭鉱業の90％がこ

　　　の地方に集中しているわけであります。このように炭鉱が発展しておりますのでgこれ
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から短期問の間には原子力発電所はこめ地方に発展しないでありましょう。

　．しかし，消費地の状況はそれぞれ変わっておりまして，フランクラルト，マインツ，

マンハイムの中間にあります三角地にこれから大きな原子力産業が発達しよう1としてい

1る・のでありまずけれども，ここには化学工業，機械工業，繕密機械工業，金属工業など

ごが集中しているのであります◎・

　　この際，ライン廻は非常に大きな役割りをしておりまして，とこでは電力がサーキッ

・｝システ呑ルート，580群のものでございますが，をれによって移送される1のでありま

す。冷却水の供給はライン川によってなされまず。そして熱除去能力もありまして，こ

れが川の温度を大体5’Gほど上げますが，これが25，000MWeのキャパシティーに見合

っておりますd

　これに付け加えますのに，ライン川は地震地帯にありまして，その地震強度は，最大

のものは7から8ぐらいに達するのであります。それでありますので，原子力発電所が

建てられますときには100から2DO㎝／sec2の地震加速度を考え：なければならないの

であり一ま・す。

　このような原子力の発展によりまして，この地方に新しいエ業センターをつぐること

ヵ河鱒になるのであります。このために・・ツブルグばとれから肝力発電の新しい中心

地になると考．えられます。1 @　　　』　　　　　　』．τ

　工業密度が非常に高いために，ドイツでは環境問題を中心に関心があてられておりま

．．す。もちろん排気公害はこのうちで非常に大きな問題であります◎排気公害の原嘩をみ

ますとガ14％の発電所はこの中であまりたいした部分を占めておりません。しかし輸

送手段がこのうちの非常に大きな排気の原因になっているわけであります。そして発電

所は，大体酸化窒素を硫酸ガスとともにはき出すとど淀よって公害を引き起こしている

のであります◎

　このような硫酸系の有害物が廃棄されまして，これが公害を起こしているのでありま

すが，これは大体亜硫酸ガスが年間に0．115mg／冠でありまして，これを毎日平均にい

．たしますと，約㎡あたりα5mgになるのであります。

　このグラフはSO2の絶対量を示したものでありますが，総体的に石油とかまたは石炭

によります発電所が滅っておりまずけれども，その排気ガスの割合はあまり減っており

ま輩ん。このような状態は1980年まで続いております。

　，ζ申し．ますのは，脱硫装置や不良ガスを使った装置を7経済性を見合わせて設置する
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ことは非常にむずかし畜からでありまず6また政府及び民間業界，そして特に発電業界

からの協力にようましてパいろいろな装置が考えられておりますが，これも現在は非常

にむナかしい段階にあります◎’11

　そしこ（90％まで脱硫はできるともいわれておゆまずけれども，これはさらにプルー

ブ。テストが必要であります。また，この運転費は大体，0．5ん0．5Dfp／kwhでありま

す。こ飢が経済的な重荷になっております。，

　また。じんあいめ排出に関し’ましてほ，静電気を利用いたしまして，沈澱機によりま

してある程度に押えること蒼できております。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　これは排気基準でありまして，西ドイツにおいては大体半分以下に減ったということ

を示しているのでありまケご

　石油や石炭を使用して発電する場合と，原子力発電所の場合の環境に与える影響を比

尺℃みますと，放射能はウラエウムとかトリウムの一連めシリーズから出てくるのであ

ります。また、これは：不良ガスからも発生し得るのであります。これらはフライアッシ

ュの粒子からも分散いたもます。

　駐存の火力等の発電所に比・べますと，原子力発電所の：場合には放射能被曝どいう閥題

がありまずけれども，これは初めからこのような危険性を見込んで設計いた．しますので9

この故障の確率は非常に少なくなるのでありまして，大体旬ぞぐらいの確率になるの

であ1閧ﾜしてガ全くない，0に等しい確・率になるわげでありますも核種が原子力発電所

から出ます場合に、これは原子力燃料集合体め欠壊によりま七て』1冷却材の部分に分裂

生成偉が入ってしまうとい‘うととから起・こってくるわけでありまずけれども，これはほ

とんど起こりませλ、。また冷却材喪失事故もほとんど起こらないわけであります。また

アイソトープN一窪6雪N－17，0－19などは半滅期が短いためにあまり間題ではありま

せん。

　　　　　　　　　　　　　　　（・スライド）

　PWRの通気システムの例をとりますと，プラントコンセプトを考えてみますと，遮

蔽式の原子炉冷却材系の施設に「よりまして，既存の部分，コンベンショナルな部分と原

子炉の部分とをはっ‘ ｬ：り分離することができるようになっております◎1

　コントロールとして，線を引いてありますところが強制通風してありまして，エアコ

ンをしております。これは5つの部分に分けて「おりまオので，ある部分の放射能に汚染
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されまし磁気ヵ棚面分に移るど、・舜：ε鋤げるので励』討。ま1ず第航プラン

　トゴソバ乙ズジギがあ』りまして’，こ瓦ば原子：炉がシ岳ットダウソされたとぎのみ近づけ

るようになっております。圧力は一2・・6葡幡‘厳っており』ます。

　第三の気分は蓮転記でありまして，庄力ぽLイ0鱗禽Gになっております。

．藻動細面テ。一、と。ンクリ→・油取舷ラ；堰吾蔭縞1り』静6この部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Φ
会に：は庄力b差を保つたあに減圧が行汝：碁5論ればなづまぜん。このジメテ1耽よりま

・㌔ｵて1・原子カプラソトに対して，操業中も近うけるようになっております。これはドイ

ツのPWRの場合に非常に固有なものであります。プラントコンパーメソトめ沃度含有

…部分は罪！南に少瞬く’なつ七爵りまし七∵これ‘はエアコンにバイパスする部合のところに

・でぎ℃いる励で励ますニドこれぬ噛して激論舗分鞘糎灘池爵b・と浦

活性炭ナわレタ話・によりて削減詠1こ（乱射能を失うようにならているあ磯あります。

沃度め潮減が行なわれますので；原子炉炉シゼツ％ダウ’ンしまじてからすぐ建屋に近づ

げるよう層た：な：ゲ（おb’ますあテ’三三ーラ「ヌゐイグゾ乙一ズトエア』ハンドリングシステムも

ありますし，またgサブ。ア‘トムスフェリ歩ク。圧カメインテナソス。システムもある

のであります。沃度の核種が活性炭のフィルターを通るようになら宅おりまし七，これ

によりまして放射能がある程度削減されるようになっております。

　この結果’，安全性は999％まで保たれる・ようになつ七おります。

　環境被曝に対しましてもっと重要なのは讐ガス性の放射性物質め廃棄であります。プ

ラントの中で，トリチウムとか，これは半減期望2．5aでありまして，クリプトンー8S

の富盛には1α5aでありますし，キセノン135の場合には5．4d，沃素一151の場合

は餌・，そして沃素引55の場合照ま2a8・でありまずけれども，これら購に半．

減期が長いので興味を引くのであります。キセノンーB1めデザイン・ソース。≧ソテ

ンシティーは1年に非常に画面のものしか排出いたしません。これば年間に24万キュ

ーリーに相当いたしますし2また沃素一135の場合には160万キューリー年間に関係

するおけであります◎この場合のフィルターの能率効果は999％であります◎

　老の次の図に示されておりますのは，希ガス，またエアロゾール，沃度一15㌔アイ

ソトープガスgトリチウムなどの場合でありますカ㍉これは許容限界と，それから実際

ドイツの工場で行なおれているものとの間を比較したものであります◎ここに示されて

おりますのは実効値が限界のずっと下のほうにあるということであります◎そして，短

期閥の間必要な修正を加えますためにずっと実効値よりも下にあるのであります。現在
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西独の被曝線量は一般公衆に対して全身ζ希ガスと’トウチウム）で50覇自r／第甲状線（ヨ

ード）で70mr／年：であるが31200Mwのプラントから希ガスが年間5000G三出るもの

としてプラントの：境界での線量ほ1mr／年にしがなりません。

　沃度引51の尋問旬0ミリキュニリーのものが排出されますと，これを吸うことに

よりまして子供は年問α2ミリレムの値に被曝されることになりまして，これは許容数

値のα5コ口なることになります。原子炉事故の場合の指標値としてこれらのものは重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
要なだけではなくて、非常に人口密度が高いととろでもっと指標値よりも高い値が与え

られる場合があります。

勢賢聖000解の距離のとこ癬25％にし醐ませ1’・聯旨によっ

て汚染されました液体廃棄物も受体のもの』と同じような注意を’しなければなりません。

　発電所の外周におきましては、得ら泡る水のことを考えなげ乳ぱならな「いのでありま

す。そして，年間1bキューリー以下の排出量たおさえなけれ「ぱなら’ないのであります。

フィルターとかイオン交換器，それからエバーボレータープラン「ドなどを考えなければ

ならないのであります。この場合に許容眼度を守ることはむずかしくありません。そし

て，現在の許容専断といたしましては，ドイツにおきましては年聞59 ｩら1 S0キューり

一の値が与えられており窪す◎

軸胸 r衆の灘轍ついて．・シ汗ノミイツア』 ﾈ古し繍づけの理論を
用いますと，ここで特長的な線量平均値D1というものを危険可能性の尺度として考え濠

・すと・2つのサイト醐ま下郷を地竜する、ことができるの㈲ます・

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　この図に示されておりますのは、とれは距離のパラメーターでありまして，リアクタ

ーからの距離を示しているのであります◎アイオダイン151が103キューリー以上放

出されますと，10万レムに相当するのであります。これは爆発性ゐ障害が起こるぐら

いの箪に相当するのでありまして，バックグラウゾド，自然環境の中にあります放射能

を考えた場合にあまり重要な数値にはならないのであります。そして，もしアイオダイ

ン131が105キューり一以上放出されまして，これのクラウドが非常に広く広がった

場合に，リアクターからの距離はあまり睡熊なりませんQまた，人口密度もあまり闇

題にはならないわけであります。この図におきまして人口密度はドイツの原子力発電所

の場合にみられているものでありまずけれども，この場合にシュタードプラソトとバス

フプラントの例が載らております。これは∫Qdt＜10・という数式によって示されてお
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ります。その結果，リメレは損傷の確率に損傷の程度を掛けたものに等しくなっており

ます。乏εて現在までξ）知識に照らし合せますと，損傷の確率は一けたまで出せないも

のですかち，損傷の程度が2ぐらいの差になって出てきましても，これはあまり大きな

差を意味しないのでありますQ

　その次に示しておりますのは人口密度．セありまして1ドイツの大原子力発電所の場合

であります。104C三またはそれ以上の沃度が放出されて，それによって事故が起こっ

た場合に幾つか4）工学的安全設備が考えちれております。ですから，．結局環境をいかに

保全するかという閥題は，エ学的安全設備の信頼性にかかっていものであります6人口

の密度の差によってはあまり差は出てこないのであり一まず。工学的安全設備と原子力発

電との相関は，ドイソでは非常に大きいものがありまして，故障を出来るだけ：少ない値

にするため：に土学的な安全設備がいろいろ考えられているのでありますけれ1どもSNR一

き00，ナトづウム冷却高速増殖凹め場合に非常な特殊な場含がみられま’すのでこれをご

説明いたします。

　これは最初WEISWEILERという地点が提案されたものでありまずけれども，こdま

あまりにも人口密度が多く，50キロの範囲あ・たりに非常にたくさんの人々が住んでい

ることがわかりましたので，原子炉安全委員会によって拒絶されまして，カルカー地点

が選ばれたのであります。』 ﾈ下に私が述べますのは，ドイツの軽水炉の場合の工学的安

全設備とデザインメジャーについてであります。そして。米國及びその他の国との比較

kおいてお話を進めたいと思います。

　まずAE－GのBWRあ士学的安全設備を次の図を使って説明いたしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　、∴ぐ㌧：ズラ’イ　トr）

　原子炉容器，蒸気管，（第窪隔離弁に至るまで）のところまでは，球形の錆製格納容

器の中に入っております◎そしてガスタイ斗のスチールシェ・ルによって舞外側から囲ま

れているのであります。格納容器から』の漏洩はポンプで引いて格納容器内に戻されます◎

三門容器の構造はドライウェルと減圧室によって分けられておりますが自減圧室は青で

示されており，ドライウェルは緑色で示されております。減圧室がありますが異常なオ

ペレーティγグコンデションの場合にはセーフディシステムが働きまして，制御棒が油

圧によって挿入されるようになっております。

　またリキ・ッド。ポイズン。システム（醐酸注入）がありま’して，醐酸液が注入される

ようになっております。これによりましてコン｝ト，ロールμッドとは無関係に炉が臨界二
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下に置かれて3、そしてシャットダウ．ビさ塾．うタうになっており享す。7々一プγグシス

テムと～’鱗常用シス7ムがありま・して・．こ紬安全装置として働くのであります。

　原子炉非常用赤心装置でここに7と示されているものは，スプ．レ「玲却を炉心に対し

て行ないます。電動モーターによりまして駆動されますポンプが，水を滅圧室ゆ・ら2つ

の1スパージャーリγグに送うのであり申す。

　そ1れから臥リ7クぞ一7アフラッデングシステムで・サ「プレッショソチャンバーあ

るい酪縮器サガ馬鞭心壕の恥の・戸．うまで温・・たしま鵬そPて安

全を保護するのであります。．

　このような非常用冷却難に増ま←で．禅。．Aのような事故時でも最底2系統が有

・効に働くようになって：～’ます。・・

　もう一つのデザイγ特長は・BW鍵イ甥、ゲの場舘面子六感の轍ポンプ

の採用であります。ζれにタり原子炉察羅外の配管も減るし，．審罪のノズルρ数も減り

ます・なおこのポンプのカ・ガングの部分は炉の運転中にも鰭が可能でして・この

ポンプの採用により補機動力嫡1％滅少出来ます。

　この他A昼Gによって開発されたものでありまずけれども，もう1つドイツの特長的

な興・オフ．ガス潜アムであり置。

　このオフ。ガスシステムは，まず最初に257MWグソトレξγゲンBWB発電所によ

ρ｛つくられたものであ鯨す。ご報ま汐6・6年以来鰭を開始しておりまして・1969

年以来グローブウェルザィムでも操業が行なわれております。ドイツで操業開始されて

おりますすべてのBW丑の場合には，このシステムが使われているのであります。これ

よりAEGのオフ。ガスシステムρ採用で除染係数は9000にも達しております◎

　　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　ジーメンスのP理Rの場合のエンジニアードセーフガードに示されて声りますが．こ

こで認められるのは一次系であります。原子炉容器・蒸気発生器論却材ボンろ．随用

済燃料貯蔵庫等は目立つものであります。使翠済黙料貯蔵庫は格納容器の内部に位置して

おりまして燃料取替中に事故が起こることを丸瓦ると格糖容器内に寄ることが望ましい

ことですし，取替自体も早く出来ます。そして，事故は防げることができるりでありま

すが・生物遮蔽伽ンクリートの厚さは2窺で搬熔器と遮蔽の間ρ空気は再循環系で

まわされており，，放射性のものほ7ゴル二丁で除去されますQ格納容需は5気圧に耐え

られる設計がほどこされており，ミサイルシ7ルドも設けら、れて霜りますα、

一25δ一



　また2次系の事故に対してもゴ耐えちれるように濾ち七おります。

　また，そ4）他三二に大きな応力が加わった場合にもしまたはいろいろな機械的衝撃が

．加わρ衆場合にも歪これは耐えられるようになっております。

　．事故及び不機能を分類いたしますのは破断面によってなされております。小さな漏洩

の場合には体積制御系で処置します◎

　また，中程度の破断の場合は（200窮πの径ロのものが破れたとか小う：場合）高圧安全注

入系が作動いたします。大破損，大漏洩が一次系に起れば，低圧，安全注入系がアキュ

ムヒ7名の働きをかりて作動します。低庄∵・高圧安：全注入系は共に重復の設備を持って

おります：。・2次系：では放射線検出器で蒸気発結審の漏洩が検出出来ます。もしこの漏洩

が大量の場合はガ炉は停止し関連した蒸気発生器の隔離弁が閉鎖されます。

　原子力法のほかにも放射線保護規制が西ドイソにありまして、そのほかに原子力発電

所に対，しまして規制は1考えられ’て’お■り・まぜん6

　1．しかし，．幾つかの許可を与える基準が考えられておりますが，このうちで特に米国の

慣行ど違う：．ものを．お知らせいたします。

　まず最初にクリープ破断の効果力㍉原子炉容器で特に閥題と考えられておりまして9

リークの断面図をある程度にする．こと・，ナなわち1お50翻ぐらいに保つことが考えられて

いるのであります◎

　安全設備の故障の確率は極めて低い（10嚇のオーダ）ものであること，これによっ

てMqAが起こらないようにすることです。

祭魯炉心冷却装置の効果を最大にして，もしMσAが起つ℃も熱を除去することを確

保して郭ります。しかし，他の点につきましては，他国に行なわれて鴬ヴます慣行と特

，に違っ・デζ点けあ．りません。　　　　　』　　　　　　　　　　　’

　特に酉、ドィ．ツに湘きましては，米国のASME。コードと西ドイソ特有のものとを組み

合わせた法規が．ありまし．て，西、ドイツの場合には既存のスチームボイラーの慣行をも取

り入れているのであります。

　また‘，τVBが定めた機器の仕様にも合致する必要があります。そして彼らからの合

意も私どもはとりつけてあり1ます。そしてそれによりまして，原子炉容器が運転中にも

検査することが可能になって鴬ります。

　その第5といたしましては，1次系冷却材管の破断事故をできるだけ少ないレベルに

．しなければなりません・炉心・建屋等の安’全が保たれねばなりません。
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　コンテナの畿計ほ1イ次系の全保有水量が放出され。また保有および残留熱髭とジルカ

「ロィー水反応が少なくとも5％が起ったものとし，これらの熱：量が放出されたものとし

てなされる。またコンテナー’の貫通部分は設計・圧力×1．1で耐圧，漏洩試験を行ない，

漏洩率はヨ『日当りα25％を下まわる必要があり，貫通部の配管は2重の隔離弁を必

要とします。

’次麟常用ディゼル発電機は2倉あ・りまして・それぞれ獲に作動を・・た・しまして，

非常用余熱除去系にそれぞれ心々に接続され’て寿ります。・

　これら：のセーフテ『イメジヤーはデザイγペーシェスの事故の場合にも安全を保証して

憂ります。「こごで単に仮想的な基準としてではなくて，実際に理論的な基準として，こ

れは設置しなけれ破ならな富必要性があるわけであります。特に人口密度の高いところ

には’，以「上のよりももっとほかの基準が必要になつ，し（・まいりますQ、・

　特に具体的な例といたしましては，BASAプロジ出ク・トの例があります◎これは，電

気のほかに約毎蒔1500メトリックトンの蒸気を必要とした工場の場合でありまずけれ

ども，これはルドヴィッヒシャフェンとマンハイムという2都市の中間に建てられたの

であります6

　そして，連邦教育科学省が特に安全装置としていろいろな点を考慮’しなければならな

いということを示し，罠間と協定してこの安全基準をもっと高めるととを籍えているの

であ’閧ﾜす。

　特に次のような点について彼らは注意を話したのでありま・すカ㍉ゴンティソメントス

トラクチャーの補強を考えましたGこれに関しまして諏ンピ出」タのモデルを準備いた

しまして1非常に大ぎな応力が与えられたときに1はどうするかを考えました。、

　たとえば地震とか，引火性のガスがタンカーベッセルからぎた場合にどうするか，ま

たは飛行機の衝突の場合な．どが考えられて澄り・ます。．これらの計算の結果’は，シビルエ

シジ属アリソグス』トラクチャ画．のベーシスとして考えら、れて熱ります。

　第2にフルプレッシャーコンティンメントストラクチャーにつけ’加えまして1アイス

ヨ1シデンサーかそしてフローがリアクタービルディングの内部から出てくると・いう2つ

の概念を使って憂ります。これがべ：一ターエァア’ドシスフェアの核種がウォッシュアウ

トされるということについてのデータ，また9あまり望ま一しぐない水素濃度を避けると

1いうごとた『づきましてのデータをも写えているのであります6

　その次に，・いろいろな理論的な作業：及び実験が行なわれましてめ配管が破断を起こさ
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ないだ菊に．どう．したらいいかと㍉＼う．・ζとが考えられま・した。’また，炉心が溶解した場合

にはど．う・したらいいかということも・考えられたのであります。

　また，分裂生成物が燃えることを防ぐ，そしてこれが事故に連結されることを防ぐこ

とが考えられたのでありますが，特にサボタ←ジュの場合にこれが起こることを防ぐ方

法が考えられました。スチームジェネレーシゴンをこのように原子・力発電所で行なうこ

・とは非常に採算が合う・ことでありましてみいままでの既存の方法では非常に燃料のコス

トが高くなります。

　プロセスのスチームに放射能をまぜないどいうことは加圧水炉の場合には可能であり

まして，これは窪次系システムをスチームサイクルと分離することによって行なわれま

すが，この分離は蒸気発生器によって行なわれますQ特にこのタイプの原子発電所はラ

イブスチームとプロセススチームとを別々に分けたヒートエクスチェンジャーによって

可能になります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライ．ド）

　この図が示して澄りますのは，KlWUのリアクターの場合でありますカ㍉これは実験

的なもρでありますQ左側に軽水炉がありますが，ζれはPWRのラ．インは15MWe

のリア．クタ・一　のラインで始まって論りますカ㍉・これは単に安全性が高い浴けではな

．くて，アベイラビリティーが高いというこどがわかり・ま：した。．

　’また，プラントはi新しいタイ「プの．フゴ晶手ルアセシブリーのクユーエルテスティング

にも非常に有益であることがわかったのでありますb

　次の段階といたしまして，グソドレミンゲンのBWR、2．50鍛Weの屯のが建設さ

れました◎これはデューアルサイクルという記しい考えをとって涛りますが，この場合

の蒸気はタービンでジェネレートされて澄ります。これは1966年以来操業開始されて

吾りまして，タービンサイドにいろいろ欠点はございまずけれども。このリアクターシ

ステムは非常にうまく働いて海りますので，よい機能をもっていると考えられて於りま

す。

　ミソゲンの鳳子力発電所，その次につくられまして、これは250蝦Weの出力を

もって澄ります。石油，石炭を使いましたスーパーヒーターを使って澄りますが，この

プラントは2年閥操業をして診ります。しかし，商業的な操i業は，ドイシに澄きま

しては1972年の最初に操業を開始されます600MWeのビュルガッセン原子力発

電所が初めになるのであり．ます。
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　．このシングルサイクルあ壼WHに澄きましてイソターナルゥオータージェジヅトポソプ

と，それから外部の強制循環宗シプが組み合わされて澄りまして，これが格．納容器の中

畝って納癩：。『』　』・一一1∴窪

　　　　　　　　　　　　　　　（』スライド）・

　土木工学的な観点がら原子炉建屋をつくることになって澄りまして，これがこの図に

示されて論りますよ・うに、シェラレの口径は約20メートルでありまして，この重さは

1200メトリックトソに相i当して澄ります。80GMWeがブル．シズビェッテルにお

きまして，またフィルップス・ミーーグに於いては2×godMW6の能力をもづものが

考えられて澄りますカ㍉原子炉内蔵の軸流ポゾプはAEGに・まり『ましてここで，初めて

取付けられる予定です。：『・　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

　このプラントは2つのクーラントループをもって論りまして，1ゆ6ブ年に4っのルー

プのプラントをつくりまして，これぼ600メガワットのスティド原子力発電所でありま

す。　’

　PWRの決定によりまして，‘≦200MWeの原子力発電所をビブリスにつぐることになりま

した。これは，’ 激C’ティソグサィズを決定するのであ蕩・まして野これによりまして米国

でっくっているのと同じような大きな’ユニッ．トをgドイツのクラフトベルク芦ニオンが

つくるこどができるようになりましたσ・これはピブリス発電所の場舎の図でありますカ㍉

原子力発電所の場合のPWRの非常に典型的な例でありますQ』

　これは1970・年の1月に建設開始されまして，1970・年の中ごろに操業開始されます。

現在建設中及び操業中の原子』プラントを考えますとg1974年の中間までに約6000メ

の電力が与え』ら『 黷驍ｱとになります。そして9・年間3000MWeの総能力

が計測されて澄ります。また，1970年の後期には，年間25000瓢Weの出力が

考えら乳るのでありますが，これにはすべて例外なく軽水炉がつけ加えられて凝ります

カ㍉軽水炉は成績に於きましていままで一番目いということ，信頼性が一番高いという

ことがわかっているのであります。

　　　　　　　　　　　　　　　（スライ』ド）　　　 ．

　西ドイ・ツの将来の電力三三は．，これから原子力によって満たされることがわかって澄

ります。

　1980年には原子力発電所が約55％，づ990年には発電のうち60％が原子力発電
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所によると考えられて論ります。渥青炭は燃料の費用が非常に高くなりますので，だん

だん少なくなりますが，亜炭はだんだん多くなるでありましょう。しかし涯青炭と亜炭

とを合わせました量は，大体1990年の初期まで大体量は変わらないと思います。エネ

ルギー源を使って発電をなすことによりまして曾環境に悪い影響が与えられるのであり

ますカ㍉

　　　　　　　　　　　　　　　（スライド）

この最後のスライドに示されておりますのは，SO2の排気量であります。ここで石炭に

よって発電を起こしている発電所の場合には1990年まで大体同じような量でありまず

けれども石油で発電を行なっている場合にはずっと量がふえて澄ります。そして脱硫装

置もあまり経済的にできないので，ここでもし将来原子：力発電所によって起こされる発

電を全部石油発電所でやってみた：場合にはSO2の量は非常に多くありまして、現在、許

容と考えられている量をずっと越えるのであります。

　このように将来を考えてみますと。非常に経済的で2そして確実な電源を確保する道

は環境保全の道にも結びついて：いるのでありまして，これが到達されますのは原子力発

電所を澄いてほかにはないのであります。
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Dr. H. Frewer Fig. 14

Light water

     1
     I
     l
    I
 ---"m--r -1IK70 -Steam l
i3%U235 l
L------ --------j
    T
    l

    :

    :

    :

    i

    :

    i

    l

    :

r- -
2 sL

M--w- -:
I HDR l
l fg6g 1
L- .-.m-J

Heavy water

Charaeteristics

moderator,
coolant fuel

H70 - BWR
2.5% U235

Stations in

operatlon gross
output, name of
station, begin

of operation

16 MW
Kahl

1967

250 MW
KRB
1966

250 MW
LingeB

1968

 O - PWR
l
i
i
i
g  U235

Stations in con-

strucRon gross
output, name of
station, begin
of operation

670 MW
WUrgassen
1972

D20 - PWR
U nat

57 MW
MZFR
1966

810 MW
BrunsbUttel

1975

900 NW
Philippsburg 1

1975

3eO MW
Obrigheim
3968

660 MW
Stade
1972

34e MW
Atucha
1972

450 MW
Borssele

1973

l200 MW
Biblis

1974

x
x

 x
  ×
   x
 --Lh- .-. -

ii ?.zglC,O,2,,l

L-- n--J
     :

     :

     l

     ;

     :

     :

     f

     :

     l
    i--r-        n
l 100 MW I
lNiederaichback

}1971 {
L---- -...l

     i
     I
     l
     l
     l
     1
[--.I /9, IS,'R", M'..'w]l

900 MW
Philippsburg 2

1977

l200 MW

1976

KWU's references in nuclear power plants

-248-
i
'

l

l
i



議一長㌧ @どちもありがとうございま』』した6それでば続ぎ嚢してあが囲あ凍手力発電所kつき寮

　　　　して，今日までパイォ三ナどして深恥経験を溶も一ちめ’甘本章芋力癸電株式会社の常務取

　　　締役，吉岡俊男さλ・にイ敦賀発電所の建設運転経験」をご発表らただき・た弱トと思います。

吉　岡　　ただいまご紹介いただきま’した吉岡でございます。原子力発電会社の敦袈莞電所は，

　　　　わが国最初の商業用の軽水型原子力発電所でありまして，最大出力は当初の殼計では5ゴ

　　　　万2000キロワット，単寧サイクル沸騰水型原子炉を採用して澄りまして1アメリカ

　　　　めdl套裡に発注したものそございます。’↑9・66年の4月に官庁の許可を得まして建設

　　　工喜に藩羊じ，昨年の5月置完成いたし「ました。・工事期間は約47カ月で，そ6後，現

　　　准まそ順調に蓮転を継続して興り’遺す。との聞，昨年ので0丹かち約鱗5』塁間定期検査

　　　　を：各層硲饗して，12月か・ら憾出力を・ろ5万ZOOOキロワットに：増加して論』ります。

　　　1之ごでば敦賀発電所の建設運転中に：醒ました諸経験について述べてみた・いと思います。

　　　　発電所の概要は図の壌に配置図を示してございます。発電所の断面は’愈D』2’に示して

　　　せざい嚇すが，とれら．はすでに皆さんよくご存じのものでございますので』ご説明を省略

　　　らたし聾す6・こめ発電所6設計の特徴どいだし慶しては，1965年にこの発電所を発

　　　注いだ・．しました当時に滋ける実証疲術を・でき・る・だけ採用する・ごとどいだしま1して，敦賀

　　　　発電所に予行しで莚識さ．漉で翁り姦・二し売プrヌザガのオィズタ」「：クリ」ク莞電所とナイン

　　　　・マイルポイシト両発電所をひな型と熔たセました『。’

　　　　　特に，アメリカ原財力委員会が両発電所に適用じた安全基準は，建設闘始後に澄いて

　　　　もすべて取φ入れるほか，環境簡蓬だ蘭し：ては，わが国む特殊事情とサイトの条件を考

　　　慌して契約当初か・ら特別の考庶を払い棄した。

　　　　採用した澄も液安全設計の例は予稿に示したと痴りであり蜜ナが，わが国に特有な地“

　　　震対策については特に留意いたし蚕した1ほが，契約当初から，当時のアメリカの標準以

　　　上に安全を見込んだ設計といたしま’したしジまた，契約後に浮きましても，アメリカの

　　　　AEC等の安全設計の動向を雪ぐからキャ「ッチいたしまして，当社の責任に奮いて早目

　　　‘にその採用を決定いたしまして，工期の『誇ぐれ：を防ぐようにいたしました。

　　　　次に，建設工事でございますが，工事損当者は，主受注社がアメリカのゼネラル・エ

　　　　レクドリジク社どそのサイトに勝ける工事としましては，その小会社である（磁τSCO．

　　　　ゼネラル’・ーエレクトリック・サービス・カンパユーであ’ウますびGEは，その下にアー

　　　　キテクト：まソジニァとしてエバス諏を採用し，日本に澄ける主下請業者としましては，
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機械装置については日立・・東芝・それから土建関係でに竹中工務店が．あた・り・当社が直

営喚たしました整地諸排水等の工事には熊谷組，前佃建設等があたり・まレたQ

　建設の工程は図¢）5でごらんいただきたいと思いますが，当初の予定は申いラインで

示してあります。実績が黒いラインで示してございますが，上のほうに｛から20まで，

主要工事のキーデトが示して鋤ますカ㍉・そμはζの65栴ジの注にキ7デートが

．示してござい窪すφでζらん澄嚢願いたいと思います。

　ζの表でごらんなれ蓬すように・当初の予定では3燃料装荷から完成蜜での起動試験

を約5ヵ月とみて澄りましたが，これは少し短いのではないかと思われましたので，途

中で燃料装荷を5ヵ月早めた目標工三野つくって建設工事の促進に努力干たしましたが，

あとで述べますようないういろを問題のために黙料葬荊はようやぐ当初の予定』ど澄りの

、1969年9月にそ・の目的を達成す、ること．ができました。．それ階下籾の予定ど護りでご

ざいます。そして営業運転の開始は昨年の5月で・工期は47か月・世界㌍誇る成果で

あると思い肥す。

　建設工事中に経穴した主要なできζ：，とは，着工後の殺丁半果、ろトラ．イキ，による機器

．の納期遅延・入員不足による設計製造遅延・品質管理不ナ分の孝めの機器の、手直し・ア

メリ．カのコー．・ドと日本の緯格の相違による検査上の諸問題等で喬り、ま．して，その詳細は

予稿に示してあ鱒すが・このう．ち当初予鵜なかっ・醸態闘処するためρ設計変更・

たとえば安全設計の追加，年）ワ容器⑱「部構造変軍，品質憎憎が丁ヒ分でなかっ．たための

機器の手直し等等工程管弩上特にや？かいな問題と塗っ牟のでありますr

　以上の諸問題を克服して，よζ所牢の期間内に聲殺手事を完成せしめうことができま

したのははず溌注者と即下拶そρ下切業晒ρ協力と・特に昨の下請業者の

鉢われた勢力と熱意と・またその技術の優秀性に負うところが多かっ斥ζ界います・こ

の点を特に強調し1（澄きたいと下等ます。

　ぞ¢）四竹裡動試麟でございますが，．燃料華荷後r完成するまでの起動試験の種類とし

写しては圖燃料装丁．と零出力試験核加熱討験・出力上昇試験・保証試験と4っの部分

に大別できますが，その細もな項目は予稿の表の1に示し．て粘り．ます。そしてその工程

の時期は図の4に示して於ります。

　黙料華荷は，この表でごらんになれま．すように，1969年の9月20日かち行なわ

れ褻したが，保証試験が終わって完成レましたのに1．．970年の5月．歪4日であります

から・この聞176日間を要しております・このうち実際に試験に要した日数妹約107
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日であ臓り鰍鮒御嫡いろ姻難のため膿したのでござ鳳
　試験は出力の段階，ことにスデジプ・バイ・ステップに慎重に行なわれまして，その

項自は先ほど申しました表ゐギた詳しく出七論ります。

試隅隅離多鯵轡壇llやう聯聯翻囎という特
異なものとしまして，負荷の犬幅の変更，’噛たは遮断を伴うトリップ試験の画数が非常

に多いということでござい罪すQ

・この中で ﾋ識全音畔聯傘源子即今醗ナること回ること
耀す興野岬．し姻即興蒔の外傭騰試験は謝個でも費唖を
みないユニークなテストであり’ ﾜした。これも無事に成功いたして痴ります。

　ζQ起動試験中に出会った渦蔚ラ勃ジについても予榔詳しく：述べてござい零

すが，その原因を大別いたし溢1すど，「第一には設計上の問題であり∴第二には機器の製

遣，据えつけ中の品質管理王の問題となると思いまナ6

　この最階で設計上の問題といらますのは，建設療での下階では串想でぎ友かったが，

実際にプラントを運転し辛みて発見した欠陥であり蔑して，三三棒め蕊動薬，・あるいは

帷子翻材酪縮器の融，蘇町田た鹸堕し畷計銚挑あ蔽めに起

こったトラブル，また，』 ｽとえほ，復永器あ税塩装置だと’かタ＝ビンの幽よぢに，在来火

力でも使用されて輸りまずけれども，原子力発電所の気象条件が異かちたあた丁予想で

きなかった欠陥がその例でございます。

　次の問題は，プラントを運転を続けていくに従ってだんだんと発見されて・くるような

騨母嚇でござい叫ζれはやブとか弁シー内ウ・鱒からの難の
漏洩の故障がこの例であり漬すが，放射性流体の漏洩は，還転開始後ぞめ麺理がむずか

しく，特にガス系の漏洩防止は非常にむずかしくてこのための品質管理には特別の注意

禅僧聯堺鱒．ち
　また，原子炉の一次系の据えつけ工事中にあって，遮転開始まで蚕ぞめ察統を＋分ク

リーンの状態に保って劃かないと，達転醐始後一次系のフィルター1・ストレーナ等の詰

挽罫零轡rブルr膿な硯がわ伽叫
　次は営業運転の状況でござい脱すが，昨年め5月｛4訂に｛』00時問保証試験，8時

聞の通産省の負荷試験を終えて営業達筆に入り糺したが，この試験の結果，熱効率が設

計値を上圖っていましたので，電気出力を52万2，000キロワヅトから5ヨ万で，GOO

キロワット増加ナるご認可を得て，この出力で10月の定検まで1』このあとの表に示し書
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すように，月負荷率87な“し9♀6％という利用率で蓮転を継続いたしました。

　宏澄，契約当時には，2年以内に約濯0％の出力増加を計面’して凄つたのでございま

すが，起動試験及びこの半年間の営業遅転の経験から，『 喧ﾚに磁力を：増加できる見込み

がづきましたので1あ1とで述べます三二後に直ちに増加出力の試験を行ない，昨年の15

日に55万ZOOOキロワットの増加出力の許可を得て，現在に至って詮ります。この

表の2に，現在までの運転の実績を示しますが，この表でごらんになりますように，筍

月から四月にかけて約45呂聞定期検査，そのあと引き続き増加出力の試験を行ない

ましたごの期間を除きましては、非常に好成績で運転をして診るわけでございます。

　この間の使用停止の状況を申し上げますと，計画停止は5回で，合計膏・日間，トリ

ップ停止が5回，出力半減錘回でござ」ます。

　澄もな停止作業は1制御計灘系の調整修理，一次系及びオフらガス系¢》漏洩防止作業

等であり蜜して，この間には大きなトラブルはあち懐ぜんでした。

　次に，定期検査の状況を申し上げますと，敦賀発電所は最初の軽永炉でありますので，

運転に万全を期すためと増加出力運転め準備を行なうために，営i業運転開始より6カ月

余の窪0月1日から定期検査に入ったのでござ．います。

　そして，約60日間を予定して澄りましたが，「予定よりも短く，45日間で終了する

ことができました。

　この定検中の検査事項の澄屯なものは，第一は原子炉圧力容器や一次系の検査でござ

います。これはアメリカの基準でも最近やかましくいわれるようになりましたので，厳

重に実施いたし富したQ格納容器，主蒸気弁の点検手入れと漏洩試験，次には燃料のシ

ッビングによる検査，制御棒駆動機構の点検手入れ，蒸気タービンの開放検査等でござ

います。　1

　この間に改良工事も行ないましたが，その澄もな工事としましては，オフ・ガス系の

漏洩防止と炉内の中性子東をはかるLP猛M装置の取りかえ，非活性ガス系，つまりド

ライウエルのチッソ封入系のコントロ～ル，バタフライ弁の改造取りふえ等でございま

す。詳細は予稿をみていただきたいと思います。

　之の定期検査中特にわれわれが注意いたしましたことは，何ぶん放射線†の作業が多

‘いので，所員及び下講作業員の汚染管理及び被曝管理には特に細心の注意を払いました。

このた’めに，従業員の管理区域への出入管理とか，衣服の洗たく，除染等が予想以上に

多忙で，臨時に施設の増強を余儀なくされました。
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　次は運転開始以後の環境管理の状況を申し上げ漆垂：♂私ども∫・環箋管理め月標といた

しましては，できる響け商辺環境の放射舘レkルを下げそ；’・’公衆ID木安をなくすという

ことを§標といたしまして，排気管理とし寮しては，高さ141む擁の煙突を設け，その

煙突からの放出の限度は海外φ塞準よりも」けた以上も低い，一日平均50慨Ci／徳，

「これはかシ’受＝エチー≧ジどしそぼギグ勲6vlご嬢算した数値でございま；ずが；’このような

低い値に鼻えるととにいたし：ま1しでそめためにオフ・ガズを・24時簡分ためられる三

等ンク2個澱けまして，こ煉よって24繭膿可能で，放齢一』リニは編

に減少し「 覧ｯエナ外繭を附す．ととが四二た．

　な澄，その上このタンクを交互に用いましでジ風向きが人家めない1方向に吹くときに

主と「 ｵ七放出して，三家ゐ方向た向がう響町にばそ勉をセーブずるといケこ・とによって，

環堵放射能線レベ・・を常に低ぐ保うこめ聴即して籾まず。

　宏論，さらに将来原子力発電所旗渇くさんできる場合に備え蓬して，チャ・・コールー

・ペットによるホールドアップの時商を引くする装覆キセノンで約20・臼間のホールド

アップ能力を予定して澄・りますが，ぞ¢瀾発を1いま進めて訟り・ます6．

　排気の実績はこの表に出て論知まずよう’に許可限度5冶彿Ci／錠に対しまして，一番

最下の10～窪2月でも55窺bi／諭でありまして∴基準値をはるかに下画って澄りま

す。

　次は排液管理でありますが，放水白に澄ける二三放出丁度としましては，従来の飲料

水による基準をさらに下げることにいたしまして，アメリカのNAS一翼R，0－985の基

準，すなわち風洞チェーンを考えた安全許容基準を採用いた・して蛤ります。この値は飲

料水の限度よりも核種によっては10㌔6以上のシビアな』基準でございますQ「これを守

るたあに塁審ドレンはフィルター処理後補給永に再使爾し玄ナポレジンめ再生排液とか

床Pレン等は蒸発缶を2基設げまして，’と乳によらて処蓮をいだします6洗たく排液は

フィルターで処理した後放射能を検出し，その安全性を確かめた上でコンデンサーへの

冷却水に寮ぜて放出い干して誇ります。

　蒸発缶で濃縮し回した濃い涯と，フィルタースランジ，使用済みレ’ジン等は，一時タ

ンクに貯留いたしまして，そのうちドラムかんに國化してためて証り俵す。

　ドラムふんの処分方法は，まだ政府セ下身が決定いたして論りませんので，それまで

は一時サイトに貯蔵いたして訟う冒すが，私どもとしまし七は，一日も早くこの処分方

法がきまることを希望いたして語り目す5’・鉱
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　
　排液の実績はζの表にございますむう鵬木体．歪。．owμC／CCのオー1ダーでございま

すが，最近は排液処理の方法が非常にじ、ようずにな・りまして，現在ではこの数字の一桁

以上低い数字となって脚り査す6　＿昌

　次は周辺監視の方法でございますが，監視組織とし上してはう福井県の関係機関と協

力し寒・して，定期的に年4回以上の環境の放射線：量と放射能を測定して，その結果を福

井県原子力環境安全管理協議会よ夕公表いたして眠ります6測定項目等は予稿に書いて

ございます。

　モニターの結果は，運転開始以来放射線，放射能とも天然バックグラウンドに比して

有意な変化は認められて帰りません。

　以上の経験から，結びとして申し上げたいことは，軽水炉は米国で開発され，世界中

最も広く建設されて実証済みの原子炉というととができます。しかし，これを立派に完

成し，運営するためには，まだいろいろな問題がありますが，敦賀発電所の経験から得

ました澄竜な印象は次のと澄りであります6

　第一は，軽水炉は実証済み炉ではあ1りまずけれども，まだ運転の経験も少ないので，

十分に熟成された技術とはいいがたい点がございます。

　それで，建設中7または運転中に予期しない困難にあうことがございます6これは先

ほど述べたと隔りでございますが，これらをすみやかに克服して，工期の遅延，運転の

信頼性をあげるためには施設者自身がこの困難を克服するという心がまえが必要である

と思い燃す。

　第二藻貝は，先ほども述べましたよう’に機器配管等の故障によって工期遅延，逢転の

信頼性を下げて澄る事例がありますが，これを避けるためには機器等の品質管理は特に

大切でありまして，この品質管理はメーカーだけにまかせず，施設者みずからも十分注

意して，メーカーザ下請製造者等を厳重に監視管理する必要があると思います。

　三番目に，麓設工事着エ後の設計変更は，多くの遅延と工事費の増加の要因となりま

すので，着手前に十分の調査を行なって変更のないよう，特に新しい技術を採用する場

台如は，十分開発研究を行なうとともに相当の弾力性をもった設計とすることは必要で

あろうと思いまナ。

　建設¢）円滑な遂行には，特に関係業者だっまり発注者，受注者，下請業者との協力が

必要であると思います。

　五番腰は，原子力発電に特有な放射線下の作業は非常に困難が多いので，設計の初め
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から対象施設への修理が有効にでき震すように接近方法とか作業：方法等を検討して澄く

必要があると思います。

　六番目は，いう寮でもないことでございまずけれども，環境対策には十分な余裕をも

った設計としたいと思います。

　最後に，原子力発電所建設運転担当者間ですでに訟互いにその情報を交換し合って，

相互の経験を生かして，予期し得ないような困難にも十分対処できるような手だてを講

じていくことが必要ではなかろうかと思います。

　ご清聴感謝いたします。
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表り。敦賀発電所起動試験項図

起動試験項目
燃磁副出力上昇試験
i荷試験1試験i・・％｝25％i5Q％i75％i…％
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2．岡田捧駆動系試験

3．燃料装荷試験

4．停止余裕測定試験

5．放射線レベルの測定

6．制帽俸引抜順序試験

乳中性子源領域計装（SRM）較正試験

8．中間領域計装（IRM）較正試験

9．プロセス計算機

10．原子炉圧力容器湯度測定試験

11．熱膨七百測定試験

12．主蒸気簗誰弁（1個ずつ）

　　｛生能試験　　　（全部）

13．非常用復水器注能試験

14．再徳環ポンプ（1台）

　　トリップ設験（3台）

15．再循環流量制御試験

王6。タービントリップ試験

17．負荷しゃ漸試験

18．圧力調整鋸（MPR）

　　監能試験　　（EPR）

19．タービンバイパス弁トリップ試駿

20．給水系変動試験（ポンプトリップ）

　　　　　　　　　（水位設定変更）

　　　　　　　　　（高圧給水却熱溝トリップ）

21．制御俸に対ずる中｛生子束応答試験

22。主蒸気逃し弁性能㌶験

23。局部出力領域計装（LPRM）較正試験

24．平均軸力領城計装（APRM）較正試験

25．炉心｛生能評価

26．制i簿俸の串力に対する較正試験

27．軸方向蔑力分布測定試験

28。制慾俸パターン変更試験

29．負荷試験

30．最小臨界測定

31．　箏垂御f三蹟誼測定：試験

32．反応度の湯度係数測定試験

33．外部電源喪失試験
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表　　2

年　　月
最：大電力

iMW）
発電量
iMWH：）

運転時間

iHr）

，設備利用率

@（％）
1　　備　　　　　考

45年3月 3　3　1 136，952 418 　　　※
X　6，8

3月14日から営業
^転

4 3　3　1 230，428 70　1 96．7

5 33　1 2王4，216 6　53 87　0

6 33　1 206，681 631 867

7 33　1 244，664 744 ga4

8 33　1 245，219 744 ga6

9 33　1

i357）
237，812 720 ga7 試験的に短時間357MW

ｭ電

10 0 0 0 0 定検検査

11
3　3　王

i357）
95，756 334 4α　2

45日
Xトレッチ試験

12 33　1

i357 184，849 527 72．0
12月15日ストレッチ検

ｸ完了357MW認可

46年1月 357 244，041 689 9　L9

※　営業運転開始後18日間を対象とした。
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議　：長　　、あ動がと1うござ矯∫ましメと。・

　　　　そ鞄では角い岱ん時問も鉛く．れましたが，次には電力会社といたし蜘しては最初の原

　　　、子力肇篭所牽嗣設されました・関西電力の尋務敢締役伊藤俊夫さんに「美浜発電所に関

　　　する経験」をび．とつご発表願い震すρ、．、

　　　　（緒　馳∴言ジ

伊藤関西電力の伊藤でございまナ。

　　　　日本に於き．嘱しては，唯今吉鷲さんからお話のございました原町さんの敦賀発電所を

　　　先駆者といたしまして，鴬力会社がこれに続く実用規模の軽水型原子力発電所を三つい

　　　で建設しせきて涛うますが，その野矢となりますものが東電さんの三農窪号機（46万（の

　　　と私ども関西電力の美浜窪号機（乙4万課）でございまして，この両ユニットともすで

　　　』に発電’を行なって下り目す。

　　　　鷹・力各社ではこれらのユニットに続いてさらに9ユニ，ジト，1’合計、出力で約580騨の、

　　　』原子力発電所が建設中ないしば建設着手の段階にございます。

　　　　私はこれらの軽水型原子力発電所のうち，、美浜1号機にゑける建設と逮転の経験を中

　　　心として，さらに甲西電力がこれに続いて建設中細よび申請中の各発電所の計画などに

　　　ついて若干む話しさせて頂きたいと存じ塗す。

　　　　（わ7べ風昊勿のpw鳥〕

　　　　美浜発電所喋，2号機はPwa（加圧水型）を採用して語り秘して，この型につきまし

　　　ては私どもが日本で初めての経験をいたしたことに：なります。…

　　　　原電さんの君WR（沸二水型）の方は，その前に小さいながらも原研のJPD温（1．25

　　　万Kのの経験が臼本としてございましたが，私どものPWRの方は，いきなり34万紺

　　　という実用規摸のものの建設にかかりましたのでいささかと震どつたこともござい回した

　　　が，やはり同種の軽水炉でござい書すので，半年ほど先行されました敦賀発電所の貴重

　　　な経験を私どもの方に種々於教え頂き，大変便宜を得さぜて頂いて今日に至って論りま

　　　す。

　　　　〔美浜1号機の工寝〕

　　　　すでにご汀（ノ『1：ワ）道りと存じますが，原電さんの敦賀発電所が福井県敦賀半島先端の東

　　　側にあ玄峨すのに対して，美浜発電所はその半島の弱側にございます。

　　　　関下電力としては昭和57年頃からこの発電所の鷺穀準備を開始いたしましたが，昭
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和58年には福井県ならびに地元美浜町の絶大なご協力によりまして，丹生地区の北ヵ、

ら南へ伸びて診ります半島部分め約窪・4．万坪の土地を取得することができました。このあ

たりは若狭湾国定公園に含まれた風光明媚なところでありまして，老松など自然景観を

損なわぬようにしながら近代的な原子力発電所を建設することをひとつの竹俣に致して

参りました。

　昭和41年の春には炉型をPWRに決め，またメーカーとしては初装荷燃料を含めて

1次系の主契約者に米国のウエスチングハウス社を，2次系の主契約者に三菱原子力エ

業を内定いたし：まし’た。そして直ちに原子炉設置のため安全審査の申請を行ない，同年

↑2月その許可を頂きますと同時に正式着工とな・りました。・

　その後48ケ月の建設工程を経まして，昨年11’月には通産省のこ認可によりまして

正式運転開始の運びとなりました。・

　第1図は昭和41年春以降の建設エ事工程の概要を示すものでございますが，ご覧の

通り設計には約55ケ月，機器の製作には約55ケ月，格納容器と主要建物の建設に約

22ケ月，機器据付と配管配線に約1、α5ケ月，タービン発電機据付に約16ケ月を

それぞれ要して澄り，一方試運転期間についてはタービン涛よび補機類のテストを含む

コールド澄よびホット・ファンクション・テストに5ケ月，出力上昇試験に4．、ケ月で計

9ケ月を要して凄り綾す。

　48ケ月の建設期間は諸外国に澄きます例と比較いたしましてもかなり短い記録であ

るということができようかと思います。．

　な澄順序が若干相前後しますが，現地での本格工事に先立って，半島内の山の一部切

り崩しと海面の埋め立て，ならびに整地工事，憾らに建設現場に至る資：材運搬用道路と

なるべき丹生大橋の架橋などが行なわれました。・

　〔美浜1号機の概要〕

　美浜窪号機の設備仕様の概要につきましては第1表をご参照下さい。

　実際のプラントの配置を全景写真についてご説明しますと，左手は2号機の建設のか

なり進んだ状態を示して澄りますが，右手前の円筒状のものが1号機の格納容器のアニ

ュラシールド，その奥の建物がタービン建屋，さらにその奥め建屋が屋内開閉所であり

まして，取水口はこの開閉所の左側，放水口はここでは～寸見え霞せんが格納容器の遙

か右手にございます。そして格納容器に隣接した背の低い建物が原子炉補助建屋でござ

います。

一264一



　（美浜1号機設計の特律）、、「．．．．

　次に美浜1’号機の設計上の特徴について簡単に触れてみますと）

　・ω　最初にこれ、庵．皆様ご承知の通り，・．PWRでにBWRと異り1次系と’2次系が完全

　　に分離されて滞ります牟、導・1∴3次系の：方響全く放射能の心配なしに設計できる訳で

　　あり蜜して，この点は設計・建設上楽であり一まずQ

｛2＞、．しかし蒸気発生器を余分に必要とする点や，原子炉の制御をホウ酸水で行なって

　　いるなど余分の設備が付け加わっており．，この点ではプラントめ設備が複雑になつ

　て澄り隣す。

〈3｝・、．美浜、1号機はわが国で初めてのPWHプラントで竜．ありますので，その甕注に当

　　っては，努めて実証済の技術をとり入れるという見地から，米国で先行して残り寮

　　レたギネー発電所（．44万闇）をモデルプラントといだし回したが，特に安全基準

　に？ヤ？てば泥米国原子力委員会がPWHプラントに適用したものは建設閣始後に澄

　いても採り入れるという方針で進めて参りました。

（4）特に耐震設計につい．ては重要な建物はすべて岩盤に直接支持した構造とし，地震

　　応力の算出には構造体基盤にα5Gの地震波を加えた場合の動的解析によりました。

（5）蓬た重大事故，仮想事故時の対策として渉．高圧醐酸水注入のたあアキムムレータ

　を追加設置しましたが，格納容器内にもチャ．ヲ・÷．ルブィル’久を設けて澄珍ます。

，⑥　それからこれは安全と嫁関係ござい装せんが，、夏季の冷却水の温度上昇時のこと

　を考慮しまして，復水器の真空が水銀柱65繍，∵メークアップ率が3『％の場合でも

　定格出力が出せるように設計をして劃．り沖す。・；．

一σ｝・さらに40～100％の負荷の範囲なら，・10％程度の急な負荷変化に屯プラン

　　トが応じられ，一方最低連続運転の周波数は5．a5Hzとして計画してございます。

（8）またタービンは高年と低圧グーシングとの間に湿分分離器を備え，設計熱効率は

　約34％、と森って澄りますぴ

（9）　蜜た所内電力の比率は約6％（設計値，実績は約5％）ど従来の火力に比べ高い

　数値ζなって歯りますが，これは1次冷却材ポンプの容量の大きいことや，1火力発

　電所にはない化学体積制御系原ど補機設備に電力を要するためでありま・す。・

　〔美浜1号機の建設状景〕．

．次に美浜鷹号機建設の現場状況を、スライドによりまして若干ご紹介したいと存じます。

（紙面ρ都合により収録写真はその一部のみ’）、　　　　　　　1・一
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　昭和42年から43年初めにかけては格納容器の組立てが行なわれ，’45年4月には

第1回目耐圧試験が行なわれ驚した6・

　その後格納容器には仮の開口部を設け，ここから機材を搬入することにいたしました。

　ヒさらにタニビン建屋の工事が進みますと同時に格納容器のアニュラネシールド部分も

下部よりでき上って参りました。

　、昭和42年の秋には発電所入口，丹生大橋のたもとに一般見学者のためのPRセンタ

ーを作りましたが幸いご好評を頂いております。

　昭和44年に入りまして建設も最盛期を迎えました。

　発電機，タービン，原子炉圧力容器，蒸気発生器なξも次々と入荷レ，その据付けが

・’

J始’されました。

・「3

q方44年の夏に’は中央制御室もかなり・でき上り，2Z5万Vの受電が始ま．り附した。

　格納容器も44年春には，その外部のアニュラスシ「ルドが寒成喚たしま．した。

　また取水口の工事も44年6月には完成して図ります。

　さらに44．年から45年にかけ．て米国で製作された燃料が青色に塗られた鋼製コンテ

ーナに入れられて海路はるばる神戸へ到藩，さらに陸上輸遷で澱黒きれまし準。

　〔美浜博聞機の試運転・営業運転）．・．

　第2図には試運転から営業運転に至る工程を詳細に示して澄ります。

　機器据付の完了した美浜1号機の試運転としては，、・コー・ルド・7アンタ渚。ン・テス

トすなわち冷態機能試験が昨年2月1G日から1．・44．日聞・ホット・ファンクション・

テストが4月19日から25日平行なわれました。

　r方燃料装荷は昨年7月4日から．5日間かけて行ない，ア月29日には初臨界に達し，

81誌繽{には試送電に成功いたしました。

　初発押後逐次出力を上昇させ，』その間，物理テストダ負荷遮断テスト，計器の較正，

一部機器の手直し，連続定格負荷試験などを経まして月月28日，、待望の営業運転開

始に漕ぎつけることができました。

　1・1月15日から5日間行なわれた受取試験では，熱効率でメーカー保証値を0。4％

上ま；わる好成績を．上げました。またタービン発電機の定格は54万雛でござい凌すが一

時的には55万2000K聡の最高出力を記録して語ります。

　な論1コ月28日営業運転に入って以来，今年1月末まで順調な運転を続け，1月末

現在で積算約7億ZOOO万翻の発電を行ない，営業運転開始以来¢！利用率に約92％

一266一



収達して詮り・ま：鐘。「なお2月から5月初めにかけ’て，機器の点検と一部改修工事のため

∴運転を計画的に1停止い・たし蓬したカミ・現在は再び順調に運転を継続し；」昨年5月15日

までの発生電’力量は8億4，400万熈に達しで澄亘：ます6

　　〔建設・試運転を通しての感想〕

　以上美浜1号機の建設工事の概要をかけ足でご説明しましたが，全般的に申しまして

　メーカーさんならびに各労面6絶大鞍ど臨力と幸運に恵蜜れてプラジト1と）完歳に到達で

　きたものと考えられます。　　‘』、昏∴1『

　特に日本は米国に較べて：地震の問題がごiざいますので，耐震設計上余分の壮事ができ，

工程の遅れも生じたことは事実であり綾すが〆その後のスゼードアッ「ブでこれrを回復す

　ることがで1ぎま・レたる・・

　　プラントの設備全体につきましては，原子力発電所の現在め段晧ではとかく原子炉な’

　ど1次系主機にのみ力が注がれ，補機系統の方が澄うそかになるという嫌いがあり，両

者のアンバランスが目立ちます。一例としてPWRでは原子炉の制御に醐酸水を用いて

澄り蜜すが，補機面での設計が主機のレベルに十分合っていない憾みがあり，補機の運

転k若干不便を感じて澄ります。

　　PWRプラントの負荷追従特性につきましては火力よりは遙かに良いものと思われ，

送電線事故時でも所内単独運転の可能性は十分期待できると考えて訟ります。これは予

期して生じたことではございませんが1号機還開直後に送電線トリップ事故が発生し，

その際，10数分間，所内単独運転に成功いたして澄りますことを申し添えて澄き蚕す。

　　〔放射能安全管理〕

　発電所周辺の放躬能の監視については，ただ今吉岡さんからも慶話がございました通

　り，私どもの方でも発電所内外で厳重な管理をして於りますが，今までのところ逗転開

始後の放財能測定値で有意な増加は全く見られておらず，安全に運転が継続されている

　ものと考えている次第でございます。

　　な蔚これらの測定値の分析は福井県原子力環境放射能測定技術会議で行なって涛り，

その結果は福井県原子力環境安全管理協議会から公表されることになって蛤ります。

　　〔美浜2号機以降の関電の計画）

　　以上，美浜1号機のことを中心にお話し申し上げましたが，閣西電力としては，この

　窪号機に隣接して2号機（50万締），さらに高浜地点では1，2号機供に82．6万κの

　を建設中であり，さらに大飯地点にも2ユニット（各々質7．5万蹄）の同時建設を計画
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∫．’

ｵ，現在設置許訂の申請中で診動ま「す6凶ずれも診W島型でありますが，ユニ…ジゴト出力

は順次増加『して澄り，特に大厳では格納容器にアイス：コンデZサを採用すゐ『など、最新技

徳の滋入が考慮されて澄ります。・各プジントの概要につきましては第2表をゼ参照下さ

い。

　　〔結一　び）

　私1ども電力会社の当箏者と硲たしましては先ほどからの皆様の澄話にも・出て診ります

ように，原子力発電の開発推進こそわが国の今後のエネルギー’確保と環境保全の両方の

項的に；最も適した方策であ・ることを自覚し，な細一層の研さんを重ね富し、で，安全にし

て有効宏凍子力発電所の建設・運転に精進いたしたいと考えて澄りますので，今後とも

皆様方のご教導を頂きますよう澄願いいたしまして私の発表を終らせて頂きます。．

　ご清聴ありがとうござレ～ました。
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〔第1表〕　美浜発電所1号機仕様概要
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一次系統ブラッシング → 〔第2図〕　美浜壕号機試運転経過
昭和45年11月28日

4　5，　　2．窪　〔｝爵選表台 144日間

冷態機能試験

　　25日闘

』温態機能試験
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；洛糸丙容器（CV）

醗圧漏えい塗試験
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◎
燃料装荷
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受取試験
全出力試験

CV内雌E200冷’却用
海水管漏えい修理

　　　　麺出系統弁LGV
　　　　465取付方向修理
ロ　ロε〔コ
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～令』却材流量計酉己管イ彦≡圭里，

CVCS配管イ彦理…補強

　　核計装
　　検出器取替

〔；聾
　　　　　　6日間

E摺

GVCS系統弁　　冷却蹄一計壌替遜整，　GVGS充てん系統弁　　主蒸気仮ストレーナ取外レ

V84灘齪　核露」一三整，GVOS封V42溶接部修理　　　冷却材系統弁パッキング
　　　　　　　水系重弁V86溶接部　　　　　　　　　　　　取替，冷却財フィルタ取替

　　　　　　　修理　　　　　　　　　GVGS充てん系統弁
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完成した美浜1号機〔写真6〕
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議長　　どうもあ∬がとうございました。『をれでは4人の方めご発表が終わりをしだのでこの

　　　　次に，・コメンテニ『タ」を加えまして意見の交換を奢左い充いと存じま’ナ。’

（暫時’休慈） 〆

議　長　　それではただいまから再開をきぜでいただき醸ず。最初に東京芝蒲電気株式会社取締

　　　　役の金岩芳郎さんから，建設に携わゲて，Pしかもヌーガーとしていろいちな立場がござ

　　　　いましょうから，そういった意味で冒メント，あるいは先ほどの講師の先生芳に対する

　　　　ご意見等もございましょう。そヴ熔らたも¢｝を訟願いしたいと思います♂∵』』’

　　　　　な涛，時間がたいへん押し迫ってまいりましたので，12蒔半1せはこの討論会を終了

　　　　いたしたいと存じますので，簡潔なご質問なり澄答えということにしていただぎたいと

　　　幽』思い蜜す1。‘どう・ぞ澄願いいたします。

金　岩 　金岩でございます。』コメンテーターとしてのご指名を受けまして非常に光栄に存じ震

す。はなはだどうも適任かどうか心竜どなく思って論ります◎

　ただいま，非常にふえてまいります電力需要に対して，原子力発電所の建設及びそれ

に引き続く運転について経験された寮ことに貴重ないろいろな澄話を皆さんとと竜に伺∵

つたわけで，私自身非常に感銘を深くいたしましたQさらにいろいろ蜘伺いしたいこと

もござい寮すが，その前にメーカ」の」員としまして，今日まで伺じくご6建設の経験

を踏まえながらやってまいりました者としまして，所感を一言述べさせて疲だだきたい

’と，思い『ます。

　わが国では，ただいま吉岡さん伊藤さんから涛話がありましたように，実用の窪号機

は実証済みの外国のメーカーを契約者として導入されました。その一部の装置で，外国

から電っでぐ・るごとが非常に困難な庵の，あるいは不利なものの下請の製作，あるいは

現地の工事を，われわれ圏内メーガーが担当する，参加させていただく機会を得たわけ

でござい・ま’ ｷ。

　もつ乏具体的に申し上げれば，ご存じのと寿り収，東芝としましてはBw三型の敦賀，

旧いで．いま・も完成間近い福島1号につき蜜して，日立さんと一緒にG猛の下請による工

事であ・り回したし，また，先ほど澄話のあり楼したPW猛の型につ“ての美浜につきま

しては三菱さんがご協力なさいましたび
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　噸方，この軽水炉，それか＝1らズラと．野全体の銘茎テム技術及びそのキr，コ．ンボーネン

トの製作にっきましてぱ、私ど庵は米山のメ「カー「と技衛契約をいたしまし寒¢、

　しかし，これらのプラントの建設に参加しまして，非常にいろいろ苦労もいたしまし

たけれども，こんな技術契約だけではとて・も得られないような非常に貴重な経験と資料

の蓄積ができ目した次第でございます。

　まず，〕・機械の製作では乳原子力機器としで非常にきびしいいろいろ規格規制がござい

ますので，それらのものを満足するため．に，竣ず素材の入手，あるいは検査ダ．それの工

作方法，いろいろなそういった点につきまして特に：重要な部門にっきましては，．、本番に

入る前に，あるいは場合によっては下講の国産ということを進めてもらうた．めにも，い

ろいろな種類の予備試験をやったり，あるいは大規模な，相当・の試作もや．ってまいりま

して，それで本番の製作を斡たし嘆した次第です。

　その品物を納めるまでに，いろいろ蓬た国内では官庁検査も．ございました。揖当の官

庁の方々にもいろいろご指導を賜わったわけでございますが，私どもの場合，これらの

下請の場合には発注者であるGEの詳細な検査も受けたわけでございます。：

　検査は，いろいろございまずけれども，1、袋ず製品の信頼性につき慨しては，つくるも

の自身がナ分な自信を持ち得るものをつくるということが最も肝心かと思うのでござい

ます。しかし，「これらの製作の過程に澄きまして，・私どもはこの品質管理，一については

アメリカでその前にはジェット手ンジン，あるいは最近はアポロ等に適用されて訟ると

同じような考え方の贔質管理方式を実務に触れて学びましたし，．また，それを取り入れ

て実行してまいりました次第です。「

　近年は，さらに品質管理，あるいはクナリティアシュアランスということがやか蜜し

ぐいわれるようになってきて澄り寮す。またヂ最も必要なことだと．思うのでありますけ

轟ども，これらを実行する点では日本人は非常に勤勉でありますし，また，なかなかこ

まかい神経を使う性質をもって曲るので，これらの技術による製品は決してよそにまさ

、るとも劣らないものであると私は確信している次第でございます。∴

　また，このたびの経験によりまして，いろいろな新しい規格，それから検査方式で仕

事をやり，・蓬た新しい製品，、それからいままでやらなふった工事，配管，、配線を含め震

して，’これらの経験に：よってどれぐらいのマンパワーがかかるか，どういうときにどの

ようにピークが変わっていくかということ，あるいは管理をどのようにしなければいけ

ないかということを自分のものにすることができたのでございますし，また，特に火力
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と異な胤て・ ｦよ鱗昏ら薩築手事との継飾せ緋常囲接でございます・

こ妨について曝し畷髄堕槻でζざ磁す・

わ勉れ・鳳．そρ声鰍恥ら・そ拶ら瀦にや鴨脚難漣らに懇
し辞して・幸いにメイン・コントラクタ丁とレての仕事にも．みってきて診・る次第でござ

畔す・やでべ妨の過慰よ？てシス塾設計のチーッ鞍馬灘とか・外澱

計ρ騨技術煮憩瑞の騨賦と働込みまして非常に曜験を積み

堺町鯉って嚇第でご舗す・
噸ゆ鱗ちろん郷瞬けでござ曜んで・軽し練だいてい

’る材料メーカーの方，あるいは部品を担当していただく方，その他の非常な〆ックアッ

てρも騨こ畔ん鰍のだζ思瞭ち
筆はさらkこ嘆胴時ゆ岬の原子力発電も非常に醗に娠毒て噛ま

す。作業量と工事量を育成をするということをさらにわれわれは努力しなければいけな

い点かと存ずる次第：でございます。

　時間もござい憲せ序で・あま珍澄しゃべりを長くしても迷惑でございますので・続き

ましてナレンジされましたデスカッションのためと思いまして，若干質問をさせていた

だきたいと思うのであります。

　エバスコのライタリーさんに澄伺いしたいのでござい離すけれども，米国では非常に

多くの建設が行なわれて澄りますが，初めに立てられました建設計画がいろいろな理由

で，先ほども話が出て澄りますが，規権の追加，その他がございました。結果としては

完成が繁くれているように伺って澄り袋す。エバスコさんは，プラントデザイン，ある

いはサイトのエンジニアリングiを担当されて去りますので，何かこの建設期間を・スケ

ジールを敷するアゲア・あ鞠は特男q針術的な手段・テクニ・クを何紬もち

か，あるいは今後考えて誇られたらみ聞かせ願えればと思う次第でございます。

　いろいろ質問を出し｝◎時間ρ点は議長さんに輝節していただきたいと思います。

　2翻に，ア・・トファーターさんに綱いしたいのでございますが酒独でも非常に

この原子力のほうの規制についてやかましく言っていらっしゃる。アメリカでやって論

搾る撫に濱らに厭．る・，藤野も先配賦ざいましたのですが・わ欄燃ご

承知のように・安攣髄する．ため囎庁検査やうのがござ照すが・何か西独のほ

うで緬いうものをど郷＠てやって診ら泌か・稲身が購いものですか

ら澄伺いしたいと思ったのです。
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　もうでつ，先ほどの話にも出ましたように，この軽水炉に澄ぎまじぞ，；ナメリカで行

なわれて論る設計講造と異なった薪しいデザインを取り入れ℃於られる点をいろいろ伺

1い綾したのですが，そういったものめ性能を実証などにどう’いう方法を澄とりになって

論られるか，それを澄伺いしたいと思うのです。　・「　　　1…・」壼・

　．吉岡常務さん，馳それから伊藤専務さんにはいろいろ澄伺いしたいこ乏もございますの

ですけれども，非常に記録的な，・建設を外国に比べて非常に短い期聞で完成なさいまし

た。さらに短くし得るような影考えが沖ありかどうか，．澄気づきな点があるかどうか，

また，こう．いった問題についてどの程度プライオリティーを置いて澄ぐべぎど論考えか

．を澄伺いしたいと思い．ま．す。

　な澄，最後に，いろいろメーカーに対して先ほども澄話が若千出で寿りましたように，

1一ｾ督励の意味もありましてこういうことを要求したいのだということを於聞かせ願い

たいと思いますQ’@　　　　　　　　　　　　　　・　　　　1　　　　　　　　　’

議、長．　ありがとうございました。ただいま金岩さんから於話のございました最初の問題　こ

　　　　れはライタリーさんに対する質問ですので，海答えを願いましょうか。

ライタリー　　　三番目の点といたしましては；，ニュークリアシステムのデザインを・するという

　　　　ことであります。1それによってファブリケーションの詮くれを防ぐというごとが，また，

　　　　設置の澄くれを防ぐということが考えられます。

　　　　　四番目の点といたしましては，できるだけよい計画を得るということ，マェファクチ

　　　　ャリングを容易にさせるということであります。それによりまして機器及び部品が正し

　　　　く製造され，非常に経験的な規格がきびしいクォーリティデザインズタ’ンダ隔ドにちや

　　　　んと入るようにするということであります。

　　　　　五番目の点といたし誉しては，非常によいそして独立をしたクォごり’ティコンブライ

　　　　アシ箔を使∂ということであ釦ます』それによって独立した品質検査をするということ

　　　　であります。すなわち，独立にするということによりまして，クォーリティ検査をして

　　　　いる聞に全部のプロセスを待つということがないよう’にするということであり蜜す。

　　　　　六番霞といたしましては，政府の規制についてでありまずけれど屯，例えば，運転の

　　　　免許が必要に．なるときにぼ，ナぐに政府ができるだけ迅速に措置をとるということが必

　　　　要であります。
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以上この6点であり寮すσ’

議∴長監1・ど一う『もあ1りがとうございまし允。・アルトファーターさんぺ2’つの問題がございました

　　　　ので：捨願いします。

アルトシァーダ妬　・　まず第忌の問題，・ドイヅに溢．きます検査の問題でありますがゼこれの答

　　　　えは確かに私どもは非常にまい検査機構を西ドイヅでもって静り・ます。統懸機構により

　　　「まして，西やイツ全体に対して働ぎをもうてい：るのでありましてジこ・れ溺ス』容一パイ

　　　　ザリーのオーガナイゼーションといたしまして独立した機構をもつているのでありますが，

　　　　それぞれの地方の機関がライセンスを与えます際に，この機構のテクニカルなアドバイ

　　　：』ザリーをもちって実際の検査をするのであります。‘

　　　　　この検査は西ドイツに澄きまして非常によく発展一して冷りまして，『成功裏に実際に働

　　　いて澄りまして，いろいろな生産所の建設に対’して使われているわけであります。

　　　　第二の質問につき寮して，私どもが個々のデザインをアクセプトするかどう・か，これ

　　　・らのデザインはクラファーユ謡オンとかそれめ関係会社によって開発された・菊のであり

　　　　ますが，それらを受け入れるかどうかに関しましては2っのデザインのグループがあり

　　　　まして，それぞれに対しまして影響を与えられまずけれども，2つが非常に大きな影響

　　　　力をもって澄ります。それら・ばよりよいオペラビリティーをもつものに対してのデザイ

　　　1ンフィーチャーであ幻ます。

　　　　それから，プラン1トの放射線汚染をで・き・るだけ防’ぐ・という装置でありますが，これら

　　　の特長は，一つのサンプルを使ってご説明で：きる’ど思．い、ます。燃料取換機構は機械的に，

　　　そしてまた別の方法によりまして自動化されましてリフゑエ・リングを行なって澄ります。

　　　　これによりまして，時間を節約してリフユエリングを行なうことができて細ります。

　　　　一つのフユエルエ’レメン．トが，「PWRのハン・ドリングタイムは，先ほどの写真に示し

　　　蜜したように，ザフェエリツグピットがリアクターピッ．トのすぐ下にあり・ま・す。そして

　　　　これはフユエルエ・レメン下が非常に早く入りまして，約’10分ほどでリアクターコァか

　　　　らピットに入り，またそこに戻るという，両方・ども．：1．’‘0分しかかからないわけであり叢

　　　す。

　　　　私はまたオブリッヒ・ハイム発電所に論きまして一つのサンプルを示しましたが，こ

　　　れは最近の燃料取替ビッドに瓢きましてネ頭トllパリ：フユーリング。4、イiムが約10か
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　ら肇2日間しかかかり宏せんでした◎これは非常によい数字でありまずけれど電，オー

バーハンドケースの場合には，ライタリーさんがアメリカの原子力発電所の場合に申し

上げたような数値に：なっているわけでありまして，アウテージタイムはオ南ベルタイム

に臨きましては，全部で6週間でありました。

　　もう一つの例は，ローカルシールディングでありますが，補助プラント地区に関して

のものであります。個々のシールドがバイブワークに対して与えられまして，またオペ

レーターやいろいろなバルブに対しましてはっきりと示されているわけでありますが，

、・ ｳらにいろ．いうなゴント準一ルそれから計装機器などが非常に高度化されたドイツのエ

ーティソティスタンダrドにも∫よってつくられていますb

　r第二のデザインフィーチャーといたしましては，安全フィーヂャ謡があ’り’ま．すが，こ

れはユーティリティーの部門には属しませんで，これは私どもの免許を認可する機関の

・ほうからくる・ものであ・り・ますが，・アトミックエ．ナジーセニフテ～．ゴミ1…ジヅヨンという委

員会があシ寮して，これが原子炉の安全性を，、懐た，『技徳的なこどに関しま一しては蟹VB

・という機関がそれを決めているのであります。1「1『1「．・

　．そして，私はレ’クチャーにお・ぎま’していみい’うな点をご説明いたし富したので，これ

については省略をさせていただきたいと・思い唆．す◎・’

議　長　　あ』りがとうございましたポ金岩さん，いまのこ答弁でよろしゅう’ございまずか。

　　　　　それではその次，先ほどご質問ございました工期をさ一らに将来短縮できるのか。これ

　　　　は日本の将来の原子力の資本費がたいへん高いので，建設期間を早くするということは，

　　　　かなり仕上がりの資本費を押えるという点もございましょうが，いかが：でございましょ

　　　・う．．それについて伊藤ざんから澄答えをいただきます。

伊・藤、澄答え申し上げます。私どもといたし旧しては，今後原子力発電所の工程をできるだ

　　　　け短縮を．していきたい・と思います’し，そうしなければならないと考え丸山『ります。した

　　　　がって，美浜の発電所の経験から考えまして6現実にどういう困難があったかというこ

　　　　とでございますが，第一は良好な原子炉の基盤の選定の簡題でござ熔ます6

　　　　　二三さんも同じことだったと思いますが，一部補強をしなければならないような問題

　　　　もございます。これが第一です6　　　　　　　　1rE　　1　・∴

　　　　・第二番は，耐震設計の問題でございます6いかなる方法で設計ずるかも・モれから，設
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終静飢備造物の辮の設計変興伴う工程上㈱くれρ髄でζ趣奪す・

　第三番は，アメリカの安全基準にできるだけフォローしていくためρ殺母ρ摩東によ

．四三の蘭・

　第四番は，アメリカに澄きますストライキによる影響の描くれ。

五翻は込？て甑した写物に・ハーリテてコントロ「ノレ嬢弱緬がか・効あ

ったと憎ことでζざ晒す・

　それから，据付け工程に澄き憲しては，不麟れなものでございますから，スケジュー

ルの立て方にいろいろ手違いがあったということと，もう一つは，マンパワーを必要な

ときん集中できるかどうかという．ことでございまレて・これは特に：PWRのほうはステ

ンレス系の溶畢が非常に多くございます。今後ともステンレス系統の溶接工ID養成をい

たしまして，短期間に集中できるとい争ことが非常に必要だと思匝建す。

　重要な点は以上のよう壕点でござい濠して，澄聞きいただきましたように，このよう

醐騨今蜘鋤偉？て相当改善できる可能性のあ姻子翻当多いと思畷すの

で，今後設計の標準化，それから特に国産化が進んでまいると思いますので，・国産メー

カーさんに澄きます高度の品質管理の向上，工程管理の向上，並びに優秀なデザィンエ

四ニアなどの猷蓼せ干て㌧峨申しまし．た特鞭二型工下野い．うこζ・

を努力していただきましたら・現在非常に短縮の可能性はあると考え｝ζ．慶、恥まレて・ぜ

ひその方向にご努力を澄願いいたしたいと思って澄ります。

議長　どうもありがとうございました。もっと縮められる，かような澄考えのようでござい

　　　　ますが・干うしゅうございま勉・

　　　　それでは・吉岡さんに海願いしたいのですが・何か建設工事・運転を通じて私どもに

　　　与えることばがあればという誇話でございました．ね。

吉　岡　　いままで，先ほどの講演でも触れましたし，いま．皆さん方から．ちこ発言があったこと

　　　です吻ども1騨下し上曝すと陳全かつ信頼性鱗る肝力雑所を所定の工

　　　程に完成をするということに最善を尽くしてもらいたい，それに尽きると思います。

　　　　　しかし，そのためには皆さん竜嚢っしゃつたように，まず機器装置の品質管理を従来

　　　のプラントよりも一そう厳重にしていただきたい。つまり，一般のプラントよりも一け

　　　たぐらい・上げた比重に：してやってもらいたいということと・．メ「カ．一のほ、．うでもこの二
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電所の運転者の立場に立って・運彰保守が容易に行なえるようなプラントの設計上のく

ふうをしていただきたい。

これは源子力購所轍射脚ρ牒を伴うものであ塘すから鴻碑硅げた

い点でご ｲます・

最後に躰のメーカーさんに申し上げるわけですけれどもすべての機器装毯が信頼

性の潤る姿で・りっぱに国産できるように・この上のご努力を澄願いしたい・これだけ

申し上げたいと思います。

議　長　　たいへんきびしい墨型がございましたけれども，金岩さん，よろしゅうございますか。

　　　　　舳・時間が少・ございます・、姻からせっかくららし静二人にライ列一さん

　　　　か，あるいはアルトファーターさん，何かζ質問ござい漏せんでしょうか。

ライタリー　　世界のほかの建築労働者と比較して，

　　　　うのは，どういう理由でしょうか。

議　長　　これはライタリーさんのこのご質問ですが，

　　　　すが，どなたか澄答えいただけますかσ

吉　岡

議　長

日本の建築労働者の生産性が上がるとい

臼本の建設メーカーについてでございま

　では，まず日本の労働者が非常に勤勉で，非常に技術的にいいのであるということで

あります。

　第二に，β本の労働組合の組織が，アメリカの場合と違って給りまして，「企業単位で

組織されて認ります。

　それで，原子力発電所の建設のように，いろいろな職種の仕事が同じ場所に同時に行

なえる場合，その組織の長所が非常に発揮されて，迅速かつフレキシブルに仕事が進め

ることができたということであろうと思います。この点はア1
＜潟Jのレ＿バーユニオン

が職別に分かれて誇ったり，地方別に分かれて細って，その辺の有機的な，合理的な運

営が隣げられてくるρではないかと想像するのです。

よろしゅう『ざ魔すか・．

大体時間がまいり塗したようでございますので，先ほどから長時問のいろいろ影話を
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ちょうだいいたしまして，その中で私どもが経験いたしましたと申しますか，日本で5

っの発電所，あるいはその前のものを加えますと4つになりますか，こういつた建設並

びに運転の経験というのは，ほんとうに経験の序の口であると感ぜられます。いろいろ

な問題が指摘されました。単に大きな目玉商品であるリアクターとかタービン発電機と

いうものでなくて，配管とか，とんでもない小さいところにもいろいろな問題が起こる

ということで，今後は安全性の確立と信頼度の向上ということがまず漆っ先に大事だと

思います。

　それにはこういった建設並びに運転の経験を澄互いに話し合って，そして，再びそう

いった失敗のないようにすることこそ新しい時代の勝利といいますか，原子力発電所を

立派に育て上げることではないか，かように存じますので，今日訟いでになりました講

師の先生方にもたいへんどうも貴重なご意見をちょうだいいたしました。

　なお・，長時聞にわたり『ましてご清聴ありがとうございました。
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国際シンポジウムー2

題問縮濃ンラ

日本原子力産i業会議副会長：氏｝宗根松

ウ

長議



国際シンポジウムー2

ウ　　ラ ソ　濃　縮　　問　題

講i　長

松．根宗・一、氏 賦本原子力産業会議三会長・

発三者・

　　　4一一∵S，旦サピアリ一極

　　　　　D．G．エイブリー氏

　　　　　筑A　ベッカー氏

　　　　　一本松　珠　磯　氏

（発言順）

アメサカ原子力委員会オークリッジ運営事務所長

イギリス原子力公社生産グループ計画管理部長

フランス漂子力庁産業計画担当理事

臼本原子力発電㈱会長

コメンテーター

　　　　　M．ボガ　一　ト氏

　　　　　勲ユリネノ・フィンク氏

　　　　　山　田　太三郎　氏

　　　　　村　田　　浩　　氏

　　　　　今　井　美　材　氏

（逸書順）

ウルトラセントリブユージ・ネザーランド社理事長

ウラニット社常務：理考享

原子力委員会委員

日本原子力研究所副理事長

動力炉・核燃料開発事業団副理事長

議長（松根）　ただいまご紹介いただきました原子力産業会議の副会長の松根でございます。

　　　　　第4回の田本原子力産業会議の年次大会の討議を飾りますこの濃縮ウランの問題に関

　　　　して，国際シンポジウムの議長をつとめさせていただきますことは，たいへんに光栄に

　　　　存じます次第でございます。

　　　　　これ牟ら約4時闘半に近い旧聞でございますが，皆さまのご協力によりまして，この

　　　　セクションの意義が十分，有益になりますよう努力したい’と思います。よろしくお願い

　　　　申し上げます。　　　　　　　　・

　　　　　このウラン濃縮問題が，原子力発電にとりまして，きわめて重要な問題でございます

　　　　ことは，いまさら回し上げるまでもかいことでこぎいますが，このテーマは，いままで

　　　　広い世界的な規模において，自由澗達に，．しかも公に論議されます機会は，おそらくこ
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れが初めてではないかと存じます。　　　　　　　　　　　　　　、・一しいく・一、．、、．．．．

　今度の年次大会に原産としまして，このシンポジウムの企画をしましたときに．こう

いう従来の経緯からしまして，はたしてこの問題が国内的にどれだけの関心がも．たれる

だろうか，また海外に対してどれだけの関心をもたれるだろうか，あるいはまたそれに

伴いまして，海外からどれだけど参加籐え「るだろうかというごとにつぎまして，実は心

配しておったのでございますが，ふたをあけてみますと，皆さまごらんのとおり，非常

にこの問題について，国内の関心が高まりまして，過去5回の年次大会にみられないよ

うな熱心な雰囲気が出てまいぢ・で蓋るの1ごデ実は当事者として驚いておるおけでござい

ます。・

　特にこの問題につぎま・して，海外からも多数の専門の方がご参加い1ただき・まして，遠

路わが国においでいただいて，いちいち有益なお話を伺いますことがそぎますζとは非

常に感謝にたえない次第でございます。

　おそらくこの問題は，世界的にエネルギーの問顯についての先行きの懸念と串します

か特に日本亡つき’ましては，石油問題を申心にしたエネルギ』の危機感が非常にいま出

てきておりますだけに，こういう質の聞題についての霞民的な関心が出てまいったの

だろうと想像をしております。一

　このウラン濃縮問題につきましては，世界的な需給からみまし℃，現存する濃縮工場

以外に新しい次の工場，あるいはそめ次の工場，どのようにしてこの工場をつくってい

くかという問題が，具体的に申しますと問題になるわけでございます。これは，この時

期，量，あるいはそれに必要な技術，こうい・うものが具体的に実現する蒋期等の聞題も

あると思いますが，それら‘め点も含めて，世界的に関係者の特に大きな関心を呼んでい

・ることでございま1す。

　今日，このような観点から，内外の権威者専門家の方々から，・いろいろな角度からの

の話を承り’ましで・皆さんとご一緒に大いに考える機会を得ましたことはゴ非常に主催

者としましても欣快にたえない次第でございます。

　前置きはこのぐらいにしまして，このシンポジウムの進め方について，’簡単でござい

ま寸が，ご説明を申し上げます。

　まず，キーノ」トの発表につきまして，アメリカのサピアリーさん．・イギリ『スのエイ

ブリー’ ｴん，フランスのベッカーさん，・・日本から一本松さん．オランダのボガートさん

以上5人の方にお願いをしたいと存じております。
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　お断り申しておきますが，オランダのボが戸ドさ：ん嬬　プログラムにはコメンテータ

ーとしてお願いしておりましたが，予定を変更しまして，キーノ・一トの発表者に加わっ

ていた．だくことにしましたことをご了解願いたヤ・と思います。

　腿．島申し上げました5人の方の発表は・・あとのディズヵッションの基礎になるもの

でございます。これが終りましたところで．‘大体3時50分ごろ』になると思いますが，

1p分身休憩をしまして，この会場の模様がえをしたいと思います。そのあとは，西ドイ

ツのユリネック・フィンクさん，日本の山田さん，村田さん；今井きん1と’いう順序で，

キヅート醗妙齢対する独自の’・メハを・・ただきた・・ど思いますbなお．そのあ

と401分ぐ．らいの余裕がございますので，全員によりますデイメカッションをその時間

にあてた、いζ思埜ます。

　会鐸か1らρご質問につきましては，先ほど事務局から申し上げましたように，事務局

に部出しいただいて，それをここで発表をするようにしたいと思います・

　なおできますれば，最後の10分間ぐらいで議長の私として，全体の取りまとめにつ

いてのいろいろの項目に．ついて，幾つかやってみたい’と考えております。

　大体，この会議の進行の予定は以上のどおりでございます。

　キーノートの発表をされる発表者の1番手としまして，アメリカの原子力委員会のサ

ピアリーさんをご紹介します。同氏の経歴につきましては，きのうもど紹介しましたと

おりでございますので，この際，省略しますが，今回，原産からシーボーグ委員長に，

しかるぺぎ方のご派遣をお願いしましたところ，この重要なテーマのために，即座に白

羽の矢を立てられた方でございまして，濃縮につぎましては百科辞典のようなお方でこ

ぎいます。それでは，ミスター・エンリッチメント，どうぞ論願いしまナ。

サピアリー　日本原子力産業会議の皆さま，ご来賓の皆さま，月曜日の私の話は，米国にお

　　　けるウラン濃縮の現状報告でありました。私は，これらの意見をごく簡単にまとめまし

　　　て，それから補足的な説明をしたいと思います。すなわちそれは．当然，起こってくる

　　　であろうような質問に対する答えという・形で補足したいと思うのです。その質問とは．

　　　なぜウランを濃縮するのにガス拡散を採用すろ．のかということであります。

　　　　米国原子力委員会は．これまで2．5年以上の経験を積んでおりますグすなわちガス拡

　　　散によって濃縮ウランを生産することに25年の経験をもつているわけであります。5

　　　つの工場の運転経験からいって，このガス拡散法が効果的で，柔軟性のあるものであり
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これからいろいろ工程の開発や改良計画を続けるごとにょっせきらヒ改善できるという

ことがわかっております。

糠繍は調物読域茗・鉛拡紅励覇て籾まして．鍛回忌、

25億ドルでありま今。をの濃縮能ガほ，で年当たりの分離作業量にぴCそ万ZOOOメ

トリラクFシュとヅトで｝あ・げま1守。』そ1．して全出力で運転い・たしますと6，1bo：メガワ．1，ト

でオペレートすることができます。しかし，現在は全体σ～能力の4’ a盗氓ｯで運転して

おります。しかしながら，われわれの電力供給契約が修；正されて．　分離作業に対する需

要が高まるにつれて，電力を計画的にリストアず惹ことができるようになりました。さ

らに世界的な原子力あ成長ボ予想されますことから，これからさ．らに濃縮能力を加えて

いかなければならないという必要のあるということがわかりまぴた61

　われわれはこあ能力を拡大するための長期計画を進めております．それはまず現存す

るプラントから始まりまナ。そし℃それを改善し，’出力増強をすおことによらて行なわ

れることになっております。

　最初のプログジムのコズ下として’ほ，大体7億5，σoσ万ドルぐら1いみ・Nl）1来たる6

年から7年ぐらしぐにわたって改善が行なわれる鈴でありましまつ6うをして来たろこのム

ブ年の間に能力は50％’ぐら㌔・’上がるでありましよこう。』馳その三ニッドコストは新しいプ

ラントを建設する場合3ご’闊ﾀくなるものとおれわ乳は考えて回ります。改良プログラム

の次に更に漢縮能力の増大が要求される場合‘三1ま新しいオスケードを現在の敷地あるい

は新しい敷地につけ加えることがでぎると思います。r私は，現在の敷地に建設する方が

経済的にも，それからまたスケジュー）レめ点からも詞点があると考えそだ・ります。

灘諸ウランを使用する諸圏は．国際協定のワクの中で，契約に基づきまし℃ウラン

濃縮サービスを受けることができます。

　賃濃縮が始ま’りましたのは1969年の1月1日からでありました一それ以熟われわ

れは全部で57の契約をして回りまず。‘これには国内のもの，それと同榛に海外の顧客

カスタマーも含んでおります。1ドル額に換算しますと，’分離作業がどれくらいこの契約

で行なわれたかといいますと，約55億ドルにも（bぼっておりまず。日本の会社は，こ

のわれわれのビジネスに対して，かなりのポーションで参加しております。そして長期

的な契約を約6つ日本はもっておりまして∴全体で4億ドルの額にのぼっております。

　また，そのほカ≦にいろいろ底重要な政策商題につ熔て皆さんは疑問を勧持ちでありま

しょう。私は，それにっ蔓・て完全な答えをするわけ1ごはいきません。しかしながら　私
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が信じておりますのは漂求がは・き外て・・て・明融コ．靭トメヅトを・粉前

もって行なえば．必要な能力が供給されゐ：でありましょうということです。

皆さ ﾊま弊の舗塑グラ・ム・熱牟簡し噸納姫大麺棚ス拡散法にの

みよ・ている卿なぜか堺臓に思わ嫡かもしれません・私は・この齪的な説明

で・なぜかを旧説明聖たいと思います。

われ苴c；ガ樺散法がいいと思・ていたわけではありません・しかしながら・

経験がわれわれに教えたところによりますと，．このプロセスには多くの利点があるとい

うことです。少なくともわが国においてはそうでありますし，．また経験どノーハウに照

し合わせても，絶体に有利なものだと思っております。

　今日，もってい為考え方は，4940年の考え方どは比べものにならないほど変わって

おります。たとえば例としてお示ししたいのですが，籾40年目11月にコロンビア大

学の物理学者であったジョン・ダニング博士は，ウラ・ンに関する大統領諮問委員会に対

9て坊脚・…ぐ恥の醗鞭って・ガス騰融醗すべきだと・…ました・

そ曙画では・卵oo晒で満足のし’く隔膜をつく嶺いうこと・聯。ドノレでポガ

をつくるということ，6，500ドルで完全な分離システム設計し15段から25毅程度の

小さ帥スケ「ト1のプ叶タイ．狸つくり・．さらにウラ控UF6に轍するため吻

理的・化学的開発をするということでレた馬また600　ドルほど使いまして，マススペ

クトロメターをつくるということも提案していましたbところがその結果どうな：つたと

思いますか。彼の提案は却下されてしまって，・かわりに4万ド～レをかけて♂ガス遠心分

離法をとるとの提案がよしとされたのであります。

　アメリカではウランの同位体を分離するためのガス遠心分離法に．関する初期的な仕事

はバージニア大学とコロンビア大学で行なわれま・した。」・W・ビーム博士と彼のグル

ープは・バージ嵩ア大学におきまして・連続的にフィードして稼働をする機械で・同位

体の分離に成功しました。ウエスチングハウス電機会社は成功裏に機械的なデベ惣ップ

メントをすることができましたし，スタンダードオィルデベロップメント会社もパイロ

・トブラントを建設しまし冷・、

　しかしながら，ここで，この初期的な作業におきまして，いろいろなむずかしいこと

が起こりました。それはおもにデザインが非常に複雑であったというこ・と，耐久力の材

料が得られなかったということによってきたものであります。．

　それと同時にそρほかのプロセスを利用した工場の建設作業が始まりました。それ｛は
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電磁法・、熱拡散法ザ”茎拡散法を陣うものでありました。

　電礁出力㍉まず最初に大型の分離工塚のために羅ばれまし．たqζれは，オークリッジ

．に運てら、れ噂して・約2万．20qo人の労働者がここ：で働きました。大規模のというこ

とをここで使いましなけれども，これは，一．工場の総体的な大ぎさをいっているのであり

まして，濃縮ウランの生産量でいっている・のではあり．ません。．この濃縮ウランの量でい

いましたならば，これは大寸退などということからはぽど遠いものであり．ました。電磁

法を使っ．たの嬉・・単にそれが使えるという迄とからで毒りまして，それはまことにめん

どう：で非能率的なものでありましたg．．この工程はフィード中のU25与・の濃度をわずか

ながら増加すると非常に改善さμるということがわか9ました。・

　それから・遺る程度の経験炉熱拡散法につ・いても得られました。・その当時電磁フィー

ド⑱濃度を大体1・5％ぐらいまで高める⑳が理魍的であると考えられましだ。そして

90日ぐ5いで2・i．4．2、のコヲ春の・熱拡散プラ・ントがオ・「グリヒ．ヅジに建言愛さ：れました・

このプラ．．ン掛では，1平方インチプヒッシャ日当たり　1，0GCボン1ドの蒸気を必要とし

．．蒸気の漏れもひどか？・たために，金属性の音やほかの影響があり書して労働者の聴力に

悪い影響を与え為≧いう結果1二終わってしまいました。この・プロ翌スは使えるけれども

やっとのことで使えるというわけで，簸も非能率的なものでありました。

　そうすやう、ちに，ガス拡散法の研究が進歩しましたびわれわれは，このプロセスによ

る最初のデラントを」945年に稼動されました・気体の流量が急にふえ層ることや・そ

の他の変動が，U－255の濃度を乱すのではないかという心配は全ぐないということが

わかりました。一たん運転パラメーターをきめますと，ヅロセスはすぐに安定化しまし

た。またこのプロセスは非常にフレキシブルであク，フィー・ドの組成，フィ門ド量廃棄濃度，製品流量を

葎えるという意味では非常に柔軟性をもハてザいいものだということがわかりました。

そして生産量及びほ、かの経済性も，ガ界拡散法がほかの電磁法，熱拡散法及びガス拡散

法に比べてよいものであることが判明しましたので，ζれ・らの：方法に関する作業はすべ

てやめることになったわけです。

　このようにしまして，約4分の唱世紀ほどの成功裏にわたる経験を，ガス拡散につき’

まして，アメリカで積むことができるようになつ．たわけです。そし1てわれわれの全分離

能力は現在，このプロセスを．使って・行なわれており・ます。急激な闘発及びテストプログ

ラムがガス拡散方法について，アメリカにおきま．して行なわれて堪ります。’これは，

、壌940年代の初期から行なわれているも⑳であります・その結果・・オークリッジにある
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オリジナルの1～25及びK字7ビルディングのあと『に建てられたものは・．すべて設計が

改善されたものであります。．

　これらの改良をされたことの結果としまして，第2世代のプラントの費用，コストは

20億ドル以下になっており・ます。ζれは，初めのガス拡散工場技術を使って，能力増大

を同じほどは’かるとい’う場合にかかったであろう60億ドルに比べて，非常に大きな軽

減であります。

　第2世代工場建設後の開発計画が非常に進展しまして第2世代工場に設置された隔膜

とコンプレッサーの多くも取りかえるか，・あるいは改善されまし、て，．それにかかった費

．用は，第2』世代工場の建設に続く9年間で2・億ドルに達しました。、、

　こういうことをしました結果，かなりの分離能力の上昇をみることもできましたし．

能率の向上をはかることもできました。われわれはそれ以来，さらにテクノロジーの改

善をはかっております。その結果今では新しい機器の改善及び出力増強計画が可能とな

りました。ガス拡散コンプレックスの開発計画をたてた初期には，われわれは，それを

できるだけシンプルで，実用的なものとすることとし，そのために生じる理論的な不利

益は大規模化によりそれを補．うことを決めました．この原剣は，｛956年に完成されま

した第2世代の工場に至り・ますまでずうつと徹底しております。・

　最初のビルディング，K：25，　K27が運「転されました初期においては泳一クリッジ

の．ガス拡散工場で1万　で，OGO人の労働者が働いておりました．それ以来自動化が導入

されまして，三つの主要な建設が増加しているのに労働考の数は10分の1ほどに減ら

すことができました。現在は，5つのガス拡散工場の現場に働いている労働者の数はそ

れぞれ切OG人程度で済んでおります。

　われわれは，ガス拡散法をより効率的にするつも「りでありますが，、・その崎方，ほかの

潜在的に経済的なプロセスに興味をもつことをやめるつもりもあ「りません。原子力委員

会の研究部門は，遠心分離法のプゴセヌの研究を，汐55年に再開しております。小規

模のリサーチプログラム’がバージニア大学で1955年に始まっております。そしてガス

遠心分離法の機械的な閣発を行なつ．ておりま’す。’

　米国の原子力委員会は，堰960年にガス遠心分離法研究關発計画を拡大しました。し

かし．それ以来得られた実験結果を確認し，多・くの部品のコスト：，信頗性及び耐用年数

が決定されてこそ，意味ある評懸がでぎるのであります。

　ガス遠心分離法がガス拡散法よ．りも世界的に大きな興味を呼んでいる理由は理解でき
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ることであります♂というのは，・ガス遠心分離法は，－分離律業の出ニット当たりの電力

がたいへん少量で済みますし，分離率もかなり大ぎく，また渉ス拡散法に比べまして，

在庫のホ』ルドァッブも非常に少なくて済むものであります。‘

　他方ヂ大型のガス拡散だんガスケードは，それを一つ使うだけで，多くのガス遠心分

離機の分離作業と同じ量の分離作業をすること春できます。またガス拡散法では動く部

品が少なく．信頼性が高いことも知られています。

　潜在的な長所及び短所の性質を考慮に入れますと，ガス遠心分離法に関して，来たる

数：年間になし遂げられるであろう業績，あるいはいろいろな硯究開発1は，このプロセス

を将来どの程度まで応用できるか，特に大型分離工場に応甫できるかどうかを決定する

上で，．最も重要であるといえるでしょう』

　どうも歩りがとうこぎいました。

議長たいへんありがとうございました。昨日に続いて，たいへん興味のあるお話，まこと

　　　　に重ねてお礼を申し上げます。

　　　　　次は，イギリスのエイブリーさん℃ありま．す。同氏は，イギリス原子力委員会のケー

　　　　プンハーストの濃縮工場はえ抜きのお方でこぎい…まして・一時，アメリカのワシントンの

　　　　AEAの代表部の長としてもおられた関係上，、濃縮そのものとこれに諾する国際間の諸

　　　　卜書両面における権威者でございます。エイブリーさん，それではお願』い』します。

エイ　ブ　リー　まず最初に，非常にご好意あふれるご紹介のことばに感謝したいと思います。

　　　　　英国における原子力プログラムは，これから大体，目本と周じようなス〃謡ルによっ

　　　　、て，これからの10年から15年間伸びようとしております。この増加は，撚料の面の

　　　　増加にも関係しておりまして，特にこれは貝本の場合と似て上ります。日本と同じよう

　　　　に，英国は濃縮ウランの需要増加の問題をかかえているからであります。

　　　　　イギリスの原子力公社は．ガス拡散工場を過去15年聞運営してまいりました。最近

　　　　改良を加えまして，　ケープンハーストの工場は．AGR発電所め需要1三見合うものを

　　　　生産することがでぎるのであります。しか・しながら，将来につき・ましては，これから1

　　　　つの選択をし．て，今後もすでに確立した技術に依存していくか，また新しいガス遠心分

　　　　離プロセスを開発するほうに依存するかをき’めなければならないのであ’ります。

　　　　　私は，．きょうの午後に，、これからいかにして英困がガス遠心分離プロセスを選ぶよう
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rな2鳩姻てそれ嘆しての翠聖爆セた吋思います堕㌣、下難1二・私

｝い榊環ッパの国々との銅緬のアウトライ B適しセて芦靴鱒’と思・
ています。

　イギリス原子力公社の拡散工場は一953年に軍需生産のために操業を開始しました・

しかし当時　50年代初期の技術は限られでおりましたし，またプログラムは早急を要

はしたの鳩この醗と工場曜設は夢卜常に急がされたわけでありまし慈．運転費用

・を潤ても赫蝿く些し下ればな巧くな・たのであ．ります・

　煙えば前鍛汐入・てく．るガ穆隔膜墜墜む鋤に・鍛ζと口個の罪

か・野鞭肌ました峡れ蹴り騨と設計畔難が避くて勘沸常に簡

単なパッシブなプレッシャーコントロールシステムの使用が可能となりました。軽いフ

．・．ラ勿・ンζ郵フ沙シ・ンに文此まし、て別ダ伽ンズ㍗サー鞭？たりデュアル

エントリ♂ンか・サ纏働貫と謂題多章によ嚇脚かか回したでし・うカ㍉

、開門より繍的にな・たでし・う・この蘇そしてプラそトの就スケーノレも晦

的小さか・た・とから・野曝初の工潟蝿焼均効率q艘電力単位当たりの分離

作業であらわす）は，米国の大規模な工場の場合よりもずうっζ小さ牟つたのでありま

す．

、砂い脚年喋縮ウラン炉力｝華国の第2曙子かぞラムでrく轡可育旨性

鱗るということ鰭え却勧一プン　潜．で仕鞭始めまセた・即ま鉱

散工場の最大毅の設計を改良して濃縮度が1。5％から4％程度の動力炉用濃縮ウランの

生産量を増大し経骨性を豫善しようζしました。

　・962年の終りに漢動軍用スト・クパィル粧産凹くな．りまして・もう完全に

民聞用に使用されるようになりました。

　1965年にAG耳のプログラムが打刀されまして・政府！ま実行に移すために必要な予

算を計上をしたのであります。

娘プラ膨鎖’70年瞳絢1穿叫まして・畔．㍗が叶シ・・回して

お9，ま鱗そのキャパザ・は怖⑱頒憐が御。至ンF灘る1まど滑ります

，こ ﾜ既設蔽興しましては・従来は・全野ガスを隔膜に送・て硫ものを・

隔灘拡散し翻’分子細れのみ ｵ段に送塗rキと・セ漸陛ンカ陛サ遭追

加してそれは鰍しなし画’分子を下曜r三冠こし轡騨？帯プレッシャ

ー二一…ステム・轍プ・一・ヴスパ帆づll樋い鯛二麩ら
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紅籾ました・改回れ勢整㌃彦嫉蝿蝿崩翠鱒三三まして・
分離作業を2倍にしてお．ります。、

　最初のスライドをおみせします。（スライド曜）

（スライド説一明）、

ζれが示しておりますのは一ン．か・野囎鄙変わ・なことでありまセて・浮

き椴がこの2’「3’ ﾚわ・てきま、した際に㌣プレ・サーの騨が変わ昨のであり

ます・左側のコ、ンプ吻サーは初めのアレンジメントでありま．して・こ鱒輪のもの

であり・ます・そ頃醐の妨てい薄き綱と麻や磁うは・畔7フラクシ・ン

餅が囮磐一がそれ賦しくつ・†臓られたのであります諌のスラ君をみせて

ください。

　醜は・・ケーかノ’｛スト○方ント、を全体図としてみたところでありまして・約1

キ，ロメートルほどの距離をも？ております。次のさライドをお願いします。

・これは・プラントの脚の図でありましてプラ踏剣ンぞスをみたところでありま

すが，パイピングがいろいろな段を結びつけているのがみえると思います。次のスライ

ドを：お願いします。

　これは，プラントの内部を違ったほうからみたところでありまして，これはプラント

厩熱にみたところであり、ます・．カスケードは・いわ餌べ「イと呼ばれるやり方に並べ

てあ9ますがこのべ司の・？をみたとめであ、ります・こ撚渤讐敵ありまし

て，軍しい温度⑱調整をするようになっております。あかりをつけてください。

親非訟ス・レブ・ト㌣か・サ　をつ1踏越より融き鍛の調崩965

年に矯りまして・・これによりまして・でラントが将雑心する．ことができるようにな

りました。コンプレッサー及び段の詳細殻計の問題のほかに，段の分離規模（マス・フ

恥及び分離係数の渤）．を髄化する・とr獅が灘され填た・

　この際にはすでにカスケードの中にある段のサイズだ1†ではなく．て，将来の生産の伸

びも考慮しなければならないのであります。私どもの最新の設計概念をあらわし，また

年間，2，GOG・から5，GGρトンの分離作業能力のプラントの最大段に使用されろのに適し

たプロトタイ・プの『ンプレッサーが現在建設されておりまして・その設計性能テストの

結果は非常に．良好であることが認められております臼

ガス劇簾法に臥ま酢業は・ガ戒1孜瑚の醗と逝して徹堺てまい‘’

ました漢国におきまして，ガス遠心分萬佳法に三昧が払われた賦もありました。
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　　これは，ガス拡散と同じほど古い歴史をもっているのであります。』しかし当時，ガス

遠心分離機に対して，’「 l々が興味を失いましたのは．その頃考えら衷た遠心身離讃では

とてもガス拡散法ほどの性能をもたないということがわかったときであります。

　1しかしながら，また50年代の終わりに，　ケープンハースト研究所に：熔きまして，

作業が開始されました。i当初，この研究作業は，回転力学の研究及び，． G離性能の最適

化のためめ実験的機械の開発に集中1し七い五わけであります。それからプログラムが進

展しまして，物質の特性を調べたり．また高速で長時間運転に適した機器の認発及び評

億がされるようになったのであります。さらにプラントの使用に適したようなベアリン

グシステムの關発にも関－ Sが寄せられました。

　これらのプログラムから，1っ6遠心分離畿の設計が1964年ふら65年の間に出て

まいりまして，これは経済的な遠心分離法による濃縮工場のたあみ基本的な遠心分離機

として適していることがわかったのセありま穿5この遠心分離概は旧離性能が非常に高

　く，デザインは比較的簡単な：ものであ』りましたゐ清費電力1二づきまして’は典型的なガス

拡散プラントの般の場合よりも1けたほど低いものでありました。

　このガス遠心分離機がほんとうに経済的な分離機であるかどうがを判断するためには

その寿命とコストをみなければならなかったのであります。その結果耐久力テスト用機

械が，壌965年に設置され機械の僑頼性と寿命漆調べられたのでありま‘ず。｝して機器

と材料の長期挙動が調べられました。最初の機械が設置されま．したのは，壌966年で，

それ以来，作動が続いております。遠心分離法に関します仕事の進捗状況は，もちろん

継続的に検討されまして，ガス拡散プロセスにこれがかわb得る力をもっているかどう

かが定期的に査定されたのでありますが，1968年までに明らかになってまいりました

のは，これからの英国の経済条娃に照らし合わせると，遠心分離法が米国原子力委員会

幽の騰と比殴気競争加麟勧回し得ると、、う。とがわか。たのであ1）ます。

　それゆえ，遠心力分離法に作業を集中穿属決走が行なわれまして，　遠心分離法開

発計画は拡’蛯ｵたのであります。耐次ガテスト装置も拡大され咳して，何

百年の機械年にあたるほどの作動経験を私どもはもってきているのであり

ます。

　最近，同じ基本設計の機戴を｛吏つた実験的なカスケードが研究所で作動しております

が，理論的な予測を裏づけ旧きて回ります。

　エンジニアリ』ングサイドから申しますと，マスプログクシゴンに適した機械が設計さ罰ま
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して，必要な製造技術も開発されてきております。

　また同時に遠心分離機製造工場自体に関する詳細二二作秦友びその他のコンボ＿ネン

トに関する設計作業が進行中であります。生産用設計に基づく機械を使った大型原型カ

スケードが2月以来成功；裏に運転しておりましそ，旧き・な渉スヶードが典型的な生産条

件下においてどのように作動するかがみられているのであります。

　関連プラン．トと機械自体は実際にパ「イロットプラントとして使われる前のエンジニア

リング面ゐ立証試験あ最終段階に・あります。次のスライドをお願いします。

　（ス劾ド説明）

　あまり写真の写りがよくないのですけれども。ここに遠心分離機開発作業の絵があり

ます。これは，最初の耐久力テスト装置でありまして，両側に遠心分離機が乗せてあり

ます。これは，いままで6年間作動中の機械であります。次のスライドをお願いします。

　これらは試験装置のバンクでありまして，遠心分離機の機器を高速でテストするもの

であります。運転条件にシュミレートした場合のものであります。次のスライドをお願

いします，．

　これは，機器のあるもみでUF6とその他のサービスを実験機器に送るためのもので

あります。次のスライドをお願いします1

即ま灘手聯のであ縞鋼荘で醐離三つ聯のであ慨

あかりをつけてぐださい。．　・　　　、「1・．一，・，・・．、、

馳英国原子力公社が，ウラン濃縮の規模を非常に大きく拡大年る場合仁慮；遠心分離法

のほうがよいという結論に達したわけであ’りまずけれども，1これは，しそう簡単に結論さ

れたものではありませんで，多くのファクターが考えられたのであります。

　この場合に，基本的には商業的な観点に立って査定が行なわれたのでありますが，5

つの重要な問題がここで出てまいります。まず第1に；このシステムガミ長期的にどれく

らいの技術的可能性をもっかどうかということでナ。第2に，消費電力のために支払わ

ねばならぬ価格であります。第5に，．世界の価格水準をきめる大手供給者に対して，競争し

っっ拡大する需要の中で利潤をあげうるかどうかという点であります。

　システムの長期可能性につきまして，拡散工場は，すでにもう立証をされています。

確立された技術をもっているわけでありまナ。現在の時点からフルスケールのプラント

までもっていくまでには幾つかの問題がありますぼれども，これらはプロトタイプ以上

の点にいこうとナると，必ず爵てくる問題であります。しかし遠心分離法
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の技術に・壽きま’しては，同・じ・よ1うな状態になりますのは19751年ごろで

ありまし∫で∵その頃初めてプロタ千ブのプラン比が・操業二割．始1鰹1；なる：∴わ

けであります。このとぎまでには遠心分離機のメーカーの経験もも・つど多く：な一ってまい

りますし，1また原型カスケードや耐久力テスト設備’がずうづ・と作動をしでいることにな

りますので，もっとこの面に関する経験も多くなるでありましょう。

　さらに将来米国の予測数値に匹敵するだけの拡散工場を建て’るどし，そしでこの場合

・’

ﾉ消費電力とかその他の商業的な要因に関する問慧を考えないとしても，米国が非常に

・』 蛯ｫな供給者である限りその他のこの業界に入ってくる街々が得る利幅は，その時に米

国内のプラントを運営する人々が受け入れる条件によって左右されるでありましょうρ

しかも米困よりも高い電力及び資本費を帳消しに’する程干れた技術庖開発でぎる可能性

‘があるかどうかは非常な問題であります。

　私どもが，いままで追求してまいりました拡散工場に干する技癒に立ちますと，米国

1』

ｪ将来の工場として示しているものと’ ｪじようなものはっくれると思いますσ・また，私

どもの開発プログラムにより，さらに’改良の余地のあることも判明しております。しか

し，この領域における開発は，すでにもう全世界におきまして，「何百万ボンドの投資を

されてろ0年近くの長年の研究がなされてきたことを考えますと，私どもはい・まや学習

曲線の上限に近づいてきていると考えるのであります。ですから∴ここで抜本的な概念

が出されない限り，改良がなされる点は比較的小さいとしかいえないでありましょう。

　しかし遠心分離機に関しましては，この概念は拡散プラントと同じぐらい古い歴史を

もっていろのでありまずけれども．実質的な投資が行なわれ始めましたのは最近であり

ます。たとえば遠心分離機の運転寿命に関しましては，何年もの年が経過しなければわ

からないのでありまずけれども，まだはっき・りとした答えを得るほどの研究年月はたっ

ていないのであります。しかし，現在得られております寿命に関する経験及び故障機械

の研究，コンポーネントの加速応力テストの結果によりま．して，単位生産量下五りの費

用に対して決定的な影響力をもっているのは遠心分離機の寿命以外のものであることが

わかっております。

　広範な研究が行なわれました結果，この最終的な改良の可能性は非常に大ぎ蘇という

ことがわかっております、，研究はいろいろな資材，機械，工場設計に関して，また建設

方法に闘して行なわれたのであり’ます。

拡散工場の予想より．もコストが安くなる幾つかの宙能性がみえてまいりましたし，また
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全く新しし｝概念で非常に多量に費用を削減する道もみえてぎております。幾つかの可能

な代案がたくさんありますので，そのうちの4つか2つヵミ必ず成功をするであろうとい

．狽馳私どもに与えるのであります6

　第2の大きな要因で，拡散工場ど遠心分離工場との選択に関係してくるめは，技術に

関係しているものではなくて，電力の価絡であります6電力の費用は，’ g散工場の分離

作業コストの2分の↑弱になります。遠心分離工場の場合自ほ約10分の1であります。

そセて将来蝿横の・とを翫ま牝しめわの似テ諭うちでどちらか耀ぶ

かは明らかになってまいります。長期的に考えますと，・：土秦的1二先進しました国におき

まして，原子力発電が．やがては行なわれ電力費が同じ仁なるから問題ぽないというかも

しれ嵩せんげμεも・少なくとも当分の間は・三二原子力委員会は』どこよりも安い電力

を使用でぎるのであります。また少なくともヨーロ・ッパにおきましては最近火力発電，

即ち石油，石炭によります発電の費用は非常に上がってきてまいりますし，また，中東

の石油の値上がりによりまして，この傾向はさらピ強まつ・て滋りま」一二篭力業者は石油

石炭，核燃料からの発電費用を考えなければなりません。そし℃また家庭用，産業用の

使用者に配給する際のコストをも考えなければならないのであります』電力業者は価格

政策により，最新型発電所から出てくる電力を大口産業利用者に1特別の安い価格で供給

、することも可能ですし，また全ての利用者に平等に資本費を長担させろ「こともできます。

　しかし，何れにし庫しても，電力の価格に関しましては．キロワット時当たり数ミル

しか違わないのです。拡散工場で，年間覧000トシめ分離作業能力をもつものは，1500

メガワットの電力を必要とします。そのため仁必要な，資本投資額は，濃縮工場の投下

資本額の5分のt以上すなわち5億5，000万ポンド以上ごなら・ま一 ｷ。》むじ拡散工場の運

営醐著勧勒鋤ら．こ纏と・ろう為まずと，・七禰二二慰・はな・て・な

いかも隠釦ん．個家的な繍レ勘・磯魚穏聞二三記しよ『う二言曜営

考に、電力g）領脩だ■けを考えればい・いのです。∴…ピ雪・：’・．恒・

　．レかし，この電力の需票は配電系統に非常に大きな負担となぢ∫ぞま払b’まチ加で，拡

散工場がピークロードのときには電源を切れるような設計になつ℃い颪1ぽ，’シレミァム

料金を考える、ζζもでぎるでし・よう。プレミアム料金は配電系統に供給でき胤電力量と

ピーク・一ドの差によって決ま・るでしょう。ゴ．∫　　　　∴　ゼ

　また，電力網の規模によってもきまってくる伊で幽ります』

　拡散工場の運営者は，原子力奔電所を拡散工場め運転のためにつくるこ．とができます。
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ま蝿御㍉転マ、，挙ま、すと・このような繭腓常噛惑的に硫ます・瓶ども

両方の瑚とも10吻頒躰のときによく作醗するのでありまして・．蟹の醜

網に結び付ける必要もないようにみえます。

　しかし・ここにも幾つかの閥題がありまして・拡散工場②能力は芝何年かの時間をか

解撚するのでありまして・鞠から全力麗に入るようなもので瞭・・わ・ナであり

．ます。．全投下資本額魁拡散工場のコストに組み込まれてそれが濃縮ウランの衝格に取

り入れられて回収されなけれぽなりません。そうでない限り，国の配電網に結び付けな

ければ，余分な電力を処分できないでしょう。

　また，発電所炉保守や，撚料取り替えの間は停止するために濃縮工場の稼動率がその

間下がるの授け入練け紹姪甲的な配鞠から勲を補給しな1燃まな紘いので

あります。こういつた場合の電力は高価になってまいります。

　いろ》・うな方法を英国原子力公社は考えまして，特に，ケ門プンハースト拡散工場と

．も引つの大きな瑚に供給する．ためのAG醗覇鍵設払ことも考航のであり

まずけれども，全体的な利益があまりよくないζいうこと粧わか‘λ，．團（ρ郎電鯛に結び

．付けることにしたわけであります。

私ζもは・蝉内に原子二丁腱設することを徽たのであり，ます卿ギも・特

に拡散工場だ⑩⑳醗聯嘩撫考え．る場合には・・そ三原勉で陣・または

石油・石嵐　水力発軍であれ・私がいま述べたような幾つカ｝の・琴甲を考えて養なければ

ならないと旧い零す。

　英国におきま．しては電力が・キロワット暁当たり18ミル以下で得られる時代はこな

いと思います。たぶんキロワット時妾たり鷹。ミノレぐらいの高さにまでになると思いま

す・これらの数値で低いほうでも米国の予測よりも晃．キロワット時当たり5ミルの違い

を靱欝嫁す・としますと曾ログラムの分離三三た・り・・7ドノレ々’ら8ドノ塙く

．樋こζに妙ま⑩で・よほ1挙術的な醜がなさ練し限り・搬々ま鷹ど小

紘利幅を認醜畷り・とても麟的磯回来るようなサービスはできない硬あ

ります。

　第5の大きな要因としまして考えなければならない姻ま，全体的な商業的環境であり

ます・瓢嫡格との間の真のバランス1謎意しなければなり総ん・そうレて濃縮業

者は・何年もの問，．自玲たちよりももっと大きな孝国の工場の能力にタって決められた

フ77恥ワークの中で仕事をしなけ潟藻ならないのであり鮒・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培：駅｝ズ　．二’・

　　そ⑳畔獅も同じで埜り．附1ナ酵、も、聯干撫騨騒榊二膿品の騰

の中に民国る全て腰因を考慮してその計酬⑳繊の将雑瞥・て唖力’を暗

晦鮒越慰ませ艇　　　　　　　　　．、
　　ζ醐蹴非常野幌に繍的に．分析いたし欝ち幾つかの即がされている点が

出て燭の鱗鎖す・領・これらの票因郁まか儲熊野留ません腺ども

・卿で最確恥の蝿耀であ味9下1．．ζ勝ついてはすでに蠕しいたしまし

　た。

・研輝野晒の購二つき．まして差㌔r瀞らの物ン灘磯にこれが解き欄

爾とな・てまいりま叫も曝府の悪金カミ与えられないな騨雨脚嫡わ1ナで

あります・しかしべの㍗の潜テムのやらを三三’ラことに臥まして・政

府鋤邸あまり沸き醐題騨㌍まやを・．帯鍬び躰岬ス1蘇翫は夢庭常

鵬ゆ1ナであり，ます・この蔽的嫡響とい妙まセては拡散瑚に有利に噛ま

す・と曝す四脚騨端・全費絶壁⑳聯の尉して謝
分離工場の場合には，全費用の％が資本費である．からです。

　　しか砺私が先ほξ述べま咋ゆr・拡散工場に勘礁給す縛めの資本が夢野常

に大訟比野晒るこ等なり・ます・、そし3資禅の勘とこう唄ま溌翻の資

・隷も高喰や蝿力費穿くな聯rに競醜醗しても動嗣1群群頓
　うにいたしましても，どちらにしても，電力費が高くなってくるので～執ります。

　　さらに・㍗のプ吐禍．灘工場の拡大計醜詳細鹸耐死でて参り脇

、、遠心分離は沙レず？蹴できるという騨をも・ており矧ナ網も・騨瑚の

場合は7仁ド．ポイントでカスグ陸｛騨加いた糊すと・．輝作業量は1年に

　5．㌻喬トン．も増大してしまし〕ます。．

　　し力曳勘分麟に関しまして皆孟1冶四脚難野キロ㌘ムのレベノレでは

かるや軸ので融ま⑩で・欄勧を僅か増加r轡榔でも燐伽蟷とし’

う点では規模の経済の実現を許すほど大きいものであります。そして，大工場に特有の

諦当たり伽スト苗ぐ得ら懸硬あll齢・脚輝野外の㌘ント鍛備に

ρ潔しても墾に黙’入摘ことカミで酷す・従い部て艶紅争力塑長納るこ

．とが決っている場合にはコストは規模そのものよりも拡大の速度に大きく影響されろの

です。さらに遠心分離工場は，カスケード・ユニット毎に別々’に建設することが可能で

す。こういうふうにつくりまして，それぞれ増分をふやしましても，前のユニットの作
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業が申断ちれることはないのであります。

　ところが拡散工場におきましては，少なくとも数千トンの分離作業量のレベルまでた

めないと拡大はできないのでありまして，しかも工事中は必ず現存部分の作業が中断さ

れて，ある程度の支障が出てくるのであります。

　この論文の前のほうにおきまして，英国の濃縮抜術についてお話しいたしました。ま

た，私どもの選択に影響を与えました重要な要因についてもお話ししたのでありますが

最後に私は，西ドイソ，オランダとともに私どもがしようとしております共同事業につ

いて少しお話ししたいと思います。

　これらの国々が共同して作業をナる場合の利点は明白であります。遠心分離法のプロ

セスは大体これらの5国におきまして同程度に達しております。ですから，その成果を

プールし合って研究いたしますと，共通のゴールに達しまして，そして，共通の設計を

つくることに対して，より早い進歩がみられるのであります。将来は統一した研究開発

プログラムをつくり，これがコストの削減にも通じてまいるのであります。

　第2に，この結果期待されますのは，もっと大きな，もっと広い機構がこの協力の結

果出てまいり，これがヨーロッパ・マーケットの大きなシェアを確保し，そして世界の

市場におけるシェアをも確保するだろうということです。このように事業のスケールが

大きくなると遠心分離機及びその他の機器の生産規模も大きくなりまた早くなり，生産

コストも下って参ります。

　第5に，濃縮プログラムの統合によりまして，資本の効率的な使用が可能となります。

また，各国の必要な資本量も少なくなってまいります。調整のぎかない，計画のない場

合よりもずうっと資本が少なくて済むのであります。

　また，政治的な望みも各国にありまずけれども，窪969年に1つの交渉が始まりまし

て，4970年の5月に，英国，オランダ，西ドイツの聞の協定として，遠心分離工場を

つくるという計画がまとまったのであります。政府の合意は，民間の協力のワク組みを

つくったのであります。

　2つの国際会社が現在形成されようとしておりまして，至つは，いままでフライム・

コントラクターと呼んできたものでありますが，これは遠心分離工場の設計・開発・建

設，そしてサプライの機能をもっております。この会社の株主は，ドイソのGNB，オ

ランダのVCN，そして英国核撚料会社（BNF）という英国の会社であります。プラ

イム・コントラクター・カンパニーは，西ドイツのベンスベルグに事務所をもつことに
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議

　なりまナが，．こg）．5国のデザイン能力，そして開発能力を利用することができるわけで

　、回ります。．また・、いろいろな施設・・そして製造経験も利用できるわけであります。

　　第2の国際会社といたしましては，エンリッチメント・オーガナイゼーヅヨン，濃縮

　機講がありますが，これは，オランダのUCN英国のBNFL，ドイツのユラニットが株

　主ζして参加して零ります。・英国に本社がありまし・て藻国のケ㎜ブソ八一ス’ト・’・それから

　らオランダのブルメロめプラント。オペレ謡ションに責任をもグこ．とになります。

　　私はこれまで短く，英困の遠心分離法騎発計画についてお話しして’まいり；：ました。こ

　のプログラ，ムの結果は，2づの困際会社に渡されることになります。そして将来は。英

　国の開発計画は，その他の2つの国におけると同じように，これちの2つゐ会社にょっ

　て爵ントロールされるのであります。・　　　’　　　　　　　　．、

　私ど醐またレケダン・》殴で・年間簾鱗畷終勧が40トンもあるような

　プ・トタイプ遠心分離プラ7トのフ押ネ・ト・フェイズに関する作業を始めました．

　UCNのボガート教授及びユリネック・フィンク氏が，西．ドイツ及びオランダにおきま

　す作業についてお話をなさると思います6これらの困におきます経験もこの2つの会社

　に移管．きれ，これカミ私どもの全体計画の一部となるのであります。

　　その他のズ，『トタづプ・プラットに関する研究もゼオランダ及びドイヅのデザインに

　基づきまして，アルメロで作業が開始されておりますのでかこれから2＝年，ご5犀の間に，

　非常にたくさんの量のプロトタイプ・プラントに関する経験が出るでありましょう。そ

し穿μ騨幾つものデザインにのづ1と・たものであ弦し・う調来筋つめますと

メ．だ二三点磯つか靭貯1ナ詑もド・・つの会社が・・9初年簾籾までに大

　型の遠心分離フ1ラ．イ・ト・耀設し・・』そしてそ・纏’き・セ憾。・くだげではな1くズ，世界あマー

　ケットに対して濃縮ウヲ1ン蓼売る・こ．どにな．るであり『ま㌧しょ．うb』』∴∵・・「1 ∵・

長　エイブ．リーさ・ん・たいへ々ありがどう1こぎい患したゲ特にぞギリズ淋今口までやられ

　たガス拡散法と，これからやろうとされておる遠｛ひ分離：球の両方の・いぎさづを，実際に

　．～ちなってのお話鞍伺いまして・非常に皆さん関心が牽う・た：かと思います6『まことにあり

がψございました・

　．膣μでは鶴万γスの～・ラ醤んをご紹介いたします・ぺ・・カーさんぽ・フラン

　苓のρ⑤みに入られてから，直ちにピエーノゆツトの濃縮工場の計画に参画されまして・技術的

　な検鮒のみ奪らず，∵濃縮に関する政府・と民間との調整役という重責を果たしてこられた
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方でござい紬騨騨の産業鞭寧当騨でrざいま叫原孤撚料獺
脚ウラ準即責に当嫡れ砺でござレ’ます・それではぺ・カーさんはうしくど

うぞ。

ペツカー　議長，ご参会の皆さま，ウランの同位体分離は，動力の生産の基本的なフェイズ

　　　　側つと頃轍ろ吟嚇二ますます重難をますことでありまし・う・騨の石油

　　　　麟⑳嘩みて噂すと源子力麟まこ購ますます拡大して1’くもの凋われ

　　　一・ます・そ卿でも灘マラン炉は旧を追・て翻なものになやと考やれます・

　　　　　こういう条件がありますので，濃縮の問題が非常に大きな興味ああるトビ。クスであ

　　　　や・という・ことはよくわかること煙り零ず・灘は・瑚サづクノレのコストρ大紛を

　　　　占め，技徳的には非常に複雑であり，また，その開発には経費がかふり，函雍なもので

　　　　あります。さらに，現在のところでは生産が独占的に行なわれ七いるということです。

　　　　　さて・それでは騨騨脚糊よう畑和ぎ趣．うか・薦rランの

　　　需要供給の現状に？悟て申し上げたいと思います。

　　　　最初のスライドをお願いいたします。このスライドをご魔になりまずと，濃縮の予測

　　　　が出ております。濃縮ウランがどのようにふえるかということが出ておりまナ。これは

　　　．r錦鯉⑱’誓桝鑓なわち鱗欄で出てお噛・屯轡漁’
　　　　します。

　　　　　いまこらμ二なりま騰字は・、フ7ンス原子騨（CEA）で計鰍ものであ

　　　　りますが，さらにアメリカの原子力委員会が発表いたしました数字によって確認してあ

　　　　ります。これらの数字は，廃棄濃度を0．2％として計算してあります。また，プルトニ

　　　　ゥムの軽水炉におけるリサイクルも考慮に入っております。

　　　　他方，増殖炉の影響はここでは考慮に入れてありません。それは，1985年までは，

　　　　こういつた増殖炉の影響が濃縮ウランの消費に対して与える影面は，それほど大き’なも

　　　．のではないと考えたからであります。，

　　　　　このような予測は常に批判を受けるものであります。特にご薮らの予翻が，長い，遠

　　　い将来にわた・て行嫡嫡と些・ま・」隅大きいもの掴ます・し継がら・

　　　　こ潔．らの数字は，一般に受け入れられております原子力計画の予痴に基づいているもの

　　　であると・・うことを三諦して三三羅・・ます．そし七・娠定駄部分は，毎月ど

　　　んどん滅っていっております。と申しますのは，現実に発電所がどんどん建設され，あ
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るいはそれが計画されておりますので・問題となっている不安定な部憂墾球少していく

．からであります。現在すでに建設が決定さ：れている発電所の灘縮ウ：ラ以需要量は，大体

1・2・・万SWUに相当します・こ想ま・現在のアメリ．：力磯加・％13目降し・ます．

　さらに，1975年の需要は．価00万SWU、をこえるでありま・しょ・う。・そし．て．1窪：、980

年の需要は，約4，000万SWUに近づくでありましょう。全西欧諸国の需要1；契，、・護385

年で7．500万SWU　ぐらいになゐでありまし．よう。

　アメリカの生産能力は，いまのところρIP／（≧UPなしで，毎年一1，7QG万SW汀ぐら

いであり・，C弄P／CUPを盛り込んだ年間．能力は2，50Q万swUぐaいでありますが，

．このア・メ、．リカの生塵能力は」9．7，6年掛4978年にそれぞれ飽和状態に1達しヱしまう

でありまし・ようφこの日以降は予備生産によ．りストックな確保するか廃棄濃度を引き上

げるか，しない限り，・ア．メリ．カの工場はもはやわれわれの需要を満たすζとができなくな

つ，て，・し．まいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．、

：・1しかもその場合には経済的な損失が出てまい二ります。．しかし，いずれにしても，工場

の飽私を1年以上お．くらせ為こ、とは不可能ですQ・今日石油産業がかかえているような困

難性を考えてみますと，この状況は改善されないと思います。

　したがいまして，市場が急激に成長す．るということおよび現在の分離枝術がどういう

ものであるかということを考えて長期的な判断押掛ます・と6・ここでわれわれは1幾つか

の大型プラントを1975年から8．5年までの陶に建設しなければならないと考えぎるを

得な埜のであ9ます。まず最初のものは，．大体｛977年から79年ぐらいまでの聞につ

くらなければな、らないのでありましょう。そ．してここで重要なのは，一体ど・こに工場を

つくるかということであります。

　2番貝の堺ライドを肉願いいたします。この2番・目9）峯ライドをみていただきますと

やはり数字力『串，ております。，ζれに予測値であります。これは分離に対す為零要であり

ます。，それが世界のξのような部牙でどの．ような需要になっているかを分類レ丁示して

あgます。あかりをお願いします。

　このスライゲでごらんになりましたように重985年には，アメワカ場外9）西欧諸国の

市場は大体全体の濃縮需要の40％ぐらいになるでありま七よう。養φ場合には・大体

の計算で，ヨーロッパで2，000万SW猛．．田本で哩，000・万そ、再以外㊥とこうで：5gg万と

いうことであります。このような地理的に分散して需要があるという，こと冷ら，“凝いも

・なも薪しい工場を北アメリカに二）くらないほうがよいというζ．と窯」．、皆ミ奄1、おわか
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　りになうと思います。

　　・・きら縄絵社粛二二眺瀞E二輪の鬼腰としているとし、うとこ

　叡弍「1疑いもなく，’あ1る程度濃縮ウラーンの供給源を分散ぎぜるとb・うヒとを塾んでいる

　と思います。をのために抵，工場泰地理的比分散’じている嶽う』ボいいというぶうに考え

　るであろうと思います。

　　こういう理由から，現実的な計画どいたしましてほ，西欧に1っφ土場を㌔づ之りまし

　て，もう1らは，太平洋二二に供給するたあ1三つくられるべきでありましょう。

　　アメ勺ガ（b施設が飽和に達ナる時を考え，また，回しい工場をつくるため1二必要な時

　’間を考えまナと，最初の工場を｛ゆ75年漆ら75年くらいの間に建設することを決定し

　着手’しなければならないというζとであ．ります。そ飯に加えまして，こういつたプロジ

　ェクトが国際的な性格をもらぞいるということを考えてみますと，われわれは，これ以

　上おくれさせることなしに始めなければならないということであります。なぜおくれて

　はならないかといいますと1適切な国際機構をつくるためには，非常に多くの時間がか

　かりますので，それを考慮に入れてとにかく早’く一行動を起こすべ』きであると私は考えて

　おります。

　　次に，産業面での技術的レベルの問題をお話ししたいと思います。幾つかの分離方法

　を予測ナるヒとができまずけれども，それらの開発段階はひどく違っております。ガス

　拡散もその1ら）のプ責毛スでありまして，それはかなり産業的な経験を積んでい‘るとい

　う長所を，もっております。多くの大きな現存する工場はこの方法によって生産を行な

　っております。この労法は大規模生産にも適し七おりその経済性についても充分信頼を

　おくことができます。

　　脚弾肺騨されております・．そゆ・ま細いろいろな大壷オ・グ・ム

がそれに偽でつ！馳ております・こ描卿には・べ・か鞭のプ碗ス捻

　遠心分離法があります。遠心分離法については長期的には一般に大き姦慶心が寄せられ

・御ます・しかい体・雌鋼索規模で鱒のはいつであるかとい塒点に

騨聴見はまちまちのようで晒す・

　　最後にここで述べておきたいことは，南ナフリカで開発されて回ります方法について

　であります。しかしながらそれに関しては，秘密主義が存在しているだめに事情が全然

　わかりません。

　　次に，経済的な側面について話を進めてまいり1たいと思います。これらの方法の中で
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ガス拡散法は，普通経済的なレファレンス・1スタンダードとして使われております。と

いうのは，現在までのところ，この方法だけが，産業的な規模で使われているからであ

ります。

　しかしながらこの方法は電力消費量が非常に高いということおよび最初のフレキシビ

』ヴティエがないために鳶要にうまく生産を合わせることがむずかしいという欠点があり

ます。事実，電力が非常に高価な国におきましては，単位当たりの電力消費量が重要な

問題になります。ガス拡散工場のような特殊な需要についても充分考慮して原子力及び

在来電力の将来性について経済的検討をしてみますと多くの産業国においてもガス拡散

法の採用を可飽にするよう1三キロワット時当たりの価格を決めることができます。長期

的1三大量の電力を消費するということから電力費を昆較的安くすることも可舶で1しょう。

　事実，ここで忘れて嫁ならないことは，ガ『ス拡散法には，かなり『信頼できるような電

力供給源が必要だということです。これに関してわれお池奉自分の経験からはっきりい

えることでありまずけれども，ある笹下工場の一部分支ほ全野を停止させても機器に対

して損傷を与えることもなく，また大した損害もなく再び工場を起動させることができ

ます。ジャット・ダウンの回数だとか連続運転時聞には一�Eがありますがこれらの阻害

要因はオーバーロードを効果的に相殺するものであり，却っrと重きな経済的利点ともな

りま手。すなわち，ガス拡散工場には電力漆足りないときには停止できる大口電力需要

家ということから特別有利な料金を適用することも可能でナ。

　最後に，自然的条件から電力費が非常に安い世界のある区域はこの点から言っても問

懸なく経済的に有利であります。

　また，起動時のフレキシビリティーに欠げているということがガス拡散法の次点であ

ると一般に考えられております。しかし事実をみ七みますと，こあ批判は，運雪上のフ

レキシビリティーを認識していないのであります。ガ亥拡散法は運営上のフレキシビリ

ティーに非常に富んでおります。そしてと’れは，いままでアメリカの原子力萎員会の5

』ら∂）工場ですそに実証き汽ていることであります。1

　最良の条件下で多くのパラメ＿タを利用するためにはスタート∵アツシのとぎ‘三オペ

レーション・リサーチの分野で相当のマチュリティーを必要とナることは問題でありま

す。しかしながら，ここで一番重要なパラメーターというのは，建設率及び陵あ組み方

運雪上あフレキシビリティー，濃縮流及び稀釈流のリサイクリングであります。すでに

6bo万SWU’ U土場に関して数学的なモデルができておりまして，どれくらいのフソキ

一515一



シビリ k一が嗣勉き！珂能鱗砂ζ匝こζ勘カヤ．で畑ます・5鯛嬬

要が201万妨◎1・岬町F士蟄加す耀即もの騨榊．木し峰済的纈失なし

に，この市場の要求に対応することができるということがわかっております。1980年

に晦年500万sw№ｮらいずつふえでし’く．とい舛う1二世界曙蜘ミ急速に増大して

行くとぎには輝隈笹腰と．騒ガス拡散部糟に騨騨9まし◎欠点で｝ま

．ゆと繍神は考えて湖ますr

、弊㌘終r醐ス騰碍開弍瑚翠璽が進行較あり部てぞ陣町碑

経過琴畑ます・．その主な状況畝の働鯵賭す・この経興野〒成功騨行

ゆれひる砂で靭ます・．興野年下鮪興99騨‡堕って騨）欝・そ

してこのプラントの利用から・やれわれ嫡蓼層々い．っ、ばい得ることができました。すな

わち運転堺守r紅燈教訓を郷こ．とカΣ野曝冷・峠な轄観礎質1二関して

臓る嫡うこと噛して・吻纏れ歌餌う輿望姪こ、鵜当処礼た・

・まず獅二・醗と痢で開輝画配獅・嘩禰r正射忘縞、弩沸等脚力

鱗るよう癬瀬野よう岬究を陛下堕ことです？禦ら7駕、子窓ルの

パ舛ッ縷翫つくるとゆこζですQ一鉢蘇晒醗なし斥堕撚的弓決

案をテスト・する、ことができるのです・6㌣脚互r脚ρ㌘γ、トに輝な肇ρ轡ロッ

ト　・ト桝エノレラ・．団騨さ野畑噸磨曝す・そζで賜藤野本融

灘を轍つ陥ことにな・て劉欝・甲勉極洋嘩繍四九・マー漁
交換器摩ご補助機器などが締農っけら1れるといワこ≧であります。

　最後に正確な試算を行なうために得られた結果を詳細にわたる産業的な計画に変換し

ていくζいうことであります・鱗斑顎F外てはピエール㍗．謄ρ騨理から

得られ峰脚よ附場のいろ・畷置鱒レ傘りするよう燗興し’肺蟹肺・それ

はその頬筋四ついては・㍗、即7の調幡棚罫早撃からです・それ

岬概、．こρプ呼エクゆ鉢ζ蜘て1’る賜賦算はピをルラ・．ゆ運営に

参加し・この作業の難しさと限界を充分知ってヤ・為産業による製造計画をも含めた完全

岬獅あります・

駅のスライドを蠣・・しま外これはピエ〃ラ・ト瑚の螺でありま外緬こみ

解湖ますのは難し椴に早る開発が徳わ奴いるところであります・

　次の客ライドをお願いします。この写真はテスティング・ループであります。これは

コンプレッサ、一葦のもの。ここで熱交換器とかドラみが全部みえております。こ粋らは
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このようなテストに使われるものであります。

　次のスライドをお願いします。このスライドはコンプソッサーの一部を示したもので

あります。このコンプンッサーは，われわれのピエルラットのループで2年ほどテスト

を行なっております。

　次のスライドをお願いします。これはコンプレッサーそれ鼠体の写真であります。こ

れがちゃんと正しい位置にある写真であります。これは，そのループの中の正しい位置

に位置しているところであります。

　次のスライドをお願いします。これはエレクトリック・エンジンで，コンプレッサー

を駆動するものであります。

　次のスライドをお願いします。これは拡散器の容器を製作しているところであります。

サイズがおわかりになると思います。人間の大ぎさと比較していただきたいと思います。

　次のスライドを爵願いします。これは熱交換器の写真であります。

　次のスライド。これはバルブの写真であります。これは建設中のものです。

　次のスライド。これはサーキットの一部分を示しているものであります。

　次のスライド。これは球型の容器でUF6を入れるものであります。

　あかりをお願いします。

　これらの研究に基づきまして，われわれは，ガス拡散工場のコストの面での特徴を明

確な基盤のもとに何であるのかをはっきりさせることがでぎます。フランスの技術を基

にした濃縮の費用は，現在の技術に基づきまして，アメリカの数字で，1975年の技術

水準と呼ばれておりますその数字に近いものになっております。
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　ほかの技術の将来はどのようなものでしょうか。特に遠心分離法はいかなるものであ

りましょうか。ほかの方々のほうが私よりもこの問題について話をする能力に富んでい

らっしゃると思いますので，私はごく簡単に次の2点だけを強調したいと思います。

　まず最初は，電力消費量がこのプロセスでは非常に低いということ。これは大きな長

所であります。したがって設計及び開発の作業をする価値は充分にあります。この理由

がありますために，長期的な観点からいたしまして，フランスは，かなりの努力を払っ

てこのプロセスをこれからもやっていくというふうに考えております。

　2番目。遠心分離法は，低コストで基本プロセスを開発することが可能であり，さら

にそれを急速に産業化する可能性も大いにあるわけであります。事実私は，大型の産業

計画を起草いたしますときには，そのような新しい技術を長期的に力を入れて開発する

のはよいことであると思います。私の意見では，このような作業を行なうときには，で

ぎるだけ時間をかけてやるべき’であります。

　かくして，ここで確闘たる理由をもって儒じているのでありまずけれども，われわれ

は，経済的な，そして技術的な代替案として，われわれがほんとうに満足のいくような

短い期間の間に，遠心分離法を取り上げるということは，4975年以葡にはちょっと無

理であるかと思います。

　結論的に，私はフランスの立場を申し上げたいと思います。そして将来の開発につい

ての話をしたいと思います。

　技術的な競争が既存の分離技術と，パワー・マーケットから出てくる可能性との間に

行なわれているということがよくこのような国際会議でいわれます。しかし，私の考え

ではどの分離方法がペストかということを理論的に決定するのではなくて，われわれが

直面する問題を解決するための最善の戦略は何であるかということから決定すべきこと

だと思います。フランスは，このような非常にリアリスティックな，そして産業的な観

点から進んでいきたいと思っております。長期的な展望から，フランスは，これから遠

心分離法の研究を続けるつもりでおります。そして，これが経済的にもいいものになる

と思います。そして，射しい解決法として，われわれがそれに脚光をあびせることがで

ぎるようになる日がくるでありましょう。

　しかしながら，需要及び生産施設が西欧に片寄っているという分布状態を考えまして

また，既存技術の開発段階やガス拡散法の改良といったことを考慮に入れまして，フラ

ンスは大規模なガス拡散工場の建設計画をて972年までに完成する予定であります。
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　鵠ピエ1ル沙ト・工聯汐ぐ『’4勉・學ずう・樋続的罐噛して・・る・とからわ

か歌う1ここの緬磁舳罐鄭も穿き上うて卸ます・そ幡・郷8年脳

の欄9轡ロッ㌧プラント鍵設翻経験によりまして・’疑われは臆深し’プロ

ジェクトの予測に必要な経済的要因を決定することができるよう・になりました。

　したがいまして，フランス政府は，このようなプラントをヨーロッパのワク組みの中

で建設を促進するということを最近三三めなしました。そして，できるだけ偏見をもた「

ずに・、、開墓的になって・台辞⑱条件について話し令うζいうことであります。その場合

．には・，．蹄的蜘識に対するアクセスの問題も含めてであります・

　この決定を実行すう々めの第一歩として・時間のむだを避けますために・CEAは・こ

の工場をどこに建てることができるかという立地地点につきましての研究を始めること

を決定・・たしれた・．ゆ研究は・ランスの・・ろ・ちな会社鋤力によ・て行勧れる

でありまし・、ラ外そ母同時に・アメリガの有名な膏油ベクテルの協力も得て行な

、わ嫡・弔、ζに、節鱗殖セゆ・・さ・らにCEAは・掴就業伽一プももいのよ

ゑ醜業嘩嚇魅て細節遵蔀導の研究艦塩森益にあずか・てもいいだろう

幸教下，皐？ま搬．＿・　一　　　　　・一　　　11’㍉

　ヨーロッパ以外，特に太平洋地域における薪工場の旧殻に？・き・ましては，「クランスは

騨瞥たずlr離畔輝？もりで・正靴プ呼エク「トであれ盛れでも隠るつ

もりであります。フラン子で開発された輝術は，世界における愉しい濃縮工場の開発に

対する現実的な代替案であると考えられるようになる日がいっかはくるでしょうとわれ

わμは信じでおります。．

　議長，ありがとうこぎいました。

議長㌻かざんたいへん難のある煽・特にフランスのウラ濃縮醗戦騒各につい

　　　　て意欲的なお話は・非常に私どもの関心を引きました・たいへんありがとうございまし

　　　　た。

　　　　　それで獣は・日本から一本松さん1こお話をお願い．したいと思います・一本松さんは

　　　　皆鑓ご御するま、で砿く・・躰の国内でも国際的にもよ椥られた方でございま

　　　　堕蔚力砂払用化に舶蛭漏電翻さ輪「躰のすぐれた画幅の一人

　　　　でございます。

　　　　　本日は，原産が・一昨年になりますが・夏から脱ウラン濃縮問題懇談会というものを
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設．けて検討をしてまい‘り・ましたのでこぎいますが，この委員長を最初から一本松さんに

お願いしてでき上ったものでこぎいます6昨年の暮れに意見書を取り．ま1とめまして原子

．ガ委員会その他に提出したわ一けでございますが，・これについて一本松さんのお謡を伺い

だいと思い，ますと

一本松日本におけるウラン濃縮問題につきまし．て回し上げます。

　　　　　原子力発電が強力な産業として成立するためには，撚料資源L『濃縮，発電．再処理，

　　　　プルトニウム利用，・廃・棄物処理等の全体としてのフユーエル・サイクルの確立がなくて

　　　　はなち一な・いことば申すまでもないことでございます。単に原子力発電で∴電ヵを産業界

　　　　∴と家庭用に使うというごとは果実の利用でありまして，関連する諸業務を怠っ・・ては，健

　　　　全な産業体系ということ・にはな・らないのであります。わが国における．ウラン濃縮問題は

　　　　このフユーエル・サイクルの’う・ちの最も重要な欄題であると考えます6：

　　　　　旧本原子力産業会議におきましては＿一昨年，11969年7月よ．り約礒年半にわたりま

　　　　して，’各界専門家を網羅して慎重審議をいたしま．した結果，．以上串し述べますような意

　　　　見書を取りまとめまして，昨年11月，関係政府諸機関，国会等に具申いたし・ました。

　　　　一般にも発表いたしました。

　　　　　この意見書は，‘まず総論としま・して，：わが燭がエネノレギー政府上，源子力発電の急速

　　　．・な推進を必要とするゆえんを強調いたし・ておのますd・このためには｝近い将来，核撚料

　　　　『である濃縮ウランの一部霞給能力をつく・り出すことが急務である・と考えましたδ目標と

　　　　いたしましては．技徳開発，大規模の試験，パイロット・プラン、・ト：の建設，：運転等を経

　　　　て，実用規模の工場の建設，運転を完成しなければなりません。このため，従来よりも

　　　　強力に官畏協力して努力を集中すべきであるといたしております。

　　　　　具体的な方法につきまして，以下串し述べます。第1に譲標でありますが，1985年

　　　　以前に，．年産5ρ00トンSWU，級の容量の濃縮工場の運転に入ること。これが目標でご

　　　　ざいます。濃縮ウランの需要は，1985年には，原子力発電所が電気出力で印00万キロ

　　　　ワット以上にも達すると思われますいで∴年三1・万トンSWU近いものとなる予想がこ

　　　　ぎいます。これを全部アメリカに依存するということ．は，・アメリカの供給能力の予測，

　　　　わが国エネ以ギー政策との考慮などからいたしまして，問題であります。早急に自給能

　　　　力を養成することが必要であると考えました。．

　　　　・2番目に，建設に至るタイミングの問題であります。商業規模の濃縮工場の建設に着
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・手するのはおそく．とも1980年であり，そのためにダ：それま一でに∴プラント設計，建設

経験に必要な技術を鼠内で確立しなければな＝らない．といたしました6そ・う．しなければ，

　19β5年に工場を完虞することはできないわけであります。上記の：目的の噛ために，適正

規模のパイロット・プラントを建設しまして1運転の実績を積み上げで溶く必要があ駕

これがタイミングでございます。

　5番且ζ，・技術開発の具体的推進方法であります。従来わが属の計画には，ご承知の

とおり，遠心分離法，ガス拡散法．の2つの技術．に対しまして，国家資金によりまして，

動力炉核撚料事業団，日本原子力研究所を中心．としまして研究開発を行なっておりまし

たが，この努力を一そう強化，促進しまして，両方式について，可能な限り大型のカス

ケードをつくって，実際に近い方法で，コンポーネントなど・の実証試験を行なう。この

，結果によっ℃1975年ごろに，どちら・か・1つの方式にしぼってパ’千ロット・プラント

の建設に着手することを目標といたしました。．そして窪980年に着手予定の実用プラ

ントは，このパイロット・プラントの二二と経験に基づいて考える。こう・いうことにい

たしております6．’「．．

　4番目に国際協力の問題でありますが，このような道程にお・きま・して；・ど国際協力によ

る技術導入が重要な役割りを占める可能性を十分考えな・くてはなりませんので，その具

体的方法についても別途検討を・しておく必要がある。蒋に濃縮技術は各国とも国家ベー

スで考えており，わが困でも，．困家の責任に総いて技術清報を保護すみためのシステム

をさらに整備することなど．，真剣に検討しておかなければならな一い問題で．あ、ります。

　5番目に体制の問題であります』ウラン濃縮事業をどのような体制で進めるべきであ

るかという問題でありますが；、一般に，わが国における技術弱発は、、研究段階は国の責

任で行ない，実施段階は民間でやるという考え方がありますカ㍉このウラン濃縮事業は

投下資本の大きさ，’濃縮事業の複雑性と重要さなどから・して，、大ぎな：問題であります。

これは，条9ア5年までの技術開発の期間における国家予算による努力と，．関連産業の技

術習得のための援助の方策をかたあた上で，それ以後の段階の異体的な問題を徐々に

．決定していくべぎであるというふうにいたしておりますd

　以上の上本原子力産業会議の意見は，原子力関係メ門ヵ㍉・電力事業者等の専門家に

．よる討論の総合結果でありますが，この中で，遠心分離法，・1ガス拡散法，1㌶2』つの方法の

うちダいずれか、1つに決定する時期を1975年といたしておりますが，．これが適当なタ

イミングであるかどうかにつきましては問題があります。このことは∴現在進められて
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いる研究蘭肇の進行状況　目標とするプラントの完成予定時期の双方を合わせて，有機

的な判断を下すべき閣題と考えて齢ります。・

　次に，三二面で，2つの方法とも今日までかなりのところまで基礎実験を積み上げて

、おりま匂てゴ成果を得ておりますが・これをエンジニアリング・テストの段階にまで引

き上げますのには，問題の性質上，かなりの規模の生産体制をだんだんにかためるなど

の準備段階が必要でありま．す6産業界の聞連企業，研究機醜，‘担当奮序などの協力体制

が確享せ5れるこ．どがきわめて重要である燃考えます。

　．ざら些具体的な問題に9ぎまして∴若干d）説明をつけ加えさせていただきたいと存じ

　ます9．

　．、わが国どしまし、ては，ガス拡散法，’遡三分難法の両’方式とも，いまだ完成しておりま

章ん。未完成であります。ほとんど同じ程度の進行をしてゼる1と思われますが，ガス拡

散法については，諸外風．特に米睡において完成ぜられノ曳際協力の見通しはあると考

えらμますが，遠心分離法の方法は，世界じゆうでまだ未完成であります。したがって

属土協力は得られるかどうかわかりません。しかし遠心分離法には1必要電力は少ない

のです。その他にも，ll先ほどからお話のこぎいましだよう・に，‘ ｢州諸圏と同じように，

わ々掴にと・っ・てきわめて有利な条件があると判断せられます。

　擁9力源の電力事清から，至98・5年までにぜびとも濃維工場をづぐらねまなちんという

寓ζ．ζで、あると一すでに門衛の確立しているガス拡散法による1まがな訴という意見もあり

・：孝．す焼・「方遠心分離法電亭もジ前に・も述べましたように非常魔力が鹸♂われわれと

しては，3．つの方法にρきま』して非常な熱意をもっております。』「㌦

　　また，本工場の建設にかかる前にう適正規模のパイ暇ッ｝一ブランドをうくる必要が

あるという・ことをしばし．ば申し上げましたが，ここ．にもいちいろの問題があります。パ

イロット・累ラγトの前段として，’可能な限σ大型メケードをつくづで，虞際に近い方

法で，三二γボー．．ネントの実証講禽なやらな廠ばならな㍊・わ1チであ‘注手が，こ伽

ンポ「ネ．ン・ゆ実証試験というの蔭二三に大切なヒとであ回しで先1建から区分的

にいろいろのお話がございましたが，こ滋．を確立するということ捻きわめて重大なこと

なの1でありまして，こういう』ことは・一緒にな一っておりますのセ1なかなか簡単な生産

体鰯～晒・うことにいかない問題があるのであります。ローターを数台ヴくっ；（，回転機

を一つくってやれば結果が出るという』ものでは1ありません二』「非常に大がかり’なものになる

．のであ噛ます。二∵、、、
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　なとえ髄心命離法で・準備段階でも．高性能の・一ノ7数千台というもので準備を

しなくてはなり．ません。．づイロッ｝貯ぞラントはその程度になるというごとも考えられ

ます。まなガス拉散法でも，隔膜と野うものもそう簡単に・できるものではあり・ませんし

また圧縮機にしましても，非常な大規棟になり：ます。

　ある程度，量産方式によらなければならないとレ）う、ことが起こ9ます。したがって，

工場の設備も大がかりなもので，準備もたいへんなことになります。こういうことのた

めに：国をあげて基ッノアップする，こういう体制が一方にできていなくてはならないと

いうことなどのむず埼・しい問題があります。また，国際間の技術移動をスム門ズに行な

．ラ点につきましても，多数国間の協力をは、じめジいろいろの、形式が考えられますが，い

ずれに、しても技術を取得する最適な方法で行なって，蟹際臨力の実をあげるためには，

ξラ、レてもわが国としては・現在における轟善をつくして・・自主技術の開発にまず努

力するこζ炉必要である・それが前提で・あるζ考え：ております・これと同時に・ウラン

濃縮は技術面でも，経済面でも，非常な大事業である。国際協力を抜きにしては大きな

成果を期待することはできない』ということは当然のζともあ9得ます。、　：　．・∴

　いままで述べたような諸問題，・すなわちガス拡敬正対遠心分離法，パイロ，ット・プラ

ントの蔑模と時期，自車開発と導入技術の関係ゼそう．いうζとはいずれも音わめて複雑

な哲ずかし．込事柄でありまして，国内的にもいろいろ意見が分かれて勲ると申：し上げざ

：るを得ない・ことで．あります。また，われわれが考えている濃縮工場は，もちろ．ん発電用

の低濃縮ウランをつくるものに限定しておるのであり・嘆ずけれどもザ・これを軍事転用し

ないかと心配するような向きが外国にあるカ｝も回れないわけで，そうい・う点も非常に考え

なくてはならんこ．とであります。

　原子力産業会議が意見を取りまとめましたのは，このような複雑な事清を十分に考え

二上で，わが圏ξし℃噂早急に手をつけるべき方針を定めて，各界．に勧告をしたものであります。ナ

ベてのことが予定ど欝りにいくと考えているわけでは，いまの三階ではありませんが，現実に即して，窪歩

ずつ進んでいくということ愈，　みんなで考えたわけで．長期にわたつでの部分的な自給能力

を身につけるという．．目標に、レまして，一これから起ζるいろいろな問題｝ま・．そ：のとぎにま

た十分に考えようではないか，、．いま塗ら「すべてのものをきめてこ．うだとスタートする

というわけにはいかない上清があるbここにこのウラン濃縮のむずかしい問題があると

存じます。

　原子力委員会におかれましては，ウラン濃縮懇談会を設けまして，方針決定を急いで
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おられます・。この懇談会には・いままで申し上げましたような原子力産業会議の意見は

十分に説明してありますので，・原子力委員会におかれましても，慎重に審議されまして

わが国②原子力発電にとって，この重大な問題のヴラン濃縮に関して，明確な政策が決

定されることになると思っており’ます6・

　以上で意見を終ります。ありがとうございました（拍・手）

議　　長　一本松さん，どうもありがとうございました。産業会議のウラン濃縮に関する意見書

　　　　をお聞きいただいたと思います。ありがとうございました。

　　　　　次は．オランダのボガートさんにお願いするのでありますが，ボガートさんは，遠心

　　　　分離法によるウラン濃縮の著名な国際入と申しますカ㍉．もちろん今回のイギリス・オラ

　　　　ンダ，　ドイツ5国の共同計画の立役者でこぎいまして，オランダ国内の1関．連組織の代表

　　　　者もやっておられます。それでは，ボガートざん・お話をお願いします。

ボガー　ト　議長，代表の皆さま．・この数カ月，・私は何回かの機会を与えられま∫して，ウルト

　　　　ラセントリフユージ方昧に従いまして馨5トンの性能をもつウラン濃縮設備のオペレー

　　　　ションを葦定する機会を得たのであります。1これらの機会に・きょうと同じように，私

　　　　は，オランダのウルトラセン、トリフユージネーザラン：：ドの理事長と，しての立場からお話

　　　．したのでありま・すけれども，この会社は，オランダにおきまして，ウルトラ地ントリフ

　　　　ユージ方法の開発に責任をもっている会社であります。

　　　　　しかしながら，アルメロの開発について話しをする場合に．は，欄々の会社の代表とし

　　　話すのではなくて，2つの国際会社の代表，すなわちエンリッチメン’トォーガナィゼー

　　　　ションとプライムコントラクターの代表として話した方がよいのだと思っております。

　　　　これは，英国，西ドイツ，オランダの業界によって設置ざれました5国間の国際会社で

　　　　あります。

　　　　　ご存1じのよ．1うに，この5國の業界は，現在ジまだ別々に作業をしております。しかし

　　　たぶん卑・5・ヵ月中に力を結集す．ることがでぎるでありましょう。1970年5月4日に

　　　サ．インされた．アルメロのトリティ条約に従いまして．私どもは積極的に2つの国際会社

　　　を設置するように努力してまいりました。私はいまや非常に大きな前進をしたと良信を

　　　　もっていえますので，これから2・3ヵ月後に必ずや2つの会社を設立することができ

　　　るであ．Qましょう。
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　きょケの愛話ヒ濤ぎましては，私乙ま，ここで手短にアルメ・の開発状灘二ついて検討

をしだ躯と思那まず6それから，オランダの立場か鉱蒋来あ蘭発につい・も’』2，8の

意見を述べさ・せていただぎたいと思います。

　遠心分離法を討論するにあたりまして，私どもが忘れてぽならない（勘まレ「これは，非

　　　　　レ　う
常に大きな規模の拡大ができる’ 烽ﾌだどいう・ごとでありま’して，シングルマシンからフ

ルサイズの分離工場まで非常に大きく規模を拡大するのであります。’実’際∴私どもはこ

こで10の6乗といったような大きなス’ケー』リングファクターの話をして回るのであり

ますが，・スケーリングファクター憾3つのほぼひとしいステップで到達されます。

　まず最初に，これはそれぞれ筍Oのマグニチュードをもったファクターであります。

．1ラボラ．ト．りの肇っの分離機から，プロトタイプのカスケ∠ドまでが第葉戯派ゲップで，

プロトタイプのカスケードからパイ「ロットプラントまでが第2のステッ死最終段階は

最終のフルサイズの濃縮工場までの段階であります。

　今日これからお話をするアルメロの私どものパイロットプラントほ；第2幽0）結果を示

しております6すなわちパイ篇ットプラントの運転に遍じているわけ．で漁ります。現在

の実験の目的は2つありまず。、現在の実験とは，’・すなわちかなり大規模ピ遠心分離機を

製造する工場の建設と年下2ぢト1ンめSWUの能力の分離工場の建設であります。これ

には2つの毅階がありまして；まず第1』に，∫2」’50台の機械を製造する場合の問題と

何千台ものまでに生産を拡大する場合の問題であります。この結果は，建設機械に関係

がありますし，また建設方法や製造方法にも欄干をもったものであります。また，マス

プロでつくられた場合のウルトラセントリフ』，∴ジの最：終コストのよりよレ・評価をもた

らすものでもあります。

　第2の目的どしミまして’は，かなり・たくさんのオペレー「ショシに・関する回報を得ること

ですが，ここでは，幾つもの分離畿械が1つのカスケードの形にな：為わげで悉ります。

私は，．ここでただ単に機械と機械群との聞の相互作用について述冥そい為の辱もないし

また動的特徴，すなわち製品の品質の管理とか，』保守などピっぴて研究す＝る必野性を述

べているだけではありません。私が述べているのは毎臼の保守作業及び全機械をいかに

維持していくかといった問愚を述べているのであります。

セントリフユージ。マニュフ・アクチャリング．プラントの建設は・19・69年の後半に行なわ

れました。この工場は，秒17G年の5月までに完了を「し，いま稼動中セあります。・濃縮

工場の．建設が始まりました・のは1969年の三月の』2窪日で，：現在機械を設：回しまして
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もともと予定しました鰍瑚の！2・嘔顔う干鞭守ろう甥加てし’るわけであ

嚇鱗・これを守舜定醐驚ります・こと，ゆ霊夢までに・瑚の一音院了を

するでありましょう。そして」972年目最めには実験結果を幸のプラとトか墜集める

ことがでぎるでしょう。

　ζζで私どもが明らρ’にしなければならなや’のは・潔縮ズラントを1つの生産設備と

して操業をするということであります。現在，経済的な点，またデザインと建設の点に

お越して・繕的に髄なものを得たと影拷えており勲んけれギもノミナ・レデザ

ィンに従いまして分離する弘めに・継続的にオペレートすることが可能にな：っ丁寒りま

す。

　これからおみ章するスライド1千よりまセて幾つか②準管状興をお話ししたいと思いま

すが・これをごらんになりますと・私どもの工場⑱実置がよ9よくおわかりになると思

います。最初のスライト“をお願いします。

　（、ス三子胸

　まず最初のスライドに示されており・ますの嫁．建設の鵬始時でありますが・1970年

ρ胡にと・らμた騨でありますρ遠・P分離騨造二面ちら側にみえてお1）ます・

　次のスラづドは・『月にとられたもので卒り・ま津が・これはまだ建設炉行なわれてい

ること・また難腸がこちらの後うの1習うに舜疑と淫しております・次の客ラィ

堕お願’嫡す・　　　　　　ピ，
　次のスライドは・1970年の8月にとられたものでありまして・饗縮工場が示されて

おります。そしてコントロールルームや換気装置が少し上のほうに位置さμているのが

みえると思います。

⑳ス渥ドに示されて納ますの億・・去午の明の輝ごろの期で却ますカ㍉

，漕鮪側にみえ孝・して・左但1に事務所の鋤がみ生す・

即応イドはβ月にとられたものでありま勃鴇關で翻まして漣・二分灘

製造工場がこの‡方部にみえておりまして・濃縮工場は下部にみえてお、！）ます・

　次餌ライドは・こζしの油点ごろ1二とら．れたもので・あま篭塔？きりして忌

ませんけれども，濃縮工場の屋根の上の部分がみえております。また通気用のダクトが

み年ます。これは・1月の中ごろにとられたもρでありまセて・～レープの建設が木体終

わっ・たところであり・ます。これは濃縮工場建學σ〉上停あたや部傘であります。．1．．，

　前に，私，申しましたように，パイロットプラントをアルメロで建設しているのであ
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りますカ㍉・れは細・旬。万ドルの費用カミかかる拶でござ嚇す9導輝オτんへ

ぜ姶伊卿ストを入れて回し糊であρます・＿＿

則塾3ぢ二型チ糊し嫡豪胆勲嘗媒デザづン騨三三纈
吻どの面で傘鰍るζ運9高し燦鱒聯かとゆ四所究となけれ

幽『解ゆこと璽r非欝沸セう噸櫛遠回職のデ7㌣即建設自
体：において得られました。

郵ど轡ランダによ？て得られま鱒や雅脚翠千よ群弊飾価レベノレで

、年間三脚聯・グ・ム当蝉1、四下騨騨靴考えひるわけで

越岬騨臨池テゆ珊究に携すζ・鶏の轡マド伽スト
を4というファクターで削減できるということであります。

さら 﨑T論な『耀紅二三ll・コ仙鯵わ攣や分離脚高加コストは

年騨佳脚噛獣？1町1嘱下r岬で継↑・そうし道と・現在

ρコス！矧算温点鰐鱒回忌ll騨キ，rぞラム当劉rr志下になる

わ1ナで『『記す・・．騨墨ぢ醐16勲．叩r託烈㍗テモリンでシンポ

ジウ M開き部轡畔織セ堺宅調．1・『’．年のr即オランダのバン
ニッタで集まりましたときに出しました数字と比べますと，非常におもしろいのであり

鯵25㌧1．病．うし下ψよう塗騨ミ漏るわけ蟹即・

　　　働牽艦無げ）

搬鱒辱し下・この聴鱒熊界卸に回しまレ轡宇は欝吟見脚

，二業璽腕ども・塾から少し糠鰯堕・塑ろ棚を得まし

挙堺．隅？脚酵悶興蘇存も解塗？徳回す・r晶碑の
研輝発四温論うな・とがわか・轡御ます・

　ここにおきまして・非常におもしろい結論についてお話ししたいζ旧いまずけれども

こ桝・礎も蝿去2三年の間やつておりれ岬究騨繕から無き嘩論で

あります。一つは，遠心分離機自体を開発するということはあまり有益ではないという

ことです・髄の遠回離 ﾔみ．ただ戦そρ製輝によ・ての蓼右さ漏もので

．は ﾕり．ませ鵬カスケづ餌ト・そやら㌃ビス暫ウ捌ム胎めたプラ

ント全体受勲ストはり影轡受嚇す・縞脚分離礫懐はどこまで大

量生 x激脚できる轡’うこ些十？て廼わっ下くるのであり・ます・・ヵスヶ一

　ドのコストは玄た一方で・　最適プゴセス及び生，産量をどのよう咋考え・る
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郷よ？て醗鯵砂艶鱒縮
　　またここでミニ㍗とオプテ招ムの卯ヘック餌ズ嫡うことにつし’て・犠

妙ト．ラ㌣トリフユ一膳晒する場合胞こ解？の考筋をは・紗と区肌な

1坤ば節ないのであります藩蛉寓畑野灘轡も5設備閥冷1二よ・て決

．警離す・鯵わち脳髄『堺偉轡轡磯模によ・て変わ・て≦脚ナであ

ります。幾ら小さなキャパシティのプラントでも経済性をもつことができるのでありま

勝れど、も1こ拶できる叫このよう磯つも。小さなプラントが隅1千瞭され

るζい『棚のと鯉薄恥蘇ち得るρであります・最少郷騨を遠敷離機に

ついて講駝砿このよう磁憐響郵研場の騨勧軸考慮に入紘1轍
ばならないのであります◎

ま騨ミここではつき舛軋上町1’鯵砦蚕卵桝？きましF最小撮

略押っ約区別Pなければ嫡ないということであります・遠心嘩建瑚噸本投

、下額につきましては、ガス拡散工場と比べますと，遠心分離のほうがずうっと有利であ

るように思いますけれども，これは，電力消費がずうっと少ないからであります。ほか

のコズトがみ綱じだとしますと飾窓璽嚢ρミ搾に鯛’ので漣心艦の1終う碍

なわけです。この点にっきましてはあとでまた述べたいと思います。

　私が述べたいのは僻心縢借るま・すでに小さな勧rおい徳、梓略画ガ

ス拡散工場と競合をする力をもつということであります。この遠心分離機の特別のサイ

ズ些の雛で部サイズを最小繍規模と聡ことができるで賊勢や・

搾桝沸でマスカを糊し頗’・す勧ち疎略50ρ姶ll、1．ぢらいの

たダーの　プロ鞭わなし’ような瑚で轍勧をもっているとの鞭し’焔

と思います。しかし，もしここでマスプロをフルに使いますと・も？と大きな能力をも

った濃縮工場ができるでしょうし，これが非常に安い生産コストでできると思います。

たぶん珈。トンの脚をもつような工励どρミこ解伽’ま謝糊の工場に入るの

だと思います。

　多くの場合，いわれてきたことでありまずけれども，遠心分離法の場合の不確実性

は・徽に対する礁故騨・縞び機有紛囎えに関する運脚二あるとゆれてき

たわけでありますけ耀もこ漉費用の酔ら鍛てみまし・う・たと．え嗣じよう

轍獺がガス購と遠心輝暢合1、二曙醜るとします・排え牌間押グラム

当たり100ドルの設備費だとします。そして電気消輩量は・ガス拡散の場合にはキログ
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（ホ　ガ　一　ド氏）ドイ：本文説明スラ料

建難中のアルメロ・パイロノト・プラント（遠心分離工場）の基礎エ事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（奪970年4月末）

嚇
譲
・

岡上分離工場（1970年8戸）

讐

葺
舞

箋：：憲

難
噸
黛

（右側：事務棟）同

艀
＼へ／｝＼
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摺
．

（スライドー4）　　同　工

藍議麟
　．．鰍．　．　　　　　　　

灘鍵
郵器・　　；

鰹・

同工場屋上の通気用ダクト（1971年1月）

’

、（スライドー5）

齢
、
擁

翻

同屋上のエア・フィルター『（スライドー6）

轟
麟
、

麺饗獺凝議
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議

　　ラム当たり2，3GOキロワット時だとしまず6’そのコスト・は大体キゴワ「ット時に6ミワレで

　あか盛すので，‘値殿に直しま』すとジ分離作業ギロブヲム当だり1ゴ去葛栂レになり懐す。と

　　『ごろが遠心分離機の場合には’5’曲ギロワゲト時しか必要と・し寮せんめで，分離作業キロ

　’ゾヲム当たり．1．8ドルしか必要に夜ら捻いわ1けであり・ます6そういでう1場合に機械め欺替の

▽分をこの12・・ドルとい鉱その差でうめるご：・とがでぎますあ’遠心分離主場は年間一1キログ

　　ラム当たり50ドル以下でできます◎この1・2ドルの違いは遠心分離機』の故障の取替えに

　・莉用’できるものであり，てれは年間25％蜜で許すことになり蜜す。機械の取りかえ自体

　∴は∴私どもの経験により蜜すと，・あまり費用がかさみません。

　　1ここでつけ加えたいのですが，私どもはここで機械の年間故障率が，い黛述べた数より

　　もも6と少なく，嘱わゆる10のファクターを割るような数字であるということを私ども

　　が知らなかったならば，とても遠心分離法を有益な代替法としては推奨をしなかってあり

・・』 dましょう・と仏う・之とです。　　・』「』’・

　　皆さ震，私は，非常にとりとめもない診話でございまずけれども，私どもがウラン同位

　元素の分離に関し譲しては，ウルトラセントリフユージ方法をやって澄ウます工場につき

∵1 謔ﾜして・の現況をお話した次第でありますQ　・　’　　　・　　　　ピ

　　どうもご清聴ありがとうごさ’いました。

長こボガートさん，遠心分離に関するだいへん詳細な澄話を承り零し・てダ非常に興味深く伺

　　い蜜した。ありがとう・どざいました。　　　　　　　　　　　　ン㌔臼

　　先ほど申し上げ楼したように∴第1段のシ・ンポジウム，これでちょっと休憩に入りたい

　　と思います。コ0分後にまたこごで再開したいと思いますので，’その闇，どうぞ澄休み願

　』・’いたいと思います。

（ 休 自．
．
着
し

）
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議　　長　これからシンポジウムの続きを醐会します6

　　　　　最初に西ドイツのユリネック・フィンクさん，アインフェルトさん，お二人によるド

　　　　イツのウラン濃縮に関するの話をお伺いしたいと思いますが，会議の運営上，ユリネッ

　　　　ク・フィンクざんだけここにあがっていただきまして，お話を伺うことにしたいと思い

　　　　ます。アインフェ沸・トさんはフロアのほうでご着席願いまして，あとのディスカッショ

　　　　ンのほうで発言をしていただくようにしたいと思います。

　　　　　西ドイツでは5国計画が始まりまして。いよいよ動き出すことになってきましたが，

　　　　先ほどのお話のように，新会社が2つでぎまして，濃縮工場を運営するほうの会社がウ

　　　　ラニット社でこぎいまして，アインフエルトさんはその代表の方鳩もう4つの会社は

　　　　遠心分離機をつくる会社でありまして，ユリネック・フィンクさんはそのほうの代表の

　　　　方でございます。

　　　　　それでは，ユリネック・フィンクさんからお話をお伺いしたいと思います。どうぞよ

　　　　ろしく挙願いレます。

ユリネック。ブインク　私は，共同研究でありまずけれども，私競争が発表をさせていただ

　　　　きます。

　　　　　多くの国々が，それぞれ長年にわたって行なった開発によりまして，ガス遠心分離機

　　　　が濃縮ウランの生産の商業的に見合う方法であり得るということがわかりました。ウラ

　　　　ン濃縮の方法として（◎ガス遠心分離に関して，ドイツで硬究が始まったのはバ・1エリー

　　　　グロット・マルティーンなどがすでに戦前に始めたときであります。

　　　　次に戸950年代に比較的小規模なものがいろいろな試験所で始められました。おも

　　　　に大学の実験室で始められたものであります。遠心分離法の基本について，多くの：重要

　　　　な実験的な，理論的な結果が得られました。最も意義のある進歩は，遠心分離機につい

　　　　てツイッペとスチンペックが行なった設計であります。設計原則はその後の仕事の重要

　　　　な基礎になったものであります。

　　　　　1960年にアメリカ政府の要請によりまして，研究作業は全部極秘扱いとなりました。

　　　そしてこのような極秘のものになったことの部分的な結果としまして，すべての仕事は

　　　GKTに集中しました。これは，ゲゼルシャフト・フール・ケルペールフアールシユ・テクニクとい

　　　　う名前のところに集中しました。これは政府運営の研究会社であります。計画はここでトイツの

　　　産業と協力をして続けられまして，どんどんスケールは大きくなり懐した。そして産業的にウラ洞位今
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分離用遠心分離機カスケードを組む：ことがで1ぎる鵡とが示されました。

　ドイヅの原子．力産業は，日本の産業のそれ’ど同じような立場をもっております。すな

わち原子炉の生塵は，‘ほかの国のそれと競合的な立場にあります。そして核燃料サイク

ルの諸部門は商業的なベースで成り立っておりま．す。ドイツは，重要な原子力プログラ

ムをもっておりまして，原子炉と撚料要素を輪出している国であります。したがいまし

て，ウラン濃縮という点でも独立した’もめとなることが必要であるということが感じら

れました。そして，それが核撚料サイニグ）レの中・で重要な部門であると考えたわけです。

　ドイツにおける分離作業に対する需要は；年率にしまして，1971年は大体500トン

SWUそれが1980年には5200トツ「SWUIこなると考えられております。ということ

は，すなわち毎年500トンSWUの増加があるということであります。それに対応する

西欧の数字としましては，年約ユ0〔通、トンSWUの増加があるということであります。

　また最少規模が拡散濃縮工場では非常に大ぎ・く，少なくとも5，000トンSWUであり

またエネルギーの消費量が拡散プロセスでは・たいへん高く2，500キロワット時SWUぐ

らいであるということですσ・しかしザ遠心分離の場合には大体500キロワット時／SWU

ぐらい少なくすることがでぎます。したがいまして，ヨーロッパにおきましては拡散法

に較べて非常に魅力的なものではないかといわれました。それについては，エィブリー

博士が彼の論文において詳しく述べているところであります。

　したがいまして，ドイツは遠心分離法におもに集中することに二しました。また，ノズ

ル法も開発しました。それはベッカー博士と彼のグループが開発したもので，これはカ

ールスルーエ原子力研究センターでできたものであります。この分離効果は，ノズルプ

ロセスにおきましてはガス拡散法の5倍から4倍をこえております。しかし，電力消費

量は拡散方法の2倍ぐらい多く必要になっております。

　皆さまご存じのとおり，遠心分離法に関して，それぞれ独立した作業が英国とオラン

ダで行なわれております。そしてかなり大規模なプラントの建設及びおもなる開発計

画を実行してそれによって，商業的に生命力のある，そしてほんとうに競合的な濃縮工

場をつくるということがぎめられました。そしてドイツ政府と英国とオランダのそれぞ

れの政府との閥に協定ができ上がったわけであります。これは1970年の5月4呂に署

名されました。

　この協定によりまして，プライムコントラクターという組織ができました。これの株

主はドイツの2つの組織などであります。この2つの会社はそれぞれ民間会社でありま
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して，1969年にでぎ上がったものであります。’そこにはドイツの・遠心分離機に関する

’作業に携わっている産業及び現存する実験所などが全部含まれております。また，これ

ら’の会社等はそれぞれ独自の研究をする、ことになっております。そしてできるだけ広い

意味での開発作業を行なうことになっておりまして，いろいろなドイツの企業と下請ベ

ースで契約を行なって，広い範囲での開発事業を行なうことになっております。

　経済的な遠心分離濃縮プロセスを達成するためには．遠心分離機を開発する・一ことが必

1』 vであります。その場合には，高分離作業のアウトプットをもっているということが必

要であります。そしてコストが最小であるということが必要で歩ります。したがいまし

て，遠心分離機に・は周忌が早いもの，耐用年数の長いもの，分離筒の長さの長いものと

層』

｢うことが大切でありまず。そのためには異なったタイプの機械が必要になってまいり

ます。高度に進んだ技術が必要ですし。また関連生産方法も改善されねばなりません。

　いろいろな遠心分離機が組み立てられまして，それぞれが異なった実験的なカスケー

　ドにアセンブルされました。こういつセカスケードの運転を通して，ある出定の設計基

準の可能性ということがわかりました。またカスケードのコントロール及び安定性とい

うこともわかりました。

　それに加えまして，また，R＆Dプログラムがプラントの機器について行なわれまし

た。それはたとえば六弗化ウラン技術などに関するものであります♂それがやはり完全

なるウラン濃縮工場を目ぎして行なわれております。このプログ：ヲムが行なわれますと

次は，この遠心分離プロセスを産業面でのアプリケーションにもつ」ていく．ということで

あります。そして原型の工場をつくるということであります。

　このようなドイツの設計による工場は，二二能力は25トンSWUでありまして，オ

ランダのアルメロ工場に近いところに建設する予定でありますが，そこで2段階に分け

て建てられることになっております。この建設はことしの初夏に始まることになってお

ります。・このように2つの段階に分けて建てることによりまして，第2殺階に建てられ

る場合には，’現在のR＆D計画の結果いろいろなより高度に進んだ設計を取り入れるこ

　とができ・るようになります。工場の設計は，生産物のU－255の濃度を大体2・2から

　52％ぐらいの領域で調整iすることができるようになっております。廃棄濃度もα296

　ぐらいになっております。

　　ここで考えられておりますのは，各毅階に分けまして，拶75年の5月から1974年

忌8月に分けて郵徐々イニ順次二面に入ることになっております。このドイツのアルメロ
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に～5ります原型工場に加え牽秘て・ドイソ及び英国でも原型工場が同じような能力で

つくられることになっております。これは，アルメロとカーペンハーストにつくられる

ことになっております。でき上がった場合には，3つの工場は，．それぞれ5・国組織のエ

ンリ。チメント・オーガナイゼーションのほうに所有権が移管されることになっておりま

識、三徳旧離の燈生酸得ることカ1できるよ・うにしよう・と徽ており臨そ

？や嗜輝ξ咽頭報碍られるタう嗜えておりま・す・・観れ劔ウハゥ

．は働に・網野鉾翻評するζζができるもの働戴三四そのをまか

にポ．共同の総合された研究開発計画屯あ夢ます。それμわれわれが得ました経験をすび

千この咽に肥すると頃こと瞳る⑳り勧よう．

究篤たタが存御て畑舘レ・イウ！｝ウをプーノすることによりまして・掃

われ叫1970年代の脚半には・ウ乏閣濃縮下民で・ガス遠心分離機を使うものが建設

され，完全に競合的なベースで運営するこ．とができると考えています。それがわれわれ

叩野洲分野動幽するこ拶で齢ようになる硬あろうと信じて翻’ます・

　さてここで強調をしてお、き糟餌膳05騨・髄業は完全嫡業的なものである

顔うこζ畔る硝いうζ・とは企業瞭融ゆことであります・そして「利益を得る

であのとし巨斡であ9ます9．わ愛や⑩5麟職は・．このように完全嫡業的なも

．刑す研えです・そして物鱗禾嘱嫌畔即するとゆこ・と・ζ識ると思います・

．：朔雛にr岬鯵尽して唖蝉けです腕ど献その釦を朽とのこ「とは・

て，われわれがほんとうにこの事業に対して自儒をもっているという、こ、：とがおわかりに

なると愚います。

月曜恥AEC、が可罰こととして・どのような鮒ができるかという葡ま・1皆さん

、お聞きになったと母います。そ滋から劉．苓営カーさんがきょうの話におきまして，非常

騙増感の的・騨軌鍍をとる嫡？しゃいました・撫撫の咽政府は・も

し・の繊ができキがりましたな賦5醜織はかカ‘ぐ㌔塑シベーシヨンとし

騨的鯵加を幽嘱々からも招請すること填め噛り督す・毛

　どうもありがとうございました。　　　　　　　　　　　　1一．二、．　∵＿ここ．．

議長た暦陣岡ζ学齢ました・
　　　　　次の野寄．んに纈叫ます・畑さんは皆さんご鞠の馬蝉躰の蔚力委員

　　　　会の肇員を．至96ぐ年からやっていらっしゃいまして・わが国の原子力政策並びにこの技
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勉方畔挙い下・．郷深い輝をも・伸牌砺で靭ま鱗・・もξもと通齢の

聯試騨の嘩もや・ておられ却て・工率ル病関係にも士分なご経験をおもちの

お方でこぎいます。どうぞよろしくお願いします。

・甲脚騨却状勘ら編レし姪と思湿す岬本曜細㍗曜究も・数えて

　みればω年ぐらいの摩史ρミ麺わけでギ晒ます・しかしこれはき鋤てノ槻模でこ

　ぎいまして・やや本格的に取りかかったのは・・四69年の明に濃縮ウかの研究を特

　定総合研究と指定したときから始まると思います。

　　これは・日本の事清からしまして，．ガ堺鉢散と遠心分離の両方の方法について追及せ

　ざるを得なかったのでありまして，このやや基礎的な研究の段階を一応1972年か73

　年ごろに終わって，その時期までに得られましたR＆’Dの技術的の解明をしたい。しか

　し，ぎょうpフラン．スのベッカーさんのお話でもすぐ出てまいりま、したよう．・に，この濃

　縮ウランρ問題は非常に流動的でございますので・当然・今後2・年間の海外の状況をい

　ろいろ考慮に入れざるを得ないと思うのであります。

　　それで72年か75年ごろにおきまして，技術評価をしました上で，可能な場合には

　いずれか一方をとっていくということを考えておりまして，それによってパイロッ｝プ

　ラントの段階から，ほんとうのウラン濃縮工場をつくるという計画まで，．ナショナルプ

　ロジェクトにしていくということを考えておりますが，現在の段階はまだそこまでいっ

　ておりません。

　　一方，先ほど一本松さんのお話にありましたように，漂子力産業会議におきましては

　非常に積極的な案を提出さμております。これ妹・厚子力委員会が少しなまぬるいので

　はないかということでございまして，原子力委員会は，もっと早くこのウラン濃縮の研

　穽をナショナルプロジェクト侍もっていくべきであるということのようでございます。

　　なお海外の状況等も合わせ考えるために，昨年の秋に原子力委員会に，．濃縮ウラン対

　策懇談会を設置しまして，目下，検討中でございます。ことしの7月ごろには答えを得

　たいということでございますが，この委員会の名前がウラン濃縮ということばを使って

　おりませんのは，技術開発を主体としたものではなくて，濃縮ウランをいかにして日本

　として確保するかというもう少しブロードな問題を取り扱おうということでございます。

　　目下，審議中でこぎいますので，．こ燕から彦）私の発言は全く個人的なものであります。

　　なお，テクニカルな問題につきまレでは，あとで村田さん，あるいは今井さんがおら
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ll：：：・1れますの燐。1．私はゼネ．ラ聖な聞題俸つい．てコメントをしたい，．、あるい妹ご蟹問をしたい

　．と思っております。　・　：∵＿、．．、＼．　∴　　〆’：．　・：・・㌧．∵．．．，＿．

　　、今回の原産の濃縮ウ・ラx・ゾ～塗ノヒに．おい：でに、な9ました方からいる、匝うな率話を聞き

　　まして，非常に刺激を受けました。これは，、非常に産業会議の勢績矯あろうと思ってお

　　9ます噸．・「∴．．『　　・　　・　．、・‘．・・｝：．∵’、・◎訟∴、．；　　1：』『・・∫』　．：．“rき・，．．．

　　選初に…アメリカの濃縮政策に9ヒて肉伺いな，したいと言づてお侵ま・す。原産の濃縮

　．ウランの梶言が出てまいりましたうちぼ〉麓もな厚因ゆ断つは，’たぶん米国がり74年以降

　に着；する原子力発電所に対して，．耀締ウ薯署の供給な約車“∵・：…一そう．レ・う話がでぎ

　・なし）、と，いう段階に早る．どいうこどで｝まな炉ろ・うかと．思レ・ます。、｛ンかし躍昨日のサピァリ

　一さんのお話によりますと，非常に固い約束が事前にできるということ，．もう1つは，

　解約に対する補償料的なものといラζζ蚕ご藁ヤ｝ましたけれξも・ともμくそういう条

　．件のもと、では米国．は磐給し斥けるど睦・うお話があっなよう儀考えてお．9ま1す。

　　‘われわれとレま・しても，当然アメリカ自体の要求のために，．第4：∵∵…．いわゆるわれ

　われは第4工場ζいっており．糾す。そういうも0》の必要性があるこζは明らかでござい

　ますからして，これを早くアナ・ウンス9て姓なだきま〆レ．て・・それで海外の需要に応ずる

　とレ・う態度を早期に言明されれば非常にありがたいρ）ではないかと考えております。

　　，もつζもわμわれの中には・アメリ・耀）濃縮政策にもう1つ・．問題点がある．のではな

　い牟と考えておりますが，それは，現在の露うにAEC，縛るいは公的な機関が今後とも

　濃縮ウランの供給を続けるというのであれげ確保と帆う憲味が非常に強いけれども，そ

　れが一時謙論をされたよう1二，・．民間に移行する、どいうこと、．14なった場合には，先行き，

　不安があると、いうことがある⑳で依な込牟と、羅ヤ㌧塗すρ、二んな点に、9いて，、、サピアリー

　さんから，ご意見を伺えるとな込へんあり炉た：し堵悪ってお．9計襲。甑∫。凱

　　なお誓ζ．の軍縮ウラン，の工場を9，く、＝りますの嫡・．薄野に．たくさんの金がかかりますが

、ンその中で：ジ外事の華墨ウラン需要まで二も含めるというこ．と嫉ア．メ・リカの圏民としてはど

　う・かと．レぎラこ鴬も毒し．ある毎らば，寄れは翠・ジョーイ・ン勤：鷺～〈チャーということも当然考

　えられる．（ρ掩：ば凝がろうか．ζ愚づ．て・粒ります6・二｝隊．ン　1』∴．』｝：…　，：』ゼビご

　　．第二は・弱や越1り1アメりご；掴嬢ρ野てミでございま』ずカ㍉べ二1のごろダ度重なる濃縮ウランの

．．，値轟げの問輝であ9ます。われわ想㍉1軍縮画…ラ銘とい．うのは26トル／鞍という数字で非

　常になμズき即事9・．ます。凄鳶ろカきζ鰹；ま1し》聖画レズ駅・とた／㌔にばたばた≧上がって

　まいりますので，．われわれは将来にどうしても不安を抱かざるを得ないわけであります。

一557一



　そこで，　｛咋氏　サピデリーさんは，萩しい濃縮設備についての分離作業当たりのコ．

ストについてお話がございました。いわゆるアーストオブといっておりますが，既存の

工場に追加する場合には28ドル／鞠　，卜しいサイトにおいては5乙ドル／助　，こ

あような数字を示されております。

　ところが私どもがこの新設工場について前から聞いております数字はもっとずうっと

安いのでありまして，たとえば，だいぶ前のOLR－658などによりますと，この数字

が2；㌻砂レ／騒　という非常に低い数字なのであります。ですから，とれな1っは高聞経

理方式と宮庁経理方式といいますか，そういう差があるのでしょうげれどもゴどうもこ

∂）ように非常ヒ濃縮ウランの価格が上がっていくあでは，先行き，非常に心配であると

考えられます。

　また別0）問題としまして，元来，濃縮ゲランというのは由VAにセ‘ぎました理由は，

われわれの方からみますと，アメリカの安忌・電気をかん詰あにしてもってぎてくれると

いうことであらたのであり‘ますが；現在のラメ’リカの電力界の状況な，どうも料金値上

げの話奉どんどん続いておりまし七，．なかなかこれから安くなるとい・うこ・とはどうもむ

ずがしいのではないかというごとが考えられます。

　そこで，濃縮ウラン工場が電気のがだまり「であるという観点に立’ちま＝ずとジ非常に安

い電気のあるところピ濃縮ウラン工場をう3kると．いうことが考えら歳ないかということ

たとえばベルギ＿の人がコンゴに「きみミし比いつでおる『と’ヵ～訴ぢいぢな『ヒどがあるよう

でこぎいますが，そういうことが考察ぢ俄姦いかというと乏でどぎいます♂㌃

　ですから，今後の濃縮ウランの価格の安定にづいてどのよう妃考えておちれるか，あ

るいはいまいった・ような電気の安いとと「ろべ出かけ’でいぐよ1うなことについて，どうい

うお考えをもっているかということ』 �W伺いし’澄いと思います。

　次には㍗・ッパの問題ζゴついて，歯論いろ』いろ謡いした蘇こど・があると思いま

ず。ヨーロッパで濃縮ウランの問塵が起こりますと，常に読応分離法二お：ガズ拡散法の戦

争が起こります。これは，「フラシスヵ・焼冷にガ舷散法に対しぞ熊をもら七おられま

すと同時に，3国側は非常に遠心分離法と自信をもつ’七，必ず衝突して遼’ります。

　きょう（δボガーざさ’んのお話によりま…ナ『と遠心分離につきましては，’非常に自信のあ

るような・ストェ寿イメ有が出されまじ泥1醤の致トェ好イメイトが夫体綜合され

五という尭話だったと’思うのでありま’ず6「とれほ五いへん敬意を表したいと思います。

　しがし，これは現段階でいいますと；まだ実証性をもつでおると：は思われません。エ

一ろ58一



・落チメ』トというか莞ゲシチメrrト．というか1でござ吟ます々㍉∵．今後数年間々かって実証

∴をされるべきものと思います。しか・しその中で示・琴れました遠心分離法のユるトポテン

シャルが非常に高いことを注目しなければならんと考えております。

　われわれとしま・して嬬供給源ρ多様化ζいう卑地から，・アメリカの話だけではなく

て5国共同の濃縮事業か學ひ．将来，＼ウ．ランの供給を動ける可能性炉あるかどうかという

　ことを知りたし｝ど考え・ております。もちろんでき本？々ウ薯ンだけで嫉なくて技徳開発

e技獅に？建て庵スチュワ、rテ、イ・ス．な商業的な条件で受け得るかどうかどいう導、とを聞きた

いと思って・います。．．

　　ら？とちヅやや冗官で申レわけないのですがぺ濃縮会社の名前は「ウレンコ」という

・沼）矯あ9、ましてぞζれは面面語でいい重す．と・ぐあ勢が悪い・会社なのです。「売れない

．． ?社」というこどになる②で，こオ誓はど．うもぐあい炉悪いのですげれども，こういう日

本語的解釈にかかわ9なく・たぐさをの製品を売ってミ．どんどん発展されることを期待

したい、一と悪います。

　さてここで，．皆ッカーさんの述べられま紡三々ζに関して，簡単に質問をしたいので

、1あります。しばしばわμわれ，、遠．く斥よ、くわかメ之1寝せを魁．ユ「ロピア：ン：ズ1ラントとい

う㊥炉ございます。これに対して妹運心轟轟法とズス撚散法身競争窒して恥るのだと想

像をして・おるわ：けでありますが・、同時に遠心分離法どガス拡融法ができ上競るというご

．どでも荏㌔｝（ρではなかろう．かと思いますのでレどんなプ『，々スでヨ門ロ、ッパの需要を満

たすような工場ができてくるのか，これは，ベッカーさんだけとは隈らないと思うので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ありまずけれども，まずベッカーさんが論文の中に書かれておりますので，お答えをい

ただきたいと母っています。・．　　　．　　　．．　　　一　．＿

　な：．却・ベッカーさんの朱ほ．ど示されました図面なξ・をみましても・・今後・たとえば

20年女ぐらいでいいますと，世界じゆうで，大体6，000ト、呪言g）耀縮ウ潮．ン工場が8

つか9っ要る訴989年三三・毒鐸高速増殖炉の彰三越出てまいり、ませんので・1995

年戦いまでは・．．この濃縮ウそン需要は碑る形ζ遮ってお曝す・原産で計算されま

した奉告などでもそうでございます。そうしますと・・さ塑に野まの数字よりももっとた

くさ、ん。、ウ彦膿郷場韓界ζ出て・で趣けれ！盛りなし）・・お鯵のが切GO億円

ぐらいかかると斗・う・ことでご・ざ喚ま・す。グ∫・　．・　　　、∫：一』∵1・…ご．売∵　1ゴ・：で一…ビ：．

　ζころが，逆にこの高速炉の影響が1⑨95～19・9ぐ年記うかや串1（まいり毒すと・ここ

で濃縮ウランの需要は下がるわけでこぎいます。したがいまして・ワ．ラン濃縮工場は・
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燃でぎ即轡弾ど騨鎚時騨噌ちに∵㌃嚇・てセまう状態
になる可能性をもらております。これは，経済上，ゆゆしい問題になると思うのであり

ます。

そこ �茶E㍗？響曝すとセ’う艦崎r榊轡うかといいま
すと躰騨でr吟醸勢〕⑳を鞭て轡鮮総・プ聖トニ・ム
鞭って・軌炉ζレ宍、響ざ1こ塾．醜冊力というのは・ウラン255は

全く薩でありまして・ブ・レトニ・ムが主役縮めると・・う唖騨炉など轍って

い鯉脚病皆歪層晦ます摂鯉事、た狸はして・このカレトニウ

堕耀論評鞭？下写キ晩rζr治すも日即鵬の尉櫨業会議が
急0 P9騨畔撫解鱒鱒，聯勿需瓢そ画期からあ鼠3割
と瓶1 �驕Dとレ〕う、こ騨汽r貫選ρミ？舛の騨細細、．磨るいは高

温ガスよりも影響が強く出るものであると・・う・とが晩ます・もち酬塑1・は・こ

の前提としれ｣．解難弓弩滑解撃な脚縫りません晦どもそうい

増欝成り立マ鵬金『は嗜rl潮r細論と晦ます・

しかしな醐rのよ『塗こ㌣墜轡でやり柔しても遺界の灘ウラン額か

略すと・牟く鐸々たう概rざい、手ずからし℃この影響を堺的堕げるとし’

うこと 窒ｵますと濃縮ウ羽の雛の解1二ついて・いろい和ン堕招ずるエレ

著ント酬てくるのではなか蓼かと1思嚇す・たいへ岬！がζうござレ・塾た・

（拍手）。

議　　長　非常に貴重なご意見をいろいろ承りました。いろいろご質問の形でそれぞれ出ており

　　　　ますが・このこ心慮あとでまとめてお房頃吋謡うにし妙と思懸す呪さよう

　　　　’にご了承を願いたいと思います。

　　　　　ゆ・．メンテ．ナとして源子力研究所の離長の柵rん欄伸し上げま

　　　　す・細さ鵬1％8年に科話術庁の原子力語派されまして・、そ蝋酬の

　　　　ロンドンですけれども，大使館に駐在されまして，長く原子力行政に携わっておられた

　　　　のであります。68年に原研の副理事長におなりになった方でございます。

　　　　　原研では，ご承知のように，わが属のガス拡散法によるウラン濃縮技術の研究開発を

　　　趣て溺して・r⑳畔騨1諸でございます・その辺嚇ご意見も

　　　　伺えますと，たいへん………よろしく。
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村田私は，わが国におきますガス拡散法の研究開発の概況を申し上げ，それに若干の私の

　　、．．、．翠鱒猶冷たいと恥ます・

　　　　　．岬脚とお？激鞘から靴帯出所に越ましρま因ス騰法の嘱大事な

　　　　点であります隔膜の研究開発を國内の基幹産業との協力のもと1二行なわれてまいってお

　　　　ります。この実験規模はぎわめて小規模なものでございまずけれども，一応隔膜の基礎

　　　　的な研究としては，かなりの成果を得てこられだわけであります。．

　　　　　現在は，この‡う．なデータをベースといたしま隔て，理化学研究所と日本原子力研究

　　　　所とが共同で，関連のメーカーの方々の協力を得ながら，以下の考え方に沿いまして，

　　　　鋭意ガス拡散法の研究醐発を進めておるところであります。

　　　　　先ほど一本松さんからもお話がございましたように，わが國，あるいはわが国が蘭係

　　　　しまして，将来，どういう方式にいたしましてもウラン濃縮工場が必要だということで

　　　　こぎいますが，その時期並びに規模は，先ほどのお話の線に沿いまして，大体5000トソ

　　　　SWUぐらいの実用規模の二1二場が，1985年までに稼働に入る。稼働できる。運転を開

　　　　始できるようにしたい。こういうことを1つの騒標として考えましたとぎに，そこに至

　　　　る開発の道程として，1975年，つまり目標年深の10年前までに，一応約循段ぐらいの

　　　　ガス拡散法によるカ～くケードを組みまして，実験を十分や、っておく必要があるだろう，

　　　　このように考えておりま．す。

　　　　　そこで当面のやり方としては，これも山田さんからお話ございましたけれども，四72

　　　　年い・ばいぐらいまでF縞そのまた基礎勘データを収集いたしますために・たとえ

　　　　ぽ隔膜の基礎的な，並びに改艮的な研究　これを理研において進めていただく。それは，

　　　　蝉でござ球すけれども一三のカスケード凹んだ試験をやることにな・ておりま

　　　　す。

　　　　　一方原子力研究駈のほうでは，昨年から小型のユニット・システム試験ループをつく

　　　　響二部で近く鍼・鰍r入1）ますが・こ門門25和ワ・トの遠心ポンプ

　　　　を勤力といたします試鹸ループであります。

　　　　　さらに四71年，今年からは，これに加えまレて，．大型軸流コンプレッサーの開発に

　　　　必要な大型ループ，これに使われるポンプのキャパシティーは大体200ないし500キロ

　　　　ワットを予定しておりますが，この程度の大呼ループを建設いたしまして，衿72年の

　　　　後半には連転を始めたい，こういうように予定しております。

　　　　　現在のこのようなプ『グラムによりまして・この爾5年の間に・拡散工場に必要な隔
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膜の性能向上，層あるい』は均一な品質の隔膜を魔産すみ場合の問題点を明らかに毛ていき

たいということのほかに，もう1つの技術的な困難が予想される圧縮器等における軸受

あるいは軸封装置の研究，開発，その他の各ゴソポーネソトの繭発，さらに六弗化ウラ

ンガス中の不純物のコソトロ』一ル等の面における開発をしますとともに，システムとし

ての開発の経験を得たいと考えておりま．す。

　そのような経験を得ながら，私どもとしましては，できれば19ア2年の後半，’あるい

は，おそくとも7ろ年から，ある程度の規模の循段カスケードの建設にかかりたい。こ

のカスケードの規模は，まだ現在の殺階で最終的にきめておりませんけれども，いずれ

にいたしましても，このような考え方で，汐75年までに，巧段カスケードの試験をや

っていくという計画を進めていきますためには，総額約3，000万ドル程度の研究開発費

が必要になろうかと思っております。

　問題は，1975年以降，実用規模のプラントへもっていく場合のもっていき方であり

ます。これにはいろいろなやり方があろうかと思います。もしこれをわが園の自主的な

技術開発ということを中心に進めていくといたしますならば，実用規模の，すなわち

5，000万トソSWU規模程度の工場をつくります前に，ある程度のパイロット・プラン

トが必要であるかもしれません。しかし，何らかの形における技術協力あ・るいは国際協

力ということが行なわれますならば，このパイロット段階の問題は，そのあり方によっ

てかなり違ってくるのではないかと思っております。

　先ほどらいろいろとガス拡散方式につきましても困際協力の話が出ておりまずけれど

も，私どものやっておりますことからいたしますと，15段カスケード程度までのもの，

つまり75年に予定しておりますところまでは自分の力で開発をやってみる，経験を得

るということが必要であると考えているわけであります。

　さて，国際協力という点でございますが，確かにガス拡散法の鼓術’は；1世界的な視野

でみ’ますならば，アメリカはじめ各霞においてすでに確立しておるといわれるものであ

ります。問題は，これからの世界の濃縮ウランの需要増からみまして，』一体いつ；どの

程度の規模の新しい濃縮工場が必要とされるかということ，このターゲットの置き方が

大事だと思います。

　これまでにもアメリカの原子力委員会あるいはフランスの原子力庁’その他から，これ

からの将来の世界の濃縮ウランの需要についての見通しが立てられて蓄りまずけれども，

1いまや，濃縮ウランの製造能力をこれからどのように高めていくかどいうことは，単に
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　　、二が帰国の需要，供給の問題だ「け．ではなくて，1世界的な視野穿、世界的な要求に対応して考え

　　　　られていかなければな・らないと思うわけでありますので，そういう意味で，このような

　　　　将来の需要，これに対する供給計画がでぎれば，一その段階で，圏際的な協力のもとに調

　　　　査され，決定されていくことが望ましいのではないかと思います。

　　　　．先ほどもお話がご．ざいましたけれど・も：，’ガス拡散方式：によりますいろいろ・な問題点と

　　　・・；’しまして一番大きなのは，駈要電力の大きさということであろう．かと思います。電力を

　　ぞ：∵安ぐ：どう供給するか．ということと合わせて，それをバック・アップす’る電力網の大きさ

　　　二’とい1うごどが考えられなければならないと思います。そういった点を現実的に考えまし

　　　だだ麟際的な調査がほしいものだと思っております。

　　　　　ま』た一’：方では，将来の魅力のある濃縮技術として・遠心分離法につき．ま，して，本日もい

　　　　ろいろのご発表がありました。そういった中で，ウラン濃縮の製造能力の拡大という世

　　・・1ヒ界的な要求を考沁ますときに，ガヌ拡散法によったほう、が確実に畢ぐできるということ

　　　・1緬あるならば，・：やはりそのよう・なものを多属間の協力という形で早期にできる方法を考

　　　　えるのが効果的であるかもしれ・ません。しかしジそのよ「うな園際協ガを行なうにつきま

　　　　して，私どもとして希望し，期待したいこ．とは」、この拡散鼓術は粂確かにいろいろ改良

　　　　を加えられておりまずけれども，一般的に申せば，急速にこれから陳腐化する傾向にあ

　　　　るといって悪くないのではないかと思いま・す。

　　　　　そこで；：．これま・で秘密扱いにな』っておりまずけれども，核拡敏防止条約が国際的に行

　　　　なわれる時期になっております。そういったことからいたしまして，世界的視野で，世

　　　　界のどこかでさらに大きな濃縮能力をつくらなければならないどし多すときに，それが

　　　　國際協力で早期実現されるということであれば，その前提として，拡散妓術についての

　　　　商業的なノー・ハウは除かれるかもしれませんが，従来の秘密扱いを排除して，早く，

　　　　たとえばジョイント・ベンチャーという方向へもっていくための前提とするということ

　　　，．が，・効果的なこれからの対策の1つではないかと感ずるわけであります。

　　　　・これはもちろん拡散妓術の立場か、らだけ申したわけでありますが，・そのようなことを，

　　　　私どもこの扱術の開発をやっております立場から考えておることを串し上げまして，私

　　　1．の話を終わります。

議　　長　どうもありがとうございました。それではこの次は，．動燃事業朗の副理事長の今井さ

　　　　んにお話をお願いしたいと思います。今井さんは↑956年に前の原子燃料公社の理事長

　　　　をやっておられまして，動燃事業団ができて，こ・れと一緒になられてからその副理事長
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，聖やつでお昏れる，はえ．抜きの核燃料屋さんでございます。動燃は，、『ご零和ρタうに，

わ．々ミ圏の遠心分離法によるクラソ濃縮の一罪龍発を担当されております。その辺からお

話を始めていただきたいと思います。

今　井動燃が灘ウランに対しましても？て，象す醐撚2つこぎ・・粘て・影面・山雨

　　　　員からお話ございましたように，1つは，日本の現状解決の根：本問題として，燃料を節

　　　．約するという立場から，高速増殖炉の開発をやっておりますし㌧また，それは幾分時間

　　　　もかかることゆ客，コンバータであ否獅聖転換炉の開発に力を入れている，こ、のような

　　　　状態であります。新型転換炉は，申すまでもございませず，初期装荷においては低濃縮

　　　　ウランを必要といたしまずけれども，取りかえ燃料以降は，いわゆるセルフサスティニ

　　　　ソグしたいという計画がたてられております。

　　　　　さて，そμは別といたしまして，遠心分離法にわ一れわ解が直接に闘遠いたす．タうにな

　　　　りました．9）．！ま・1964年の5月に始まりました。それ以前は実は理化学研究所の手で数

　　　　年にわたりまして初期の研究開発が行なわれてまいりました。そして理化学研究所の手

　　　　で第窪号の遠心分離機が製作せられ，これにつきましては，周速は200π／Secという条

　　　　件におきましてアルゴンの分離試験を行ないまして，その成果は早く，1954年の理化

　　　　学研究所の報告に載っておるような次第であります。

　　　　　理化学奇矯はさちに第2号機をおつくりになりました・これの回転試験等を継続し

　　　　てこら塵たのでありますが，先ほど申し上げましたように，1960年5月に，当時の原

　　　　子燃料公社が引き継ぎました。したがいまして，この1号機，2号機は東海事業所に移

　　　　設されることに相なったのであります。

　　　　　以後，鼠子燃料公社は，この1号機及び2号磯を用いまして，軸封機構の改艮，ある

　　　　いは振動肺止のためのバンパーの解決・あるいは駒モーターの改良等・』レ1麹ろの技

　　　　術開発をしてまいりまして，周速が250nゾSecという程度におきまして長期の安定運転

　　　　ができるようになりましたので，まずこの第2号機にタりましてアルゴン分離試験をい

　　　　たしまして，スルー・プットのガ客重量，あるいは258，255，つまり軽いものと重い

　　　　ものとのカット率，あるいは回転胴内には温度勾配をつけておりますが，これをどうす

　　　　るかという試験を続けてまいりました。

　　　　．そρ御ま，さらに引き続ぎまして，アルゴンから，UF6を用し〕る分離試験を行ないま

　　　　レた。その際には，試験条件としま．して，周面は25碑／Seeであるけれども，温度差を

一544一



1護0度ないし20度に・するがいいとか，’あるぴぼ園転体の胴内の庄力は5．0ミジから200

ミ1・・り．の聞に変化ぜしめる翌熔う試験をい「たし劇して髭そめ際に1最高の分離効率は52％

　ぐらいであったと，当時の発表に一報をいたしました次第でございますが，七れはその

当時におきまして，『既発表の外国のデータと比べま・す・れば，おおむね大差ないという結

果であったのでございます。　　　　　　　　一「1▽

　その後，・UF6の試験をしなければならないわけであり・ますの：で，：・新たにそ・の目的のた

『めに設計に着手いた．しましだ6’・’この場合にはUF6・は非常に重いもめでございますので，

胴内の圧力が，中心は極端に低くなり，胴の壁の部分におきましては高ぐなるというこ

どで，吸・排気，フィよドとウェイストとをどうして取り入れるか，．‘または取り出すか

とい「､検討を行ないました。これらの結果に基づぎまして∴順次，．：第5号機と第4号機

の製作を行な・いました。　　「　　　　　　　∴』．三”幽’

　・その当時の製作の材質は，・強力アルミ’ニウム合金でこぎいまじて，・’七たがいましてこ

れには，材料強度から回しまして，許容の周回隈度がこぎい『ま’す。一この…ごとは承知しな

がらも，その材料強度のもとで許される周速下で連転ずる計画であっ．たわけであります。

5号機によります初期の運転におきます歪段の分離係数は「・0乙ぐらいであると衿69

年に発表いたしております。

　こういう経過をたどってまい・りま『し．たが，”遠心分離法は，・経済性を達成する，だめには，

分離パワーあたりのコスト・ダウ．ソを1はからな「けれぽ・な・りません6’ま1だ，’連転’保守の

容易な構造，あるいは特別の材質の開発等が必要となってまいります。周回が高くなれ

ばなるほど，UF6ガスの収・憐気が困難になりますので，・その機構について研究を進め

・るとともに，材質といたしましても，強力アルミニウム合金の改良を一方で考えながら，

また他方，繊維強化複合矧，これはファイバー・リエソフォース・ト．・プラスチ・ックと申

：じたほうがいいと思いますが，かよ1うなものを取り上げましで，．初期的ではありながら，

1若干の成果をあげておると思っておりますσ

　特に一昨年以来は，広く工業界のご協力を得まして，ご関係の各社からそれぞれ特長

．ある機構要素のご提案をちょうだいいたしました。これによづで民間の技術能力を十分

に結集いたしまして，高性能⑳遠・心分離機を開発するべく努力しでおる次第であります。

　ほぼ1機のシングル・マ．シソの性能の向上をはかると並行的に，複数の高速回転体を，

大げさに申せばカスケードの最小単位，煽本で’はよくシステムど印して溶・りますが，こ

のようなものを連転いたしまして，1・機の建造が総合的な雪転性能にどう影響するかな
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ど，いろいろ解梅を進あ七おる次第でありまナが，来年度中に慮，これらの計國につき

ましそ，‘1・σ機による試験成果が取りまとめられるのではないかといま考えておる次第で

こぎいます。・㌧

　いま申し上げましたように，私どもは，ただいま，1つのタイプの遠心分離機に集中

しておるのではなく，民間ご提案によりまして，複数の機種を開発いたしておる次第で

こぎいます。これに関連いたしまして，先ほど来，ユリ「 lックさんのお話もございまし

たが，これを将来実用化する際には，ヨーロッパではどんなふうなお考えなのでござい

ましようか。

　と申しますことは，いまイギリス，オラ’ソダ，ドイツそれぞれ独立に5つのタイプ，

あるいはそれ以上の数のタイプの遠心分離機を感発なさっておられることと思いますが

将来これを実用化なさいますときには，おのおののプラントをそれぞれ拡大なさいます

のでしょうか。それとも，そうではなくて，それを綜合化して1つのものに統合なさる

のでこぎいましょうか。どなだでもけっこうでございますが，エイブリーさんにお伺い

したいと思います。

議　　長　一応コメンテーターのお話が終わったのでございますが，なお，イギリスの原子力公

　　　・社のフラソクリゾさんが：コメントの用意をしてあるのでというお話でございますので，

　　　　フランクリンさんからお話を伺いたいと患います

フフンクリン　　議長，まず最初に私はここで皆さま方に同情のことばを述べたいと思います。

　　　　という’ことは，ヨーロッパ，ストックホルムにおき’まして去年の9月に，すべてのヨー

　　　　ロッパの人々が集まりまして，そこで1つの会議が湖かれたのですけれども，そのとき

　　　　に大きな仕事といたしまして，お互いに激嚇し合ったわけであります。その時に1つの

　　　　結論を出すという仕事は非常にむずかしかったのでありまずけれども，きょうの段階で

　　　　は，結論を出すことが少しやさしいのではないでしょうか。

　　　　　第2に私渉申し上げたいのは新しい供給者の問題であります。たぶんこのような重要

　　　　なときにおきましては，少しくだけたお話しをした方がよいと思います。私はいま，1

　　　　人の兵士の話を思い出します。その兵士はうちから長い間離れておりましたので，別の

　　　　女の人を伴って結婚してしまいました。その後，彼の正妻から手紙が来まして，彼女に

　　　　はもっていて私がもってないものぬ一体なんなのですかと聞い七きたわけです。それに
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対して彼は別にないけれども，いまここに彼女がいるということが重大だと述べたとい

ゑ逝舛轡鮮翠墨∵す1す燭濃縮工聯剛態に似て
．・いμ．恥’ます・・

騨琳婦贈剛ま鎚竺ピ㌃さん炉ご翻卿まレたよう1二’

糊舗鰐脚騨灘力噸！l抑鯉ま那三郷の蔚力
輿ド噸糠噸三四｛ナ噛醐騨聯猟コミ・
砲鳥山鯵と蝉解1’声解嫡遡鞭騨廷セ＼醐であり

：ま

P瀬頭滴∴壷ぢゐ妓謙融ナ編なかつ

．たときに・私轡二三卵卿’k聯漸た拶遡陣また’その他の

甥騨噸燐．また・稗〒麻痴る騨降もρ轡でありま

．・瀬瀬畔欝蹴奔旧記す・叫こ桝三冠1きのみ
噸論義）解礎轡掌r多感幽幽鯵ずど拶辱切な道

幅や畔頭語レ幅跳砥轡燭砂漏の薦
1∵艦蕩難轡謙誹㌢1謙：談1瓢瞬．

れについて非常におもしろい状態にあると思います。たとえば小さな国で石油のコスト

カ1押響勢岬1三騨幽する蝿な轡櫛り筋獅をここ、

聯灘綿噛∴リア蜘＿脚＿という

㌘禦鵬卵白蕪∴鷺じll驚1麺ご∴蹴∵

そういった場合には，原子力の規模の経済が出てくるのであり’ますぜ『；どるまうな困にお

きま．しては’ 鞫?轡禦事触終幣’長髄供給の三軸ミ購
になってくるのであります。

ド呵轡励聯融安牽喚鰍ないと“うヒと噸をもつとい

lrこ．ζで脚ま頻櫛∵幽嚇も三三魏雌てると恥う鵬に
は，将来のサプライの状況が5σ年後に一体どうなるかという．ζとを考えてみなければ

塗ら鰍淫す・中錬轡醐｝ばテ騨賜かで回す瀞申し上

げ面諭論野望ヒ弩鵬求めるという．こ即ずかしさ㈲
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　　　　ます。

　　　　　私はもちろんプルトニウムをリサイクリングする可能性を認めていないわけでありま

　　　　せん。現在の発電所の場合，一年間に大体2トソから2．5トソのプルトニウムが出てく

　　　　るのであります。しかし，原子力発電も成長することを考えますと濃縮の問題をプルト

　　　　ニウムのジサイクリソグだけに依存す：るということは問題ではないでしょうか。という

　　　　のは，転換率の高い原子炉を建設するとしてもまだ十分なほどのプルトニヴムが出てこ

　　　　ないからでありまず。そこでわれわれぷ濃縮ウランの供給を他国に依存す．べきであるか，

　　　　または依存する場合には，どのくらいの間依存するかということを考えなければならな

　　　　いと思います。

　　　〆1サピアリ」氏がカスケードの開発計画についてお話しなさいましだ：。米国の状況，改

　　　　良計面についてお話になりましたが，私どもめ経験に照らし合わせでみますど，『彼が発

　　　　表しました数値ぽ非常に妥当なものであり’ますので，もじ’ピれが成功し’なか．っだら，非

　　　　常に驚いてしまう淀ぢうと思いま一歩。一ですから私は，1980～叡　年までに濃縮グラソが

　　　　不足するということを聞きまして非常にふじぎだと思っています。今後ろ～5年の間に，

　　　　もちろん私どもは，この大きな投資につきまして決定をしなけ耗ぽならないめぞありま

　　　　す。噛

議　　長　フランクリンさん，ありがとうこぎいましだざ特に母本の闘題’についていろいろ有益

　　　　なご意見，まことにありがとうございました。私どもも，その問題を十分検討をしてい

　　　「きたいと思っております。

　　　　　次は，もう1つ，西ドイツのナイ’ジフ土‘ルドさんが，これもコメントが毒るそうでこ

　　　　ぎいますから，お願いします。

アインフエルド　1議長，ユリネック・ブイ・ソクさんが提出いたしましたベーパーは，ユリネ

　　　　ック氏と私の共同研究でございます。したがいましてこの観点からいたしますと，私は

　　　　これ以上コメントを加え’る必要はこぎいまぜん。ただ，私はここで強調したいと思って

　　　　おりま’ナのぬ，ドイツに解きましそは；製造産業と》科学産業，それから工場を運営す

　　　　る産業をはらき「りと区別しているとい：ケことです6’そして，私はとこで，㌦ギイツで設立

　ゴ1　　されましたウラニットとGNBという二つの会社を代表し．てお話しを紐・たすつもりでござ

　　　　います。すなわち，ドィッのメー「カーに関する質問が出てきたような場合には，私が質

一548一



問ζと容乏だいと恵らております6それ以外でありましたならば，ユリネック，ブインク

氏がお答えすると思いますbナなわちジこの問題に関して，メーカーサイド以外の問題

セこぎいましたらフイゾク氏が答えるだろうと思います。

　どうも’ありがとうご’ぎいま一した。

議　　長　以上で一応コメントを終わりますが，先ほどいろいろご質問が出ました。・山田さんの

　　　　質商にづきまし’てサぜアリーきん1で：ぎるだけのご返事を伺えればたいへんしあわせで

　　　　こぎいますが。

サピア9’…』 рﾍ最初に具体的な質問に答えたい・と思います。その第1のものは，濃縮に対

　　　　する共同事業を考えることがでぎるかどうかということであり．ました。それに対する最

　　　　も門門的な答えといいますのは，ニクソン夫統領のメッセージに出ていると思います。

　　　　それは先月出たものであります。それをぜひ引用したいと思い：ます。，

　　　　　「原子力に対する需要が増加するに従って，濃縮ウランに対する需要も増大している。

　　　　プメリガはこ：の燃料をいろいろなところがら供給してい．る。そしでまた適正な補償をし

　　　　てい’る。しかしながぢ，層原子ガの利用が高まっていくに従って．ほかの闘々でも独自の

　　　　プログラ1ム’を進あて行くこと：は充分理解できることである。このようにわが國に対する

　　　　依存を好んでいなゼと．’いうごと＝ぱ当然理解できる。これは，核拡散防止条約，また，そ

　　　　のほかのわれわ五の政策にも重大な影響を及ぼすだろう。現在の扱術をもって，ほかの

　　　　向盟瞬の人々が，正当なる要求をもって独立性を要求しているということを無視はでき

　　　　ない。したがって，われわれの利益，そしてまた多鼠間の協力をこの分野で促進するこ

　　　　とこそボ重要である。．また，注意深く国際的な安全保障の問題を考え，ほかの騒の圏防

　　　　の問題を考えつうわれわれの同盟国に対して，できるだけ多国間の協力で，ウ7ソ濃縮

　　　　を行なう「だめの方法を合同委員会で検討するべぎである。」これを引用することで答え

　　　　としたいと思います。

　　　　　2番目は，1価格の最近の上昇についてでございます6．そしてそれ炉心配のたねになつ

　　　　ぞいるという・ことについてでありましたけれども，これは当然理解できることだと思い

　　　　まトす。しかし，ここで私が指摘しておきたいと思いますのは，もちろんこの価格の問題

　　　　は，1956年の12月にでぎましたものでございまして，：そのときは比較的高いものでご

　　　　ざいましたげそしてそれが50ドルに・下げられまし℃1962年にはそれを26ドルにまた
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・下げたわけでございます。そして1968年の1月1日には，2・5年続いたコヌト・イ

ンフレーションに基づきまして，52ドルに増加しております。　　’㌧　づ

　この増加分といいますのは，き’たる栂年間，すなわち1974年から1980年に’至りま

すまでのコスト・エスティメートをカバーすることになっております。そしてその場合

には，過去5年間のインクリースをもカバーしています。今面のそれは4％ということ

になっております。，

　そしてこの価格の上昇は，われわれが経験していることと常に一致しているわけで魂

首尾一貫しているわけであります。私はこのように価格がこれからも上昇し続けるとい

っているわけではありません。私はただそういう傾向があるとはいいます。われわれは

このようなある程度の基金をエスタブジッシュするということとの関連でこの問題を考

えていただきたいということであります。

　われわれの豊明を増加するためには，われわれはまた電力を増加しなければなりませ

ん。それに従って連転費用も上がっていくわけです。またインフレージ：．ヨ’ツも考慮しな

ければなりません。

　もう1つの重要な要素といたしましては，CIP／CUPのプログラ・ムをもっておりま

す。そのためにもある程度の資金といいますか，投資が必要であると「いうこともわかっ

ております6また，インフレの問題もここで考慮に入れなければなり『ませんし，また，

ニードをできるだけカバーし，また，コストの上昇をも押えるというごとの方向ではや

っていきたいと思いますけれども・，132ドルのといいまずのは適切なものだと思います。

そして，ぎたる10年間のものどいたしましては、，この額は適切なものだと患います。

　5番目の質問は》たしか私が月．曜日に申しました数字についてでありました。28ドル

／SWUという数字でありますが，：・「35ド〃というのは全く堕しいサイ’ gに関する数享

であります。そして，5年前に出ました報告にも出ておりまずけれども，今回め値：上げ

’には2つの基本的な理由があ．ります。4つの理由は，！イソフレーショ・ンーがあ・うたという

ことであります。この肩じ期間にインフレがあったということです。もうでつの重要な

理由といたしましては，最近の調査によりますと，商業的な，そして産業的なものによ

って得られた数字ど，政府が運営しているようなオペレーションで得られた数字とは違

うといケことであります。5年前にはそれが政府的なものぞあったということ，セれが

数字の違いの宇戸であります。

　そして，ガス拡散工場のサイ』トについての問題でありまずけれども，われわれ漆最初
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　　　　の2つのプラントについて敷地を検討しましたときには，」’凶つはオハイオを選びました。

　　　　こごで山番重要だと思いました要素は，・電力が安いどいうこと・でありました，，そして，

　　　　この電力が安く得られるということ，「また，、＝・安い櫨で石炭が得られるということ，これ

　　　　がわれわれのファクターとして考えなければいけなかった闘題でありました。

　　　　　現在アメリカでは電刀のコスi・が非常に高くなってきております。したがいまして，

　　　　すなわち電力の安さということを正しく評噛するためには，キロワット・アワーでどれ

　　　　．くらい違うかということを考えてみるというζとだと思います。そしてわれわれの2つ

　　　　のプラントに対して，安い電力がどのような影響を与えたかということを評価すること

　　　　が一番重姜なことではない．かと思いますd

　　　　　こ・・れで大体質闘に大ざっぱに答えだっもりですが，いかがでしょうか。

議　　長・いかがですか，山田さん，大体よろしゅうございますか。

山 田・サピアリーさん，たいへんありがどうございました。しかし，私がお伺いしたがった

　ことが若干抜けておるのではないかと考えます。それは，結局将来アメジカが濃縮プラ

　ソトをつ，くるということと関連いた．しまして，黛本が現在何年間か先の計画を立ててお

　りますが，・その濃縮ウランの供給について，：窪・973年まででスト・ップしておるという点

　についてのお答えが，ご無理なのかもしれませんけれども，なかったように思います。

　　それで，サピアil一さんのお話は一昨日にも伺ったわけですけれども，アドバーソス

　に，非常にしっかりした約束をしろということでこぎいますが，それと逆に，アメリカ

　としても当然要るはずでございますからして，．濃縮ウラン・プラントをつくるというこ

　とで，その需要に対応するということがいえないかということをひとつ………。

サピァリー　　こういうこどを申し上げたいと思います。過去におきましては，われわれは非

　　　常に三三でありました。濃縮能力が常に需要に相応したものであったということはたい

　　　へん好逮だったと思います。われわれの状況が常に有利なものでございました。きたる

　　　数年蔭絹にわたって供給力が確保されていたのです。ここで，アベイラブノレな能力は需要

　　　　と常にバランスして，いかなければなりません。その場合，エソリッチソグ・サービスを

　　　、三半するためには，私がここででぎることは，私霞身の判断でしかいえないわけですけ

　　　れども，常に需要がばっきりと・しているということ，すなわち明確なコミットメソトを
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われわれに射していただゑなければならないということだと思います。そしてアメリカ

におきましても，いろいろなタイムリーなベースでわれわれの濃縮サービスをこれによ

って提供できるということではないかと思います。

議　　長　いかがですか。

山 田　たぶん私の話が早過ぎて悪か6たのだと思います。もうそれ以上は珪1し上げません。

　だいべん1ありがとうございました。

　　私の質闘を非常に簡単に申し上げます。ヨーロッパにおきまして，フランスがガス拡

　散法，それから3国が遠心分離法というふうに，そういう陣営をもっておられるようで

　こぎいます。それで将来の……これは人のことで申しわけないのですけれども，われわ

　れにも関係があると思うので伺いたいのですが，将来ヨーロッパに濃縮ウラン工場をつ

　くるときには，この2つのものが無蘭係にどんどんでき上がっていくのか。あるいは何

　らかのコーディネーションをとるのかということを伺いたいわけであります。両方の工

　場は多少性質が違いますから共存できるあかもしれないのですけれども，そのような何

　らかの妥協の過程が存在するのではなかろうが。これは，ご質問をする相手が必ずしも

　適当かどうかわからないのですけれども，ベッーカーさんの報告が一番それに近いもので

　すから，お願いしたい。

ペツカ｛　　　事実ヨーロッパの現状は2‘つの可能性に直面していると思います。すなわち濃縮

　　　　方法に可能性が2つあるということだと思います。1つは遠心分離，もう窪つはガス拡

　　　　散であります。事実，どういう間題に直面しているのかということ，要するに経済的に

　　　　どちらがいいかということ，経済的にどちらのプロセスがいいのかということについて

　　　　いろいろの人の意見がわかれているということである。しかし，そういう状況の中で毎

　　　　られる解決が一番いいのではないかと思います。

　　　　　私の発表におき・まして，私はこういうことを強調いたしました。すなわち1975年と

　　　　いう年代におぎまして，一体どちらをどるのかということを決定しなければならない。

　　　　新しい能力を決定するためにはどちらにすればいいかを75年にきめるべき：だといいま

　　　　した。私は事実，ベスト・ソリ三一ショソを選ぶことは非常に重要なことだと思ってお

　　　　ります。しかしながら，層私の考えでは，ベスト．ソジューショシという’0）は1理論的な
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観点から選ばれるものであ・てはい1ナません・われ繍ρ攣瑚合1嚇1鞘的腰素

から選んでいかなければな．りません。すな．わち，われわれが一体どういう問題に直面し

ているのかという戦略的な面からみな鯵ればいけないと思います。．たとえば賀τロッパ

の濃縮ウランではどういうことが問題であるかということを考えていかなければならな

いと思います。

　そういうことρミありましたために・フラン触府は至近・ガス拡散ρプラントを着実

に拡大していって・その方向で研罪をやでいます。またそれと同時に・研究をほひの外

樋のグループで，こういつた事業に興味をもっている人には，常にオープンにしておく

之いうこどをきゃたというのも，こういうわけだからでありま．す。われわれがもってお

りますコソタグト，．いろいろなヨーロッパの人々とコンタクトを．もっておりまずけれど

も，多くの入々がこの韓峨嚇も・て・・るとの・と醐かり部た・．ξレ下・の

事業に参刀・してくれるだろうと思・ております・したがいまして鵜．・ぎ燭撃とき

がやってまいりましたならば・遠心分離にたずさわっている人々が・は？きり、博聞数字を

出すことがでぎるだろうと思います。すなわち，ヨーロッパの遠心分離に関してはつぎ

りしたことがいえるようになるだううと思います。そして私は，、このような数字を手に∴

へれた上でこそ，一番よいベスト・ゾジューショソが選ばれるのではないかと思います。

　しかしながら，私肉入の考えからいたしますと，1975年というデッド・ラインはた

いへん大胆なものであります。そして智の輝人的な考えでは，壌在の≧ころ，私は，こ

マ）年までに・十分半る知識をもって遠心分離のプロセスに乗り出すというのはむずかし

、し｝のではないかと思います。すなわち，遠心分諜の方法を大型の工場に拳れをアプライ

、するということは，個人的な考えでは非常にむずかしいのではないかと思います。しか

し，最．も重要なことは，いろいろなヨーロッパのパートナーと一緒に嗣発を行なって，

十分な経済的なデータを交換するということであります。それによって最適のソジュー

ショソを得るということであります。したがいまして，われわれはそういう意味でかな

りよい関係にあると思います。このようなアイデアを得るということ，いろいろなデー

タを得るということの意味では・葬常によい醜係をいまもっていると1い客ると思います。

議　　長　今井さん，さっき・何かご質問がございましたね。ちょっと．時間かたったので私も忘れ

　　　　ましたカ㍉　簡単に………。、
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今樋心鱗の醗㊥煙ら濠暫碗勿冠ツガ鯛ダストリー
　　　，喜・・うものの役蜘力1綿・状ぎ楠け℃す・そういうわけ℃す筋・たとえばヨ噌

　　　　ッパ・プラントのごとく，・相当の規模でなさるというととになれば，それぞれの歪つの

　　　　タイプの遠心i分離機があれば，それに蔭結した：マニュブナダチュアリソグ・イソダスト

　　　　リーの養域ということがあるだろう。われわれもまた，小型であっても同じことを体験

　　　　しつつあるので，それぞれ特嶺あるメーカーがらいろいろの提案を受けておると私は申

　　　　し上げましたけれども，それはそれでみな独立に進行させるということと，そうではな

　　　　くて，これをどうかして，イソテグレートして，しぼるということとばたいへん矛盾し

　　　　てくるわけです・，そんなことの関連において，そんなことをお伺いするのは無理かもし

　　　　れませんけれども，考え方としては，アルメロと，いまケープンハーストと両方で仕事

　　ソ　rをなさいまナが，』どちらも大きくナるのでしょうか。それともどちらがに重点を置くの

　　　’でしょうかという，考え方のイソクジネーションを伺ったのです。それをエイブリーさ

　　　　んにお伺いしたいとお瀬いしたのです。

エイブリ訟「 @議長，『私はこの閥題を一番よく答えますに際しましては，いか1塾して2つの園

　　　瞭会社が操業を翻罰するかを説明したら一番いいお答えになるのではな駆℃じょうか。

　　　　私どもは，今年中に2つの会社を審せ集めまして，いままでの’3町営で行なわれまし

　　　た研究蘭発事業をまとめまして，2つの会社のスタッフが装置を交換いたしまして，研

　　　究瀾発のプログラムをつくることになります。しかし，1つのタイプの畿械に努力を傾

　　　注するか，または1つ以上のものにするかにつきましては，まだお答えするには時期尚

　　　早であります。しかし，たぶん，もし’，いま考えられているあらゆる可能性がすべてこ

　　　の1つの綜合したプログラムの中で全部継続するということがありましたら，非常にび

　　　つくりするでありましょう。

　　　　私の向僚の人も，私も明らかにしたい点でこぎいますけれども，いろいろなタイプの

　　　遠心分離機が，『いま現在建設中のプ1コトタイプ・パイロット・プラントに設置されてお

　　　ります。しかし，ここでもまた，私の同僚の方もいいたいと思いますけれども，もしこ

　　　れらのすべてが，これから継続的に研究されることになりましたら，これも私は非常に

　　　驚くことだと思います。私がはっきりと確信をもって串し上げますのは，私どもの会下

　　　が，1つないしは2つ，またはろつの最も希望的なラインをきめて，そこに努力を集中

　　　することになると患います。
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今』井早ありがとうこぎいました。

長　ほかに何かごぎいませんでしたか。

　　大体ゴメジテニターからのご質問も以上のとおりでございますが，．同誌に皆さんのほ

　うからのご質問も，いま伺ってましたが，特にございませんようなので，一応ここらで

　この会の取りまとめをいたしたらどうかと愚います。

　　今日のお話，私，ずうっと尚ってまして，これはきのうから含まれた問題であります

　が；非常に有益と申しますか，日本の間題としてみても，ぎわめて役に立つお話が非常

　’にたくさんあったと思います。おそら’くご動席の皆さんもそういう感じをも層た湿たと思

　うのでありますが，結局，先ほどから申しておりますように，日本のエネルギ己問題と

　いうものは結局そういう背景になっておるということを繰り返し』て回忌なければいけな

　いと思うのであります。

　　いま日本では，大込エネルギーのアO％を石油でまかなっておりますが，この石油が，

　先ほどからたびたび幽しますように，非常に童，価洛において六指が起ぎております。

　もンー方では，油による環境汚染の問題，「とれまた非常に大きな凝立を日本で生み出し

　ております。こういう環境問題というの慮，；ぼ本の経済あるいは社会生言上どう1しても

　回避していかなければいけない絶対の命題かと思いますが，そういう意味におきまして，

　期待されるのは原子力だと思うのであります。

　　第1日の原子力の長期ビジョン，20世紀1こお1ける原孝力構想ということでずいぶん

　詳しくお続きいただいだと患いますが；私ジ’脊後の日本のエネルギーのにない手として

　安定供給の問題と環境保全の問題，この2つの配慮からしまして，エネルギー問題の解

　決というものは；この原子力の開発ばよらな’げ舵ばいかんということについて深く思う

　のでこぎ：いま’して，この点1ま皆き象もぎわめでご嗣感』であろうかと患うのであります。

　　そこで，きょうの濃縮問魎仁な・るめであ・ります6原子力の開発については，いろいろ

　二二がございますが，結局，一悉日本どしで問鎗にとれからしなければい音ない最も大

　きな闘題の霊つは燃料問題1特にグラン濃縮の問題であろうふと思います。『

　　その意味におきまして，原子力産業会議は昨年，1っのウラン濃縮の問題につきまし

　て・意見書を発表をしまして，きょう，これは；一本松さんからご説明があらたとおり

　でございます。この閤題につきましてはジ特にダきょう，いろいろ海外の専饅の方から

非瀬・いい規馳承ったのでありますが，・いず烈・しましても，この藤勤鰍を急が
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ない眼り・われわれが期待する原子力の蘭発は非常に哲ずかしいということについては・

これまた皆さんご同感だろうと思うのであります。

　政府，特に原子力委員会においても，先ほど山田委員からお話がこぎい孝したように，

糊ゆ騨正比・て検討をされており質ので・おそらくはこの夏ごろまでに吾訓

ρ⑳七二◎猷の政府の政靴セて実境の歩を踏み出す潜うとゆユを・わ

れわれ，期待しておるものでございます。

．もう・．1つの問騨・この問題⑳1轍適るいは促進とい三味嵩・きまして・特にご

．の財ンポジウムで明らかにされました問題は，先ほどもお話の出ましたアメリカのニク

ゼン大緯預のこれに関する2月の声明であります。先ほどもここでお話がございました

ようら多数障や期醗につや’下の積繍なアメ・効鵬としての鋤これを

合同委員会でい搬討をさ琴おるとレλラ前向き腰勢・

　もう1つは，フランスの政府の方針として，プレスリリーズになりました澄1話がベ

ッカーさんからございましたが，いずれも，これは1条國が共同してこの濃縮悶題を解

決しようという態度であります。

　私ども産業会議の樽想の中にも，濃縮工場の雑殺については，よその閣との共同騰発，

特に太平洋諸躍との共同開発という問題を真剣に考えておるわけでございまして，たま

たまこの構想は・四リカ及びフランスの群えと．非常によく似て樋・同時1ニドイツ・

イギリス，オランダでやっておられる遠1自分離の問題も，ある時期に．くれ1濱堂れを弱放

．しよう，まことにごん然と申しますか，同じような考え方で各困が進んできておるとい

うことは，非常に私，ぎょう，ζのお話を伺い，また輝決する上に，明るい感じを受け

たわけであ．ります。

　ただ従来の贈際蕩力は，いわば手ぬる．い形が多かったのでありますが，合団のウラン

濃縮の閻題は，先ほどから皆さんからお話がございましたように，安定供給という「つ

のたてまえかち，およそいつごろまでにほテれは考えなければいけ斥いのだという手形

の朗日のようなものがあるように考えるのであります。

したがいまして・．轍ともζの海夕ゆ協力醐につぎましては・真剣三三も進んで

ぞ恥う鰍をとるべきだろうと思いま外・また・き・う・お目にかか・たこういう

皆さ硝・そ・μから海外の皆さん方のち・うどい三会でございますので・詩にその点

を最後⑳締やく．メリとして希望をします次第でございます。

　おそ學く今後，ジュネーブ会議において，あ否いはその他の会議に零いて，この問題
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がかなりホットに論じられるだろうと思いますが，われわれもぜひその仲閲入りをして

この問題の解決と申しますか，進展に力を入れたいと考える次第でございます。

　たいへん締めくくりとしてはだらだら申し上げましたが，要するに日本のエネルギー

解決のための原子力，それに伴う一番大きな閥題は，ウラン濃縮の問題である。この解

決について，困際協力が非常に必要であり，またそのことが偶然にも欧米諸國が考えて

いる考え方と非常に一致しておるということについて明るい感じをもち，これを進めて

いくということの決意を薪しくしたいと存ずる次第でございます。

　たいへん長時闘，非常に熱心にお聞きいただき，またスピーカーの方も，あるいはコ

メンテーターの方もいろいろ討議いただきまして，まことにありがとうございました。

厚く御礼を申し上げます。

　なおこの機会に，これをもってこの5日間の年次大会を終わるわけでありますが，最

後に海外からみえましたお客さまに，拍手をもってお礼の意を表したいと思います。ご

焚成を顧います。

　　　　　　　　　　　（　拍　　　　　　手　）

　どうもありがとうございました。

　これをもちまして，第4回の年次大会の幕を閉じたいと思います。ありがとうござい

ました。
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